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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校則法

第二百六条

・聖せい譜ふ記き述じゆつの再現においては、人類の損そん害がいが最も少ないものを尊そん重ちようする。

第二百十七条

・聖譜記述の再現が不ふ協きよう働どう、不備で不ふ可かとなることが解わかった場合、代だい理りとしての相手を選ぶことが可能である。
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「我が王！　ホライゾン！　ちょっと御休みでしょうけど、起きて下さいな！」

　ミトツダイラの声に、ホライゾンは目を覚ました。

　……おや。

　起きた時には、いつも見ているものがある。

　木で出来た天てん井じようだ。多た摩まの地下、自分に与えられた住居のものだ。

　一年ちょっと前、青雷亭ブルーサンダーの店てん主しゆに拾われた時、彼女が用意してくれた場所だ。何しろ、調査によって住すみ処かが無い事が判はん明めいしたので、放ほう置ちしておく訳わけにもいかない。武蔵むさし住人として税ぜい金きんを納める元となる、居い場所の設定は必要なのだ。

　そんな生活密みつ着ちやく型がたの場所とは違い、

　……ここは──。

「葵あおい君くん！　アリアダスト君！　起きてくれ！　今は移い動どう教室の二日目の夜で、今日きようは真田さなだの第一次上うえ田だ合かつ戦せんによって天てん竜りゆうを二体倒たおしたり、遺い跡せきの調査で新たな謎なぞも発覚して、ついでに葵君の女じよ装そうセットも金きん髪ぱつバージョンがお釈しや迦かになったりして、疲れて先に一ひと休やすみしていたんだろうけど、まだ夜は八時だし、毛もう利りがやってきて北ほう条じよう征せい伐ばつに毛利攻ぜめを重ねたいと言って来た！　ミトツダイラ君の母はは上うえも来ているが、これからどうするかを広場で緊きん急きゆう会議したい！

　──起きてくれ！」

　……流石さすがはネシンバラ様、説明台詞ぜりふが御お見み事ごとです。

　だが、天てん幕まくの中には誰だれも入って来ない。それを示すように、アデーレが、

「え、ええと、どうして皆さん、入らないんです？」

「え!?　だ、だって、寝しん所じよを勝かつ手てに覗のぞけませんよ？」

「で、でも、そこ、浅あさ間まさんと、ミトツダイラさんの、天幕……」

「シ──[image: ]　向こうの広場にいる母に聞かれたらどうしますの!?」

「面白いんじゃないかな」

「そうね。ついに母はは子こネタを描く時がやってきたのね……」

　その遣やり取りを聞いて、ホライゾンはこう思った。

　……皆様の充実があるなら、このまま放置が良いのでしょうか。

　一いつ緒しよに寝ているトーリの方も、現在は寝ね息いきをたてている状態だ。

　放っておけば、休ませる事が出来る。

「全く……」

　ホライゾンは思う。半はん目めで思う。自分には、平へい行こう線せんの存在が居る、と。

　自分に感情を戻そうとしていて、世界を征せい服ふくしようとして。

　それは自分にとって有あり難がたい事ではあるが、何しろこの男にもそんな事は一人だと出来ない事なのだ。

　他ひ人と頼りの平へい行こう線せん同どう士しだ。しかも、

「トーリ様」

　ホライゾンは言った。

「これから先、激げき戦せんとなり続けていくならば、早く布ふ陣じんを固めなければなりません。

　何な故ぜなら──」

　何故なら、

「トーリ様が欠けた時、何もかもが終わってしまいますし、また、ホライゾンの欠けてる部分も、時間という空くう白はくがあるのです」

　ホライゾンは、目を閉じた。

　外は放ほう置ちで。

　……もしも──。

　もしも、この場に踏み込めるというならば、起きよう。そう判はん断だんした。
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「おかしいですね」

　アデーレは、眉まゆをひそめて言葉を作った。

　滝たきと渓けい流りゆうの音が聞こえる夜の底。アデーレは人ひと差さし指ゆびを立てて言う。

「これだけ呼びかけて起きてこないと言う事は、〝事件〟の可能性があります」

「フフ、事件!?　事件ね!?　どんな事が生じてるって言うの!?」

「それは……」

　アデーレは考えた。

　……あれ？

「あのですね？」

「どうしたので御ご座ざるかアデーレ殿どの」

「たとえば、冗じよう談だんでも〝殺さつ人じん事件が〟とか言ったら、どうします？」

　問い掛けると、目の前に立っていた第五特とく務むが、目を弓ゆみにした微笑を作る。彼女は、銀ぎん鎖さを浴衣ゆかたの袖そでから零こぼしながら、

「冗談でもそんな事、言うものではありませんわよ？」

　危なかった。

　よく考えたら王を守る騎き士しの目の前だった。

　……下へ手たな事言うと、鎖くさりプレイですよね！

　それはどういうものかと問われると、奔ほん獣じゆうでガシャアンとか、擬ぎ音おん系けいのものしか思い浮かばないのは何故だろうか。実じつ地ちでやりましたしね。

　だからアデーレは考えた。

「いいですか」

「どうしたので御ご座ざるかアデーレ殿どの」

「たとえば、中でエロい状きょ」

　第六特とく務むに後こう頭とう部ぶをはたかれた。いい音がした。自分もまだいける、とそんな事を思っていると、第二特務が静かに言った。

「そんなことしてても、外でこれだけ騒さわいでいたら興きようが削そがれるのではないか」

「あら？　周囲に声がした方が盛り上がる者もおりますわよ？　──あ、わ、私の事ではなく、ちょっとそういう知人がおりますので。ええ！」

　うん……、と皆で頷うなずいた中、副ふく長ちようが腕を組んだ。

　ふうむ、と彼女は頷き、

「まあ、中で不ふ穏おんになっているという可能性は低いのでは御座らぬか。何しろ浅あさ間ま殿の方に、全ぜん裸らの生命危き険けん反応なども来て無いので御座ろう？」

　皆が、一いつ斉せいに浅間に振り向く。

　と、浅間が注ちゆう視しを受けた。そのまま彼女は一歩引ひき、

「え、ええと、来てません。来てませんよ？」

「フフ、だったら何な故ぜそれを早めに言わないの？」

「え!?　──だ、だって、そんなの、監かん視ししてるみたいじゃないですか。それに、寝ているところを覗のぞくなんて」

「あら、うちだと愚ぐ弟ていがこっち寝てる時訪ねてきたり、その逆もＯＫよ？」

「いや、それはうちでも──」

　皆が沈ちん黙もくして、改めて浅間を見た。

　え？　と浅間が注視に対して疑問詞しを作る。が、

「あ」

　慌あわてて浅間が手を左右に振った。

「ほ、ほら、うち、トーリ君は顔パスですし！　私の部屋に着替え置いていったりとか、お父とうさんがトーリ君の事気に入っていたりとか、番ばん屋やに追われて逃げ込んできたりとか、いろいろある訳わけですよ！　そうですよね私！　ハイ、そうですよーう。よくある事ですよーう」

「よくある訳ですのね？」

　狼おおかみが笑えみで言って、巫み女こがうなだれた。

　そして喜き美みが、浅間の肩を一つ叩たたく。

「ともあれ浅間？　今はちょっとした非常事じ態たいなのよ？」

「いえ、だから、その、パッシブのチェックがハナミから来てませんから」

「フフ、──でも、それだったら、アクティブのチェックはしたんじゃないの？　〝二人とも、大だい丈じよう夫ぶでしょうか〟って。どうなのかしら？」

「い、いや、だから、それは言えませんって。プライバシーの事で、ええと」

「つまりしたの？　したのね!?　〝あっ、トーリ君の脳のう内ない麻ま薬やく反応……！　ホライゾンの方も……！〟って、見たのね!?　いいわ！　いいわね脳のう幹かん！　逆から読んで幹かん脳のう！　幹脳小説！　脳内麻薬が出てるなら興こう奮ふんしたっていいのよ!?　ドパっと良く出るドパーミン！」

　……一方的ですねー……。

　アデーレは、とりあえず自分が巻き込まれないように、浅あさ間まに背を向けておく。

　すると副ふく長ちようが、ふむ、と頷うなずいた。彼女はもの言わぬ天てん幕まくを眺ながめ、

「ともあれ、中では不ふ穏おんな状況は発生しておらぬ様よう子す。ひょっとすると、全ぜん裸らとホライゾン様が、二人でセックスしている可能性もあるで御ご座ざるしな」

「……副長。それって、言葉だけ聞くと凄すごく不穏なんですが」

「おや、アデーレ殿どの。セックスを知らぬので御座るか。セックスは不穏なものでは御座らぬ。──お互いを結ぶ真ま面じ目めな行為に御座る」

　向こう。誾ぎんが宗むね茂しげの手を引いて広場に戻ろうとするが、関かん与よしない方が良いだろう。

　ただ、第三特とく務むが二ふた代よに右手を挙げた。

「──どっちの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、セックスと言ったらセックスで御座ろう。幾いくつもあるものでは御座るまい。

　まあ、強いて言うなら、ホライゾン様の事、──冷静なセックスで御座ろう」

「冷静……!?」

「ガっちゃん！　ガっちゃん！　何か閃ひらめいても口にしない方がいいよ？　ひょっとしたら新しいジャンルかも知れないし！」

　アデーレは、ちょっと想そう像ぞうした。

　想像して、酷ひどい光こう景けいが浮かんだので、内ない心しんで誰だれにともなく謝った。

　恐らく自分がヨゴレた気がしたんです。ええ。〝気〟じゃない気もしますが。

　ともあれ、と第一特務が言葉を作る。

「どうするで御座る？」
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　確かにそれです、とアデーレは思った。

　どうするべきか。

　その問い掛けを、第一特務の横で洗いものの鉄てつ鍋なべを手に提さげていたメアリが継ぐ。彼女は、彼の顔を横から見上げ、

「点てん蔵ぞう様、寝しん所じよに踏み込まず、二人を起こす方法は？」

「Ｊｕｄ．、大声を出すのが一番に御座ろう。ホ、ホアァ──！　とか」

　しかし、と彼は右の人ひと差さし指ゆびを上げた。

「……しかし大声は、ミトツダイラ殿どのの御ご母ぼ堂どうに気付かれる事になるで御ご座ざる。広場のほう、ミトツダイラ殿の御母堂が──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、今は、御お広ひろ敷しきとハッサンが料理を振る舞ってますわ。移い動どう教室用に用意していた食料在ざい庫こがみるみる減っていくとかで」

　流石さすがは第五特とく務むのお母かあさんですね、とアデーレは内ない心しんで頷うなずいた。

　だが、食料は有ゆう限げんだ。いずれは人狼女王レーネ・デ・ガルウの足止めも利かなくなるだろう。

　とはいえ、とアデーレは前置きした。

「第五特務のお母さんに気付かれると、何かマズイ事、あるんですか？」

　皆は顔を見合わせた。そして、正まさ純ずみが、

「何か悪い事あったか？　ミトツダイラ」

「う、うちの母に、我が王と一いつ緒しよの天てん幕まくとか、そういうのがバレますわ！」

　なあんだ……、と皆が肩を落とす。すると第五特務が、

「な、なあんだって、……一いち大だい事じですのよ？」

　だが、彼女の疑問に応じる者がいた。

　伊だ達て家け副ふく長ちようだ。まだ遺い跡せき帰りのままの服装の彼女は、第五特務を見て、

「──同どう棲せいなんて、いずれバレる事よ」

　ええ、と言葉を繫つなげたのはメアリだった。彼女は笑えみで、

「そうですよミトツダイラ様、公おおやけにしてしまった方が、気も楽ですし、皆さんが助けてくれます。そうですよね？」

「うん！　そう！」

　皆と一緒に力強く同意すると、第五特務が俯うつむいて視線を逸そらした。

　……あっ、信用されてませんね……。

　うちの連れん中ちゆうに足りないのはお互いの信用度どかもしれない、とアデーレは思う。だが、

「どうします？」

　Ｊｕｄ．、と第二特務が頷いた。

「天幕ごと引っ繰り返すか」

「フフフ、いい度ど胸きようね！　私達の荷物もその中よ！　私の化け粧しよう品ひんやミトツダイラの焼き肉セットや浅あさ間まの神しん道とう一人遊びセットがぶちまけられて合がつ体たいしたらどうする気！　綺き麗れいな一人遊び焼き肉セットの出来上がりよ！」

「じゃあどうしろというのだ」

　……ツッコまないんですか！

　アデーレは愕がく然ぜんとした。やはり嫁よめ持もちは余よ裕ゆうが違う。こっちと同じように驚いている浅間や第三特務は結けつ構こう常じよう人じんというところだろうか。

　だが、成なる実みが、第二特とく務むの腕わん部ぶ装そう甲こうを叩たたいた。彼女は静かな視線で、

「貴方あなた、引っ繰り返すとか、どうしてそう派は手でな方向の事に固こ執しつするの」

・不退転：『全く、仕方の無い話ね』

　女子限げん定ていの実況通神チヤツトで、彼女が言う。

・不退転：『天てん幕まくを揺らすとか、そういう手もあるから、大人おとなしい方向に誘ゆう導どうするわ』

　流石さすが、とアデーレは思った。

　そして伊だ達て家け副ふく長ちようが、半はん竜りゆうに向き直った。

「キヨナリ。どうしてそう、派手な解決ばかり望むの」

「解わからないか成実。──格好かつこいいからだ」

　あら、と伊達家副長が、吐と息いき付きで半竜に告げた。

「何ど処こぞの半竜は、天幕を引っ繰り返すような土ど建けん作業が格好いいようね」

「ほほう？　建設機き械かいの格好よさを知らんのか貴き様さま！　ショベルとか鉄てつ球きゆうとかローラーとか、格好いいのに知らぬのか！　やはり雪ゆき国ぐにでは、全て雪で作るせいか。仕方ないな……」

　その台詞せりふに、伊達家副長が眉まゆを歪ゆがめた。カチンと来たらしい。

　ややあって、彼女が腕を組んだ。そして、

「──あのね」

　言った。

「そんなものよりも、もっと派手な方法があるのを、この半竜は知らないの？」

・貧従士：『挑ちよう発はつしてどうするんですか伊達家副長！』

・不退転：『すまないわね』

・立花嫁：『反省の謝しや罪ざいでは無く、進んでいく事を止めぬための謝罪なのは何な故ぜですか』

・未熟者：『決意のための謝罪だね！　滾たぎるよ……！』

・眼　鏡：『えーと、私の手元に君が中学生の時に書いたラブコメがあってさ。〝サンボ飛ひ翔しよう〟っていうんだけど。本文が〝キラリ、夜の空気を銀色にスルルと切り裂さいたのは例えようも無い程の美び麗れいな刃やいばであった。エクセレント。おお、これは──〟って、これは何？　通つう神しんに流していい？』

・未熟者：『御ご免めんなさい御免なさい！　当時は擬ぎ音おんも好きでした!!』

　即そく謝罪だ。

　だが、現実の方では第二特務が盛り上がっていた。

「つまり何だ、成実、──砲ほう撃げきか！」

「あら、砲撃程てい度どで〝派手〟だと思ってるの？　本当に派手なのは、爆ばく発はつや斬ざん撃げきだけではないわ。高こう圧あつ縮しゆくの重じゆう力りよく塊かいによる局きよく地ち歪わい曲きよく圧あつ壊かいとか、そういう手だってあるのよ」

「それが朝の目覚ましなのは、どうかしてませんか」

　アデーレは、伊達家副長と第二特務の横よこ目めを受けた。ややあってから、二人は、

「──夕食を食いに広場に行くか。何か作ってるだろ」

「そうね。カレーを食べたの早過ぎだったし、付き合うわ」

「あっ、じ、自分、空気読よめない子こ扱いですね!?」

「仕方ない連れん中ちゆうねえ」

　喜き美みが、天てん幕まくの入口を開けた。

「愚ぐ弟てい？　ホライゾン？」

　と、あっさり中を覗のぞき込む動きを見て、アデーレは皆と一いつ緒しよに叫んだ。

「──最初に自分からそれを!!」
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　鈴すずは、皆より早く天幕の中を知ち覚かくした。

　目は見えないが、音や空気の動き、熱などを総合して暗くら闇やみの中を検けん索さく出来るのだ。だから、いけない事かな、と思いつつも、鈴は中を覗き込む皆の後ろから、しかし一番に内部の状況を理解した。

　天幕の中。毛布が敷しいてある。

　中央に一枚だ。

　そして壁かべ際ぎわに皆の荷物がある。

　……入口側には喜美ちゃんとトーリ君にホライゾン。

　右の壁にはミトツダイラ。左の壁には浅あさ間まという構こう造ぞうだ。

　……うわ。

　昨夜、こんな中で、皆、一いつ緒しよだったんだ。

　どうだったんだろう、という疑問に答えるように、

「あ」

　トーリが、中央で寝ていた。

　両の手を肩よりも上げ、寝ながら何かにぶら下がっているような姿し勢せいだ。

　肩でも凝こっていたのだろうか。だが、両の五ご指しが開いていて、

　……胸、揉ももうとしてたのかな。

　多分そうだ。

　だが、彼の場合、これは通常運うん転てんだろう。前に喜美ちゃんが言う通り、そういう事でお互いの共通の秘ひ密みつを抱いてみたいというなら、彼は、胸を揉む事でその人と胸の大きさなどの秘密を共きよう有ゆうする事となるのだから。

　だけど、

　……あ。

　以前、三み河かわで自分の胸を揉ませた時、大きくなっていると自己申しん告こくしたのは失敗ではなかろうか。個人間かんの秘ひ密みつが、皆の共通認にん識しきになってしまったのだから。

　だけど、あの時はああ言わないと何のフォローにもならなかった気もする。

　次。次があったら、と鈴すずは思い、

「────」

　よく考えたら、ミトツダイラも同じだと気付く。

　三み河かわで胸を貸した時、彼女があれだけ怒ったのは、

　……トーリ君が、どうだったかをバラしたから？

　流れとしてはそれでいいが、その流れ自体を理解していなかったミトツダイラとしては、状況が違った筈はずだ。

「我が王？」

　今、横で中を覗のぞき込んでいる彼女は、当時、どうだったのだろうか。

　いきなりの事に対する驚きもあったろうが、

　……ミトツダイラさん？

　もし、あの時、トーリ君が黙だまっていたら、「仕方ないですわね」と言った？

　でも、だからこそ、あの時彼女はこう言った。

　……「全く駄だ目めですわよ」って。

　応おう答とうとして合っていないような言葉には、確かに意味があったということだろうか。

　うん。でも、確かにそれは〝全く駄目〟。

　きっと、状況を知っていたらミトツダイラは断っただろう。しかし、その辺りは齟そ齬ごというものだ。そして何よりも、

「喜き美みちゃん？」

「ん？　何、鈴？　中、どうなってるか解わかる」

　解る。

　喜美がミトツダイラをそそのかした意味も、何となく解るのだ。

　……喜美ちゃん……。

　皆の事が、大好きだよ、ね……。

　誰だれも彼もの間を整え、確かめ、流れが悪くないかどうかを見ているように思える。

　だから、今は自分だ。彼女に促うながされた自分が、中を知るべきだ。

「ちょっと、待って」

　皆を割って前に出て、鈴は知ち覚かくした。

　内部、先さき程ほどからおかしな事があるのだ。

「ホライゾンが、いない？」

　その通りだ。トーリの隣となりに、ホライゾンがいない。

　……あれ？

　と、思っていると、気付いた。

　いる。

　だが、それは、予測していた位置と大きく違った。

　しかも、位置が二つある。

　トーリの、頭あたま側がわと、足あし側がわだ。

「あ、あのね？」

　鈴すずは、入口を閉じた。

　え？　という皆に振り向いて、口を開く。

　……これ、黙だまっていたら、共通の秘ひ密みつかな……。

「ホライゾン、トーリ君の、脚あし、自分の脚、絡からめて……、こ、こう？」

「４の字固がために御ご座ざるな」

　よく解わからないが、ペルソナ君が深く頷うなずいたので〝当たり〟な気がする。

　皆がひそひそと、

「どういう寝ね相ぞうよソレ」

「またソーチョーが何かしようとして、反はん撃げき食らったんじゃないかな？」

「ホライゾン、ストライカーかと思えば、グラップルもいけるんですのね……」

　何だかどんどん空気がスパルタンな方に向かっている気がする。

　どうにかしなければ、と思って、鈴は皆に声を掛けた。

「あ、ちょ、ちょっと、待って」

「何です？　鈴さん」

「ん。だ、大だい丈じよう夫ぶ、だ、よ、皆」

　だって、と鈴は笑顔を作った。皆、二人の事は安心して、と言うために、

「──ホライゾンも、トーリ君の事、抱きしめてたから」

「ほう……」

　皆が、驚きや熱を持った吐と息いきを作る。

　……よかった。

　とりあえず、危険な空気が流れ始めるのは止められた気がする。だから鈴は、言葉を続けた。皆に対し、今さっき知ち覚かくした内部の状況で、

「それで、ホライゾンの腕、両腕ね？　そ、それが、トーリ君の事、こう抱きしめてて」

　確か、あれは、こうだった。

　後ろから抱きしめるようにして、左腕をトーリ君の首に巻いて、右腕はその左腕を肘ひじの内側でロックして、

「こ、こんな感じ？」

　やってみた。すると、皆が、

「────」

　黙だまった。

　……あ、あれ？

　いきなりの沈ちん黙もくに、鈴すずは鼓こ動どうをちょっと速くする。すると、成なる実みやミトツダイラ達が顔を見合わせて、

「やはり、グラップルが行けるようですわね、ホライゾン」

「下が４の字固がためで、上がスリーパーホールドね……」

「ちょ、ちょっと鈴さん、いいですか？」

「な、何？　浅あさ間まさん？」

「ええ、もし、万まんが一いち何かがあった時でも、第一発見者しやとして鈴さんが証しよう言げんする時、私達は鈴さんの味み方かたですからね？」

「え？　えっ？」

　何だかよく解わからないが、ミトツダイラがテントの入口を開けた。

「──我が王!?　生きてますの!?」
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　ミトツダイラは、浅間が掲かかげた灯とう光こう術じゆつ式しきの符ふの光を浴びながら、現場を見た。

　二つの姿すがたが倒れている。

　一つは、両腕うでを失い、しかし４の字固めを掛けたまま眠っているホライゾンだ。

　彼女は寝ね息いきを立てているが、

「……何で目を開けて寝てるんさ」

「昨夜、私達が疑問に思った事をここで蒸むし返されましても……」

　だが、見事にキマった４の字固めの向こう。自分の王が、ホライゾンの腕に抱かれている。

　鈴が言った通り、首に、ホライゾンの腕がこれまたキマっていた。

　王が白しろ目めを剝むいて舌したを出している。

　宙に伸びた手が、五ご指しを広げ、何かを揉ももうという構えなのがよく解る。が、ここでまず言うべきは、

「智とも──！　酸さん素そですのよ──！」

　遠く、正まさ純ずみの、

「お前らまともに休きゆう憩けいも出来ないのか」

　という言葉には、同意の一いつ択たくしかない。
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　夜の空、風の中に滝たき川がわはいた。

　ほんの数すう時間前まえに北ほう条じよう側がわによって拾われ、着きの身み着きのままで誘われて見たが、

　……面めん倒どうな事と言うべきか。それとも──。

「いや、まだ私にも、やれる事があると、そういうべきだろうねえ」

　なあ、と呼びかける場所は、新しん品ぴんの木もく造ぞう甲かん板ぱんだ。

　北条の所しよ有ゆうする戦せん艦かん、〝大おお滝たき城じよう〟の上だった。

　こちらの右横よこ、十二メートル程離れた位置に、白の印度インド式しき夏服を纏まとった女が居る。

　北条・氏うじ直なおだ。足あし下もとに忍にん者じやの走狗マウスを置いた彼女は、こちらを見ても居ない。

　だが、滝川は構わず呼びかけた。

「北条さん、一体、どういうつもりなのさ」

「意味はいろいろありますとも。貴女あなた方がたを利用するつもりも」

　ただ、と彼女は言った。

「私どもとしては、面倒は一ひと息いきに終えたいだけですね」

「──Shaja」

　滝川は頷うなずいた。北条はこちらの監かん視しも受けていた勢力だ。言いたい事があるだろう。

「北条、毛もう利り、羽は柴しばの戦せん域いきを一ひと纏まとめにすると言ったね。それは──」

「単純に連れん合ごうを組むつもりはありません。それぞれの国の立場が違いますからね。

　毛利側とは戦せん場じようを等しくするので、組めるところは組むと思いますが──」

　北条が、前を、眼がん下かに広がる深い森に顔を向けながら呟つぶやいた。

「北条はここで潰つぶします。──羽柴勢ぜいとしての滝川様さまも、敗はい北ぼくの聖せい譜ふ記き述じゆつ。

　毛利も敗北します。どれをとっても敗はい戦せんです」

　しかし、

「毛利だけが、この先を、松まつ平だいらと共に行けるでしょう」

「毛利に集タカれと？」

　いえ、と北条は首を横に振った。

「それぞれが、有利と思うように動けばいいのです。私は貴女にそれなりの戦せん力りよくを与えます。が、それは貴女や羽柴と組みたいからではありません。

　──貴女を、羽柴勢ぜいとして成立させるために、必要な戦力を与えるのです」

　氏直の言いたい事は解わかる。

「私が、自分の歴史再さい現げんとして、〝蟹かに江え城じようの戦い〟でちゃんと負けられるようにしてくれるって訳さね？」

「そうして頂いただかないと困ります。何な故ぜなら──」

　という氏うじ直なおの言葉を、滝たき川がわは継いだ。

　何な故ぜなら、と自分でも前置きして、滝川はこう言った。

「小こ牧まき長なが久く手ての戦いが、武蔵むさし勢ぜいの足かせとなっては困る、という事か」
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　成なる程ほど、と滝川は頷うなずいた。

　自分の敗はい北ぼくが含まれた小牧長久手の戦いは、羽は柴しばと松まつ平だいらの戦せん闘とうだ。戦せん術じゆつ的には松平の勝利となるものだが、この戦闘は、当然、羽柴が引いん退たいするために必要なものでもある。

　羽柴側としては、この戦闘を長引かせたり、始めさせない事で、羽柴の延えん命めいを図れる事になるのだ。

「……だから北条は、親しん松平として、小牧長久手の一部を始めさせておきたい、か」

　泣かせるねえ、と滝川は苦く笑しようした。

「自分の国が滅びようって時に、それを預ける未来の盟めい主しゆの手伝いをしておきたいってか。

　悪くない。アンタ、意い外がいと尽くすタイプだねえ」

「ふふ、──不ぶ器き用ようと言って頂いただいて構いませんよ。

　それに、逆の立場と利点から、乗ってくる貴女あなたも、また不器用」

「──実じつ直ちよくと言ってくれないかねえ」

　援えん助じよは無いな、と思いながら、滝川は腰を落とした。氏直の方を、ちらりと見て、

「……あんた、その距離が、安全圏けんかい？」

『──氏直様さま！　この人、危険です！』

　彼女の走狗マウスが、警けい戒かいして大だいの字じポーズをとる。

　……勇ましい。

　無む論ろん、北ほう条じようは戦せん力りよく的てきに見て、一いつ国こくとしては充分な力を持つ。そこにいる当とう主しゆ付きの走狗。それも戦闘職しよく業ぎよう系けいのものが、ただ者である訳わけが無いだろう。

　しかし、氏直が苦笑付きで言葉を作った。

「いいのですよ小こ太た郎ろう。お互いの手の内を明かす訳ではありません。

　それより小太郎。あちらの滝川様に、飲み物の手て配はいを」

『え!?　スジャータのネクターを出すんですか!?』

「酒かと思えば、何か凄すごそうなのが出そうだねえ」

　ともあれ、小太郎という忍にん者じや走狗が甲かん板ぱんを走って行く。結けつ構こう速いねえ、と滝川はそれを見送りながら、前を見た。

　暗い森。何も見えないような、しかし月の光を受けた闇やみの波がある。

　その中に、時とき折おり、人の住すみ処かが作る明かりもある。そのほとんどは、山の中に住む林業の者や、小さな集しゆう落らくであったり、

「……この辺りでは珍めずらしい重じゆう奏そう領りよう域いき。そこからの産物をもって生活する者達か」

「真田さなだの方だけではなく、清しんやうちも、その恩おん恵けいを得ていますね。明確な産業にはなり得ないものですが」

　氏うじ直なおが、遠くの光に顔を向けているのに、滝たき川がわは気付く。あれは、

　……真田の、武蔵むさし勢ぜいがいるところか。

　目め印じるしのように、巨きよ大だいな艦かん影えいが空にある。一いつ見けんでは、雲と見まごうような大きさだ。

　あれと、自分は戦っていたのだ。そして、

「有あり難がたい」

　もう一度、戦せん闘とうを出来る機き会かいを得た。

　この戦いは、北ほう条じようの狙ねらい通り、武蔵側にも益えきを作るが、羽は柴しば側にも逆の益を作る。

　自分の敗はい戦せんが、武蔵にとっては羽柴を追い詰めるものになるのと同時に、羽柴側にとっては、重要な戦せん域いきでの敗戦を先に消しよう費ひしておく事が出来るのだ。

　ある意味、片方の利点を、もう片方の利点で潰つぶすようなものだ。

　だが、それでいい。

　少なくとも、未来において、損そん害がいや拙せつ速そくは生じない。

　被ひ害がいとなる自分の戦力は、北条から得られるものだ。本来ならば即そくリタイアだったろうに、今はこっちの方が得だと、滝川はそう信じる事にした。だから、

「明日あした、こっちの用意はして貰もらえるのかい？」

「そのつもりです。──真田の皆様は……」

　今は艦かん内ないに引っ込んでいる。負ふ傷しようや破は損そんの手当てをしているのだ。

　……あいつらにも、あいつらなりの考えがあるだろうさ。

　大体は汲くめている。

「真田にとって重要なのは、大坂の役えきだからね。そのための障しよう害がいとなる諸もろ々もろ、他た家けの干かん渉しようや、関せきヶ原はらの際に生じる第二次上うえ田だ合かつ戦せんなど、理解してやらんといけない」

　戦力としては充分過ぎる連れん中ちゆうだ。だから、

「いろいろな話を通すには、聖せい連れんとのつなぎが必要だ。私ゃ羽柴と繫つながってるけど、そこらへん、どうする？」

「私どもは毛利側に近いので、滝川様に真田の戦力は譲ゆずります」

　言う氏直も、甲かん板ぱんに座る。

　崩くずした正せい座ざかと思えば、胡座あぐらだ。しかし、バランスがいいのか、潰れたような姿し勢せいにはならない。まるで、自分の腰を椅い子すとしたかの如ごとき姿すがただ。

　そして、じっと真田の土地を見ている彼女に、滝川は言った。

「アンタ達の思おも惑わくは、大体解わかってる。私達はダシに使われるってのもね」

「では、それ以降の事も、解っておられますね？」

　ああ、と滝たき川がわは頷うなずいた。

「明後日あさつてから起きるのは、北ほう条じよう、毛もう利り、羽は柴しばの三さん勢せい力りよくを集めた戦争じゃない。アンタ達は、私達を餌えさにするどころか、自分達も餌にして、武蔵むさしにもっと莫ばく大だいな敵と報ほう償しようを用意するんだ」

「──よくお解わかりですね」

　と、氏うじ直なおの言葉が聞こえた瞬しゆん間かんだった。

「────」

　滝川は、座した姿し勢せいから一気に七メートルを左に、氏直から離れるように跳ちよう躍やくした。
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　……っ！

　滝川は、跳躍で回かい避ひした。

　気のせいでは無い。背後に、冷たい空気が通過したのだ。

　恐らくは刃やいば。

　それも極ごく厚あつの一本が、まずはゆるりと現れ、こちらの首を引き切ろうとした。

　その筈はずだ。だが、

「小こ太た郎ろう」

『あ、はい。持って来ました！』

　先さき程ほどまで自分がいた位置に、氏直の走狗マウスがいる。

　小さな彼女は、頭ず上じように掲かかげた盆ぼんに、素す焼やきの器うつわを載のせていた。

　そして、こちらを横よこ目めで見ると、

『ここ、置いておきますよ』

「──小太郎」

　氏直が言った。

「御お客きやく様さまです。未来を作るための、全て同意の上での御客様です。悪さをしないように。

　そうでなければ──」

　聞いた。

「──本気で止めますよ？」

　その言葉に、滝川は内ない心しんで一つの表情を得た。

　笑いだ。

　……はは……！

　先程一いつ瞬しゆん感じた危険は、気のせいでは無く、本ほん物ものだった。しかし、その正しよう体たいは、こちらを狙ねらったものではない。むしろ、こっちを守るための、氏直による走狗への警けい告こくだ。

　ならば、と滝川は思った。先程目もく測そくした距離十二メートル。あれは、

　……私の跳躍が届かない距離だよ！

　座してならば七メートル。立った姿し勢せいなら十メートルは跳とべるのだ。

　氏うじ直なおはそれを見切っていた。そして、今も彼女は動かないというならば、

「この、二十メートル近くの距離も、アンタの攻こう撃げき範はん囲いって事かい」

「ふふ……」

　氏直が微び笑しようした。

　俯うつむき、夜の影が彼女の表情を消す。

　ただ、白の衣い装しようが月光に小さく揺れて、こう言った。

「……自惚うぬぼれてますね、私」

　楽がつ器きのように整った声に、滝たき川がわは息を吸う。そして、

　……うん。

　滝川は、自分の現状と、北ほう条じようの現状を理解した。

　北条は、こちらを援えん助じよしてくれる。が、それ以上でも、以下でも無い。邪じや魔まだと思えば、叩たたき斬きる事もしてくるだろう。しかし、

　……北条側も、こちらにそうであれと、言っているんだね。

　自分の身しん体たい能力を見切られたのは、脅きよう威いとしか言いようが無い。どういう技術かは知らないが、この船に乗り込んでから今までの間に、計けい測そくなり何なりしたのだろう。

　だが、その結果を用いて距離を取ると言う事は、

「私にも、〝何い時つでも掛かってこい〟って事かい」

「今は戦せん国ごくの世ですよ」

　氏直は、静かに言った。

　彼女は自分の首に手を当て、面おもてを上げた。細ほそ面おもての伏ふせ目め顔を月光に晒さらし、

「──我が家は、叔お父じの氏うじ照てると静かな内ない紛ふんを起こしていたくらいです」

「他た家けが、いつ襲おそいかかってきてもいい、ってか」

　大したものだと、滝川は思う。

　……化ばけ物ものか。

　各国の総そう長ちよう、副ふく長ちようクラスは無む茶ちやな連れん中ちゆう揃ぞろいだ。自分もそういう連中を知っているし、付き合いもある。柴しばちゃんとか、結けつ構こう解わかりやすいけど、そうじゃない連中の方が多いのだ。

　北条は、羽は柴しばと比べると小しよう国こくだが、やはり総長は総長だ。

　化け物なのだ。

　その事を理解の上で、滝川は腰を上げた。

「飲もうか」

　盆ぼんに近付く脚あしには、怯おびえが無い。

　だから堂どう々どうとした自分を自覚して、滝川は言った。

「敗はい北ぼく者しやが、その敗北で奏かなでる。大だい戦せん乱らんのために」

　盆ぼんから碗わんを取り、滝たき川がわは月に掲かかげた。

　その中のものを口にすると、酸さん味みと、ぬめるような桃ももの甘みが来る。

「きついねえ、甘過ぎて」

「知っていますか？」

「何をだい？」

「甘さというのは、ある一定を超えると、苦にがみになるそうですよ」

　だから、と氏うじ直なおは言って、苦く笑しようした。

「まだまだ私達は、甘い。──厄やつ介かいの段階を、呼べるようにならねば」
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「毛もう利りが来た、か。何だか厄介な事になったねえ、武蔵むさしさん」

　木々の群、バンガロー前の広場から艦かん影えいの続く夜空を見上げた声が生まれた。

　広場端はしに並ぶ木のテーブル。そこにて手て酌じやくの酒さか盛もりセットを広げているのは、

『──酒さか井い様、厄介も何も、当とう艦かんは主校である武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの方針下かにおいて移い動どう教室中です。隠かくれる必要もなければ、攻こう撃げきする意味もありませんが。──以上』

「ま、確かにそうだけどね」

『それより酒井様、そちらに竹たけ槍やりボンバーした食材など、如何いかがでしょうか。──以上』

　ああ、うん、と酒井が煮に鰈がれいのエンガワを箸はしで外し取りながら言う。

　顔横に浮かぶ表示枠サインフレーム。そこに映る〝武蔵〟に、彼は視線だけを向け、

「落らつ下かの衝しよう撃げきで〝中身終わったかなあ〟と思ったけど、全く揺れてなかったね」

『Ｊｕｄジヤツジ．、御期待に沿えず申し訳わけ御ご座ざいません。緊きん急きゆう時じの要よう物ぶつ、要よう人じん投とう下かを目的とした試作品ですので、内部では重力制せい御ぎよで固定が行われております。魚の方は──』

「うん、味み醂りんが効いてて酒に合うね」

『……煮に崩くずれがないかどうかを聞いております。──以上」

「ああ、御ご免めん。──容器から皿に取り出す時にちょっと折った。上の生しよう姜がを落とさないようにしようとしてね。やっぱ〝武蔵〟さんみたいにはいかないねえ」

『今度から同じ方法をとる時は、こちらで皿に取ってから送るようにします。──以上』

　と、〝武蔵〟は軽く頭を下げ、表示枠の中で右を見た。

　西の空。武蔵が全艦かん首しゆを向ける方角に、幾いくつもの影があった。

　夜の中、灯とう光こうを翳かざして緩ゆるやかに南進していくのは、

「北ほう条じようの地へと先行する毛もう利り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、真田さなだと織お田だも含めた合流勢力、か」

『中央を行く毛利の旗き艦かん。〝狩猟館パンシヨン・ヴエルサイユ〟。IZUMOにて確かく認にんした時より、全長が百二十メートル程伸長されております。──以上』

「毛利からこっちまで、一両日で飛んでくるんだ。高速化もだけど、風を流すようにして飛行音を消すようにした、って事だろうね。毛もう利りはIZUMOが近いけど、尼あま子ご戦せんで面めん倒どう起こして距離を取られ、航こう空くう艦かん関係の技術は他国と同レベルだから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし〟が納なつ得とくの一いち礼れいをした。そして彼女は、

『──毛利側、如い何かなる意い図とかと酒さか井い様は判はん断だんされてますか？　──以上』

「そうだねえ」

　と、酒井は右手の徳とつく利りを軽く振る。

　空からだ。

　手て指ゆびの中で一いち度ど徳利を回してテーブルに置くと、彼は後ろに身を向けた。

　背後。そこに突き立っているものがある。側部の蓋ふたを開けた巨きよ大だいな竹たけ槍やりだった。地面に深く突つき刺ささり、尚なおも七メートル程を地上高だかとして見せる竹槍ランチャーは、

「これ、このまま投とう棄きしたら凄すごく迷めい惑わくじゃない？」

『竹槍ランチャーの自然素そ材ざい部分の硬こう化か剤ざいは、腐ふ食しよくする事で逆の剝はく離り剤ざいに転化します。二週間で藁わら束たばのようになりますので、酒井様は中の器うつわなどお持ち帰りを御お願ねがい致します。──以上』

「じゃあ外に出しておかないとねえ」

　と、酒井は徳利の沈んだ鉄てつ瓶びんを、その底を支える保ほ温おん器きごとランチャーから出す。

　その頭ず上じよう側、西の空を、また新しい航空艦が南に向かう。

「……随ずい分ぶんと、複雑だねえ」

『毛利側の状況ですか？　──以上』

　Ｊｕｄ．、と酒井が丁てい寧ねいに器をテーブルに置き、肘ひじをついた。

　彼は、空の上、東に展開している武蔵と、その前を行く毛利と北ほう条じようの艦かん群ぐんを見て、口を開いた。眉まゆを立て、やや口の端はを吊つり上げて、

「毛利……、いや、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、正まさ純ずみ君くんの判断に振り回されてる、ってところかな」
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『正純様の判断に、……六護式仏蘭西が？　──以上』

　ああ、と酒井は頷うなずいた。角かく皿ざらに載のった炙あぶり野菜で、口の中に味を入れ、

「獅し子し唐とういいねえ」

『素材ですか。焼き加か減げんですか。──以上』

「焼き加減。軸じくの方が軽く焦こげてんの好きなんだよね」

『有あり難がとう御ご座ざいます。──では、正純様の件ですが。──以上」

「何で武蔵の前を、毛利達が長なが々なが通過していくのか、解わかる？」

　それは、と、表示枠サインフレームの中の武蔵が、また右を、西の空を見た。

　だがすぐに彼女は、手前側、北西の方角に視線を向ける。

　北西の夜空は、毛利側の艦が一艦ずつステルスを解かい除じよし、姿すがたを現していく場所だった。出現していく偉い容ようと轟ごう音おんは、もう主力の戦せん艦かんのものではなく、輸ゆ送そう艦かんが主となっているが、

『……警けい告こく灯とうの表ひよう示じと、艦かん上じようにて信号などが多く出されておりますね。また、先行した北ほう条じようも、続く六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん群ぐんも、暫ざん定てい国こつ境きよう上じようを通過しているものと判はん断だん出来ます。──以上』

　と、武蔵むさしから酒さか井いへと表示枠サインフレームが送られて来た。

　現状、毛もう利り艦かん隊たいが移動している暫定国境は、

『北西からの、北条への最さい短たんルートです。南西にP. A. Oda滝たき川がわの支配地ち域いき。北東に私どものおります真田さなだの地域。その間を北西から南東へ抜けて北条に入っていく暫定国境を、毛利艦隊はルートとして現げん在ざい使用しています。──但ただし、滝川の支配地域は、先日の神流かんな川がわの戦いで暫定解かい除じよされていて、歴史再さい現げんとしては係けい争そう権けんは北条と松まつ平だいらに与えられるものです。──以上』

「暫定の係争地なのに、その暫定国境上をわざわざ真面目に選んで通ってくる。それもちゃんと一列になって行く意味って、……〝武蔵〟さん、船乗りさんとして解わかる？」

『Ｊｕｄジヤツジ．』

〝武蔵〟は頷うなずいた。

『毛利陣じん営えいは、急ぎの動きを取っている、という事でしょう。──以上』





●






〝武蔵〟が立っているのは、高い位置だった。

　中央前ぜん艦かん。武蔵むさし野のの橋きよう状じよう艦かん橋きよう上じようだ。彼女は酒井の映る表示枠を顔かお横よこに置いて、こう告げる。

「毛利の艦隊がステルス状態で通過してきたルートは山さん岳がく中心の内陸ルートと判断出来ます。遮しや蔽へい物ぶつが多いため、高度制せい御ぎよを掛けていれば察知されても精せい査さは至し難なんです。暫定国境上ならば、隣りん接せつ国こくとの衝しよう突とつを避さけるため、今の時期は多くの国が見み逃のがすとも推すい測そく出来ます。

　なお、この内陸ルートならば、海上ルートを通った安土あづちとすれ違う形で安全に関かん東とうへと入って来る事が出来ます。──以上」

〝武蔵〟は、また現れた輸送艦を見み据すえ、右の手を挙げる。

　掲かかげた手の先、映る表示枠は推測される毛利側の航こう行こうルートだ。そこに見えるのは、毛利がM. H. R. R.神聖ローマ帝国北部からP. A. Odaの南部を通り、三み河かわを越えてくる道みち筋すじだった。

　しかし、武蔵が描いたルートは、

「三み方かたヶ原はらの戦いに至る際、私どもが使用したルートと酷こく似じしているものかと。──以上」

『M. H. R. R. の羽柴主しゆ力りよくは毛利側に侵しん攻こうしたから、毛利艦隊は北部改派プロテスタントの手引き付きで、その後ろを通過したって事だろうね。P. A. Odaの南部、紀き伊い半はん島とう側がわは松まつ永なが公こうがいなくなってから半放ほう置ち状態になっているし、抜けていくには丁ちよう度どいい』

　だけど、と酒井が言った。

『結局のところ、〝武蔵〟さんも言う通り、毛利艦隊は急ぎの動きだ。

　何しろ、移動は暫定国境線を使用し、今も一艦ずつを動かす丁てい寧ねいなものだけど、これは通過ルートに隣りん接せつする各国との折せつ衝しようが出来ていないという事だろうね。見つからないように、見つかっても刺し激げきしないように、もし何かあっても〝航こう路ろ通行のルール〟通りに進行したと、そう言える動きだ。

　毛もう利り程の大国が、ろくに折衝もせずに、わざわざ関かん東とうに来てくれたという事だよ』

「何な故ぜです？　──以上」

　武蔵むさしは問い掛けた。

「何故、毛利攻めのこの時期、大たい国こくたる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、戦力を二に分ぶんしてまで、こちらにて備び中ちゆう高たか松まつ城じよう・毛利攻めの歴史再さい現げんを？」

『それについては、今、当の正まさ純ずみ君が会議しているよ』

　と、表示枠サインフレームの酒さか井いが、そこで視線を動かした。空とテーブル、後ろの竹たけ槍やりランチャーの三つを行き来していた目を、広場の奥に向けたのだ。

　……そちらには……。

〝武蔵〟も視線を動かすが、見えない。

　だが、こちらには鈴すずから送られて来た真田さなだ領りようの立体模も造ぞう情報がある。

　酒井がいるのは、森に囲まれた広場。本来ならばオリエンテーション用の場所だ。

　広場の奥となる森の際きわでは、露ろ天てん会議を行う事が出来るようになっていた筈はずだった。

　今は、丸まる太たを切って作った簡素な椅い子すが並び、説明用の壇だんが石に囲まれて一いち段だん高く存在している。そういう状態だったはずだ。

〝武蔵〟の計測では、酒井の視線の先に、会議用の壇だん上じようがある。

　ならば今、壇の上で皆に手振り付きの説明をしているのは、

『──さてまあ、正純君。今日きようの真田戦、第一次上うえ田だ合かつ戦せんで世は大きく動くけど、君はどうするかねえ、うちの連れん中ちゆうに道をつけるとしたら、さ』
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「よし、じゃあちょっと、段階的に話をしていこう」

　と、正純は、一度手を打ってから、そう言った。

　……しっかりしないとなあ。

　自分が居るのは、野や営えい場じように近い森の中の広場だ。

　教員と、一部の生徒用のバンガローが広場の西にある。一いつ般ぱん客ならば、そのバンガローを使用したり、この広場に天てん幕まくを張るのが習わしだ。

　自分達が河原かわらに天幕を張っていたのは、移い動どう教室が野営などの各種の訓くん練れんを含めたものだからだ。他のクラスも同様に、山側や森で野営地を展開している。

　共有される水場や薪まき置き場がここにあるため、時とき折おり、他クラスの生徒が行き来するのが見える。

　今も、向こうのテーブルについている酒さか井いに、松まつ組ぐみの代表委員が挨あい拶さつに行っている。使い切った花はな火びを沈めた水みず桶おけを持っているからに、彼らのオリエンテーションが終わったのだろう。

　そんな流れの中で、自分にも今する事がある。焚たき火びとテーブルを展開した皆に対し、

「まずは、状況確かく認にんだ」

　意い識しきの足あし下もとを、固めるのだ。だから、

「空を見ろ。そうすればすぐ解わかる通り、今、定期的に毛もう利り側の艦かん隊たいがステルス状態を抜けて北ほう条じように向かっている。そして、使し者しやのように毛利からは益ます田だ・元もと祥ながとして人狼女王レーネ・デ・ガルウが来た」

　焚き火の向こう、丸木の椅い子すに座る人狼女王が居る。

　近くで見るのは初めてだ。IZUMO以来となるが、遠とお間まで見ていた以上に、浴衣ゆかた姿すがたで座っているのはボリュームの権ごん化げだ。

　……凄すごいもんだなー。

　しみじみと思いながら、正まさ純ずみは言う。

「──いいか？　うちとしては、明後日あさつてから始まる北条の小お田だ原わら征せい伐ばつと、それに重ねた毛利攻めについて、現状を含みで考えなければならない」

　そのために、

「会議の前半は状況確認を行う。人狼女王を通した、毛利側とのコンセンサスのためにもな」
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　正まさ純ずみは、皆の視線を浴びながら、まず右手を挙げた。

「いいか？」

　焚たき火びの光が、身体からだの前面に熱をくれる。

　その一方で、背後には、懐なつかしいような地上の夜の冷えがある。

　そんな裏うら表おもての寒かん暖だんを、自分の余よ裕ゆうとして感じつつ、正純は言った。

「──うちとしては、北ほう条じようの小お田だ原わら征せい伐ばつと、毛もう利り攻ぜめには、是ぜ非ひとも荷か担たんすべきだと、そう考えている。これが、現状の大方針だ。憶おぼえておいてくれ」

「つまり──」

　と言ったのはホライゾンだ。彼女は右の手を挙げ、

「戦争をしたいと言う事ですね」

　……何だその微び妙みように私の意い思しを介かい在ざいさせたニュアンス！

　だが、正純はツッコまなかった。ただ、訂てい正せいするならば、

「北条が戦争したいと言って、毛利もそう言っているからな。うん。そ、そうしなければならないというか。ああ、そうするのが普通だろう？　な？　そうだよな？」

「無む理りすんなよ！」

　皆に言われ、正純は内ない心しんで視線を逸そらした。誠まことに遺い憾かんである。

　しかし、正純は壇だん上じようから皆を見据えなおし、

「だがまあ、ネタでは無しに、二国との戦争を考えておく意味はある。

　ゆえに、先さき程ほど話した大方針と現状把は握あくを基き礎そに、新方針を決めたい」

　と正純は、一ひと息いきを入れながら腰に手を当てた。

　皆を見て、今の内うちに言うべき事がある。

　それは、先程の大方針を基礎として言える事。つまり、

　……次の方針。現実的な対たい処しよとしての新方針だ。

　その布ふ石せきとなるものを、正純はまず告げた。

　いいか？　と前置きした上で、正純は南の空を親おや指ゆびで指し示した。

「現在、毛利やら何やらが、小田原に集結しつつある」

　だが、と正純は、皆の中のある一点を見た。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。やはり馬ば鹿かとホライゾンの横、控えているミトツダイラの斜め後ろにいる。風ふ呂ろ上がりの浴衣ゆかた姿すがたで、肩を冷やさないようにタオルをストール代わりにしているが、

　……毛利、北条側との連れん絡らく役になってくれるだろう。

　ずっと俯うつむいたままのミトツダイラを無視して、正純は言った。

「実のところ、この北条・毛利戦を〝戦争〟としてする意味は、私達には無い」
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「えっ。……戦争をする意味が無い、って、アンタ、何それ」

　と、いう声を、正まさ純ずみは聞いた。

　ナルゼだ。ジャージ姿すがたの彼女は、右の手を挙げて、

「……意味が無い戦争する程、アンタ、戦争好きになっちゃったの？」

「そういう意味じゃないぞ！　あと、私を勝かつ手てに〝する派〟にするな！」

　そうで御ご座ざる、と言ったのは、前列にて、やはりジャージ姿の二ふた代よだ。彼女は紐ひもで結んだ髪かみを揺ゆらし、ナルゼにゆっくりと振り向いた。

「いいで御座るかナルゼ殿どの。──正純とて、意味の無い戦争は好きではなかろう」

　つまり、と彼女は言った。

「──これより起こす戦争は意味を感じられぬものゆえ、正純としても心苦しいもので御座る。理論的に言えば、意味がある戦争だったら、正純は快く好きだと言えるので御座る。

　そして、基本、国家間の戦争とは意味あって行うものゆえ。正純はほとんどの戦争が好きだから、推進派。つまり〝する派〟という事に……」

　二代が止まった。ややあってから、彼女は顎あごに手を当て、鈍にぶい汗あせをかきながら、

「拙せつ者しや、どこから破は綻たんしていたので御座ろうか……」

「初めからだよ！」

　皆のツッコミに二代が、まあまあ、と手で制す。それを見て正純は一ひと息いき。表示枠サインフレームを出して、

　……えーと。

「話戻もどすぞ？　何ど処こまでだっけ？　ああ、表示枠の壁紙はツキノワだ。可愛かわいいだろう？」

「ふ、副ふく会長！　結けつ構こう大たい概がいになってますよ今！」

　とアデーレが言う横で向むか井いが首を傾かしげた。ジャージ姿の彼女は、

「ほうじょ、もうり……、戦争として、戦う意味、な、い？　その辺り……？」

・金マル：『ベルりん凄すごいよ……！』

・〇べ屋：『うん、確かにこれは意い外がいなアシストだよね!?』

・不退転：『あら？　今の、もうちょっとネタを伸ばすのがこのクラスの作さ法ほうじゃないの？』

・ウキー：『成なる実み、それを敢あえてせぬのが凄いのだ。上級者の侘わび寂さびだな』

　何か言ってやりたいが、ともあれ今は話すべき事がある。

　正純は、このところの戦せん闘とうの映えい像ぞうを表示枠に出した。

「武蔵むさしの現状の目的は、第一に羽は柴しばを追い詰める事だ。それは何な故ぜか、解わかってるか？」

「欧おう州しゆうの安全のため、羽柴の歴史再現を終えさせる、……そのためで御座ろう」

　と言ったのは、メアリを横に、ベンチ型の木き椅い子すに座るクロスユナイトだ。疲ひ労ろうからか、メアリが彼の腕を抱くように寄りかかって船を漕こぎ出している。

　だが、クロスユナイトは、帽ぼう子しの目つきも冷静に、

「P. A. Odaの一いつ派ぱであるぬお！　羽は柴しば勢ぜいは、M. H. R. R.神聖ローマ帝国と合流しておおおおお欧おう州しゆうを席せつ巻けんしようとしているからでもっともっと！　御ご座ざるな。──欧州勢の望みは、羽柴をホォ──鎮しずめ、欧州勢だけでヴェストファーレン会議の版はんオパ！　図とを確定させる事でごっごご御座ろうな」

「クロスユナイト、メアリの寄りかかりをいちいち実じつ況きようしなくていい」

　ともあれクロスユナイトの言葉は、意味としては正確だ。

「マクデブルクにて、私達は欧州勢との会談を持ち、羽柴の歴史再さい現げんと、その起点ともなる信のぶ長ながのそれを早める事を了りよう承しようした。ヴェストファーレンでの協力を得るためにな」

　ふふ、と目を細めたのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は、椅い子すを持ち上げ、ミトツダイラの後ろから馬ば鹿かの後ろにゆるりと移動した。そして彼女は、ミトツダイラがわずかに身を傾けて警けい戒かいするのを無視して、馬鹿の頭に顎あごを乗せる。

「あの状況下で、優ゆう秀しゆうな麾き下かがいたものですわね」

「うわ──デケえ……。って、、いや、優秀っつーか、完全お任せ運転だしなー」

「確かに」

　と頷うなずいたのは、馬鹿の横にいたホライゾンだ。彼女はおもむろに人狼女王の髪かみに触れたり、胸をぺたぺたと触りながら眉まゆを詰め、

「これはまたミトツダイラ様とは派は手でに違う……。さて、当時はホライゾンも政治に関わり出したばかりでしたが、それぞれが自分達の持ち場をアウェーの現げん場ばでどうしようかと、そんな時期であったようにも思います」

[image: ]

「い、今、〝さて〟とか言って変な疑問を無かった事にされましたわよ!?」

「あらあらネイトったら、自分の不足を語りたいようなイタい年とし頃ごろなんですのね」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウが更さらに椅い子すをずらし、ホライゾンの背後に回った。彼女は、ホライゾンを軽く後ろから抱いて、

「──確かに貴女あなたの言う通りでしょう。三み河かわ、英国と、どちらかというと身内の場や理解者の場、完全に現場に出たのはマクデブルク以い降こうですものね。いろいろ大変だったでしょう」

「これはデカい……！　確かに、ホライゾンも当時は現場に出たばかりで、ゲーリケ様にはろくな対たい応おう出来ずに迷めい惑わくをお掛けしました」

　当時の現場にいた正まさ純ずみだが、その視し界かいの中、同じように現場にいたナルゼが右手を挙げた。

「どんな迷惑かけたっけ？」

　あの半球チューチューに対し、Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「三回勝しよう負ぶではなく、一回で決めるべきでした」
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「おい、ゲーリケ」

　インクの匂においと、夜だというのに職しよつ工こう達たちが印刷台だいに向かって働き続ける現げん場ば。地下にある広大な印刷所の入口スペースにて、巴ともえ御ご前ぜんはゲーリケに問うた。

　彼女は、自分の手による〝ミニ版・九十五箇か条じようの論ろん題だい〟の版はん下した束たばを手にしながら、

「マクデブルクの大だい改かい装そうで印刷所を拡充したのはいいがな。この一般用よう印刷メニュー、毎まい回かい思うんだが、何で前にあった〝三分ぶん割かつ入にゆう稿こう〟とかの分割入稿を無くしたんだ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、勝負はやはり、一発で決めねば、という自じ戒かいですね」

「あまりそう、自分を追い詰めるとろくな事にならんと思うが」

　大だい丈じよう夫ぶです、とゲーリケは遠くを見た。

　彼は、手に、入稿された原げん稿こうのチェック用表示枠レルネンフイグーアを持ち、

「スミケシは一本ではなく三本以い上じようが望ましいですから。バランスはとれています」
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「──ともあれ、あの頃ころのアンヌ達との約束が、どうしましたの？」

　人狼女王は、副ふく会長に問うた。

　……どうですかしらね？

　マクデブルクの掠りやく奪だつの際、自分が会ったのは、娘むすめと、その王と、黒魔女シユヴアルツヘクセンの子、英国王おう女じよと……、ええと、忍にん者じや。副ふく長ちようともIZUMOで一度接せつ敵てきしているが、そんな程度の顔合わせだろう。

　王の姉以外、副ふく会長や、他の子達とは今日きようが初しよ対面となる。無む論ろん、向こうの方ではこちらの事を遠巻きに見ていたのだろうし、あの時に拾った匂においの多くはここにたくさんある。

　かつては一いつ時ときなりとも敵だったのだ。

　微び妙みような、対応一つでどうとでもなりそうな関係というのは面白い。大体、もし間違った方に向かいそうになっても、こちらには力があるのだからどうとでもなる。もしも懸け念ねんがあるとしたら、力など無む関係な程に情が移った時だろうが、その枠わくの一つは夫で埋うまっているし、娘むすめが持っていた枠は、今はもう彼女の王に譲ゆずるべきだとも思っている。

　彼女達は、自分達と同じ〝一いち勢力〟なのだ。

　だから人狼女王レーネ・デ・ガルウは聞いた。自分達と同どう様よう、力を持ち、世界をどうとでもしていこうとする一派の代表が、

「羽は柴しばと信のぶ長ながをどうにかするという約束、それは今どうなったのか。

　……お話、聞かせて頂いただきたいですわね」
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　人狼女王の言葉を、正まさ純ずみは聞いた。

「ふふ、マクデブルクでアンヌと交わした約束、今、どうなってますの？」

　彼女の言葉に、正純は即そく答とうしなかった。

　正純は思う。マクデブルク以い降こう、東の地で戦って、言葉を重ねてきた自分達と、西の地で戦ってきた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの事を、だ。

　その上で正純はこう思う。今、人狼女王が問うているのは、試験なのだと。

　マクデブルクから今までを経て、自分達は世界をどうするのか、と。

　……人狼女王がここに来ているのは、そういった意味がある事だろう。

　向こうとしても、こちらの事が気になっているのだ。

　現在、向こうは北ほう条じようと連れん携けいして毛もう利り攻ぜめを行おうとしているが、その相手には羽柴ではなくこちらを選んでいる。

　その意い図とは、不明だ。

　楽らつ観かん的に考えれば、毛利と六護式仏蘭西は、自分達を羽柴よりも重じゆう視しし、羽柴以い後ごの世界の構こう築ちくを協きよう働どうしたいのかもしれない。

　悲ひ観かん的に考えれば、毛利と六護式仏蘭西は、自分達を羽柴よりも警けい戒かいし、北条と組んでこちらの力を削そぎたいのかもしれない。

　楽観的に考えたいが、懸念がある。

　向こうには、真田さなだと、P. A. Odaの滝たき川がわまでいるのだ。

　敵対前ぜん提ていと考えた方がいい。

　……だが──。

　正まさ純ずみは、息を吸った。皆がこちらに注ちゆう視ししてくるのを視線で受け止め、

「マクデブルク以い降こう、私達がどうであったか、か」

　それはつまり、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの前ぜん総そう長ちよう、アンヌと会い、別れ、以後どうであったか、だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、六護式仏蘭西の代表ならば、それは言わねばならない事だ。

　未来が協きよう働どうであろうと敵てき対たいであろうと、六護式仏蘭西に判はん断だん材料を与えなければいけない。

　自分達の価か値ちを、ここで示すのだ。

　その結果、国家間かんの付き合いとして、建たて前まえだけの協働になったり、警けい戒かいされての殲せん滅めつ戦せんになるかもしれないが、

「────」

　正面、見れば馬ば鹿かが、他から見えないように股こ間かんに表示枠サインフレームを置いていた。

『ここに興きよう味みがある人はエッチだと思います』

　……死ねよ……！

　笑顔で右の親おや指ゆびを下に向けて見せ、正純は自分に息を入れ直す。

　そして正純は、人狼女王に一つ頷うなずき、皆に対しては視線を見渡して送った。

「いいだろうか」
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　現状、と、正純は表示枠に映る過去の戦せん闘とうの記録映えい像ぞうを示す。

「私達は既すでに、マクデブルクでの欧おう州しゆう勢ぜいとの約束を、ほぼ果たしている。否いな、既に、先の北ほう条じようとの局きよく地ち戦せんで果たしたというべきか」

　それは、

「あの北条戦、神流かんな川がわの戦い自体が、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば信のぶ長ながの暗あん殺さつ直後に発生する戦闘だ。それも、信長の暗殺を知った滝たき川がわ・一いち益ますを関かん東とうから追い出す、というものだから、これを起こした事は信長暗殺の歴史再さい現げんに王おう手てを掛けたと言っていい。

　そして続いた第一次上うえ田だ合かつ戦せんも同どう様ようだ。あれも、信長暗殺以後のものであり、続く第二次上田合戦などは、関せきヶ原はらの際に生じる戦いだ」

　解わかるか？

「現状、関東においては信長暗殺以い前ぜんにおける大きな歴史再現は無く、以後のものにも、その二つの戦闘で私達は大きく踏み込んだ。

　神流川の戦いで、信長暗殺以後の時代へ。

　第一次上田合戦で、関ヶ原にまで繫つないだのだ。

　──つまり私達は、関東の代表として、まず、信長を追い詰める役を果たした事になる」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラは頷うなずいた。

　北ほう条じようとP. A. Odaを相手にした神流かんな川がわの戦いは、政治的な意味や立場が一いつ転てんするものだった。

　……最初は北条と敵てき対たいで、中ちゆう盤ばんからは北条側となって……。

　第一次上うえ田だ合かつ戦せんでも、遺い跡せきに到とう達たつする一方で、真田さなだ代表となる天てん竜りゆうと戦ったのだ。

「確かに、そうで御ご座ざるな」

　と言ったのは、第一特とく務むだった。彼は、うたた寝ね状態の寝ているメアリを左腕うでで支え、

「あの二つの戦せん闘とう、……白しら鷺さぎ城じようには浅あさ間ま殿どのがテンション砲ほう撃げきをぶち込んで白鷺城を露あらわにし、ミトツダイラ殿がテンションハンマーを二発も叩たたき込んだり、天竜にも同どう様ようの事をしたおかげで、関かん東とうにおける信のぶ長ながの暗あん殺さつ以後の歴史再さい現げんは確かく定ていしたも同どう然ぜんだったので御座る」

「テ、テンション砲撃じゃないですよ！　心を楽に落ち着かせて射うつから、会有ありとなる訳わけです。だからあれはテンションじゃないですよーう？　違いますよーう？」

「そ、そうですわ！　私の方だって、作さく戦せん上じよう必要だから行っている事で、テンションじゃありませんのよ？　大体、我が王の御前で撃うち込んだのは、ハンマーじゃなくて杭くいですわ！」

「──杭!?　ネイト、貴女あなた、自分の王に杭を打ち込んだんですの!?」

　……変なものが食いついて来ましたわ──!!

　止めるべきか。

　否いな、止めようとしてマジ戦闘になったら明後日あさつてを待たずに相当な被ひ害がいが出る。大体寝ね間ま着き姿すがたで頰ほおに手を当てて、あの母親は何をくねくねしているのか。

「ネイト！　下げ克こく上じようですわね！」

「お待ちを」

　と言ったのは、ホライゾンだった。彼女は後ろの母の方を向き、顔が胸に埋うまって、

「ふまりひほふはぃらはまほはひえど」

「無む理りに！　無理に我がを通して喋しやべろうとしなくていいんですのよホライゾン！」

　失しつ敬けい、という言葉をつけてホライゾンが母の胸から顔を離した。その上で、

「いくらミトツダイラ様でも、テンションアップでトーリ様に杭をぶち込むような真ま似ねはなさらないでしょう」

「まあ、確かに……」

　会話の内容より、母が退ひいた……！　という事実に、ミトツダイラは驚きよう愕がくした。

　……ホライゾン最さい強きよう説せつ！

　などと、そんな言葉も思い浮かぶが、ひょっとしたら母は自分にだけいつもああいう態度な気もする。

　……あ、私、遊ばれてますわね……。

　十七年ちょっとの人生で、今いま更さらながらにそんな事に気付いた。

　先さき程ほどから浅あさ間まが、完全に余よ所そ行ゆきの顔でこちらの遣やり取りを見ているが、どうにかして巻き込む方法はないだろうか。

・銀　狼：『智とも！　智！』


《報告：あさま様は現在閉へい鎖さ中ちゆうです。時間を置いて再度呼よびかけをチャレンジ！：確かく認にん》



　神しん道とうアバウトではありませんの、と思うが、結けつ論ろんだけ言うと浅間には今回逃にげられた。

　ただ、母が小さく笑う正面。ホライゾンが正まさ純ずみを見た。

「正純様。とりあえずミトツダイラ様がトーリ様に杭くいをぶち込む用意は出来ているという事で、小お田だ原わら征せい伐ばつの話は一ひと区く切ぎりとしましょう」

「いいのかそれで」

「よくないですわよ？」

　笑顔で一いち応おう言ってみる。すると母が、何な故ぜか赤くした頰ほおに手を当ててこう言った。

「じゃあ後でゆっくり話し合いましょうネイト。あ、他の皆さんも一いつ緒しよでいいんですのよ？」

　……く……！

　何か言ってやりたいが、言うと被ひ害がいが拡大する。恐らく現在は、母という好こう奇きの塊かたまりが場にいる事で、皆が何ど処ことなくテンションを上げているのだ。向こう、ナルゼが母を見て何か素そ描びようしているが、こちらと王の方もちらちら見てくる辺り、後で検けん閲えつしなければ。

・●　画：『やあねえ何を警けい戒かいしてんの。──母はは子こと王様の交流よ？』

・銀　狼：『その通り過ぎますわ──!!』

・金マル：『ほらガっちゃん、ちょっと急ぎ過ぎだよ。もうちょっと考えてヒネろう』

　それもそれでいけない気がするが、検閲の必要性は確かになった。

　ただ、気になるのは、

　……我が王？

　この状況はどうなのだろう、と視線を向ける。

　すると、ホライゾン共とも々ども、こちらに右の親おや指ゆびを上げていた。

　訳わけが解わからないが、解らない方がいい気もする。

　……あのう……。

　鈍にぶい汗あせを戸と惑まどいの心と一緒に得ていると、表示枠サインフレームが顔かお横よこに来た。内容は、喜き美みが自分と浅間にだけ限定で送ってくる言葉で、

・賢　姉：『フフ、お・あ・ずけっ』

　……ど、どういう意味ですの!?

　問うたところで答えは来ないだろう。誘いはするけど、言葉で知ろうとすれば「踏み込みなさいよ」というのが喜美のやり方だ。

　動かぬものに糧かては与えられず。何ど処この教えだったろうか。

　ただ、休きゆう息そくを入れるように、正まさ純ずみの声が聞こえた。

「杭くいかハンマーかの議ぎ論ろんはそちらに任せる。ただ、あの二つの戦せん闘とうによって、とりあえず欧おう州しゆう勢ぜいへの義ぎ理りを果たしたのは確かだ。それに──」

　彼女は、顎あごを振り、北の空を示した。

　未いまだ、竜りゆう達たちの飛ぶ影が見える夜空。それを正純は見上げ、

「北ほつ方ぽう、伊だ達てと最も上がみ、上越露西亜スヴイエート・ルーシとの協力を私達は約束づけており、信のぶ長なが暗あん殺さつ後の道みち筋すじもお互いの同意を得たものとしている。──つまり、信長暗殺から関せきヶ原はら、そしてそれ以後の極きよく東とうのあり方を、私達は今日きよう、真田さなだ戦を経て、大おお方かたで揃そろえたのだ」

　ならば、

「今後の事。信長の暗殺後ごと、関ヶ原を含めて、改めての現状の確かく認にんをしよう」

　つまり、

「大だい方針をも覆くつがえす、未来を重ねた上での新しん方針。そのための現状確認だ」
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　いいか、と正純は言葉を続けた。

「──第一次上うえ田だ合かつ戦せんの次、第二次上田合戦は、関ヶ原の別べつ動どうとなる戦いだ」

　そうだね、と言ったのはネシンバラだ。

「第二次上田合戦は、関ヶ原の際、主しゆ街かい道どうの一つである中なか山せん道どうを松まつ平だいら勢ぜいが掌しよう握あくしようとした時に生じる戦いだ。松平の嫡ちやく子し、秀ひで忠ただが、真田・昌まさ幸ゆきと信のぶ繁しげ親子の挑ちよう発はつに乗り、上田城を攻め落とそうとして失敗する。──関ヶ原関かん連れんにおける松平勢ぜいの失しつ態たいだね」

「そういう事だ。これについては真田勢が既すでに二派に分かれたため、相当な戦闘が予測されるが、大おお坂さかの役えきの事を考えたら、好こう都つ合ごうな部分もある」

「好都合って、何がだ？　セージュン」

　馬ば鹿かの問いに、正純は頷うなずいた。

「関ヶ原に続く、大坂の役の事だ。……衰すい退たいした羽は柴しばと、極東を掌しよう握あくした松平勢の最後の戦い。そこで羽柴側についた真田勢は松平本ほん陣じんにまで至る突とつ撃げきを敢かん行こうする。──家いえ康やすが、その命を脅おびやかされる最後の機き会かいとも言っていい」

　だから、

「第二次上田合戦で、真田勢主しゆ力りよくと先に戦闘出来るなら、有あり難がたい。お互いは疲ひ弊へいするだろうが、真田は小しよう国こくだ。──大坂の役までに戦せん力りよく回復は難しいだろう。

　そして、その辺りの問題さえクリアすれば──」

　正純は、息を整え、こう言った。

「江え戸どに居い座すわる羽柴勢の排はい除じよと、小こ牧まき長なが久く手ての戦い。そして小お田だ原わら征せい伐ばつを完かん遂すいする事。

　この三つを終える事により、私達は、羽柴にも王おう手てを掛けられる状況にある」
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　ただ、正まさ純ずみは言う。人狼女王レーネ・デ・ガルウに視線を向け、真まっ直すぐに言う。

「今、羽は柴しばの侵しん攻こうを受けている欧おう州しゆう勢にとっては、これだけでも充分に羽柴側と交こう渉しよう出来る材料だろう。〝あと数手で王おう手てだが、どうするのだ〟と、そういう駆かけ引きだ。

　だから、私達としては、今のところ率そつ先せんして小お田だ原わら征せい伐ばつを行い、駆け引きの材料を消しよう費ひする必要性はない。欧州側の出方を待ちたいと、そう考えている」

　これはつまり、こちらは、毛もう利りや六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとは敵てき対たいする意い思しがないという事だ。

　無む論ろん、明めい言げんは出来ない。

　武蔵むさし勢ぜいである松まつ平だいらは、関せきヶ原はらで西せい軍ぐん頭とう領りようとなる毛利に、敵対するのだ。

　もしここで敵対意い思しがないと表ひよう明めいすれば、関ヶ原の歴史再さい現げんの際、その表明を撤てつ回かいしなければならなくなる。

　……厄やつ介かいだ。

　毛利側に対して、悪い感情がある訳わけではない。その辺り、向こうも同じであればいいと思うし、

「──ふふ、大だい丈じよう夫ぶ、今までの説明、よく解わかりますわよ？」

　不ふ意いの人狼女王の言葉に、正純は内ない心しんの安あん堵どを得た。

　通じている。

　自分達の価か値ちは示し、それは通じた。

　率先して敵対する意思が無い事を暗に示し、それも通じたのだ。

　ならば、と正純は思う。

　……今度は、こちらから問う番だ。

　疑問がある。

　六護式仏蘭西と、毛利。両国の今回の動きに対する問いかけだ。それは、

「六護式仏蘭西、否いな、毛利よ。……何な故ぜ、ここに来た？」
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　アデーレは、副ふく会長の言葉を聞いていた。

　彼女が言いたい意味は解る。何しろ人狼女王に最も早く遭そう遇ぐうしたのは、渓けい流りゆう温泉に浸つかっていた自分達なのだ。

　……何故、毛利と六護式仏蘭西は、ここに来たのでしょうか。

「オッパイ見せつけて自分達に精神的ダメージを与えるためですかね……!?」

「落ち着けアデーレ、思し考こうが言葉になってるぞ」

　目の前にある人狼女王の背が小さく揺れる。

　当の本ほん人にんに笑われた。

　ええと、とこちらが戸と惑まどっていると、副ふく会長が咳せき払ばらいをする。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ。……何な故ぜ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛もう利りがここに来たのか。それが聞きたい」

「何故ですの？」

「決まっている。──私達は、今まで、欧おう州しゆうに要求された問題をちゃんとクリアしてきているからだ。そこに、監かん視しのように、まさか戦争を吹っ掛けてくるとは」

　演技だろうが、恩おん着きせがましく、副会長が言った。

「──小お田だ原わら征せい伐ばつを行わずに夏休みに入ろうかと、そんな可能性もあった我々だ。

　今回の貴女あなた達の介かい入にゆうは、非常に遺い憾かんである」

　アデーレは、皆と一いつ緒しよにツッコんだ。

・約全員：『噓うそつけ……[image: ]』
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・副会長：『な、何だー!?　噓とは何だ一体！　失しつ敬けいな！』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様、さっきカレー食いながら思い切り〝次は北ほう条じよう〟宣せん言げんしてませんでしたでしょうか。ホライゾン、聴ちよう覚かく関係イカれたのでしょうか。どうでしょうか』

・ベ　ル：『う、うん、言った。言ったよ？』

・83　　：『カレーが脳のうに回ったんですネー』

・副会長：『そんな事あってたまるか……！』

・粘着王：『おやおや心しん外がいだな正純。吾わが輩はいなど、全身に回るというのに』

・いんび：『僕もどちらかというとそちら派だね!!』
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　正純は、ネンジとイトケンを見ながらこう思った。

　……何か言い返したくても不可能なのが凄すごく悔くやしいなー……。

　もうちょっと異い族ぞくについて勉強しよう。そうしよう。

「えーと」

　正純は、思し考こうを戻した。今、自分はいろいろと自じ国こくの価か値ちを提てい示じしたし、とりあえず建たて前まえとして、問う用意も出来ているのだ。ならば後は、問うだけだ。

「──で、そんな感じで我々は移い動どう教室を行っている訳わけだが、そこに毛利がやってきた。それも北条と組んでこちらに敵てき対たいし、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦せん闘とうを、ここで行おうという」

　……一体、これはどういう意図か。

　欧州側も〝駆かけ引き〟を羽は柴しば相手にするつもりなのだろうか。既すでに歴史再さい現げんの終わりが見えた羽柴に対し、こちらでは毛利攻めと小田原征伐を掲げつつ、六護式仏蘭西側では彼らと講和を結ぶ。そんなつもりなのだろうか。

　……だが、その場合、巴パ里リ側は交こう渉しよう態勢に入ってなければおかしい筈はずだ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは臨りん戦せん状態だというが、それでは講こう和わなど結べないだろう。

　どういうことなのだろうか、と、正まさ純ずみは、試すように言葉を投げた。

　一息を入れて、

「──毛もう利りは、覇は王おうとしての道を始めると、そういう事か」
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　浅あさ間まは、正純の言葉に疑問した。

　……欧おう州しゆう覇王を始める？

　それが何な故ぜ、ミトツダイラの母が来た事の由ゆ来らいになるのか。

　……どういう事なんです？

　浅間は、あまり欧州の歴史について詳くわしくはない。

　だから、問うてみた。

・あさま：『六護式仏蘭西は、奥州覇王となる約束が、聖せい譜ふによってなされているんじゃないんですか？　それを何故、今の問い掛けに？』

・ウキー：『ふむ、それが建前だけのものにならないよう、自ら覇王となる一歩を何ど処こから踏むか、と、そういうことであろうな。そしてそれが、ここだと、正純はそう言っている訳だ』

・副会長：『あ、いや、カマかけただけだから、言ってみただけだぞ、今の』

・約全員：『台だい無なしだよお前！』

・月　輪：『ま──！』

　……あ、ツキノワ怒った。

　主しゆ従じゆうの関係は万ばん全ぜんらしい。だが、正純が言葉を追加で送ってくる。

・副会長：『まあ、大体はウルキアガの言う通りだ。羽は柴しばに対し、講和を考えてないならば、きっとこれが実じつ質しつ的な彼女達のスタートなのだろうと、私はそう思っている』

・不退転：『キヨナリ、……真ま面じ目めな事を言える生き物だったのね。少し安心したわ』

・ウキー：『成なる実み、……拙せつ僧そう、貴様の事についてはいつも真面目に言っているつもりだが』

・不退転：『──あれは真面目に言っているんじゃなくて褒ほめているだけよ』

・ウキー：『事実とは違うのか』

・不退転：『有あり難がとうと言っておくわ』

　傍はた目め、淡たん々たんと話しているから凄すごいと言えば凄い。

　だが、正純が、人狼女王レーネ・デ・ガルウから視線を外さず、言葉を作った。

・副会長：『大事なのは、意い図とだ』

・俺　　：『いず!?』

　ホライゾンが右手を挙げて、皆の注目を集めた後、その右手で殴なぐった。

「──どこが面白いのですか」

「ま、待て！　ツッコミだったら言うと同時に殴なぐれ！　さあ！」

　ホライゾンが、音が聞こえそうな凄すごい横よこ目めを馬ば鹿かに向けた。

　だが、皆の中で首を傾かしげた者がいる。人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女は、

「今の、いきなり、何ですの？」

・あさま：『……あ、実況通神チヤツトに含めてないんでした！』

・副会長：『待て！　今入れると危険だ！』

・銀　狼：『同意ですわ！　──私としても危険ですのよ!?』

　仕方ないので保ほ留りゆうとした。人狼女王の不参加責任の意味で、浅あさ間まは彼女に説明する。

「え、ええと、今、ちょっと身み内うちの共食い通つう神しんの方で、トーリ君がギャグを」

「まあ、何という笑いを？」

　ホライゾンが左拳こぶしを上げるのを視し界かいの隅すみに収めながら、浅間は言った。正まさ純ずみの言げん動どうを知らせる訳わけにはいかないから、言葉を選んで、

「ええと、……正純が〝意い図と〟と言ったら、トーリ君が〝いず〟と」

　まあ、と人狼女王が微笑した。そして彼女は、おもむろに彼を抱き寄せる。

　おおう、という彼の顔が横から胸に食い込むのを、浅間は見て、

　……ぬ。

　自分でも意味の解わからない憤いきどおりを感じた。その正面で、人狼女王が笑えみで告げた。

「北ほう条じようは伊い豆ず、小お田だ原わらですものね。そういう意図でしょう？」
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・労働者：『──見事だ』

・礼賛者：『ババアである事は仕方ないとしても、伊豆から意図に戻す辺り、これはある意味、幼よう女じよでは不可能な芸げい当とう！　ババアであるのが必然で有り、惜おしいですね……！」

・金マル：『つーか、ミトっつぁんのママンって、前から思ってたけどケッコーなアゲマン気き質しつだよねー……』

・●　画：『アゲマン……!?』

・銀　狼：『何でこっち見ますの──!?』
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　ミトツダイラは、馬鹿を食い込ませた母が、横目をこちらに向けたのを悟さとった。

　……え？

　何か？　と思うなり、母が目を細め、片目を一いつ瞬しゆん瞑つむって見せる。

　その意味が、ミトツダイラには初め解らず、しかし二秒後に気付いて、

「────」

　……こ、この母親は……！

　手て本ほんを見せられた。

　向こうとしては、こっちに対し、確実に自分を〝上〟に置いたつもりだろう。そしてその状態は、今の流れと、王と己おのれの関係において正しい。

　……や、やられましたわ……！

　確かに今、ホライゾンも、振り上げた腕を肘ひじから幾いく度ども回して保ほ留りゆうモードに入っている。

　……母親最さい強きよう説せつ……！

　あ、いえ、よく考えたら母とホライゾンとは一勝一敗ですのよ。

　ミトツダイラは思う。母の対ホライゾン成せい績せきは、現状イーブンじゃありませんの、と。

　そして、三秒後に、ミトツダイラは気付いた。

　……ホライゾンと一勝一敗出来るんだから凄すごくありません!?

　愕がく然ぜんとする視し界かいの中、母は既すでに動いていた。ホライゾンの後ろから、改めて彼女を軽く抱く。その動きは、子供から玩具おもちやを優しく取り上げるようにして、ホライゾンが振り上げていた手を抱き下ろさせるもので、

「──さて、副ふく会長の話を聞きましょうね？　きっと面白い話をして下さいますわ」

　ホライゾンが振り返るが、母は彼女と目を合わせ、正まさ純ずみの方を見た。釣つられる動きで、ホライゾンも正純に視線を動かせば、

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　場が、また正純の話を聞く流れに戻る。

　……く……！

　ある意味、ホライゾンの二敗目だ。ミトツダイラは憤いきどおるしかない。

・金マル：『これはあれだー。子育て経けい験けん者の技だよねー……』

・貧従士：『それってつまり、第五特とく務むもこういう風ふうにされてたって事ですか』

　……嫌いやな事を示し唆さされましたわ……！

　全く、今は正純の話を聞くターンだというのに、

　……って、あら？

　ミトツダイラは思った。

　先さき程ほどの流れでは、正純から母に質問をしていたのではなかったか、と。

　それが何な故ぜ、いつの間に、正純の話を聞くターンになっているのだろうか。
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　……やってくれる！

　正まさ純ずみは、目の前にいる圧あつ倒とう的てきボリュームに対して、憤いきどおりとも感心ともいえる感想を得た。

　こちらが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛もう利り側の意い図とを問うように言葉を投げかけたのに、人狼女王レーネ・デ・ガルウは馬ば鹿かやホライゾンの場を収めるようにして、こちらに言葉を要求して返した。

　……こちらが問うていたのだ、という事は可能だろう。

　それを言えば、

「あら、そうでしたっけ」

　と、軽く返して、問いへの回答が来る気もする。だが、

　……それは向こうの掌てのひらの上だ。

　何な故ぜなら人狼女王レーネ・デ・ガルウは、再度の言葉を要求したのだ。

　こちらが問うた〝覇は王おうとしての道を始めるのか〟という言葉は、相手にしていない。

　彼女としては、自分達が何の意い図とで来たのか、当てて見ろ、というところだろう。

　……ならば、先さき程ほどの自分の言げんを、私は繰り返そう。

　言う。

「私はこう思っていたよ。──北ほう条じようの地にて備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦い再さい現げんをする事で、六護式仏蘭西は、遂ついに欧おう州しゆう覇王の道を始める、という事かと思ったが、な」

「あら？　何でそう、覇王道どうの開始だなんて、そんな事を思いましたの？」

「毛利の歴史再現における明確な敗はい北ぼくとしては、それが最後のものだからだ」

「あらあら」

　人狼女王が、口くちの端はに笑えみを作った。

「──毛利は関せきヶ原はらで松まつ平だいらの敵に回って、ちょっと仕し置おきされますのよ？」

「それは解わかっている」

　だが、と正純は言った。

「関ヶ原におけるお互いの敵てき対たい法については選択肢しが生まれる。──この北条戦を、私達とどう決けつ着ちやくするかによって、だ」
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　正純は、人狼女王の笑みに視線を向けた。

「毛利がここに来た意図を、私はこう思っている。毛利は、関ヶ原以い後ごへの布ふ石せきとして、私達との関係をどうするのか、それを宣せん言げんし、交こう渉しようしに来たのだろう、と」

　それは、毛利攻めと小お田だ原わら征せい伐ばつによって、羽柴を追い詰める意味もある。

　……つまりは羽柴以後を見み据すえた戦略。そういう事だろう。

「──ゆえに交渉があるとすれば究きゆう極きよく的には二に択たくだ。つまりは、協きよう働どうか決けつ裂れつか、だ。

　違うか？　人狼女王」

「随ずい分ぶんと自じ意い識しき過か剰じようですわね」

　ただ、と人狼女王が笑みで言った。

「世界の動きを考える事は出来そうですわね。──いいでしょう。明日あした、そちらの移動日びにおいて、輝てる元もととの御お茶ちや会かいでも設けましょうか」

　皆が、顔を上げた。

　注目される、そんな動きの中央で、人狼女王レーネ・デ・ガルウはホライゾンの頭に顎あごを乗せ、こう言った。

「明日あしたは武蔵むさしでお泊とまり。というのが面白そうですわね。娘むすめの御お世せ話わになっている方々への挨あい拶さつや、友達にも宜よろしくしたいですもの」

「何ソレですのよ──!?」

・金マル：『まさかテュレやんが、ミトっつぁんの家庭訪ほう問もん＋嫌いやがらせで毛もう利りをここまで連れて来たんだったりして』

　何かそんな気もするから微び妙みように困る。

「ともあれ」

　と、正まさ純ずみは手を打った。

　明日における、毛利との会談は予定がついたのだ。ならば、

「御お広ひろ敷しき、葵あおい、折せつ角かくの来らい賓ひんだ。ちょっと向こうの焚たき火びで出せる小こ料理でも頼む。

　温泉入はいったのもいるから、匂においがつかないやつだ」







[image: 第三章『密室のデストロイヤー』]
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「──で？　ナっちゃん、出場出で来きないからストレス溜たまって一人で空詠みカラオケやってるとか、不健康にも程があると思うよ？　──あ、注文いいですか。生ピロシキの粒つぶ餡あん三つに──、四つ？　ナっちゃん食うの？　わあ意い外がい。ああ睨にらまなくていいから。──あと、生しよう姜がのクッキーに鶏とりの前ぜん菜さいセットで。飲み物は生姜ソーダにワインを赤で四つずつ。ナっちゃん何がいい？　もう頼んである？　──あ、じゃあ緑りよく茶ちや一つ追加で。

　──Ｔｅｓテスタメント．、後で追加しますから、それで宜よろしく。領りよう収しゆう証しようは〝柴しば田た隊たい〟宛あてで〝会議費〟で御お願ねがいします」

　──よし、と注文用の表示枠レルネンフイグーアを閉じ、利とし家いえは毛皮のソファから前を見た。

　低めのテーブルには乾かん燥そう野菜のチップスを揚あげたものに、木製の保ほ温おんジョッキに入った緑茶と、空詠み用の曲きよく指定筐きよう体たいがある。そしてテーブルの向こう、ステージには音おん響きよう用の表示枠が展開しているが、備え付けのギターやドラムセットの前にいるのは、

「お前ら居い場所突つき止めてやってくるんじゃねえよ気き色しよく悪い」

「佐々さつさ・成なり政まさ名義で部屋とってる馬ば鹿かが何ど処こにいんのよ」

　と、ギターを手にしていた成政の横、集音器マイクを手にした不ふ破わがステージに跳とび乗る。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の女子夏なつ服ふくを着た彼女は、

「大体、何そのギター。歌も唄うたわず一人で伴ばん奏そう合わせてギター浸ひたってたの？」

「うるせえな、そっちのギターじゃなくてベースの方だっつーの」

　はあ？　と不破が眉まゆをひそめた。集音器を口に向け、

『伴奏合わせでベース弾ひいてて楽しい？　何かの修しゆ行ぎよう？』

「重じゆう低てい音おんのストリングス馬鹿にしてんのかてめえは!?」

『女の子にてめえ言う男って器うつわ小さいわー。エコーつけてもう一回言っちゃう。

　──器小さいわー』

「この……」

　成政が睨にらむが、不破は気にしない。

　利家も、気にせず、右肩かた上うえのまつと一いつ緒しよに選曲している。

「やっぱ一いつ緒しよに唄えるのがいいよねえ、まっちゃん。──あ、〝イエニチェリ体たい操そう第二〟とかどう？　〝割っちゃえ紅こう海かい〟？　難しいの行くねえ」

「こいつらは……」

『ハイハイ、滝たき川がわ先せん輩ぱいの方が気になるなら、町出て空詠みなんてしてないで、艦かん内ないで報告追ってる方が正解でしょ。少なくとも、今後の動きをすぐに組み立てられるんだから』

「その滝川先輩は、こっちとの交こう神しんを切ってんだろうが。それも北ほう条じよう側の国こつ境きよう越こえてるから、流石さすがにうちの方も動けねえし」

「基本、北ほう条じようからの報告待まちだね」

　と言ったのは利とし家いえだ。彼は既すでに八曲程をリストに並べた上で、テーブル上に置いてある皿から煎せん餅べいをつまむ。米の焼いた色を確かめるように、利家はそれを掲げ、

「霊れい体たいだと、市し井せい品ひんは〝捧ささげもの〟に由ゆ来らいするものしか食べられないのが難なんだね。

　北ほく陸りくは米こめ関係が充実していて良かったけど、流石さすがに僕も今から食しよく糧りようなどの用意無しで関かん東とう及び東とう海かい方面に行くのは反対だ。

　──大体、滝たき川がわ先せん輩ぱいが狙ねらっているのは、小こ牧まき長なが久く手てにおける自分の敗はい戦せんだろうし」

　煎餅を歯で割って、利とし家いえは肩かたを落とす。

「そこらの意味、解わかってるよね？　だから行こうとしてないんだろうけど」
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　不ふ破わは、自分が指定した曲のイントロが始まるのを聞きながら、こう思った。

　……こいつら、お互いをつつき合うの好きよねー……。

　話し合いたいなら普通にやってりゃいいのに、すぐに自覚を迫るような事を言ったり、開けっ放しに悪あく態たいをつく。

　昔からの付き合いだ。が、最近になって解わかってきたのは、こういう遣やり取りこそが、お互いの今や、未来におけるダメージの先せん行こう消しよう費ひだという事だ。

　これから先、否いな、今においても、襲しゆう名めい者しやは歴史再さい現げんに振り回される。そういったものがいつ来てもいいように、心こころ構がまえとして、いろいろな事の自覚を持ち、そういう場における自分達を俯ふ瞰かんして悪態とする。

　今を楽しめばいいのにねえ、と思うが、それは、

「あ」

　歌か詞しが流れた。

　いかん、出遅れた。佐々さつさが嫌いや味みとしてか、半はん目めで前を向いたままメロディやコードから外れた音でベースを一つ鳴らす。その音は本気で外しているが、とりあえずは無視一択。ちょっと急ぎになるが、どうせラップ調の始まりなのだ。

『雪の上　足あし跡あとつけて　夜空の下を　我は行く』

　追いついた。

『浪漫ろまん夢見て　腕を振り　十と重えと二は十た重えの　敵てき陣じんに』

　あ、いかん。

『奇き声せいあげれば　突とつ撃げきだ』

『俺おれへの嫌いや味みか馬鹿野や郎ろう！』

『やっだ二十年前からあるコサックの〝敵陣徒と競きよう走そう〟なのに自じ意い識しき過か剰じようー。

　──どいつもこいつも　叩たたき伏ふせたら　ウオツカの刑けい　尻しりに突っ込む　六十度

　どーだ粘ねん膜まく　カザンが見えるか　見えても　意味無なし　コサックダンス』

　これどう考えても作さく詞し家かが途と中ちゆうで酔よっ払ぱらってるだろう。

　後に続くハラショーコールを、まつが両腕うで振って連れん呼こしているのが可愛かわいらしい。が、間かん奏そうの中、成なり政まさが横よこ目めでこちらを見て、

「女が唄うたう歌か？」

「はあ？　女め々めしい男が女らしさを語ってるし。だいたいこういうの、女おんな衆しゆうで集まった時はよく唄うから。アンタ幻げん想そうの中に生きてんじゃないの？」

　あ、二番。

『塔とうの先　狙ねらいをつけて　祭の中で　我は行く

　褒ほう美び夢見て　馬を駆かり　八や重えと九重ここのえ　白はく刃じんに』

　歌か詞しを見る。

『馬をぶち当て　接せつ近きん戦せん』

「駄だ目めじゃねえかソレ！」

『接近戦しかしない誰だれかが言ってるしー。

　──どいつもこいつも　殴なぐり倒して　ピロシキの刑けい　尻しりに突っ込む　香こう辛しん料りよう

　どーだ直ちよく腸ちよう　見えるかタタール　見えたら　今夜は　タルタルソースだ』

　二番の後ろがちょっとパワー無いのは、きっと作詞家の酔いが醒さめてきたのだろう。

「三番あったらボルシチの刑かしら」

「ねえのか？」

「うん、ここで終わり。──ハイじゃあ次は前まえ田だとまつね」

「お前ら……」

　何よ、とステージから降りながら、不ふ破わは成政に荒く手て招まねきする。

「佐々、あんたいつまで舞台にいるのよ、降りなさいって。邪じや魔ま」

「あのな、元は俺おれの場所だったんだが……」

「今は皆でやってるっしょ」

　面めん倒どうな男だわ、と思いながら、不破は言う。

「北ほう条じよう戦せんが終わるまで、準備日びもあるから、最低でも二日はかかるわよ？　それが終わるの待つのに、今から全力で根こん詰つめて騒さわいでたら、時間潰つぶすネタが保もたないでしょ？

　折せつ角かく、柴しば田た先せん輩ぱいが前ぜん線せんから下がった停てい泊はく地ちに温泉街がい選んだんだし」

「柴田先輩はどーしてんのかな」

　という成政の疑問に、利家が応じた。

　彼は表示枠レルネンフイグーアを開き、

「──あ、柴田先輩ですか。今、何してます？　──ああ、温泉場の休きゆう憩けい所じよで、御お市いち様さまと卓たつ球きゆう？　歴史再さい現げんぎりぎりアウトじゃないですかね。──関係ない？　御市様すげえ強い？　ああ、はい。──どうやらナっちゃんがそっち行きたいそうで」

「言ってねええええええええええええええええ[image: ]」

　利とし家いえが通つう神しんを切った。そして彼は笑顔で振り向き、

「こっち来るって。卓たつ球きゆう台だいいるよね？　って言われたから切った」

「来んなあ──！」

「前まえ田だ、切ったら絶対持もってくると思うわ、柴しば田た先せん輩ぱい」

　だよねえ、と利家が笑うのを見て、不ふ破わは思った。

　……前田は、どうなんだろう。
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　不破は思う。北ほく陸りく攻ぜめの柴田隊においては、本ほん拠きよとしていた土地にちなみ、自分と佐々さつさと前田で〝府ふ中ちゆう三人衆しゆう〟と呼ばれていたのだ、と。

　それは無む論ろん、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よるものだ。だが、道を同じくして以来、自分達三人には付き合いがある。何しろ、襲しゆう名めいした時、柴田は既すでに北陸攻めを開始していたので、佐々と前田は各地に出しゆつ撃げきしても必ず北陸に戻って来たからだ。

　……最近でも、佐々と利家が九きゆう州しゆうの役えきに出た以外では、一いつ緒しよだったのよねえ。

　一度、派は手でに喧けん嘩かをしたのは、前田が羽は柴しばと共にM. H. R. R.神聖ローマ帝国に出しゆつ向こうするのが決まった時だ。

　彼は、襲名先さきであるヴァレンシュタインの末まつ路ろや、前田・利家としての今後を見み据すえ、自らの命を絶って、霊れい体たいとなったのだった。

　あの時、彼とまつの遺い体たいを荼だ毘びに付したのは羽柴で、自分も柴田も同席した。

　佐々は来なかった。

　そういう付き合いだ。

　今もそうだ。

「滝たき川がわ先輩のところ、行こうと思う？」

「行ったら、迷めい惑わくだろうが」

　行かない。

　当初はカっとなって、行こうとする素そ振ぶりも見せたが、今は抑えている。

　感情を理り性せいで抑えている、と言いがたいのは、理性的なキャラじゃないからだろう。ただ、本ほん人にんだって解わかっているのだ。

　……行けば、滝川先輩の望まぬ結果となる。

　滝川が今、行おうとしているのは、小こ牧まき長なが久く手ての戦いの一部、蟹かに江え城じようの戦いだ。

　小牧長久手の戦いは、信長の死後における羽柴と松まつ平だいらの広範はん囲いにわたる戦せん闘とうであり、結果として羽柴が撤てつ退たいする。

　羽は柴しばの生せい前ぜんに生じた、松まつ平だいらとの唯ゆい一いつの戦争といっていいし、羽柴が松平に敗はい北ぼくする唯ゆい一いつの戦争でもある。

　P. A. Odaという国を考えた時、小こ牧まき長なが久く手ての戦いはP. A. Odaに致ち命めい傷しようを与える戦争となる。

　松まつ平だいら勢ぜいにおける三み方かたヶ原はらの戦いのようなものだ。

　そして滝たき川がわ一派は、この戦いにおいて、松平勢を相手に籠ろう城じようし、しかし敗れる。

　だから、神流かんな川がわの戦いにおいて、滝川はこう考えたのだろう。

「……ここで、小牧長久手の敗はい戦せんの一つを分ぶん割かつ再さい現げんし、未来におけるP. A. Odaの負ふ担たんを帳ちよう消けしにする、と」

「そういう事だね、ミッチー」

　前まえ田だが、柴しば田たに対しての安全な逃げ場はないかと、空あき部屋を検けん索さくしつつ言う。

「滝川先せん輩ぱいは現在、少数にて北ほう条じよう戦せんに参加している。小牧長久手における自分の敗戦を、少ない被ひ害がいで終えるつもりだ。無む論ろん、〝敗戦〟とするには無む理りのある少数だ。だからもし、もしここで僕達が駆かけつけたら──」

「俺おれ達たちも〝敗戦〟を強いられる。そういう事だな？　──マティアス達もだらしねえ。聖せい連れんを押さえ込めているなら、解かい釈しやくで勝たせる事だって出来るだろうによ」

「しょうがないっしょ。元々、東側は聖せい連れんの支配力りよく弱よわいし、毛もう利りと北ほう条じようの二国協きよう働どうの間に入り込む訳わけだしね。どっちかっていうと、主しゆ導どう権けんは毛利側である六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにあるし……」

　六護式仏蘭西も、やはり問題だ。

「下へ手たに聖連が小お田だ原わら征せい伐ばつに介かい入にゆうすると、六護式仏蘭西が対羽柴でどう動くか解わからない」

　それに、と不ふ破わは言った。まつに集音器マイクを渡しながら、

「小牧長久手の際、佐々さつさは羽柴麾き下かとなる事が嫌いやで、松平側につくのよね。──向こうに行ったら、あんた、滝川先輩の敵になるのよ」

「解ってるって」

　と、佐々が前田を見た。

「その戦いで、俺に羽柴から差し向けられるのは、トシだしな。──その後、俺は九きゆう州しゆうにトバされ、地元の反はん乱らんを抑えられなかったために自じ害がいを命令される」

　……だけど？

　というニュアンスを、不破は佐々の言葉から読んだ。

　解っているのだ。

　不ふ慮りよによる自害の歴史再現があるならば、それより先に自分を決けつ着ちやくしたいのだと。だから、

「ナっちゃん、僕にプレッシャー掛けるのは無しだよ」

「だから行く気はねえって。──行ったら終わりになっちまうしな」

　その事を、滝川も知っている。

　そしてまた、滝たき川がわが知っているという事を、また佐々さつさも理解しているのだ。

　……滝川にとって、ある意味、一番来きて欲しくないのが、この二人よねえ。

　柴しば田た麾き下かという事もあり、昔から滝川にはいろいろ世せ話わして貰もらっている。ゆえに、向こうとしても、こちらには思うところもあるだろう。

　だから、だ。

「行かねえよ」

「そうだね。ただ──」

　と、前まえ田だが言って立ち上がる。

「先せん輩ぱい達たちの姿すがたは、ちゃんと見ておくのが後こう輩はいの義ぎ務むだと思うよ、ナっちゃん」

「そうは言ってもなあ」

　と、佐々が呟つぶやいた時だ。いきなり、自分達の部屋のドアが開いた。

　……え？　柴田先輩、早くない!?

　疑問に思うと同時に、佐々がテーブル上の皿を構えて振り向く。

「──来たか馬ば鹿か野や郎ろう！」

　佐々の声が飛んだ先。そこにいるのは、

『あ、あれ!?　どうしたんですか皆さん、こんなところで！』

　触しよく手しゆだった。
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　まず、先に言葉を作ったのは利とし家いえだった。

　彼は部屋の入口から入って来た森もりを見て、

「森君、空詠みカラオケするんだ」

『──え!?　あ、Ｔｅｓテスタメント．！　歌を詠むのは武ぶ士しの嗜たしなみですからね！　僕、最近は愛の歌に凝こっているんです！』

「触手がサカって鳴き声出してるわー」

『ひ、酷ひどいですね不破様！　そういう野や生せいの王国みたいな事を僕はしません！　僕はこれでも理り知ち的てきな触手ですからね！』

　ああ、うん、と利家は頷うなずくだけ頷いておいた。そして、

「何でここに？」

『え!?　あ、Ｔｅｓ．！　このところ、仕事で忙いそがしかったので、今日きようは愛情や恋れん慕ぼなど、そういったものの、言葉や感かん情じよう表現を勉強しようと思ったんです』

「おーい、触手触手」

『触手って名前じゃありません！　すぐに不破様は僕をネタにする！　この前だって、P. A. Oda一人遊び研究会の人がＲ元げん服ぷくゲームのタイトル募ぼ集しゆうしてた時に〝とびだせ淫いん獣じゆうの森もり〟とか応おう募ぼしたじゃないですか！　あれ、第二弾だん出る勢いですよ！』

「採用されちゃったかー売れちゃったかー。良かったじゃない森もり、人気出て」

『あんなすぐに人を襲おそう触しよく手しゆは僕じゃないですよ！　大体何なんですが〝とびだせ〟って。僕、飛び出しませんよ！』

「お前、武ぶ神しん乗ってる時はスゲエ跳とんでたろ」

『あ、あれは戦せん闘とうモードの僕なのでいつもとは違う僕です！』

「触手が言い訳わけ始めたわー。でもまあ、森、こっち、いい恋れん愛あいの歌あるよー」

『え？　どんな歌です？』

　不ふ破わがこちらの手から集音器マイクを取った。よし、と彼女は半はん目めで、

「どーだ粘ねん膜まく　カザンが見えるか　見えても　意味無なし　コサックダンス」

『そ、そんなの恋愛とは違います！　大体何ですか、粘膜って！　それが愛の歌だったら僕は全身で愛ですよ！　ああ、愛になりたい！　こんな！　こんな粘膜じゃなくて愛に！』

「というか森君、壁に全身ぶつけるのはいいから、どうしてここに？」

『え!?　あ、はい、空詠みカラオケの受付したら、この部屋だって』

　あー、と不破が一いつ瞬しゆん天てん井じようを見た。そして佐々さつさに視線を向け、

「触手と一いつ緒しよの扱いになってるわよ、あんた」

「お前らまで来たからだろうが！」

『あっ、今、僕は佐々様に距離を取られてますね！　でも大だい丈じよう夫ぶですよ佐々様、僕は男に興きよう味みが無いノーマルの触手ですから！　安心して傍そばにいて大丈夫です！』

　佐々がウンザリした振りして外に逃げようとするのを、不破が制服裾すそを摑つかんで止めた。

　それを見た森が、うんうん、と頷うなずき、

『不破様は優しい人ですね。僕も、皆さんと一緒の方が、嬉うれしいです』

「いや、一緒にいようってか、脱だつ走そうは許さない感じだけど──」

　あ、と不破が、天井を見た。彼女は、やや考えてから、

「森は、佐さ久く間ま先せん輩ぱいと一緒に、一度所しよ領りように戻るんだっけ？」

『Ｔｅｓテスタメント．！　ノヴゴロド戦での援えん護ごとしてやってきた身ですから、佐久間様が治ち療りよう終えて復帰したのと入れ替わりで、一度所領に戻る流れです！』

「まあすぐ戻ってくるんだろうけど。──でも森、だったら一人で空詠みしようとか、そんなのは無しっしょ」

　不破の言葉に、森が、

『────』

　ぐったりした。

　まるでパスタのようになった森に、え？　とわずかに皆が引く。

　すると、三秒程してから、森が慌あわててふらつく首を持ち上げた。彼は慌てて、

『す、すみません！　不ふ破わ様が思いがけずに優しい事を言うので、ちょっと驚いて、貧血でフニャっとなってしまいました！』

「この触しよく手しゆ、女の子の優しい台詞せりふで萎なえおったわー」

『い、いや、ビックリしただけですよ！　そうなりますよね!?　前まえ田だ様も佐々さつさ様も！』

　まあまあ、と、利とし家いえが森もりと不破を制す。

「すぐ、またこちらと合流するのかな？」

『Ｔｅｓテスタメント．！　──手続きを済ませたら、またこちらに戻って来ないと駄だ目めなので！』

「駄目？」

　不破の問いに頷うなずいたのは、佐々だった。彼は触手を親おや指ゆびで示し、

「こいつも、小こ牧まき長なが久く手てで酷ひどい目に遭あうからな」

『Ｔｅｓ．！　戦せん果かを全く上げられなくて、功こうを焦あせって跳とび出したら直なお政まささんの射しや撃げきに眉み間けんを貫かん通つうされて即そく死しです！』

「全くいいとこ無いわー」

『な、何なに言ってるんですか！　努力を認めましょうよ！』

　まあまあ、と手で制したのは利家だ。彼は笑えみ顔で、

「武蔵むさし勢ぜいと相あい対たいするタイミングが難しくて、ちょっと厄やつ介かいだよね、森君」

『Ｔｅｓ．、出来れば早く直政さんと会って、僕の誤ご解かいを解いておきたい……、あっ、い、いえ、大した誤解じゃないですよ？』

「粘ねん膜まく？」

『不破様はどうしてそういう事言うんですか！　女性だったら慎つつしみ深く！』

「──佐々、私、今日きようは触手に説せつ教きよう食くらいまくってるんだけど」

「俺おれは森に説教される事ほとんどねえからなあ」

『ですよね！　佐々様、格好かつこいいし、クールで、僕、密ひそかに憧あこがれてます！　女子の人気も佐々様、かなり高いんですよ」

　ほう、と不破が口を横に開いた笑みを作る。

「人気高たかいそうで」

「俺が俺に人気高い訳わけじゃねえから関係ねえよ」

『ああ！　いいです！　それいいですね！　僕もそういうのサラリと言いたい！　いつも僕はウエットなので、出来ればドライに！　あ、でも、粘膜がカピカピすると肌はだ荒あれの原因になるので、──僕、どうしたらいいんでしょう!?』

　そうだねえ、と利家が表示枠レルネンフイグーアの時計を見た。

「何ど処こかに逃げよう、と言いたいけど、間に合わないかな、これ」

『え？』

　と森が全身を傾かしげた瞬しゆん間かんだ。空詠みカラオケ屋の入口の方から、衝しよう撃げき音おんが来た。

　壁どころか、床も揺ゆれる軋きしみと共に、声が来た。低く、太い大声は、

「お──い！　ナルナルくぅん、ビリヤードしようぜえ──！」

「卓たつ球きゆうじゃねえのかあ──！」

「はあああああ？　ナルナルくんは壁かべ打うちでカンコンカンコンやるのが好きですかあ。

　暗い男だなあ貴き様さま。うっわ暗い。一人でカラオケでベース弾ひいてそ──う」

「超ちようウゼえ──！」

　佐々さつさがドア前で吐と息いきするなり、ドアと壁を突き破ってビリヤード台が叩たたき込まれた。
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「──さあて、じゃ、やたらと面めん倒どうになったけど、おねーさんの方は柴しば田た君くん達たちとも連れん絡らく取とったし、いろいろ情報や割り振りも聞いてきたから作さく戦せん会議ですね？」

　と、夜空の下で声が生じた。

　P. A. Odaの鉄てつ甲こう船せん。甲かん板ぱん上じようで月光を浴びて言うのは、眼鏡めがねの長ちよう寿じゆ族ぞくの女だ。

　彼女は、横に幾いくつかの影を並べつつ、しかし前を見て口を開く。笑えみの唇くちびるから出るのは、気軽な口く調ちようだ。それは、

「えーと、もうここまで来ると、竹たけ中なか・半兵衛はんべいの名は使えませんからねー。彼は聖せい譜ふ記き述じゆつだと、中ちゆう国ごく攻ぜめが本格的に動く前に病びよう死ししてますから。だから、通り名では〝竹中〟でもいいですけど、正式には〝黒くろ田だ・官かん兵べ衛え〟の方で御お願ねがいします。

　あ、普ふ段だんは竹中の方で。そうじゃないと反応遅れるというか、無む視しするかもしれません」

　じゃ、と竹中が表示枠レルネンフイグーアを広げた。一気に二百枚。

　それらの光が展開するのは、甲板上に座る者達の眼がん前ぜんだ。

　誰だれも彼も、この巴パ里リ侵しん攻こうにおけるリーダー格だった。竹中は、自分の周囲に追加表ひよう示じした百枚に、視線のモーションコントロールで指し示じを与えながら、

「皆、麾き下かの子達に内容転てん送そう御お願ねがいしますねー。──で、現状を見直しますと」

　と、竹中が巴里の地形概がい要よう図ずを出した。それは、中央部に星ほし形がたに似た市街を持つもので、

「巴里の中央部は直径約やく三キロ。郊こう外がい含みで十二キロってところです。

　正直、全部を囲んで沈しずめてたら作業時じ間かんもどんだけ掛かるんだって事になるので、中央三キロを沈めるつもりで行きますねー。作業時間は明日あしたいっぱい。

　もはや確かく認にんだけど、作業の準備、出来てますかー」

　竹中が問い掛けるが、返答はない。

　だが、竹中は、辺りを見回し、

「七番の蜂はち須す賀かくーん」

　返答はない。だからというように、竹中は、

「とうとう名前の通りに小しよう等とう部ぶ六年になった小こ六ろくくーん」

　と、竹たけ中なかの横に表示枠レルネンフイグーアが映った。そしてまず聞こえるのは、

『──そっち向かってるんだから呼ばない。あと、技術系けい飛び級で身み分ぶん的てきには高こう等とう部ぶ所しよ属ぞくだから、そんな風ふうに言わない』

　声と共に表ひよう示じされるのは、午前の空の下、草原を流れる小川の縁ふちに座った少女だった。浴衣ゆかた姿すがたで、肩までの髪かみを風に揺らす彼女の周囲、幾いくつも浮かぶ表示枠では、各種の計けい測そくや、人じん体たいを模もした形けい状じようの概がい要よう図ずが幾いく枚まいも出ている。

　彼女は周囲を見渡し、

『仮か装そう操そう縦じゆう席せきの組み込みも上う手まく行ってる。もう少しディテール詰めて記き憶おくの中の生せい家か周辺と近づけたいところだけど』

「蜂はち須す賀か君？　君達は、あまりそういう話をしない方がいいんじゃないかと、おねーさん思いますけど」

『加か減げんは解わかってるから。連れて行かれないよう、口を噤つぐむタイミングはね』

　と、少女、蜂須賀は言った。

　すると甲かん板ぱん上じよう、竹中に並んでいた影が一つ声を作った。脇わき坂さかだ。彼女は黒の髪かみと翼つばさを揺らし、表示枠内ないの蜂須賀に問い掛けた。

「ショーロク、どのくらいでこっち着く？」

『あと五分くらいで見える』

　吐と息いき付きで、蜂須賀が小川に浸ひたらせていた足を上げる。

　立ち上がる。すると、浴衣が一いつ瞬しゆんでM. H. R. R.神聖ローマ帝国女子のインナースーツ姿すがたに変わった。その光こう景けいに、表示枠を見ていた甲板上の男だん子し共どもから、

「ああっ……」

「くっそ、一いつ瞬しゆん過すぎる……！　処しよ理り早過ぎるよ……！　３フレくらい落ちようよ！」

「はは……、魔女テクノヘクセンの変身シーンのように長回しかと期待した俺おれが甘かったさ……」

　ふーむ、と竹中が頷うなずいた。皆を見て、

「そんなに見たい？」

「Shaja!」

　男芸から、迷い無い返答が群むれで来て、女じよ子し連れんが迷い無く蔑さげすみの視線を周囲に向けた。

　だが、うんうん、と竹中は頷いた。そして、

「小こ六ろくくーん、もうちょっと人生余よ裕ゆう持ってみない？」

『人生にハイダメージを？』

「皆にハイリターンありますからー」

『嫌いや』

　蜂須賀は横よこ目めを皆に、それも照しよう準じゆん型がたの表示枠を的てき確かくに動かし、男おとこ衆しゆうだけを見み据すえた。

『顔憶おぼえておくから。年上のくせして汚けがらわしい。──触しよく手しゆの森もり先せん輩ぱいを見習ったらどう？』

「あれあれ？　森もり君の名前出でますかね？」

『Ｔｅｓテスタメント．、東方面の資し材ざいを集める時、手伝って頂いただいたので。触しよく手しゆだが、真ま面じ目めな方で』





●






『あっ、柴しば田た様！　いつの間に僕の首の付け根にビリヤードの玉たまを二つ置いてるんですか！　女の方かたもいるんですからそういうネタは無し！　無しです！　──って、何を前まえ田だ様もこっち指さしてゲラゲラ笑ってるんです！　酔よってます！　酔ってますね今の感じだと！

　佐々さつさ様！　一人でナインボールやってないで救たすけて下さいよ！　──不ふ破わ様も玉持もって近付いてこない！』
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『M. H. R. R.神聖ローマ帝国に与くみしてから、P. A. Odaの風ふう紀きは随ずい分ぶんと乱れた』

　蜂はち須す賀かの言葉に、十じつ本ぽん槍やりの三番である加か藤とう・嘉よし明あきは思った。

　……小こ六ろくは真面目だものねえ……。

　自分達の中では、開発中の人じん工こう人格である三みつ成なりを除けば最も若い。無む論ろん、年ねん齢れいを除いても、

「キメちゃん、ショーロク、また切せつ羽ぱ詰つまってる」

「口く調ちようが笑ってないわよアンジー」

　アンジーは心配性しようだ。皆の間、何気なく気き軽がるに渡っているようで、だからこそお互いの変化をよく知っている。

　蜂須賀が焦あせりを得ている理由は、自分達にはよく解わかる。

「──じゃ、ちょっと蜂須賀君が来て巴パ里リ水すい没ぼつを煽あおる前に、ちょっと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの事情に関わる部分ともなる、毛もう利り本隊と武蔵むさしの動きを見てみましょーか」

　竹たけ中なかが展開した表示枠レルネンフイグーアに、ある場所が映った。

「あ」

　と並ぶ福ふく島しまが見る視線の先、大おお判ばんで映される概がい要よう図ずは関かん東とうだ。

　ここから遙はるかに東の方向。

　そんな関東の南西に、北ほう条じよう印度インド諸しよ国こく連れん合ごうと、毛利の紋もん章しようが。

　その北に、武蔵の紋章と船のアイコンがある。

　武蔵のアイコンには、赤いリボンラインで北条へと向かうルートが追加された。これは、

「毛利が、私達ではなく、武蔵を備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いの相手に選んだという事ですねー」

　軽く言うが、無む茶ちや苦く茶ちやな内容だ。

　だからだろうか、この発表の内容は知っているだろうに、並ぶ向こうで片かた桐ぎりが手を挙げた。

「──武蔵を僕達羽は柴しば勢ぜいとするのには、無む理りがあります。そのあたりの解決は？」

「歴史再さい現げんとしては、小お田だ原わら征せい伐ばつが重なっているのが肝きもですねー」

　肩を落とす竹たけ中なかを見て、嘉よし明あきはこう思った。

　……あ、さっき食堂の事じ前ぜん説明で聞いたのと同じリアクションだわ。

　変えるのも面めん倒どうなのか、それとも、そういうリアクションが最も効果あると思っているのか。自分達の軍ぐん師しは息をつき、

「小お田だ原わら征せい伐ばつと備び中ちゆう高たか松まつ城じようの同時進しん行こうを行う、という企き画かく自体は間違っていません。私達P. A. Oda──、おっと、M. H. R. R.神聖ローマ帝国ですねえ。危ない危ない。

　で、ええと、以前もM. H. R. R. がノヴゴロドで複数の歴史再さい現げんを重ねて行った実績がありますし、聖せい連れんとしても時間の短たん縮しゆくと損害の軽けい微びが望めるので、〝こっち〟はそうされる事にあまり文もん句く言えませんし、聖連の建たて前まえを前に出されると〝はいそうですね〟な訳わけですね」

　それに、と彼女は背後の空間を親おや指ゆびで示した。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが言うには、私達の〝これ〟は、備中高松城の戦いにかこつけた六護式仏蘭西への侵しん攻こうなんだそーで」

　だから、

「歴史再現無む視しして勝かつ手てに人のところに侵攻してきたんだから、武蔵むさし勢ぜいがこっちの代だい理りを兼ねるくらいは多めにみとけ、って事ですね」

　六護式仏蘭西も、いい度ど胸きようをしている。

　……歴史再現の違い反はん行為をしているのだから、他の違反行為も見み逃のがせ、って事だもんね。

　あのヤンキー会長の考えそうな物もの言いいだ。

　嫌きらいな考えではない。だが、

「竹中、……でも、それって、六護式仏蘭西は完全に私達を違反者扱あつかいで、マジ戦せん闘とうするって事よね？」

　これは先さき程ほどの食堂では言わなかった事だ。ある意味、その時に先行して聞いていたからこそ、ようやく思いついた言葉とも言える。すると、

・黒　竹：『ちょ、ちょっと、ちょ、何？　何いきな──、打ち合わせえ──』

・きめえ：『あ、御ご免めん、アドリブ駄だ目め？』

・ＡｎＧ：『キメちゃん、たまに容よう赦しやないよねー』

・巨　正：『ええと、何ど処こかに洗面器きありませんか？』

　だが、竹中が皆に両の掌てのひらを見せた。

　甲かん板ぱん上じようの全員が、〝大だい丈じよう夫ぶ？〟という雰ふん囲い気きでたたずむ先、彼女はそのまま甲板の前端はしまで下がり、後ろを向いて、

「えろえろえろえろ」

　二、三度咳せきして、肩を揺ゆらす竹中に、福ふく島しまが声を掛けた。

「大丈夫で御ご座ざりますか？」

「え？　あ、はいはい、大丈夫ですよー。いや、心配掛かけちゃってすいませんね。あはははは、あ、夕食のカニ玉の残りがまだえろえろえろえろ酸さん味み強いですねえろえろえろ」

「福ふく島しま、声かけない方がいいわ」

　と、嘉よし明あきは自分の魔術陣マギノフイグーアを展開した。

　そこに映っているのは、先さき程ほどの竹たけ中なかの関かん東とう概がい要よう図ずだ。

　己おのれのアドリブで迷めい惑わくを掛けた分もあるから、とりあえずこっちで説せつ明めい出来るところは代わっておく。

　嘉明は、魔術陣を皆に見せた。そして関東、そこにある武蔵むさしのアイコンを手で示して言う。

「──最大の課題は、如い何かに武蔵むさしを関東に封じ込めておくか、という事ね」
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　嘉明は思う。武蔵勢の動きが、自分達と明確な干かん渉しようを起こしつつある、と。

　……水み戸とに封じたつもりだったというのに。

　以前にも、警けい告こくとして福島と清きよ正まさが水戸に乗り込み、ノヴゴロドでも接せつ敵てきした。

　だが、その中で武蔵勢ぜいが選んだのは、再さい起きだった。

「今、彼らは北ほう条じようの土地で毛もう利り攻めの仕上げとなる備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いを行おうとしているわ。

　それは本来、私達がこの巴パ里リの土地で行う筈はずのものだったんだけど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと毛利は、二ふた手てに分かれ、毛利は北条にて武蔵を相手に選んだの」

　言っていて、少しの不ふ機き嫌げんを自分の中に感じるのは、稚ち気きだろうか。

　……私達が選ばれなかった、ってね。

　織お田だ、羽は柴しば、M. H. R. R.神聖ローマ帝国、P. A. Oda、旧派カトリツク、ムラサイ、どれも大だい勢せい力りよくを示す言葉だ。だが、未来の欧おう州しゆう覇は王おうは、自分達との歴史再さい現げんより、敵とのそれを望んだのだ。

　だが、この事は、自分達のプライドを傷つけるという事よりも、

「……六護式仏蘭西は、欧州戦せん線せんに武蔵の影えい響きよう力りよくを干渉させたいという事ね」

　武蔵という国は、一国だけの孤こ独どくな存在ではなくなった。

　否いな、ノヴゴロド戦において、奥おう州しゆう勢ぜいとの信しん頼らい関係を作った時点で、そうだったのだ。

　そしてまた、それ以前に、

　……IZUMOとマクデブルクで、六護式仏蘭西、M. H. R. R. 、清武たけ田だや里さと見み、北条とも親交を結び、幾いくつかの約束を取り付けているのよね。

　先夜の神流かんな川がわの戦いが、その約束への返答としては、大きかった。

　滝たき川がわへの攻こう撃げきによって、武蔵側は北条を本ほん能のう寺じ以後の状況にまで連れて行った。これは、

「P. A. Odaは、もはや本能寺の変へんを動かさざるを得ない」

　そして、

「──〝創そう世せい計画〟、それもまた、動かさざるを得ないのよね」
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　片かた桐ぎりは、嘉よし明あきに視線を向けた。

　……ここで〝創そう世せい計画〟について、持ち出すんですか？

〝創世計画〟について、五ご大だい頂ちようやその重じゆう臣しん達たちは知っている。

　だが、ここにいる皆の大たい半はんは、上うわ役やくから概がい要ようを知らされているくらいだろう。

　それは、

「世界を終わらせて、終わらせない」

　嘉明が言った。

「末まつ世せを吹っ飛ばすには、そういうやり方じゃないと駄だ目めね」

　皆は何も言わない。ただ、じっと、嘉明の言葉を待っている。

　辺りはただ静かで、聞こえるのは、

「えろえろえろえろ。──えっぷ」

・□□凸：『そろそろやめましょうよ竹たけ中なかさん！　あと、最後の一ひと息いきがリアルですよ！』

・黒　竹：『いやあ、キッツいキッツい。酔よいじゃなくてプレッシャーですからねー』

・きめえ：『早く戻らないと先さき進むわよ？』

　嘉明が言った。彼女は皆に視線を向け、

「世せ界かい全体は、もはや織お田だや羽は柴しばではなく、その後を見み据すえ始めた。だけどそれは世界の存そん続ぞく。私達の望むものにとっては甘いだけの事。

　未来を生きていく人間にとって、都つ合ごうの悪い戦せん乱らんとなる織田と羽柴の連れん綿めん。しかし無視されては敵かなわないわ」

　だから、と彼女は言った。

「あらゆる手を使って、私わたし達たち羽柴隊たいは、この巴パ里リ水すい没ぼつを早期終しゆう結けつさせ、小お田だ原わら征せい伐ばつに介かい入にゆう。

　──武蔵むさしを関かん東とうに封じ込めたまま夏休みに突とつ入にゆうさせ、〝創世計画〟の進しん行こうを守る」
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「待って下さい」

　嘉明は、片桐の声を聞いた。

「小田原征伐に羽柴隊が介入しても、小こ牧まき長なが久く手ての戦いを始められる危険があります。

　その戦いに踏み込まれないよう、介入部ぶ隊たいを選せん抜ばつすべきでしょう」

　これは先さき程ほど、食堂での打ち合わせ中に、竹中に片桐が進しん言げんした事だ。口く調ちようはもっと考え込んでいたものだが、

　……流石さすがに思し案あんをまとめてきたわね。

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉明は頷うなずいた。

「いろいろと向こうで思し案あんはあるけど、基本、聖せい譜ふ記き述じゆつで備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いに出ている者は、ここに残る事。そうしないと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから〝毛もう利り攻ぜめをするつもりはなかったんだろう〟って言われる可能性もあるものね。

　だから基本は、〝備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦い〟には参加性が薄い、もしくは無い者で組んだ先行介かい入にゆう部ぶ隊たいが向こうに行って、武蔵むさし勢ぜいとの戦せん闘とう権けん限げんを確定。小お田だ原わら征せい伐ばつが北ほう条じようと武蔵の談だん合ごうで行われないように監かん視しする」

　それは、

「まず、私とアンジー。ここまで援えん護ごに来て折せつ角かくだけど、〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟を用いて北条征伐に向かわせて貰もらうわ。そして後こう続ぞくの高速輸ゆ送そう艦かんにて──」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　甲かん板ぱんに座る皆の中から、一人の少女が立ち上がった。背の低い黒の短たん髪ぱつ。無む手てのM. H. R. R.神聖ローマ帝国女じよ子し制服姿すがたは、見知らぬ姿だが、

「可か児に・才さい蔵ぞう！　──竹たけ中なか様の指し示じで、今日きようから先行して福ふく島しま班はんに入ります！　そして明日あしたからは福島様の代だい理りで小田原征伐に参加します！」
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　福島は、姿し勢せいのいい小こ走ばしりで目の前に掛けて来る少女を見た。

　……竹中様の言っていた通り、元気な子で御ご座ざりますなあ。

　実際には一学年下したらしいが、背せ丈たけの関係から随ずい分ぶん年下に見える。

　彼女はしかし、こちらの眼がん前ぜんで身を揺らす事無なく足を揃そろえて静止。

「福島先せん輩ぱい！　宜よろしくお願いいたします！」

　頭を下げた。

・ＡｎＧ：『……こう言っちゃ何だけど、ちびっ子でもショーロクと随ずい分ぶんキャラ違うね。通神帯ネツトでも実名で参加しちゃうタイプ？』

・６　　：『ウザいの来たわね……。一番、ちゃんと距離取とって』

・しとお：『ああ、うん、でも彼女、襲しゆう名めい者しやで御座りますよ』

　襲名者でなくても実力者はいる。

　だが、襲名者で戦せん闘とう系けいであるならば、

「実力の程は？」

「Ｔｅｓ．！　宝ほう蔵ぞう院いんの先生から連れん続ぞく三本取とってきました！」

「三本？　二本先せん取しゆでは？」

「Ｔｅｓ．！　二本ソッコで取ったら〝駄だ目め！　そんなんじゃうちが長く続かないから！　御お願ねがい！　一回！　一回だけでいいから！〟って土ど下げ座ざされたのでその頭に一いち撃げきを」

「あの先生も変わらぬで御座りますなあ」

　自分もやった。ある意味、定てい番ばんネタなのかも知れない。

　だが、可か児には一ひと息いきを入れ、眉まゆ尻じりを下げた笑えみを作る。そのまま彼女は、

「でも！　多た数すう決けつの先生には、全く敵かないませんでしたけど！」

「────」

　皆が、可児の告げた存在に対し、言葉を失った。ややあってから、

・きめえ：『珍めずらしいわね。──あの女が動くなんて』

・□□凸：『確かに、そうですね。……福ふく島しまさん達の訓くん練れんを行ってから、隠いん棲せいしていたと聞きましたが』

・黒　竹：『武蔵むさしが私達に近付いてきている、というのが解わかってるんでしょうねー』

　と、そんな書き込みと共に、竹たけ中なかが戻ってきた。

　彼女は、はあい、と可児に軽く手を挙げ、

「よっし、福島さん、貴女あなたの後こう輩はいになりますから、見てあげて下さいね？」

「え？　あ、Ｔｅｓテスタメント．」

　返答すると、可児が振り向いた。そして、

「宜よろしくお願いします！」

　また頭を下げられる。が、そこに福島としては、

　……えーと。

・巨　正：『──良かったですね、福島様、初めての後輩で』

・しとお：『それがまた、話は聞いて御ご座ざりましたが唐とう突とつで……』

　正直、どう扱っていいものか。ただでさえ単たん独どく行動を主とする身なのだ。

　可児・才さい蔵ぞう。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、前まえ田だや織お田だ家などを転々として、最後に自分の元に就つく流る浪ろうの武ぶ将しようだ。実力は折り紙付きで、戦せん場じようでは上げた首が多過ぎて持ち帰れぬため、槍やりによる致ち命めいの傷や口に自分の槍をイメージさせる笹ささの葉をくわえさせ、印しるしとしたという。

　礼れい儀ぎなども正しく、他の武将達が規き範はんにしたともされているが、

　……うちの十じつ本ぽん槍やり。礼儀の面では……。

　礼儀は出来ていると思う。

　ただ、礼儀以い外がいの部分が独どく特とくな気がするのは何な故ぜだろうか。

　……大だい丈じよう夫ぶで御座りますかなー……。

　十本槍に加える訳わけではない、というのは竹中からも聞いている。

　十本槍全体の副ふく官かん。その手始めにしたいのだと。

　何しろ自分達の部ぶ隊たいは単独行動を主とするがゆえ、後こう続ぞくがいても後ご詰づめになってしまう。竹中の指し揮き下かでは動いていても、戦力としては突とつ出しゆつしがたい。

　それを能のう動どうとするため、副官が必要なのだと。

　ならば、彼女を小お田だ原わら征せい伐ばつに送り、単独行動を許すのは、

「このたびは、実じつ戦せん参加として、戦せん場じようの流れを見てくるがよう御ご座ざりましょう。今後は指し揮きを執とる側に回るで御座りましょうが、そのためにも一度、戦場のありとあらゆるを見て、己おのれの判はん断だんが手て元もとだけではないようにするのが肝かん要よう」

「Ｔｅｓテスタメント．！」

　返答もだが、表情が明るい。ともすれば危うさも感じるが、何があっても経験だ。

「一つ」

「──何でしょう」

「戦場には、どう身み構がまえても、準備しても、こちらを食う化ばけ物もののようなものが御座ります」

「それは、……誰だれか、敵てきの事ですか？」

　興きよう味み、という可か児にの顔に対し、福ふく島しまは首を横に振った。

「流れに御座ります」

　敵でも、味み方かたでも、誰かでも、自分でもない。

　それら全ての絡からみ合いだ。

「その流れを引き寄せて手て懐なずけられれば勝ち。飲まれれば負けに御座ります」

　目の前にある可児の表情は、未み体験の話を聞いている類たぐいだ。首を下に振っているが、実感は伴っていない。だが、彼女はこう言った。

「──戦場に出られれば、それに気付きますか」

　Ｔｅｓ．、と福島は頷うなずいた。

「それに気付かねば、隊たいを任す事は難しいもので御座ります」

「──Ｔｅｓ．」

　と、ようやく、自分が北ほう条じように行く事と、こちらの話の意味が繫つながったらしい。

「戦場を見るだけ見て、その流れを解わかれ、という事ですね」

「そこまで気付いたならば重ちよう畳じよう」

「Ｔｅｓ．！」

・６　　：『暑あつ苦くるしいのはそこまでにして。こっち、見えてる』

　と、蜂はち須す賀かの表示枠レルネンフイグーアが動いた。方ほう角がくは南東。自分達が来たルートだ。

　そちらから来るのは、月光に照らされた、

　……山？
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　福島の目に見えるのは、資し材ざいだった。

　八隻せきの輸ゆ送そう艦かんに、過か積せ載さい状態の資材が積まれている。艦かん体たいよりも大きく重ねられ、横すら突き出している貨物。それを見る自分達の内、竹たけ中なかが一つ頷いた。

「よっし。重力制せい御ぎよはしっかり調ちよう整せい出来てるようですね。こっちが通ってきたルートをちゃんと通過して──」

　と、不ふ意いに竹たけ中なかが頷うなずき、皆に振り向いた。それも笑えみで、

「さて、質問です」

　……は？

　疑問に思ったこちらの視線の先、竹中が右の人ひと差さし指ゆびを立てる。

　先さき程ほどの、食堂における打ち合わせでは無かった事。だが、アドリブが苦にが手てな竹中が行おうとしたら、それは、

　……もっと先に、用意があったと？

　応じるように、竹中が言った。

「今、蜂はち須す賀か君は、おねーさんの言う通りのルートをたくさん荷物を積んでこちらに接近中ちゆうです。では、あと、何分でここに到とう着ちやくするでしょうか」

　それは……、と福ふく島しまが、頭の中に計算式しきを転がした時だ。

　清きよ正まさが、一歩を竹中の方に踏み、

「──あの、竹中様？　仰おつしやりたい事が凄すごく解わかるのですけど、ええと……。

　それ、今ここでする事でしょうか」

「おおう、よくお解りですねー」

　……あ、成なる程ほど。

　福島も、竹中の言いたい事がよく解った。しかし正面、たたずんでいた可か児にが、

「あのう！　どういう事ですか!?　福島先せん輩ぱい！」

「そうで御ご座ざりますな……。竹中殿どのの字名アーバンネームは、何で御座ったかと」

「Ｔｅｓテスタメント．！　〝一挙両得ハイダメージハイリターン〟です！」

　可児の声に、二つの言葉と一つの動きが来た。

　一つは竹中の、

「せーいかあーい！」

　という可児を指さしての声。もう一つは、表示枠レルネンフイグーア内の草原で、こちらに慌あわてて振り向いた蜂須賀の、

『あ、こら！　九番！』

　という声であり、それに続くのは、

　……お。

　こちらに接近しつつあった輸ゆ送そう艦かん群ぐんの影が、左下から斜め撃ちに貫かん通つうされた。

　白の光の一いつ閃せん。

　竜りゆう砲ほうだ。
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　可か児には、それを見ていた。

　……え!?

　同じように、え？　と甲かん板ぱん上じようの皆が振り返る先。輸ゆ送そう艦かん群ぐんの先せん頭とう艦が傾いた。左下から艦かん体たいを右上に撃ち抜かれた先頭艦は、

　……えーと！　セオリーだと、衝しよう撃げき波はが射しや出しゆつ口こう側から抜けるのと、自じ重じゆうによって、左下側に落ちます！

　その通りの動きが生じた。続ぞく発はつ的てきな爆ばく発はつを起こし、先頭艦が資し材ざいをばらまきながら前のめりになって行く。そして、

『竹たけ中なかあ──!!』

　蜂はち須す賀かの声と共に、遠えん雷らいのような爆発音がこちらに届いてきた。

　同時。竹中が、わあい、と両腕うでを振り上げ、笑顔で叫んだ。

「囮おとり成功──!!」







[image: 第四章『空の管理者』]
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　遠く、南の空で生じた爆ばく発はつは、火か炎えんではなく流りゆう体たい光こうによるものだった。

　それを見る高台の上。広い庭園や菜さい園えんを持つ中央に、白の屋や敷しきがある。その屋根上うえ、立っている全ぜん裸らの青年が、腕を組んで呟つぶやいた。

「流石さすが、──朕ちん達たちに与くみするが、支配に甘んじる訳わけではないという事だね」

「太陽王ロワ・ソレイユ」

　と呼びかけたのは、屋根上に片かた膝ひざをついて構える自動人形ベル・デ・マリオネツタの女だ。

「あれの襲しゆう名めいは？」

「──元がゲルマン系けいを名乗る出しゆつ自じだ。M. H. R. R.神聖ローマ帝国出身の傭よう兵へい隊たい長ちようで、スウェーデンやデンマークを経て六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに合流したベルンハルトを名乗らせている。

　彼の事、アンリは知っているかい？」

「〝ザクセンのベルンハルト〟ですね」

「Ｔｅｓテスタメント．、──聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よればザクセン公こうの第十一子。選せん帝てい侯こう継けい承しようなど叶かなわぬ生まれゆえ、騎き士しになろうとしたが、時代は彼を傭兵隊長とした」

　言って、彼は一ひと息いきをついた。

「アンヌの手て配はいにすら応じなかった者達だ。だが、アンヌの再さい構こう築ちくした異い族ぞく部ぶ隊たいへの登とう録ろくを望んだよ。恐らくは、かつて、人狼女王レーネ・デ・ガルウを友人として招く中でそういう手配があったのだろう。

　それは朕よりも、アンヌを主あるじとするという意味かも知れないが、朕は構わない」

「成なる程ほど。──あ、太陽王、夕ゆう飯めしいるか」

　と、後ろ側の屋根からアルマンが上がって来た。彼は、裏庭で露ろ天てん調ちよう理りを行っている侍じ女じよ式しき自動人形から、皿を投じられて受け取ると、

「今日きようは魚さかな料理だそうだ。明日あしたは和わ食しよくと肉」

「ほほう、輝てる元もとの献こん立だてか。素す晴ばらしいね」

「Ｔｅｓ．、──だが、姫ひめ様さまから頂いただいた表示枠シーニヤカドル。明日の夕食に、ビフテキに豚ぶたのコートレットとか、無む茶ちやなものが指し示じしてあるんだが」

「アルマン」

　アンリが片かた膝ひざをついたまま半はん目めで言った。テーブルも持って来て、屋根上うえに皿を並べ始めた同どう僚りように対し、

「それは姫様の、祈き願がんを込めたメニューだ。極きよく東とう側では英語を用い、〝牛のステーキに、豚のカツ〟となる。──どうだ。その二つの料理が掛かけ詞ことばとなっているのが解わかるだろう？」

　アルマンは、表示枠を出して眺ながめた。

「牛のステーキに、豚のカツ……」

　呟き、ややあってから、アルマンは得とく心しんしたというように告げた。

「ああ、そうか！　〝素す敵てきに豚ぶたが勝つ〟という事か！　世も終わりだな！」

　アンリがアルマンを蹴けり落としたと同時。南の空から追加の大だい音おんが聞こえた。

　傾いていた輸ゆ送そう艦かんが折れ、爆ばく発はつしたのだ。

　太陽王ロワ・ソレイユが、南の空に咲いた光の花と、衝しよう撃げき波はに輪と散る流りゆう体たい光こうを見て笑う。

「見事だ。ザクセンのベルンハルト。

　四百年前の〝ハーメルン〟によって南部の山さん岳がく域いきに移い住じゆうし、百年戦争において六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの中央部を一度だけ守った者達。

　四百年前の失しつ態たいから、自分達の歴史を無きものとしつつ、しかし栄えい華がの時代を未いまだに誇ほこる矛む盾じゆんある大だい異い族ぞく」

　それは、

「──竜りゆう属ぞく。末まつ世せを前に世が動くと見て、ようやくアンヌの意い図とを知ったか」
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　巴パ里リ水すい没ぼつ。そのための追加資し材ざいを搭とう載さいした輸送艦かん群ぐんは、計八艦だった。

　それらが行こうとした航こう路ろは、先行した本ほん隊たいの後を追うもの。分ぶん離りした安土あづち城じようによって構こう築ちくされた、巴里までの補ほ給きゆう線せんと、毛もう利りからの大おお返がえしを狙ねらうためのルートだ。

　そして、輸送艦群が攻こう撃げきを受けたのは、巴里に向かう森林部ぶから広大な平原に出たばかりの位置だった。

　森林部と平原の切れ目。

　そこから生じた竜りゆう砲ほうによる対たい空くう砲ほう撃げきに、輸送艦群八艦の先せん頭とう艦は保もたなかった。

　六護式仏蘭西側に、攻撃意い思しは無いという、そんな味み方かたからの報告はあった。だが、

「くそ……！」

　傾き、大きな震しん動どうをもって落らつ下かしていく艦かん上じようから飛び降りながら、叫ぶ声がある。

「これが攻撃じゃないなら、手て荒あらな歓かん迎げいだ……！」

　だが、抗こう議ぎの声は生まれなかった。

　誰だれも彼もが見ていたものがある。

　それは、崩ほう壊かいしていく一番艦の上からも、周囲からも、外からも見えるものだ。

　影だ。

　四し肢しを持つ巨きよ大だいな影。明らかに人の大きさを超え、翼つばさと尾を持つ姿すがたが、

「何だあれは……」

　一つではない。無む数すうに。それも破は壊かいの艦かん船せんに纏まとわり付き、その外がい殻かくを埋めるように蠢うごめく者達がある。あれは、

「──竜の群だ！」

　大型のものもいる。だが、それら以上に厄やつ介かいなのは、全長五メートル程の小しよう竜りゆうだ。

　両腕うでを翼つばさとした青黒い竜りゆうが、無む数すうの量で輸ゆ送そう艦かんに激げき突とつし、

「……！」

　竜りゆう砲ほうと、高速落らつ下かからの剛ごう脚きやくによる踏ふみ砕くだきで、竜は艦の高度を下げ、破は壊かいしていく。
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「さあ」

　太陽王ロワ・ソレイユは、空を浅く見上げて言った。

「アンヌが声を掛けた価か値ちを。それを拒こばんだ傲ごう慢まんを見せて貰もらおう、ベルンハルト」

　遠くの麦むぎ畑ばたけの上、巴パ里リに向かって降こう下かした安土あづち城じようの向こう。輸送艦があげる流りゆう体たい光こうと、竜が作る竜砲が夜の空を飾っている。

　羽は柴しばの輸送艦に群むらがる小しよう竜りゆうは、どれも小型の飛ひ竜りゆう型だ。

　だが、数が多い。優ゆうに四桁けたを超える群がりが、咆ほう吼こうと激げき突とつと、そして竜砲を連続して輸送艦に叩たたき込む。その音は連続する地じ鳴なりにも聞こえ、

「あれは……」

　アンリが、片かた膝ひざを起こして呟つぶやいた。

「やはり、天てん竜りゆうなのですか？　太陽王」

「そう、──ベルンハルトの傭よう兵へい団だんというべきか。古代欧おう州しゆうにおいて、ゲルマンを襲しゆう名めいした竜属侵しん攻こうの際は、ゲルマン戦せん士し団だんを名乗っていたそうだけどね」

　つまり、

「彼は竜りゆう王おうの直ちよく属ぞく。──最も古き天竜の生き残りだ」

　言葉に重ねるように、空に光の炸さく裂れつが生じた。

「一分十三秒だ」

　アルマンの呟きに重ね、落下体たい勢せいにあった輸送艦が破は裂れつした。

　竜達が、撃げき沈ちんしたのだ。
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　初しよ撃げきからの群ぐん勢ぜい。その集中攻こう撃げきを受けた一番艦は爆ばく発はつした。

　爆はぜる艦かん体たいは、衝しよう撃げき波はで多くの竜を巻き込んだ、ように見えた。

　そうではなかった。

　先に爆発を察さつ知ちして飛んだ大型竜とは別で、纏まとわり付いていた小竜群ぐんは全て砕け散った。

　死んだのではない。ただ、砕けたのだ。それも、小さな青黒い翼へと変わって、だ。

　続く攻撃を受ける二番艦の乗じよう員いん達たちは、その光景を見ていた。自分達の方に来る、夜なお空を黒くするような暗あん雲うんの押し寄せを、だ。

　散った小竜群の欠片かけら。それらが更さらに小さな飛竜となり、

「来るぞ！　防ぼう護ご障しよう壁へき！」

　対たい艦かん用よう防護障壁は、二重の意味で通じなかった。

　まず、一つの意味としては、展開した障壁の大たい半はんが、空に控えていた竜りゆう属ぞく六頭とうの竜りゆう砲ほうで破は壊かいされた事。

　続くもう一つの意味としては、小しよう竜りゆう群ぐんにとって対艦用の障壁などは隙すき間まも多く、壁の間をすり抜ける事など造ぞう作さも無かった事だ。

　竜の砲ほう撃げきが障壁を穿うがつ。

　破は壊かいの流りゆう体たい光こうが舞い、小竜達たちが激げき突とつする。

　大おお型がた竜は、小竜を巻き込む事を恐れずに砲ほう撃げきを加えた。

　小竜は竜砲に砕くだかれ、しかしそのたびに分ぶん裂れつする。

「増える……!?」

　二番艦の中から退たい艦かん警けい報ほうが響ひびき出す中、乗員達は落らつ下か激突を狙ねらう小竜達の間を抜け、

「この飛ひ竜りゆう、実じつ体たいじゃねえぞ！　増えやがる！」

「ふえる飛竜……！」

「余よ裕ゆうだなお前！」

　ああ！　と握あく手しゆしたところに竜砲が叩たたき込まれ、皆は宙に身を躍おどらせた。

　同時。二番艦が傾き、資し材ざいを固定していたロープやパレットが崩ほう壊かいした。艦は小竜達の激突と竜砲によって千ち切ぎれ、各部から赤せき熱ねつの色を発し、

「やつら、次に行くぞ！」

　羽ばたきの音と、艦を蹴けりつける跳ちよう躍やくの連れん打だと共に、全体の動きが二つに分かれた。

　夜の中で蠢うごめき、付いては離れるような青黒い小竜の渦うずが、割れたのだ。

　片方は二番艦を食い尽つくす蟻ありのように。

　もう片方は、大型竜と共に、三番艦へと躍りかかっていった。

　行く。

　見る者も、迎える者も、対策を打つ時間は無い。

　起きる事は、二番艦の時と同じだ。三番艦は防護障壁を張り、大型の竜はそれに向けて竜砲を放とうとする。

　撃うつ。

　合計六発行く筈はずの白はつ光こうは、しかし五発しか飛ばなかった。

　一頭の大型竜が、砕かれていたのだ。

　右の翼つばさと右肩。夜よ目めに黒い血ち飛沫しぶきと肉片を弾はじけさせて落ちるのは、被ひ弾だんの証あかしだ。

　落下していく大型竜の向こう、空に一つの線がある。黒の空を北から南に向けて突き抜けていったもの。それが生んだ白の霧きりの棚たな引びきだ。

　高速で宙ちゆうを飛ひ翔しようし、竜を穿った存在。

　それを皆が仰あおぎ、叫んだ。

「──〝双鉄ツヴアイ・アイゼン〟か！」

　同時に、二番艦かんが爆ばく発はつした。

　光が生まれ、風が生まれ、その頂ちよう上じようとも言える位置で、二つの影が全てを見下ろす。

　黒金。

　黒と金の二人だ。両の色の翼つばさを背に、同じ色の長ちよう砲ほうを抱えた彼女達たちは、

「────」

　無む言ごんで長砲を飛行形けい態たいに変へん形けい。眼がん下かの三番艦と大型竜りゆう達たちに動力降こう下かを掛けた。
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　脇わき坂さかは、困った困った、と内ない心しんで自分を宥なだめた。

　戦せん闘とう。高空。降下と砲ほう撃げき。それらの動きはどれも集中を必要とするものだが、今は考えなければいけない事が別にある。

　……キメちゃん、ちょっと不ふ機き嫌げんだなー、コレ。

　嘉よし明あきは、予定を立てて動くタイプだ。

　羽は柴しばの麾き下かにある十じつ本ぽん槍やりの中では、リーダーは福ふく島しまで、参さん謀ぼうとしての大だい規き模ぼな立りつ案あんは竹たけ中なかが行う。が、自分と嘉明はその中でも独どく自じ性せいが強い。

〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟と〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟による移動力りよくがあるため、即そく座ざの対たい応おう役やくに抜ばつ擢てきされるからだ。

　だが、そんな風ふうに諸しよ処しよの作戦で振り回される場合でも、そのたびに嘉明は予定を組み直す。

〝黒姫〟と〝白姫〟の航こう路ろや、戦せん術じゆつ、そういったものを構こう築ちくするのだ。

　理由はある。

　第一の理由は、性格だが、第二には、

　……魔女テクノヘクセンだから、仕方ないよね。

　魔女の術じゆつ式しきも、武ぶ装そうも、Tsirhcツアーク系けいやムラサイ系、極きよく東とう系とは完全互ご換かん出来ない。

　魔女用ようの純じゆん正せい品ひんを用いるので無ければ、間に緩かん衝しようとなる術式や道具を介かいするのが常だ。

　無む論ろん、そういった緩衝利用による方法は、

「──マジの戦闘状態だと、不安の塊かたまりでしかないって」

　しかし、戦闘においては、一切の不安無く望むべきだ。

　これは戦せん場じように出る前ぜん提ていの最たるものだろう。

　だから嘉明は、いつも予定を立てて動く。戦場においては、魔女の域いきのみで戦えるように装そう備びを固め、自分を管理していく。

　だが、今は違う。

　……いきなりの、救きゆう助じよ戦闘だもんねー……。

　落らつ下かからの加か速そく。威い圧あつを掛けるような降こう下かは竜りゆう達にどう見えているだろうか。

・ＡｎＧ：『キメちゃん、怒ってる？』

・きめえ：『何で？』

　……スゲー怒ってるよー。マジだよー。

　予定外がいの戦せん闘とう。

　本来なら巴パ里リ攻こう撃げきにおいて、高空からの通過爆ばく撃げきと、敵てき武ぶ神しん隊たいへの立体的な砲ほう撃げきと牽けん制せいを行うつもりだったのだ。

　だが、それが先さき程ほど、北ほう条じよう行きに変わった。

　そのとき既すでに、嘉明の不ふ機き嫌げんメーターが上がっていたのは、眉まゆの動きから解わかっていた。

「アンジー、今夜は風ふ呂ろで食事して、ゆったりして、よく寝て、明日あしたの未み明めいに出るわよ」

「おおう、いいねえ、トバして行こう」

　などと合いの手を入れていたのだが、そこからこの緊きん急きゆう出場だ。

　救いがあるとしたら、

・きめえ：『いい？　アンジー？　……これは近ちか場ばの戦せん闘とうだから、燃ねん料りようほとんど消しよう費ひせずに参さん戦せん出来てるし。すぐ戻れるし、怒る要よう因いんは全く無いわよ』

　だって、と彼女は言った。

・きめえ：『──燃料気にせずぶち込めるから』





●






　先に動いたのは竜達だった。

　小しよう竜りゆう群ぐんに三番艦かんを任せ、大型の竜は天を見上げた。

　敵はいる。落下の二機だ。

　いかに羽は柴しばの主力、最さい新しん鋭えいの魔女テクノヘクセンといえど、遠えん距離から竜の甲こう殻かくを砕くだくのは容よう易いではない。その事は、攻撃を受けて散った仲間が示している。

　先さき程ほどの打だ撃げきは、すれ違いざまに叩たたき込まれたのだ。

　ならば、というように、彼らは羽ばたいた。

「──！」

　五体。全員が一いつ瞬しゆんで三番艦からやや離れた位置に散さん開かいする。

　天てん上じようは見上げたままだ。視線を逸そらせば穿うがたれたり、見失う可能性もある。

　ゆえに、敵は捉とらえた状態だった。

　敵と自分達の距離が近付いてくる。

　竜の遠距離攻撃の最たるとは、竜りゆう砲ほうだ。

　竜砲を放つのは顎あご。その牙きばの並びから喉のど奥おくを結ぶ直線は、視線の向きに等しい。

　敵が見えていて、視し界かいの中央に捉えられるなら、それは〝当たる〟という事だ。

　当てた。

「……！」

　五ご体たいの竜りゆうが同時に、下から天へと、五本の白はつ光こうを突き立てた。

　全ぜん身しん各部の放ほう熱ねつ口こうから熱気を吹き出し、穿うがつのは魔女テクノヘクセン二人。

　五直線は二発が真ま下したから。二発が斜めからで、残る一発は推すい測そくされる回かい避ひ軌き道どうを薙なぎ払うものだった。

　炸さく裂れつした。

　空を抜き、五本の光が夜空を照らす。

　斜め撃うちの二本が消えた。

　だが、それは、出力の低下によるものではない。

　大きく震しん動どうし、断だん続ぞく的てきな搔かき消えをもっての消しよう滅めつだった。

　二体の竜が破は壊かいされていた。敵のカウンターアタックがあったのだ。

　天へと射しや線せんの二に撃げきを放っていた大おお型がた竜二体が、その翼つばさと肩を失っていた。反射的に首を守ったため、上げた肩は脇わきから砕くだかれ、装そう甲こうが爆ばく散さんし、

「──!?」

　大型の竜の身体からだが、宙ちゆうであるとはいえ、吹っ飛んだ。

　そのときになって、残りの三体は仲間がやられた状況に気付いた。天を見上げていたために、水平にいる仲間達の反応が遅れたからだ。

　致ち命めいのタイミングだった。

　直後。薙ぎ払いの一発を放ち、身を軽く回す状態になっていた一体が、両肩かたを砕かれた。

　両肺はいに受けた震動から、その一体は苦く悶もんの声を生む事すら出来ない。

　受けた力は前まえ方向からで、威い力りよくは正しく後ろへと抜けた。

　双そうの翼が裂さけ、装甲ごと破は裂れつしたのだ。

　音は後から付いてくる。

　敵は、しかし見えなかった。ただ聞こえるのは先の二体を破壊した大だい音おん。そして今の一体を打だ撃げきした響ひびきが、宙を鳴らす圧あつとなって空を渡っていくだけだ。

　残りの二体。直ちよく上じようへの竜砲撃うちを行っていた者達は、急いで警けい戒かいの動きを見せた。

　見えぬ敵を探すため、彼らはまず、喉のどが内ない破はすることも構わず、低てい出力化かしていく竜りゆう砲ほうの口を閉じた。同時に全放熱口を遮しや蔽へい。代わりに身体からだの表おもて側がわにある加か速そく器きを開放し、

「……っ！」

　空中で、背はい後ご方向へのショートダッシュを敢かん行こうしたのだ。

　それは風を巻き、竜の巨きよ体たいを一いつ瞬しゆんで五百メートル程後こう退たいさせる。

　だが、と彼らは判はん断だんした。これでは足りない、と。

　先さき程ほどの自分達の砲ほう撃げきは、敵の回かい避ひ先さきを狙ねらって、天を薙ぐ一発も付いていたのだ。

　それを避け切ったとなると、敵はどれほどの機き動どう力りよくを持っているのか。

「────」

　生き残りの竜りゆうは思った。この敵てきは、高こう加か速そくの垂すい直ちよく降こう下か状態から、ほぼ水平に自分を飛ばす事が可能なのだろうかと。

　竜達たちですら、そんな事は不可能だ。大型の竜では重量があり過ぎて自分を止められないし、軽けい量りようの竜では水平に飛ぶための出力が足りない。

　更さらには、攻こう撃げき力りよくが異常だ。

　記録に拠よれば、武蔵むさしの主力となっている魔女テクノヘクセン二人は、武ぶ神しんや機き鳳ほうと同等の戦せん闘とう力りよくという。

　彼女達は、アルマダ海かい戦せんにて機鳳空くう母ぼの甲かん板ぱんを穿うがち、戦闘不ふ能のう状態にはしたとされているが、それは直接的な破は壊かいではない。

　今の打だ撃げきは、それ以上のものだ。

　出来るのか。

　人間サイズ。魔女という個人の所しよ有ゆうする武ぶ装そうが、軽けい戦せん艦かん級きゆうともいえる竜の能力を超える事が可能なのか。

　武蔵の魔女達たちですら叶かなえられていない攻撃力と機き動どう力りよくの確かく保ほが、得られるのだろうか。

　しかし、落ちていく仲間達の姿すがたは、敵がそれを可能とした事を示している。そして、

「あら」

　背後で声が聞こえた。

「更さらに後ろに退たい避ひするかと思ってたのに、何を止まってるの」
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　夜の空に、高こう圧あつの傘かさが二つ開いた。

　攻こう撃げきを受ける輸ゆ送そう艦かん。その三番艦から離れた空にて、破は壊かいは生じた。

　竜りゆう二頭とうの背後から、堅けん牢ろうな背部装そう甲こうと翼つばさを砕くだく二発が放たれたのだ。

　垂すい直ちよくに半はん球きゆう状じように広がった衝しよう撃げき波はの中央。黒と白の直線が更に空を突き抜けていく。

　戦せん場じようを、外から内に戻るように飛ぶのは魔女の二人だ。

　彼女達の行く先にて、竜が落ちていく。

　そして魔女達の見み据すえる先にて、三番目の輸送艦があった。

「届くかなー」

　黒の魔女が、箒ほうきから飛び降り宙に翼つばさで静止。箒を右脇わきに抱え込む。

　眼前に出した魔術陣マギノフイグーアは、視し覚かく連れん動どう型がたの照しよう準じゆん術じゆつ式しきだ。

　魔術陣に映るのは望ぼう遠えんされた三番艦。その搭とう載さい貨か物もつに黒魔女シユヴアルツヘクセンは視線を向け、

「キメちゃん、貨物落とすけど、計算代かわれる？」

「準備はしてあるわ、アンジー」

　流石さすが、と黒魔女シユヴアルツヘクセン、脇わき坂さかが魔術陣マギノフイグーアに視線を走らせた。

　照しよう準じゆんをロック。貨か物もつ上の三箇か所しよだ。魔術陣の映えい像ぞう上に、逆さかさ十じゆう字じのマークが刻こく印いんされる。

　同時に、横に並ぶ白魔女ヴアイスヘクセン、嘉よし明あきの眼前に、やはり魔術陣が三つ出た。すると、

「あ、気付かれた、ヤバいかも」

　脇坂の魔術陣が映す画が像ぞうの中、三番艦かんに取り付いていた小しよう竜りゆうの群むれが振り向いたのだ。

　幾いく頭とうかが何かを叫ぶように口を開け、倍ばい以上の数が夜空に舞い上がった。

「十二秒で来るわ」

「おおう、即そく離り脱だつかなコレ」

　黒魔女は頷うなずき、魔術陣に向かって一つの音を生んだ。

　唇くちびるを鳴らし、キスを送ったのだ。

「Herrlich!」

　言葉は後付け。しかし直後に、それを合図として射しや撃げきが走った。

　三発。

　機殻箒シヤーレベーゼンによる視し覚かく連れん動どう型がたの射撃は、三連れん発ぱつを全て機殻箒側がわで管かん制せいする。魔術陣による微び動どう用ようの加か速そくを各部に送り、一発ずつの照準に合わせて向きを変えるのだ。

　だが、連続狙そ撃げきをするには、反動が厄やつ介かいだ。ゆえに脇坂は先行して射撃箇か所しよを指定した。管制制せい御ぎよの内、〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟の動どう作さ計算は自分の〝黒姫〟に専せん念ねんさせ、反動軽けい減げんのための操そう作さ計算を嘉よし明あきの〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟に共きよう有ゆう担たん当とうさせる。

　お互いの機殻箒が連動した。

　射撃が放たれる。

　その一発ごとに、嘉明の魔術陣の中で計算式が動き、一つずつ割れていく。

「アンジー、すぐに飛ぶわよ。あの小竜、今の展てん開かい設定だと分ぶが悪いわ」

「Ｔｅｓテスタメント．、これだけ撃うてば、ショーロク動けるもんね」

　と、言った瞬しゆん間かんだった。射撃の先で、着ちやく弾だんが生じた。

　脇坂が撃ったのは敵ではない。

　三番艦。積せき載さいされた貨物を固定している縄なわとパレットの接せつ合ごう部ぶだ。

　計三発。それは正確に着弾し、硬こう化か加工された縄とパレットを宙ちゆうに弾はじけさせた。

　同時に、資し材ざいが零こぼれる。それは水の入ったグラスを傾けたかのように、そして、

「おっと」

　見ている余よ裕ゆうは無い。敵が来ている。無む数すうという量の小竜だ。

　夜の眼がん下かでは、輸ゆ送そう艦かんの一番艦が大地と激げき突とつした。巨きよ大だいな爆ばく発はつ光こうに照らされる敵てき影えいを、二人の機殻箒が計けい測そくする。

「面めん倒どうなのが敵に来たわね。──前まえ田だ先せん輩ぱい辺りがいてくれると嬉うれしいけど」

・黒　竹：『うーん、お二人でも対たい処しよムズいですかー』

・ＡｎＧ：『ちょっと待ったタケ子？　アンジーもキメちゃんも、明日あしたには伊い豆ずに行って温泉なんだけど』

・きめえ：『Ｔｅｓテスタメント．、ついでに宿で舟ふな盛もりでエビ食って、神かみ代よの時代から何な故ぜか繁はん殖しよくしてるバナナ園行ってワニ見て豪ごう遊ゆうするわ。そこまで予定は立てているのよ』

・黒　竹：『ああ、大だい丈じよう夫ぶですよ。日帰りでもこっち待てますから』

　脇わき坂さかは通つう神しん用ようの表示枠レルネンフイグーアを水平手刀チヨツプで割った。即そく座ざに、

「──あ、ヤバ」

　嘉よし明あきと一いつ緒しよに、機殻箒シヤーレベーゼンを抱いて反射的な急きゆう上じよう昇しよう。

　小しよう竜りゆう群ぐんが、迫って来ているのだ。
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　魔女テクノヘクセン二人が連続加か速そくで垂すい直ちよく上昇していくのを、安土あづち城じよう甲かん板ぱん上の片かた桐ぎりは見ていた。

　……速い！

　二人の戦せん闘とうは幾いく度ども見た事があるが、どちらかというと砲ほう撃げき戦せんが主だ。

　このようにして、広い空を利用した格かく闘とう戦せんは希まれだが、

　……それって、僕がいるような本ほん陣じんに攻め込まれてるって事ですからねー……。

　今、正面の空で見えているものを、自分は喜んでいいものかどうか。

[image: ]

　ただ、あれだけの速度をもって上じよう昇しようしていく二人を見て、福ふく島しまがこう呟つぶやいた。

「いつもより、遅いで御ご座ざりますな……」

「え!?　遠くに見えているから速度が低く見えるとか、そういうのではなくてですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、それに、上昇時間が少々長ながいような」

　ああ、と頷うなずいたのは竹たけ中なかだ。

「ちょっと嘉よし明あきさんにアイデア送ったから、それでしょうねー。いい速度で、全体を引っ張ってくれますよ。それに、ちょっと上昇続けて、索さく敵てきして貰もらってます」

　……索敵？

「敵なら、あれだけの小しよう竜りゆうがいるじゃないですか。まだ、新あら手てが出ると？」

「いやいや、そうじゃなくて」

　竹中が、眼鏡めがねの奥の目を細め、遠くを望みながらこう言った。

「ちょっと気になる事が、あるんですよね」
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　嘉明は、脇わき坂さかと共に空を昇っていく。

　その過程にて、彼女はある事に気付いた。

　……竹中の懸け念ねん通りだわ。

「下に、竜が落ちていないわ」

　自分達が穿うがった六頭とうの大おお型がた竜の姿すがたが、眼がん下かの麦むぎ畑ばたけに無い。

　予定外がいね、と、そう思いながら嘉明は機殻箒シヤーレベーゼンを抱き寄せた。

　姿勢は垂すい直ちよく上昇から西への背はい面めん飛行に。加か速そくする。

　頭ず上じようとなる眼下には大地が見えた。その視し界かいの中、二番艦かんが緩ゆるやかに流りゆう体たい光こうの煙を巻いて落ちていく。が、散る光に照らされる麦畑の平面には、資し材ざいの影かげ以外に落ちるものが無い。

　資材や艦の残ざん骸がい以外、何も落ちた形けい跡せきがないのだ。

　あの大型竜も、小型の飛ひ竜りゆうも、だ。

　……どういう事？

　あれだけの大型竜達たちだ。破は壊かいはしたが、即そく死しするような生物では無い。元々、心しん臓ぞうなどは身体からだの各所にあり、小しよう脳のう代わりの神しん経けい節せつとて同どう様ように各かく部ぶ管理のために存在しているのだ。

　だが、それだけの巨きよ体たいゆえ、翼つばさや身体の一部を砕くだかれては重量バランスが即そく座ざにとれずに飛べなくなる。だから、落らつ下かしても、竜りゆう砲ほう発はつ射しや器き官かんが無ぶ事じだったならば対たい空くう砲ほう撃げきを送ってくるだろうと、そんな警けい戒かいがあったのだ。

「だけど……」

　と、呟いた瞬しゆん間かんだった。横、右側に、背面飛行の機き体たいを軽く揺ゆらしている安治アンジーが並び、

「キメちゃん、三番艦間まに合うかな！」

　思し考こうとは全く違う〝振り〟をされて、嘉よし明あきは一いつ瞬しゆん戸と惑まどった。だが、

　……そうね。

　大型の竜りゆうはいなくなった。それが結果だ。自分達たちの為なした収しゆう支しの一つだ。

　どうせこの戦せん場じようから明日あしたには去る。謎なぞや課題を戦せん闘とう中ちゆうに考えるより、

「細かい事は竹たけ中なか達に任せましょう」

　それに、

「三番艦かんは、蜂はち須す賀かの領りよう分ぶんよ」

　言って、嘉明は更さらなる加か速そくを掛け、西へ。三番艦の直ま上うえを通過するルートを選んだ。

　背後、下からをぐるりと追って来た小しよう竜りゆう群ぐんが、こちらを追つい走そうする流れを確かく定ていする。

　……厄やつ介かいだわ。

　心に思い、しかし口には出さず、嘉明は速度を上げた。横の安治アンジーが機き体たいを揺ゆらすのをやめ、〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟に抱きつくのを確かく認にんしてから、

「行くわよ。──敵を払うために」
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　二人の魔女テクノヘクセンが飛ひ翔しようした先。三番艦は、抉えぐられ続けていた。

　全長三百メートルの輸ゆ送そう艦かんに対し、全長五メートル程の飛ひ竜りゆうが纏まとわり付く。

　青黒い竜の攻こう撃げきは、やはり高速接せつ近きんからの激げき突とつと、貼はり付いてからの竜りゆう砲ほうによる零ゼロ距離砲ほう撃げきだった。

　艦表面にては、青黒い影ではない部分を見つける方が難しい。断だん続ぞく的てきに、影の間から流りゆう体たい光こうの炸さく裂れつが見え、時とき折おりに、

「……！」

　大きく剝はがれた装そう甲こう板ばんに巻き込まれ、幾いく匹ひきかの竜が落ちていく。

　そして、艦後こう部ぶにあった資し材ざいが、左右の空に零こぼれ切った。艦自じ体たいが鳴めい動どうし、その揺れで資材の振り落としを加速したのだ。

　甲かん板ぱんの内、前ぜん部ぶ側がわは資材を中に搭とう載さいしている。

　駆く動どう系けいは後部だ。

　小竜達は後部に集中し、新しい破は壊かいを行使し始めた。

　群むれは動く。まるで一つの生き物であるかのように、後部側へと動き、

「────」

　一いつ斉せいに、甲板へと砲ほう撃げきを加え、破は砕さいを開始した。

　轟ごう音おんが連続し、甲板の接せつ合ごう部ぶが亀き裂れつとなり、装甲が歪ゆがんだ。

　後部甲板の長さは約百メートル。長大な鉄の装甲が連続して割れ、ずれを生じて傾いていく。その破壊は前部甲板側のものより早く、一気に亀裂と段だん差さが甲板上じようを突っ走った。

　破は断だんする。

　砕くだきの進しん行こうの早さは、前ぜん部ぶ甲かん板ぱん側がわの破は砕さいが原因だった。既すでに小しよう竜りゆう達は甲板下したに入り込んでおり、搭とう載さいされた資し材ざいを障しよう害がい物ぶつとしながら、己おのれが傷つく事も前ぜん提ていとした竜りゆう砲ほうの発はつ射しやを敢かん行こう。その破は壊かいと余よ波はによって生まれた歪ゆがみや、支えの損そん失しつが、後こう部ぶ甲板の変へん形けいを早めていた。

　そして、

「──！」

　竜達が、浮いた。

　後部甲板の上部を構こう成せいする装そう甲こう板ばんが、表面の硬こう化か木材ブロックごと、剝はがれたのだ。長さ三十メートル、幅はば五メートル程の長ちよう大だいな装甲が、木材ブロックを散らしながらシーソーのように立ち上がっていく。

　竜達が跳はね上げられる下には、艦かん内部に届く緩かん衝しようの内ない殻かくがある。

　竜達は、そこに群むらがった。翼つばさを使用したショートダッシュで、踵かかとから激げき突とつ。快音を響ひびかせて内殻を歪め、息を吸う。

　狙ねらうのは竜りゆう砲ほうの一いつ斉せい射しや撃げきだ。

　統制された動きで、数百の竜が顎あごに光を溜ためた瞬しゆん間かん。

「──ショーロク！」

　空を、東から西へと、対ついの光が駆かけ抜けた。

　十じつ本ぽん槍やりの魔女テクノヘクセンだ。

　二人は、追つい走そうしてくる小竜達を追わせるままに。三番艦の直ま上うえを通過した。
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　脇わき坂さかは、宙ちゆうを抜け、三番艦に影を一いつ瞬しゆん送り、こう思った。

　……間に合わせた！

　全ては一瞬だ。

　嘉よし明あきが寄よ越こした魔術陣マギノフイグーア。自分達の航こう路ろと、三番艦上じようの通過臨りん界かい時間を示す内容は、タイムカウンターが残り０・２秒で止まっている。

　間に合わせたのだ。

　背後、小竜の大たい軍ぐんが押し寄せ、加か速そくした。

　そして、魔女達たちが竜に追いつかれるという間ま際ぎわにて、三つの動きが強く発した。

　二つは、魔女の機殻箒シヤーレベーゼンが後部から加速光こうを放ち、今までとは桁けた違ちがいの瞬しゆん発ぱつを見せた事。

　もう一つは、眼がん下かの竜達が、上空のものも含めて、

「……！」

　一いつ斉せいに、三番艦の外側へとはじき飛ばされた事だ。
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「ほう」

　と、白の屋や敷しきの屋根上うえで、全ぜん裸らが呟つぶやいた。

「──成なる程ほど、あの量の資し材ざい、どう運んでいたかと思えば、意い外がいに手て間まを掛けた方法だったようだね。ベルンハルトの狙ねらい通り、といったところだろう。輸ゆ送そう艦かんを落とすよりも、きっとこれを望んでいたのだろうから」

「今のは、何かの障しよう壁へきですか？」

　アンリが目を細める先。遠くの空には黒の球きゆう体たいが生まれていた。

　大地側がわの落らつ下か艦かんがあげる流りゆう体たい光こうに、下から照らされるのは飛ひ竜りゆうの球だった。三番艦かんが発した何らかの圧力によって、一気に半はん径けい一キロ程ほどまで彼らは吹き飛ばされていた。

　数は減っている。だが、まだ圧あつ倒とう的な量を持つ飛竜達は、再度の接近を望んだ。

　彼らの飛ひ翔しようの羽ばたきは、数によって空を叫ばせた。まるで布が延えん々えんとはためき、空が壊こわれるかのような大だい音おんだ。

　耳を打つのに近い響ひびきを得ながら、アルマンが白のワインボトルを手にした。

「おい。アンリ。俺おれはな、この戦いを見て解わかった事がある」

「何だアルマン」

　ああ、と、アルマンは、太陽王ロワ・ソレイユが掲かかげるグラスにワインを注そそぎ、

「──俺達のいる六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、ファンタジー世界だったんだな」

「お前だって、勝かつ手てに動いてる人形だろうが」

「だったら、ファンタジーじゃないまともな人間いるか？」

「姫ひめ様さまがいるだろう」

「まともか」

「感情的な部分は個々それぞれの評ひよう価かだろうが、生物的にはまともな人間だ」

「……ファンタジーじゃない方が難しくないか？」

　そう言ったアルマンは、しかし、顎あごに手を当てて考えた。数秒、遠くの空で飛竜達が飛翔するのを見ていたが、彼は不ふ意いにアンリに振り返り、

「そうか！　だから人類は高度な存在だと言われるのか！」

　アンリがアルマンを屋根から蹴けり落とすと同時。南の夜空で、青黒の球が色を濃くした。

「──さあ、今夜はいい夜だ。食事も美う味まい。だからベルンハルト」

　太陽王が告げた。彼はグラスを口に傾け、

「もう少し見せてくれ。それはきっと、イザック達の相手になる」

　太陽王の言葉に頷うなずくように、飛竜達が身み構がまえた。青黒い包ほう囲いの密みつ度どを高めるように、彼らは咆ほう吼こうをあげ、

「……！」

　竜りゆう砲ほうだ。

　放たれる数は四桁けたを下らない。三番艦かんを、特に後こう部ぶ側がわを狙ねらった砲ほう撃げきだ。

　しかし、

「見事。──見切ったか」

　見る者達の視線の先。飛ひ竜りゆう達たちが、ある動きを取った。

　一いつ瞬しゆんで、飛竜達は自分のいる空くう域いきから離り脱だつしたのだ。

　散さん開かいは四桁数すうの竜達をもって、しかし一いつ切さいの衝しよう突とつが無かった。竜砲を放つと同時、総そう員いんは咆ほう吼こうを重ね、風を切って輸ゆ送そう艦かんから距離を取る。

　直後に、竜砲の集中砲ほう撃げきを受ける三番艦で、ある事が起きた。

　反射だった。

　直ちよく撃げきコースだった四桁超ちようの竜砲全すべてが、その直前で輸送艦に跳はね返されたのだ。
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　夜の中に、光が弾はじけた。

　半はん径けい三百メートル強。輸送艦を包むその空域が、揺ゆらぎ、一いつ瞬しゆんだけ明るくなった。

　直後に、その揺らぎが、飛来する竜の光を全て跳ちよう弾だんした。

　跳はね撃うつ。

　一千を超える竜砲が、一千を超える快音と光の破は片へんと共に、散さん開かいした飛竜達の包ほう囲いへと打ち返された。

　反射角かく度どとしては、前後に長い楕だ球きゆう面めんに合わせたもので、

「──！」

　飛竜達の内、散開先さきにて回かい避ひ出来なかった者達が砕くだかれた。

　一いつ拍ぱくの間の後で、三百近い竜が散り、しかし輸送艦側がわも、後部甲かん板ぱんが崩ほう落らくした。

　それだけではなかった。

　砕け、折れる音をもって内側に落ちていく甲板の底から、一つの影が突き出した。

　鉄の腕だった。

　色は黒。大型の装そう甲こうを纏まとった腕形は、六メートルを下らない。

　黒の豪ごう腕わんは、その先にある鉄の五ご指しを広げ、天を摑つかむように、虚こ空くうを握にぎった。

　宙を、鉄指が確保する。

　何も無い位置だというのに、確かに鉄の腕先は、空くう宙ちゆうを摑んだのだ。

　そして腕が曲がる。腕から先にある肩と、全身を、空を握った腕任まかせに引き揚あげる。

　上がった。

　その上じよう昇しようの動きに付いてくるのは甲板の瓦が礫れきと破は片へん。崩くずれていく構こう造ぞう材ざいの音は砂が零こぼれる音にも似て、

『面めん倒どうを』

　少女の声を重ねて、それは三番艦かんの上に立った。

　崩くずれた甲かん板ぱん上じよう、爪つま先さきを立てて立つその姿すがたは、重じゆう装そう甲こうに身を包んだ尾お付きの、

『四し聖せい武ぶ神しん・日ひ溜だまり玄げん武ぶ。──蜂はち須す賀か・小こ六ろくの手に、毛もう利り攻ぜめに参加する』

　と、蜂須賀の声が告げた直後だった。

　眼がん下かの森の中から、光が来た。

　初期の一発と同じもの。輸ゆ送そう艦かんの一番艦を貫つらぬいた竜りゆう砲ほうが、玄武の三番艦に発はつ射しやされた。

　直ちよく撃げきコースだった。
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「最初の一発目！」

　竹たけ中なかが鋭く告げたのを、清きよ正まさは聞いた。

　無む論ろん、これは最初の一発目ではない。

　が、自分達たちの参さん謀ぼう役が発した言葉の意味は明確だ。

　……最初に一番艦かんを貫つらぬいたのと、同じタイプの竜りゆう砲ほうですね……!?

　この数分の戦せん闘とうの中、輸ゆ送そう艦かんを貫かん通つうしたのは初しよ撃げきの一回のみだった。続く大おお型がた竜の竜砲も、飛ひ竜りゆう達の攻こう撃げきも、輸送艦を一発で撃げき沈ちん出来るだけの威い力りよくはない。

　輸送艦を一いち撃げきで仕し留とめる事が出来るのは、

・ＡｎＧ：『森の中だね!!』

　魔女テクノヘクセンの射しや撃げきを示す白の発はつ光こうが、夜の底近くで見えた。

　同時に、空で光が散じた。

・６　　：『玄げん武ぶ』

　敵てきが放つ最大出力の竜砲を、蜂はち須す賀かの玄武が、

・６　　：『右手圧あつ縮しゆく』

　何をしたのかは、ここからは解わからない。だが、斜め撃うちに叩たたき込まれた一発は、

　……弾はじきました！

　空に、白の跳はね返りが散った。それも、形は直線ではない。

　球きゆう体たいだ。

　まるで満月のように変形された竜砲が、夜空に飛んで、

「あら」

　自分だけではない。甲かん板ぱん上じようの皆も、〝お〟と声をあげる先で、破は裂れつした。南の方、森や草原、麦むぎ畑ばたけが明るく見えたのは、散った流りゆう体たい光こうが雨のように降ったからだろう。

　敵の攻撃は防いだ。しかし、

・きめえ：『──消えてるわね』

　嘉よし明あきの言葉が来た。
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　清正は、嘉明の言葉を表示枠レルネンフイグーアの中に見る。

・きめえ：『森の中、手て応ごたえがないわ。移動されたみたい』

・□□凸：『──以前にあった、武ぶ神しんを利用したインチキではないんですか？』

・きめえ：『対たい艦かん砲ほうとなると、武神でも持ち出しは楽じゃないわね』

・しとお：『では、敵は一体何ど処こに……？』

・ＡｎＧ：『ナリナリ～？』

・成成成：『その呼び方やめて下さい。──もう少し安土あづちに近ければ、出て精せい査さ可能ですね。今の状態では無む理りです』

・きめえ：『正直者で有あり難がたいわ』

・ＡｎＧ：『じゃあどうしよ、キメちゃん、帰る？　どっか寄ってく？』

　あら？　と清きよ正まさは思った。

・巨　正：『お二人とも？　敵は？』

・ＡｎＧ：『え？　あー、いないいない。何か撤てつ退たいしたかな？　さっきのショーロクチビッコリフレクスで』

・６　　：『変な呼び方しない』

　意い外がいと合ってるような、と思いつつ、清正は望ぼう遠えん術じゆつ式しきの表示枠レルネンフイグーアでそちらを見た。

　南の夜空。分ぶん隊たいした安土の向こうに、装そう甲こうのほとんどを剝はく離りされた輸ゆ送そう艦かんがある。流りゆう体たい光こうを煙のように棚たな引びかせているのは三番艦だ。

　……全ぜん艦かんの貨か物もつを、玄げん武ぶで重力制せい御ぎよしていたんですよね。

・６　　：『周囲警けい戒かい御お願ねがい。こっち、三艦分ぶんの重力制御を放ほう棄きして表おもてに出てきたけど、後ろ五艦分の制御は未いまだに掛けてるから』

　だが、確かに敵てき影えいは無い。

　少なくとも空の中に、先さき程ほどまで存在していた小しよう竜りゆうの大たい軍ぐんは無い。

　ただ、横に立つ福ふく島しまが、眉まゆをひそめて言った。

「何やら、夜よ闇やみに溶けていったように見えたので御ご座ざりますが……」

「まあ、福島様、詩的ですね」

「──風ふう流りゆうで御座りますか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正は頷うなずいた。遠く指さすのは、撃げき沈ちんの輸送艦から昇る流体光に照らされつつ、こちらへの接近航こう路ろをとり直した輸送艦群だ。

　清正は、空あいた手を頰ほおに当て、

「──蜂はち須す賀か様は、風流の現げん場ばにいると気付いてないでしょうね」

　直後。左右下の森から、五ご条じようの光こう柱ちゆうが輸送艦群に叩たたき込まれた。

　蜂須賀のいない後ろ五艦を、大だい出しゆつ力りよくの竜砲が貫つらぬいたのだ。

　いきなりだ。そして、不ふ意いの五ご重じゆう撃げきに反応出来ない自分の視し界かいの中、

　……え？

　月光の中から、それが来た。

　竜だ。

　前足を巨きよ大だいな翼つばさとした青黒い大たい竜りゆう。

　それが、蜂須賀のいる三番艦の甲かん板ぱんに、直ま上うえから垂すい直ちよくに激げき突とつ。

　着ちやつ艦かんしたのだ。
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　……しまった。

　蜂はち須す賀かは、二重の油ゆ断だんを[image: ]しつ咤たした。

　敵てきはこちらを狙ねらって来るだろうという油断と、

　……下からかと思えば……。

　上からだ。

　先の砲ほう撃げきで、意い識しきを下に誘ゆう導どうされたのがミスだった。

　敵の、竜りゆう砲ほうの光に反応は出来ていた。

　しかし、日ひ溜だまり玄げん武ぶの重力制せい御ぎよは、後こう続ぞく艦かんにおいては貨か物もつの固定に用いている。艦かん全体を重力制御で防ぼう御ぎよ出来るのは三番艦だけだ。

　貨物と防御と、冷静になってみれば選せん択たくすべきは後者だが、

『まさかここで、五重射しや撃げきとは』

「褒ほめて貰もらえるとは意い外がいだな」

　と、こちらの声に対する応答が、眼がん前ぜんにあった。

　砕くだけた甲かん板ぱん上じよう。装そう甲こうの隙すき間まから立ち昇る流りゆう体たい光こうを浴びて、巨きよ軀くがたたずんでいる。

　竜ではなかった。

　先さき程ほど、轟ごう音おんをつけて強行着艦した青黒い大だい飛ひ竜りゆうではない。そこにいるのは、

・ＡｎＧ：『オッサン？』

　五十を過ぎた、という年ねん齢れいに見える。

　身長は二メートル超。肩かた幅はばも胸むな板いたも広い。

　総そう髪はつに長い髭ひげをもった顔は、人のものだが、鋭い獣じゆう瞳どうがこちらを見ている。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ所しよ属ぞく。──番ばん外がい特とく務む、ベルンハルト」

　彼は、獣じゆう毛もうをあしらった鎧よろい型がたの六護式仏蘭西制せい服ふくを纏まとっていた。色はやはり、流体光に照らされて尚なお夜空のように青黒いもので、

「そちらは？」

『M. H. R. R.神聖ローマ帝国羽は柴しば隊たい所属、蜂須賀・小こ六ろく』

　十じつ本ぽん槍やりかどうかなど、この相手には関係ないだろう、と蜂須賀は判はん断だんした。

　敵は、こちらを狙ねらった訳わけではないのだ。

　……おそらく、輸ゆ送そう艦かんの撃げき沈ちんと、玄武の流体反はん応のう。

　天てん竜りゆうだ。

　四し聖せいの武ぶ神しんを、知っているかすら疑わしい。だが、

「いい武神だ」

『貴方あなたの砲ほう撃げきを弾はじいたから？』

「いや」

　敵てき、ベルンハルトは、笑いもせずにこう言った。

「乗り手の命を守ったからだ」

『────』

　蜂はち須す賀かは、わずかに言葉を失った。

　敵は、今、こう言ったのだ。

　……玄げん武ぶでも、私の命を守るのが精せい々ぜいだと？

　ここで一いち撃げきを入れてやろうかと、そんな企たくらみが腹の中に生まれもする。しかし、

「残念だ」

『──玄武の力は、こんなものじゃない』

　ベルンハルトは笑わない。それでいて、失しつ望ぼうや、侮ぶ蔑べつの顔もせず、

「相あい対たい出来るのは、きっと、私ではない」

『私も、そう予感してる』

　自分の相手は、武ぶ神しん隊たいと三さん銃じゆう士しのイザックとなるだろう。

　元々は、脇わき坂さかと嘉よし明あきが彼らに対して高空からの攻こう撃げきを加える筈はずだった。

　だが彼女達は北ほう条じよう攻ぜめに参さん戦せんする。そして今、ベルンハルトの飛ひ竜りゆう群ぐんが出てきたとなると、

　……半はん端ぱな航こう空くう戦せん力りよくは出せない。

　だが、都市を落とすための市し街がい戦せんとは、結局は地ち上じよう戦せんで終しゆう結けつする。

　立りつ案あんをする竹たけ中なか次し第だいではあるが、きっと自分は地上戦の要かなめとなり、このベルンハルトとは相対しないだろう。もし、当たる可能性があるとするならば、

・６　　：『三みつ成なり』

・成成成：『安土あづち様のフォローつきでならば、何とか』

・黒　竹：『じゃ、ちょっと限定的にでも頑がん張ばって貰もらう事前ぜん提ていで行きましょーか』

　そう、と意い識しきの中で頷うなずいて、蜂須賀は表おもてに出る事を選んだ。

　ベルンハルトの前にて、玄武との合ごう一いつを外したのだ。
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　数秒だった。

　緩ゆるやかに高度を下げていく輸ゆ送そう艦かん上。立つ漆しつ黒こくの重じゆう武神の肩上に、小こ柄がらな影が立った。

　少女だった。

　M. H. R. R.神聖ローマ帝国の軽量化インナースーツを身に着けた彼女は、武神の竜りゆう顔がんの横に立ち、

「高い位置から申もうし訳わけない。──羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの八番。蜂須賀・小こ六ろく」

　応じるように、対する巨きよ軀くの初しよ老ろうも顔を上に向けた。

　口を開き、

「元もと欧おう州しゆう統とう治ち機き構こう副ふく将しよう軍ぐん、群ぐん竜りゆう。──現、ベルンハルト」

　言って、彼は肩を震わせた。

「明後日あさつてを、君きみ以外にも期待する」

　それだけだった。

　挨あい拶さつとしての動きを一いつ切さい見せず、流りゆう体たい光こうを一いつ瞬しゆん纏まとうと、ベルンハルトの巨きよ軀くが影となった。

　武ぶ神しんの十数倍ばい。全長百メートル超の青黒い飛ひ竜りゆうが、輸ゆ送そう艦かん上じようの宙ちゆうに立ち、

『──土産みやげは頂いただいた』

　言葉と同時に、輸送艦の眼がん下かで、被ひ弾だんの後続五艦かんが大地と激げき突とつした。

　鉄が軋きしみ、砕くだけて転がり、土砂どしやが爆ばく砕さいする音の上、

「高くつくよ」

　蜂はち須す賀かの台詞せりふが熱気の風に下から打たれる時には、もうベルンハルトの姿すがたは消えていた。

　一いつ瞬しゆんで夜空に舞い上がり、巨きよ影えいは飛ひ翔しようしていたのだ。

　飛ぶ影の行き先は北。

　羽ばたきの風ふう圧あつに目を細めた蜂須賀は、天てん上じようにいる脇わき坂さかや嘉よし明あきに視線を投げかけ、

「全く」

　肩を落とし、半はん目めで呟つぶやいた。

「──六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。どんだけファンタジーなの」
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「六護式仏蘭西は、百年戦せん争そうの記録を見ても、英国と似た戦せん力りよくを持った国ですね」

　と、メアリが言うのを、点てん蔵ぞうは小川の畔ほとりで聞いていた。

　場所は、先さき程ほどまで自分達がいた広場の脇わき。それを囲む森から一段低ひくくなった場所に、湧わき水の豊富な水みず場ばがあるのだ。

　元は広場の横を流れていた小川が、地ち殻かくの断だん面めん、高さ四メートル程の落らく差さから小さな滝たきとなって落ちてくる。それを一度、壺つぼ状じようにした石せき材ざいで受け止め、やはり石で作った流し台に受け直す。あとは自分達がそこに鍋なべなどを持ち込んで洗うのだが、

　……上空を行くのは、恐らく、最後となる六護式仏蘭西の輸送艦で御ご座ざろうな。

　広場の方でも皆が確かく認にんしているだろう。

　こちらも、メアリに、ナイトとナルゼ、そして直なお政まさが、

「要するに、明後日からは英国クラスの戦せん場じように北ほう条じようや織お田だ戦せん力りよくが加わってくる訳わけね」

「IZUMOでは武蔵むさしを使った防ぼう城じよう戦せんだったけど、今度はどうなるのかな」

「今度はこちらが攻こう城じようする側で御座るな」

　点てん蔵ぞうは、戦場となるであろう北条側の土地を脳のう裏りに浮かべる。

「小お田だ原わら城じようは、平ひら城じろの広い城。内部が幾いくつもの丸まるに区く画かく分わけされていて、攻せめ切るは難しい場所に御ご座ざる」

「──丸？」

　問うて、洗っていた丸皿ざらを両手で構えるメアリ殿どのは可愛かわいいで御座るよ？

　だが、ここはしっかり答えるのがポイント。

「丸というのは、極きよく東とうの専せん門もん用語で〝防ぼう御ぎよ区画〟の事に御座る」

・ホラ子：『そうなると点てん蔵ぞう様さま、今、〝幾いくつもの区画に区画分けされて〟という事を二重に仰おつしやった訳わけですね？』

・俺　　：『そりゃ流石さすがにメアリも解わからねえだろ』

・未熟者：『たまにいるんだよね。専せん門もん用語を解りやすくしようとして、失敗する人が』

・●　画：『は？　鏡かがみ前まえにして精神修しゆ行ぎようしてんの？』

・未熟者：『違うって。解らないのかい？　言葉を変に解りにくくして喜ぶ人がいるって』

・眼　鏡：『ああ、いるねえ。この前のイベントで買った本に〝漆しつ黒こくの闇やみの力が黒いパワーとなって暗い力りき場ばを影かげ人びとの精神力りよくに翳かげらせ、パワーアップさせたのだ〟とか、凄すごいのあったよ。たった一ひと言こと〝影人は卑ひ屈くつになった〟でよくない？　ねえ？　大だい丈じよう夫ぶ？　頭』

・未熟者：『そ、それは落ち込みの表現だよ！　こういうのが格好かつこいいって認めろよ！』

　横、メアリが「まあ、〝おちんこでた〟という事ですね？」と言った気がするが、恐らく自分の聞き間違いで御座ろう。

・ホラ子：『しかし、言葉解りにくくして云うん々ぬんというのは、うちの父親もそうですねえ。ホライゾン、もっと解りやすく生きていこうと判はん断だんします』

・あさま：『ホ、ホライゾンは随ずい分ぶん解りやすいですから大丈夫ですよ!?』

　ともあれ、と、点蔵は敵てき共どもの狙ねらいが逸それたので、言葉を続ける。

「小田原城は、上、半はん島とうの山さん岳がく地帯に水みず攻め用の水すい源げんを元もと々もと用意して御座った。きっと、既すでにそれを利用して、〝水攻め〟の状況を作っている筈はずで御座ろう」

「そういうの、有りなんさね？」

　鉄てつ器きを磨みがいていた直なお政まさの言葉に、点蔵は頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、──結局のところ、先せん行こう的に沈めてしまえば、後から来た攻め手はそれを利用せざるを得ぬので御座る。追加で水を叩たたき込むという手もあるので御座るが、そうせずとも水攻めの状況になっていれば、攻め手の大たい半はんは手て間まも省けるので準じた方が得かと」

「そして守り手は、予定通りの展開を得て、安全に守れるという事ですね？」

「そうで御座る」

　首を下に振って、ふと、点蔵は思った。よく考えたらメアリ殿の処しよ刑けいなども、アルマダ海かい戦せんの前まえ振ふりとして、国自らが行う〝自じ損そん〟であったので御座るなあ、と。

　北ほう条じようの水攻めとて、自損であろうと、莫ばく大だいな土地を水すい没ぼつさせる事になる筈だ。

「さて、……上う手まくそれらが事じ業ぎよう化かされていて、損を被こうむる人々が出なければと、そう思うものに御ご座ざるよ」

　と、言って洗った皿を、点てん蔵ぞうは流しの向こうの石いし段だんに重ねる。

　そして次の皿を、手に取ろうとして、

「あ」

　右で、同じようにしようとしていたメアリと、手て指ゆびが絡からんだ。

　一いつ瞬しゆん、点蔵は自分の中の触れ合いスイッチが入った事を自覚し、

　……こ、これはレアなシチュエーション……！

　向こう、鉄てつ器きを磨みがいていた直なお政まさが、こちらに背を向けた。彼女が、静かに煙管きせるの煙を長く吐くのが見えるが、とりあえずは無む視ししておく事にする。

　そしてメアリが、こちらの手指を取りつつも、自分の手を左から右にスイッチした。

　二人で、右手を重ねて皿を手に取る。

　え？　と思うより先に、メアリがこちらの背後に回る。皿を摑つかむ手は残し、軽く後ろから抱きしめられる。

「点蔵様？」

　……オパ──イ!!

「何で御座るか？」

・金マル：『お、動どう揺ようしてるしてる』

・十ＺＯ：『してないで御座るよー？　平常で御座るよー？』

　だが、メアリはこちらの背を後ろから抱きしめるようにして、

「丸い、このタイプの洋よう皿ざらを洗う時は、こうです、点蔵様」

　メアリが自分のタワシを置き、こちらの手を取る。皿の方も同どう様ようにされ、

「洋皿は幾いくつかの形がありますけど、カレーを頂いただいたこれは中央が平たいですよね」

　ジャージ越ごしに背に押しつけられた胸が、中央から、明らかに潰つぶれて寄った。

「……確かに、中央が平たくなったで御座るな！」

「ええ、平たいですね」

　……メアリ殿が言葉のニュアンスを余り気にしない性格で良かったで御座る！

　そしてメアリは、

「油あぶら物ものの場合、意い外がいに、この平たい部分と、曲面の継ぎ目に汚よごれが残るんです。スプーンなどがよく当たって、軽く擦さつ過かしてる場合もありますからね。この継ぎ目を意い識しきして──」

　メアリの動きや喋しやべりと共に、圧あつ迫ぱくされた胸が思った以上にこちらの背を舐なめる。予想外がいの方向にはみ出すようになったかと思えば、淡あわくずれもする。その圧迫の熱もだが、縁ふちの部分、転がるように触れてくる部分がくすぐったくて、

「た、確かに継ぎ目は意識が肝かん要ようで御座るな！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ただ、気を付けねばなりません、点てん蔵ぞう様」

「い、今いま以上に精せい神しん集中していいので御ご座ざるか!?」

・銀　狼：『今の一ひと言ことで真相に気付いた瞬しゆん間かん。第一特とく務むの評ひよう価かが逆ぎやく転てんしたのですけど、どうしたらいいと思います？』

・賢姉様：『フフフ、だったらミトツダイラも愚ぐ弟ていに同じ事やってみるのね！　〝あらぁん、我が王？　今日きようは超ちよう薄うす皿ざらを一いつ緒しよに磨みがきますわよぉん〟って、ほらほら！　あ！　浅あさ間ま！　アンタも大盛り丼どんぶり持って来なさい！　根こそぎ洗うわよ！』

・あさま：『全く……。ミトはこっちに飛び火するから危険発はつ言げんやめて下さいって』

・銀　狼：『私じゃありませんわよ──？』

　ともあれ、喜き美みの働きで狙ねらいがずれた。

　メアリも、鼻はな歌うたつきでこちらの手を取って皿を磨く。

「綺き麗れいなお皿でも、いつの間にか、傷がついてしまうものです。それも、使う人には見えないような小さな傷が」

　メアリが言う。

「汚よごれた時に、初めてそれが解わかるので、ちゃんと洗ってあげましょうね」

「──メアリ殿どの」

　点蔵は、言葉を作った。

「解る人にちゃんと洗われれば、皿は綺麗になるので御座るな？」

「Ｊｕｄ．、そうですね」

　では、と点蔵は言った。

「傷があっても汚れていても、その皿は綺麗だと、そう言っていいので御座ろう」

　告げた言葉に、メアリの身が震えた。ややあってから、彼女は、

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄ．……！」

　背に当たる熱が、密みつ度どを増した。

「有あり難がとう御座います」

　苦く笑しようの声が、小さく、耳の後ろで、下から囁ささやいた。

「でも、お皿はお皿ですよ？　私、自分は実は綺麗だなんて、言いません」

「自分も、メアリ殿は皿だなどと、言う気は御座らぬよ？」

　まあ、とメアリの苦笑が微笑になった。

「じゃあ、何だと言って下さるんです？」
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　……しもうた！

　皿ではないなら何なのか。

　点てん蔵ぞうは、この返しを想そう定ていしていなかった。

　大体、〝御ご座ざらぬよ？〟という疑問で、同意が得られてハイ終了と、そう思っていたので御座るが、

　……いかん！

　ちょっと調子乗のって忍にん術じゆつイケメン応おう答とうしてしまったで御座る。点蔵ちょっと反省。

　というか、どうやって今の向こうの疑問に返すべきか。

・不退転：『これは、期待していいところかしら？』

・十ＺＯ：『え!?　いきなりハードル上げるで御座るか!?』

・未熟者：『ほら、言ったらどうだい？　〝メアリ殿どのは一いち億おく光こう年ねんを光り続けるエメラルドのようだよ〟って』

・眼　鏡：『──君、今、自分が馬ば鹿かの振りしてウケとろうとしてなくて本気で馬鹿だから反省しなよ。あ、どこが間違ってるか解わからないから反省は無む理りか。袋ふくろ小路こうじだね……』

・未熟者：『勝かつ手てに仕切るな……！』

・あさま：『でも、ほら、点蔵君、宝石のようだとか、そういう事ですよ！

　あ、でも、私程てい度どで思いつくのよりもいいのをメアリには言ってあげて下さい。何しろ英国王おう女じよで、妹さんは厳きびしめですから』

・十ＺＯ：『ハードルが三段くらい一気に上がったで御座るよ!?』

・銀　狼：『で、では、第一特とく務むなりの、ちょっと変化球きゆうどうですの？』

・賢姉様：『肉！　肉ね!?　そうよねミトツダイラ！　〝メアリ殿、貴女あなたは霜しも降ふりサーロインのようで御座る〟。これが当たりよ！』

・銀　狼：『あ、でも、サーロインはメアリの父であるヘンリー八世せいが、ロイン、つまり牛の腰こし肉にくを焼いて食べた時、あまりの美う味まさに〝サー〟の称しよう号ごうを与えてサーロイン、という話がありますのよ？　でもサーロインのサーは元々ＳＵＲで、騎き士しのＳＩＲとは違いますから、これは俗ぞく説せつと言われてますわね』

・十ＺＯ：『役に立ちそうで全く役に立たないネタで御座るな!!』

　どうしようもない。だが、点蔵はふと思った。

　……これは、〝メアリ殿は何よりも大事なもので御座るよ！〟などと抽ちゆう象しよう的てきに逃げ切るべきでは御座らぬか！

・●　画：『あー、塩しお送おくるつもりで言っておくけど、〝メアリ殿は大事なもの〟とか〝メアリ殿は何ものにも代えられぬで御座る〟とか言ったら終わりよね」

・金マル：『だよねー。そんな風に、現実にも無いし、想そう像ぞうも人それぞれなものより、今は明確な〝私を綺き麗れいなものに例えてくれる〟が嬉うれしい時間帯たいだしね』

・〇べ屋：『金！　金だよね！　ほら、何でも願いを叶かなえられる綺麗なものだよ！』

・約全員：『汚さの塊かたまりが来たぞ!!』

・ホラ子：『ともあれこれは詰みましたね。さあ、点てん蔵ぞう様さまはメアリ様に対して、もはや言葉ではなく行動でアピールを』

・賢姉様：『押し倒すのよ！』

・十ＺＯ：『背中に胸が当たっているから無む理りで御ご座ざるよ──？』

・俺　　：『つーか初しよ心しんに戻ったらいいんじゃねえの？』

　ならば、と点蔵は思った。
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　メアリは、点蔵の周囲に表示枠サインフレームが出ては消えているのに苦く笑しようする。

　何かあった時、応おう援えんやら賑にぎやかしがあるのが皆の常だ。それには勇気づけられたり笑ってしまう事も多いのだけど、点蔵が用意してくれる〝お楽しみ〟に関する事は覗のぞかないようにしている。

　大体、とメアリは思うのだ。

　……他の方と相談しても、最後の部分では、点蔵様、自分で考えて下さいますから。

　今も、きっと皆の賑やかは、ある意味無む駄だになるのだろう。提てい案あんしているのか、消しよう去きよ法ほうを全部やらないと気が済まないだけなのか解らないが、最後は彼が決めてくれる。そして、

「メアリ殿どの」

　と、彼がこちらの身を軽く離した。

　自分の、皿を取る手を右に。その動きは、洋よう皿ざらをこちらと二人で掲かかげるようにして、

「メアリ殿は──」

　点蔵がそう言って、左手を流し台に掬すくい入れた。手に取るのは泡あわの球たまだが、彼はそれを手て指ゆびで広げ、軽く絞しぼるようにして形作った。

「睡すい蓮れんのようだと思って御座る」

　やや小こ振ぶりだが、泡で作られた形は解る。

　花だ。

　差し出されたそれを、メアリは、

「あ、と」

　タワシを置いて、濡ぬれた手で受け取った。彼の手も濡れていて、泡で作られた花は滑るようにこちらの手て元もとに来た。

　手にする。

　ともすれば崩くずれてしまいそうな。今もゆっくりと形を失いつつあるものだが、

「色は、何色です？」

「──白で」

　その回答に、メアリは笑った。

　弓ゆみにした目め尻じりから、涙が落ちた。

　……ああ、もう。

　二ヶ月前の必ひつ死しを、今、幸いとして感じるのは、緊きん張ちよう感かんを失ったのだろうか。

　いい事しか見えなくなっているのは、悪い事では無いと信じようと、メアリはそう思った。そして彼女は、花が手の中で溶けていくのに任せ、

「さすがに、髪かみには飾れませんね」

　点てん蔵ぞう様さま、とメアリは言った。溶けた花を載のせた手を、彼の手に重ねて、

「洗い物、してしまいましょう」

　いい時間は得た。浸ひたっているのもいいが、今は違う。

　二人で肩を並べ、洗い物を再開しながら、ふと気付く。それは、

「うちで洗い物していると、すぐに終わってしまいますけど、やっぱり皆さんの分だと、長く一いつ緒しよに出来ますね」
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・●　画：『これで〝メアリ殿どの、一人分くらいは一年後に追つい加か出来る方法があるで御ご座ざるよ〟とか言ったら凄すごいんだけどねえ』

・金マル：『ガっちゃんちょっとオッサンくさいよソレ』

・貧従士：『あれ？　というか、第一特とく務む、ひょっとして、いつもメアリさんと一緒に洗い物してるんですか？』

・ベ　ル：『楽しそう、だ、ね？』

・煙草女：『く……、ふ、す、すまん、煙が気き管かんに……！』

・未熟者：『ああ、通神帯ネツトが賑にぎやかになってきたねえ』

・十ＺＯ：『情報流ながしてるのは誰だれで御座るかあ──!!』





●






　下も上も賑やかで何よりだ、と、正まさ純ずみは南の空を見ながら思った。

　望ぼう遠えん術じゆつ式しきによる北ほう条じよう側がわの空。表示枠サインフレームの中では、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの艦かん船せんが通過した航こう路ろや、速度とコーナーリング時の慣かん性せいモーメントから推すい測そくされる搭とう載さい物ぶつのリストもある。

　その情報から判はん断だんするに、

　……武ぶ神しん戦せん力りよくはない、と見ていいんだろうか。

　だが、と正純は考えを戒いましめる。

・副会長：『ネシンバラ、北条の戦せん力りよくは？』

・未熟者：『有あり難がたい事に主力は自じ動どう人形と武神だよ。毛もう利りがそれらを持ち込まなくても充分過すぎる程の戦力がある』

・副会長：『……武蔵むさしに戻ったら里さと見み生徒会長から改めて話を聞く必要があるなあ』

・あさま：『今、連れん絡らくをつけますか？』

・副会長：『いや、今は移い動どう教室の最さ中なかだ。歴史再さい現げんは学業より優ゆう先せんするとはいえ、こちらの〝遺い跡せき調査〟に真田さなだ側がわの歴史再現として上うえ田だ合かつ戦せんを重ねたばかりだし、政治的云うん々ぬんとツッコミを受ける動きは避けたい』

・あさま：『じゃあ、通神文メールで送っておきます。それだったら、期限など設定無しだったのに、ヨッシーちゃんが気を遣つかっただけとも出来ますから』

　そういう手もあったか、と正まさ純ずみは自分の不慣れを悟さとる。

　浅あさ間まに通神文の手て配はいを任せ、ツキノワ経けい由ゆで処しよ理り。

　ともあれ、と正純は一ひと息いきをついた。

「真田での逗とう留りゆうも、今日きようが最後か」

　と、落とした視線の先。火か力りよくを落とした焚たき火びの周辺では、広げたテーブルでミトツダイラが大おお振ぶりの焼き鳥を食っているし、アデーレ達が鍋なべを仕込みつつある。

　まだ、存ぞん分ぶんに楽しむ気だ。







[image: 第六章『見晴らし場の望み人』]
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「おーい、お前ら」

　と、正まさ純ずみの声が焚たき火びの側そばにいる連れん中ちゆうに投げかけられた。

　まず振り返るのは焚き火の火か力りよく管理中の浅あさ間まだった。明日あしたの朝の準備として、火力を落とし目で保つように設定していた彼女は、首を傾かしげ、

「どうしたんですか正純」

　夜の空の下だった。

　月は大だい分ぶ西に傾き、段だん々だんと熱気が昇って消え始めた時間帯たいだ。

　空に巨きよ大だいな白と黒の八艦かんをおいた場所。森の中の広場では、焚き火の熱も消えていく。

　その火を眺ながめながら、正純が両腰こしに手を当てる。

「そろそろ次の会議したいんだが、いいか？　ベースキャンプに戻るのも、早い方がいいだろうしさ」

「え!?　正純、ちょっと早くありません!?　もうちょっと夜や食しよくの充実を！」

　火力を落とした焚き火の横、用意されたテーブルにて、大おお振ぶりの焼き鳥を食べていたミトツダイラが振り向く。
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　ミトツダイラは、慌あわてて大おお判ばん焼き鳥の串くしを掲かかげた。

「まだ、明日の朝食の仕込みもしてませんのよ？　ほら、葉に包んだお肉を、そこの燠おき火びに仕込んで明日の朝を夢見る一いち大だいイベントが！」

　出来るなら、なるべく会議を遅らせて、ベースキャンプに戻るのを遅くしたい。

　何な故ぜなら、ベースキャンプでは、王達たちと一いつ緒しよの天てん幕まくなのだ。

　無む論ろん、その事自体は問題ではない。騎き士しが王に仕えて何が悪いんですの。ええ、これはいい事。正しい事ですわ。ただ、

　……御お母かあ様さまがいますのよ──！

　向こうでペルソナ君達と望ぼう遠えん鏡きようで夜空を見ている王とホライゾンはいいとして、とにかく母が問題だ。何しろ、まだ、王と同じ天幕だという事実を、自分は母に告げていない。

「……バレたら祭になりますわね……」

　間違いない。これは絶対だ。真しん理りと言っていい。

　母が「まあ！」と言って、天幕の中に乗り込んできて、居い場所を確かく保ほしたら全ぜん裸らで寝ようとした上でこっちにちょっかい出しまくってきたり、王に手を伸ばしてくるに決まっている。

　というか、前にも王がマーキングされた過去がある。

　……二度とマーキングされてはなりませんわ！

　王を母から守らねば。

　何しろ、基本的に王はノーガードだ。

　だから、事じ前ぜん的てきな防ぼう御ぎよとして、持ち込んだ肉の在ざい庫こ処理を時間掛かけて行っていたのだ。

　ここで時間を潰つぶしておけば、祭になったとしても、その時間を短たん縮しゆく出来る。

　だからミトツダイラは、

「ほ、ほら、いい夢でしょう？　明日あしたの朝、焚たき火びの近くを掘り返すといい匂におい！」

「変わった夢があったもんだな。──でも、ほら」

　と、正まさ純ずみが南の空を軽く指さす。

「現状は大だい体たい話したし、武蔵むさしから観かん測そくした情報で、北ほう条じよう方面の動きも大体解わかったからな。明日は武蔵に急いで戻りたいし、早めに次の会議をしておくのがいいだろう」

　そうですわね、と言ったのは、焚き火の近くで丸まる木き椅い子すに座っていた母親だ。

「先さき程ほどの話では、何の情報も交換してないようなものですし」

　母親の台詞せりふに、ミトツダイラは同意した。会議を避けられないならば、

「そ、そうですわよね!?　もっとたくさん、情報を交換すべきですわよね!?」

「だが、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちよう、──正直言いうと、ここは貴女あなたのいる場所だ」

　正純の台詞。それに対して、ミトツダイラは口を横に開いて息を詰めた。

　……そうでしたわ！　御お母かあ様さま、武蔵の敵になりますのよ！

　王と自分のモラルの敵というだけではない。

　まだ、正式な戦せん闘とう状態ではないが、母はいずれ敵となる存在なのだ。

　しかし、母は右の手を前後に軽く振って笑った。

「大だい丈じよう夫ぶですのよ？　現状、もし戦闘で何かあるとしたら、小お田だ原わら城じようの中なか丸まるで相あい対たいする者達のオーダーくらいで、戦せん略りやく的てきな意い義ぎなどは話しておいた方が講こう和わもしやすくありませんの？」

　大体、と母が肩をすくめる。

「そんな警けい戒かいしていたら、私が居い続つづけるだけで貴方あなた達たちは作さく戦せん会議も何も出来なくなって、負けてしまいますわよ？　──武蔵に着いたら、人ひと払ばらい出来る環かん境きようを作って、そこで密みつ室しつ会議でもしますの？」

「御母様、……帰るという選択肢しはありませんの？」

「え？　──船も何もないじゃありませんの」

　アデーレが手を挙げた。彼女は、結果が見えたと言わんばかりの笑顔で、

「あの、……一いち応おう聞いておきたいんですけど、どうやってここに？」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　母が頷うなずいた。

「──上から下に」

「飛び降りましたのね!?　そうですのね!?　降こう下か用ようの術じゆつ式しきは？」

「何言ってるんですのネイト。──あの程度の高さだったら普通ですわよ」

　頰ほおに手を当てて微笑する母に、ミトツダイラは何も言えない。

・粘着王：『確かにミトツダイラの御ご母ぼ堂どう。以前もIZUMOから飛び降りていたな……』

・ホラ子：『これはミトツダイラ様も一ついいところを見せませんと』

・銀　狼：『出来たらいろいろ便利ですわねえ……』

　自分は気き絶ぜつしていたので憶おぼえてないが、あの時、母は王を肩に乗せていた筈はずだ。

　……どーいう身しん体たい能力してますの。

　ただ、正まさ純ずみが、腕を深く組む。

　彼女は、うーん、と軽く唸うなってから、

・副会長：『あ、大体内ない心しんは決定してるけど、人狼女王レーネ・デ・ガルウの手前、勿もつ体たいつけてるだけだから心配するなよ？』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、また正純様さまが破は壊かい力りよくだけ重じゆう視ししたギャグを考えているのかと』

・副会長：『いやいや、人狼女王相あい手てだからな。娘のミトツダイラは印いん籠ろう女王かあ、とか。

　──どうした。笑っていいぞ』

・俺　　：『押しつけに来やがったぞ……！』

　だが、正純は一ひと息いきを入れた。彼女は、母に向かって、

「大たい局きよく的てきな部分は、先さき程ほど話した通りだ。明日あした、多くは話せる訳わけだから、ここで焦あせった事はしない」

　しかし、

「現状、外で起きている事や、私達の周囲で起きている事など、改めての情報交こう換かんはしたいと思っている。──それではどうだ？」

　と、そこまで言った正純が、言葉を止めた。

　……成なる程ほど。

　正純の言っている内容は、敵と味み方かたであっても無む関係な事こと柄がらだ。

　自分達の戦せん局きよくとは別、もしくは左右する要因ではない情報を交換しようと、そういう訳だ。

　その意味が解わかってか、皆もわずかに沈ちん黙もくを作る。

　そして焚たき火びの中で、薪まきが軽く爆はぜる音が重なり、

「いい判はん断だんですのね」

　母が笑えみで告げた。

「一つ、いい情報を追加しますわ。──先さき程ほど、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ、巴パ里リ南部にて六護式仏蘭西側がわの傭よう兵へい団だんが独どく自じに行動。羽は柴しばの補ほ給きゆう艦かん隊たいを撃げき沈ちん。そこには……」

　言った。

「四し聖せい武ぶ神しん・玄げん武ぶの姿すがたがあったそうですの」
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　通つう神しんからの言葉に、鉄てつ器きを磨みがいていた直なお政まさは空を見上げた。

　磨みがく布に染しみ込ませた油は胡ご麻ま。香こうばしい匂においが夜の涼すずしい空気に合わないとも思う。

　だが、そんな匂いを掲かかげるように、直政は磨いた鉄てつ鍋なべを月光に晒さらし、照り返しを確かく認にん。

・煙草女：『──ウルキアガ、どっちがやる？』

・ウキー：『こっちは成なる実みと組む。戦せん力りよく配はい分ぶんはネシン……、誰だれかが決めるだろう』

・未熟者：『フ、僕を御ご指し名めいのようだね』

・労働者：『今のでよくそう思えたな』

・未熟者：『経験だよ、経験……！』

・●　画：『どうでもいいけど、アンタ達並ならぶと解わかりにくいわ』

　あたしもそう思うさね、と内ない心しんでツッコミを入れながら、直政は考えた。

　……対たい武ぶ神しん用ようの明確な装そう備びは、自じ前まえでどうにかするしかないか……。

　朱雀すざくは格かく闘とう戦せんを主しゆとするが、それは自分が体たい術じゆつを得意とする事に基づく。今から自分が剣や槍やりを憶おぼえようとしても遅いから、それは正しい判はん断だんだろう。

　だが、航こう空くう戦せんなどは、基本的に遠えん距離攻こう撃げきを主とするのがセオリーだ。

　また、地上戦せんでも、基本は武ぶ装そうを使用するのだ。

　道みち征ゆき白びやつ虎こ程の、打だ撃げき力りよくや、咆ほう吼こう列れつ化かのような技があれば、力押しも可能だろうが、朱雀はそうではない。

　四し聖せいの加か速そく力りよくも、自由に使し用よう出来る訳わけではない。

　……やっぱ長ちよう銃じゆうかなあ。

　白しら鷺さぎ落おとしは上う手まく行った。

　照しよう準じゆんは浅あさ間まの術じゆつ式しきに任せ、照準の位置に撃うつための動作を、朱雀が行う。

　朱雀で精せい密みつ作業を行うための学習結けつ果かが、いい方向に働いたというべきだろう。だが、

「……狙そ撃げきで敵の武神と戦える訳も無いさね」

「私達みたいに追つい尾び弾だんとかは？」

　背後、やはり鍋や鉄てつ板ぱんを洗っている魔女テクノヘクセンが声を掛けてきた。

　確かに、彼女達たちが使用するような追尾弾などは、存在する。しかしそれも、

「近きん接せつ戦せんになったらどうしようもないさ。武蔵むさしに対する武神は、地上戦、航空戦、どちらもあるからね。武装を変へん更こうして出て行くのは有りだろうけど、追尾系けいで勝しよう負ぶ出来るのは航空戦のみ。だけど相手だってそれを使用してくるだろうし……」

　ぶっちゃける。

「長銃持もって航空戦出で来きるほど、朱雀は空に慣れてない」

「飛行訓くん練れんは？」

　IZUMO以い降こう、そこそこやってる。

　だが、武蔵むさしと併へい走そうする事は出来るが格かく闘とう戦せんまで来ると、キツい。

　挙きよ動どうも大変だが、

「……あたし自身が、結けつ構こうキツくてねえ」

「マサやん重力制せい御ぎよ緩かん衝しよう掛けてないの？」

「朱雀すざくの肩かた上うえであれやると、緩衝の変へん動どうが朱雀の動きに付いてこられなくて、たまに吹っ飛ばされそうになる」

　言いつつ、直なお政まさは鍋なべ表面の照り返しを確かく認にんした。縁ふちに油が無い。だから鍋を下ろし、拭ぬぐい直す。すると、鍋底ぞこに映った黒魔女シユヴアルツヘクセンが、こちらに鉄てつ板ぱんを掲かかげ、

「アンタ、〝万ばん全ぜんじゃないと動かない〟タイプよね」

「あー、ナイちゃんと似てるかな、そこらへん」

　ううん、とナルゼが言った。

「直政の場合は、要よう因いんを多くしない方だから。マルゴットみたいに布ふ石せき部分から考えてないわよね。──単純に、一つの事にマイナス要因を挙げ連ねて諦あきらめていくタイプ」

　案あん外がい当たってるからどうしたもんか。

　……まあ、それを生き残ってきたものだけで日常組くんでるから、楽だけどさ。

　大事なものは誰だれだって多いが、本当に大事なものは少なかろう。

　ただ、大事なものを身み近ぢかに置くと、それに慣れてしまう事もある。

　だから、本当に大事なものだけで自分を固め、それ以外は余よ録ろくだと思えば日々は贅ぜい沢たくだ。

　……とはいえ……。

　戦せん闘とうに関わろうと、そう思っている辺り、自分も少しは変わっているのだろう。

・煙草女：『羽は柴しば勢ぜいとなると、ノヴゴロドで見た変な武ぶ神しん団だんも出てくる可能性が高いさ。あたしとウルキアガに成なる実み。そして義よし康やす辺りは前ぜん線せんに出続けかもね』

・蜻蛉切：『拙せつ者しやもそちらに参さん戦せんして良いで御ご座ざろうか』

・銀　狼：『私も、それなりには戦えますので、そちらを手伝えますわ』

・賢姉様：『浅あさ間まは？』

・あさま：『え!?　あ、いや、武神相あい手てなら、まあ、少しは言い訳わけが。ノヴゴロドでもやりましたけど、衝しよう撃げき系けいなら〝装そう備び解かい除じよ〟のため、とか言えますし』

　向こう。流し台で洗い物をしている点てん蔵ぞうが、小さく言った。

「今、凄すさまじい安心感かんが生じたで御座るな……」

・煙草女：『あたし出なくてもよくなくないさね？』

・あさま：『対たい武神用ようの射しや撃げきって、そうそう連れん発ぱつ出来ませんって』

・未熟者：『それに、敵も浅間君くんがいるところにわざわざ武神を配はい置ちしないだろう』

・ホラ子：『これは戦せん場じようにおけるオーダーの駆かけ引きですね……』

・俺　　：『あ！　じゃあ俺おれが黒くろ髪かみ巨きよ乳にゆう巫み女この女じよ装そうして浅あさ間まに見せかけるっつー、そういう新しい戦せん術じゆつが生まれる訳わけか！』

・賢姉様：『そうよ愚ぐ弟てい！　浅間に見せかけておいて後ろに本物を隠かくしておくとか、そういうスタイリッシュ女装戦術が遂ついにこの小お田だ原わらで生まれるのよ！　そして浅間を前に出しておいて、後ろから愚弟が〝ばああああ！　俺でしたあああああ！〟とか、そういうのもありよ！』

　無いだろさ。

・貧従士：『でもでも、結論だけ言うと、浅間さんの近くにいると安全って事ですね！』

　ふふ、と洗い物をしているメアリが小さく笑った。

「アデーレさんの近くにいても、安全ですよね」

　楯たてだもんな……、と直なお政まさは内ない心しんで頷うなずく。

　向こう、上の方でも、

・ウキー：『つまり、浅間とアデーレを並べておくと安全という事か』

・俺　　：『アデーレが前？』

・銀　狼：『それだと智ともが射しや撃げき出来ないんじゃありませんの？』

・賢姉様：『いや、浅間は射うつわよ』

・貧従士：『か、勘かん弁べんして下さいよ！　今、尻しりの辺りからゾっとしましたよ！』

・あさま：『というか、何で勝かつ手てに話が進んでるんですか！』

　いつもの事じゃないだろうか、と直政は思う。

　ただ、自分の進しん言げんも、いつも通りに皆の中に飲まれていった。

　忘れられてないだろうと、そう思えるのが有あり難がたいところだ。要するに、こちらが言った事は、必ひつ要よう以上に詮せん索さくもされず、正しく扱って貰もらえる。

　……四し聖せいか。

　奥おう州しゆうや上越スヴイエートとの交こう渉しようがあった際、自分は武蔵むさし側がわの護まもりに就ついていたため、青せい竜りゆうと相まみえる事はなかった。

　もし四聖と会った時、朱雀すざくが反応するならば、また、妹は目を覚ますだろうか。

　否いな、白びやつ虎ことの戦せん闘とうの時に見えたものは、妹そのものとは言えない。あれは流りゆう体たいが妹の〝型〟を見せたようなものだと、そう思う。しかし、

「──まあいいさ」

　正まさ純ずみ、と直政は通つう神しんに声を掛けた。

「羽は柴しばの方で四聖を出すなら対応は出来る。──意味、解わかるさね？」





●






　意味？　と、浅間は内心で首を傾かしげた。

　……朱雀のマサが、玄げん武ぶと相あい対たいする意味ですか？

・●　画：『また派は手でにぶっ壊こわすって事かしらね……』

・〇べ屋：『でも、前まではマサが朱雀すざくぶっ壊すかってので賭かけが成立してたんだけど、最近は〝長ちよう銃じゆう持っていくと壊さない〟とか見切られてきてねえ。あ、この前の地ち竜りゆう戦せんはそうじゃなかったから万まん券けん出たよ？』

・あずま：『でも、よくあんなに早く直せるよね』

・煙草女：『スペアパーツで安いの使ってるからさね。IZUMO内ブランドのMINOが作った輸ゆ出しゆつ用製せい品ひんを、輸出前まえに卸おろして貰もらってる』

　……そこら辺、手続きしてるのうちですねー。

　神しん道とうは全国のインフラや流りゆう通つう管理をしている。

　隣りん接せつ国家間かんとの貿ぼう易えきを主とする商人達たちとは違い、神道は、極きよく東とうの神じん社じやをネットワークとして全国規き模ぼの商売が可能だ。

　無む論ろん、販はん売ばいするのは神道系けい商品に限りはするものの、IZUMOが神道の主あるじである以上、IZUMO系けい商品は神道ネットワーク全ぜん域いきで卸し、流通出来る。

　直なお政まさの朱雀も同どう様ようだ。

・煙草女：『市し販はんの女性型重じゆう武ぶ神しんのパーツの内、耐たい熱ねつ耐たい寒かん性能が高いのを使ってるんさ。

　幾いくつかのパーツを骨こつ格かくに合わせて大型化かしたり、展てん長ちようはしてるけどね』

・立花嫁：『あの足あし爪づめも、格好かつこいいから、ではなかったのですか』

・煙草女：『あれは艦かん上じよう行動用ようさ。段だん差さやホールドポイントに引っかけるための」

・未熟者：『え……、そんな地じ味みな……』

・眼　鏡：『──子供じゃないんだから』

　だが、そんな話を断ち切るように、正まさ純ずみが言った。それは、

・副会長：『つまり、子供っぽくなく、地に足着けた、という風味だな』

　浅間は、その言葉を、ストレートに読んだ。

　そして皆が沈ちん黙もくしている事に気付き、七秒くらいして、

・あさま：『あ！　今の、ネシンバラ君へのツッコミを兼ねたギャグなんですね！』

・副会長：『解説するなあ──！』

・ホラ子：『正純様、やや捻ひねり過ぎでは』

「待て！」

　と、向こうで天体観かん測そくをしていたトーリが手を振った。

　彼は、いつの間にか用意していた黒のロングヘアウイッグを被かぶり、

「セージュンが今、ようやく自分だけの狭い世界に閉じこもった虚うつろなギャグを脱し、遂ついに他ひ人とのネタに絡んでいけるようになったんだぞ！　聞いたか今の！　他人に絡んでおきながら自分だけの狭い世界に閉じこもった遠回しで虚ろなギャグを！　人間変かわらねえが、それでも先生はセージュン君の努力を応おう援えんしたいと思います」

　ホライゾンが、トーリの尻しりに膝ひざから振った爪つま先さき蹴げりをぶち込んだ。

　ヒの字のような姿し勢せいで一いつ瞬しゆん浮いた馬ば鹿かは、

「な、何するんですの!?」

「何な故ぜに女おんな言葉ですかトーリ様」

「い、いや、一いつ瞬しゆんちょっとそっち行きそうになってな。まあいいや。──で、セージュン、今の話って、まとめるとどういう事よ」

　ああ、と正まさ純ずみが頷うなずいた。

　彼女は、こちらと自分の間。焚たき火びの傍かたわらに座る人狼女王レーネ・デ・ガルウを見て、

「人狼女王が教えてくれた今の情報、羽は柴しば側がわに四し聖せい武ぶ神しんの一体があるというのは、少なくとも小お田だ原わら征せい伐ばつの後で有ゆう益えきになる事だ。関せきヶ原はらや大おお坂さかの役えきで、彼らとはぶつかるのだから」

　だから、

「もし、今の情報を用いたいならば、小田原征伐を切り抜けていかねばならない」
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　確かに、と浅あさ間まは思った。

　視線を人狼女王に向けると、皆も同じ動きをした。

　そして、こちらが見る先、ボリューム感の具ぐ現げんは、

「……ちょっと話し合い中ですけど、宜しくて？」

　自分の方に、小さなウインクを寄よ越こして見せる。

　……え？

　意味が解わからない。だが、皆が首を傾かしげる中、彼女は鼻を動かし、

「──失礼。さっきから貴女あなた、うちの子と同じ可愛かわいらしい匂においがしますわね」

「何がです、……か？」

　言うと、人狼女王が腰を上げた。

　半歩。それだけで届く距離ではなかったが、届いた。特とく殊しゆな歩ほ法ほうか、身のこなしか。ただ、彼女はこちらの左耳を嚙かむように顔を近づけ、小さな声で、

「そばにいたい、という匂いがして、気になってますの」

　思わず、〝誰だれと？〟と聞き返しそうになった浅間は、

　……あ。

　ボリュームの向こうにミトツダイラがいる。

　こちらに対し、水平にした平ひら手てを下に下にと何度も下げるジェスチャーは、〝落ち着け〟ということだ。

・あさま：『オッケ、オッケーですよミト！』

・銀　狼：『上う手まくかわすんですのよ!?　こっちに飛び火しますし！』

　向こうは向こうで切せつ実じつな問題があるらしい。だから浅あさ間まは、

・あさま：『ミト、ちょっとすみません』

・銀　狼：『え？』

　浅間は、人狼女王レーネ・デ・ガルウに笑えみで振り返った。そして告げるのは、

「それ、きっと、ミトのお母かあさんの漂わせている香かおりですよ？　だって、ミトのお父とうさんと仲がいいと、ミトから聞いてますし」

「あら、お上じよう手ず」

　保ほ護ご者しやが微笑する。

　そして彼女は、頰ほおを寄せてきた。

　え？　と戸と惑まどうこちらの周囲、幾いくつもの警けい告こくを示す表示枠サインフレームが来る。何しろ人狼ルウガルウの女王であり、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの代表なのだ。妖よう物ぶつや流りゆう体たいの強度として考えたら、相当なレベルの存在が至し近きんにいる事になる。

　失礼を感じつつも、表示枠を消している余よ裕ゆうは無い。

　向こうも、咎とがめをする気は無いようだ。寧むしろ、表示枠の種類を一いつ瞬しゆんで見切り、

「いいレベルで見てますのね」

　言いつつ、彼女はこちらの匂においを嗅かいだ。二度、三度として、顔かお横よこ、右の側そく頭とう部ぶに来た。

「あ、この匂い」

　言われ、思い出した事がある。

　左向き。

　昨夜の事だ。天てん幕まくの中で彼が起きてから、自分達は寝た振りをした。

　その後で彼の腕を枕まくらにしたのは、こちらの頭だ。

　そして人狼女王は、こっちの顔の前へと身を寄せて来る。そうされる事で、こちらの視し界かいの真まっ正しよう面めんに見えるのは、

　……デカい……。

　背じゃないです。オッパイです。

　浅間は、こちら匂いを嗅いでいる人狼女王は好きにさせておいて、その大きさを見た。

　……あ、そうですね、コレは、アレです。

　比ひ率りつ的てきに、たとえばアデーレがこちらを見る際は、こんな風ふうに認にん識しき出来るのだろう。

　ただ、自分から見て、人狼女王のこれは、

・あさま：『アデーレが私や喜き美みに何か言う程の衝しよう動どうは感じませんが……』

・貧従士：『元からある人が、もっとある人を見ても落らく差さは無いんですよ！　無からスタートすることと、有からスタートの差を考えて下さい！』

・銀　狼：『い、いえ、私はどっちかっていうと有の方ですが、衝動を感じますわよ！』

・賢姉様：『ククク、オッパイカーストの最さい上じよう位い、オッパイバラモンの私達としては、オッパイシュードラの苦労がよく解わからなくて残念ねえ』

・ホラ子：『カースト的にはオッパイクシャトリアとなるホライゾンは、略りやく語ごにするとパイクシャなのでちょっと語ご感かんが頂いただけませんな』

　そういうものなのだろうか。だが、よく考えたら巫み女この自分がバラモンで、王おう族ぞくともいえるホライゾンがクシャトリアなのは良く出来ている。

・あさま：『あ、でもミトが合ってないですね』

・銀　狼：『あの？　智とも？　何の合がつ致ちを言ってますの？』

　だが、そんな遣やり取りをしていると、

「────」

　いきなり額ひたいを舐なめられた。

　僅わずかな行為。気付いたものが、お？　と声をあげる程度の事こと柄がらだ。だけど、

「御お母かあ様さま……！　何してますの!?」

「あら？　ネイト？　──貴女あなたを有利にしてるんですのよ？」

　どういう意味か、何の事やらかが全く不ふ明めいだ。

　……ミトのお母さんに舐められると、ミトが有利になる？

　だが、ミト自身はそれに否定的なようだ。今もまた、

「智！　は、はやく下の洗い場で洗せん顔がん糠ぬかで顔を洗ってタオルで拭ぬぐったら我が王のところに行って額をちょっとすりすりしてきなさいな！」

「具体的ですけど何言ってるか解りませんって！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は、鈍い汗あせを搔かきながら右手を挙げ、

「ミトツダイラ様がとうとうおかしくなって浅あさ間ま様さまの仲間になられましたか」

「それ、私は元からおかしいって事ですよね!?　ね!?」

　しかし、笑い声が聞こえた。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。彼女はホライゾンに視線を向け、横のトーリを見る。すると、黒くろ髪かみウイッグつけた己おのれを手て鏡かがみで確かく認にんしていた彼は、

「どう？　ネイトママン、似に合あう？」

「ええ、前にも思いましたけど、予よ想そう以上に似合いますわね」

　よっしよっし、と言う彼に微笑の笑えみを返し、人狼女王が椅い子すに戻る。その時彼女は、こちらをちらりと見て、

「いい匂いでしたわ。──誰だれかと誰かが、重なったり、染しみ込んだり、共にいる事でそうなる匂いは、倍の豊ほう潤じゆんですもの」

「はあ……」

　そういうものですか、としか感想は言えない。一応、皆に悟さとられないように肩かた口ぐち辺りの匂いを嗅いでみるが、自分に解るのは、つけている香こうの匂いくらいだ。

　そして、人狼女王レーネ・デ・ガルウが髪かみを夜や気きに軽く払った。

「──何となく、貴女あなた達たちの繫つながりが解わかりましたわ。下へ手たに話を聞くよりも解る、明確な〝関係〟。随ずい分ぶんと複雑ですけど……」

　彼女が、トーリとホライゾンに視線を向けた。

「中心は、そちらの王様と、彼女ですのね」
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　人狼女王は思った。今夜、ここに来てよかった、と。

　……明日あした、武蔵むさしに着いたら、ここまで匂においは明確になりませんものね。

　自然の中。森の中だ。狼おおかみの嗅きゆう覚かくにとっては、土地こそ違えど慣れた部ぶ類るいの匂いに満ちている。個人の匂いを得て、内容を選せん別べつするにはベストの環かん境きようだ。

　娘むすめの王からは幾いくつもの匂いがしてるが、分類としては彼の姉や、隣となりにいる武蔵むさしの姫のものが強い。が、うちの娘や、この神じん社じや代表の娘も負けずに強い。他、限りなく希き薄はくな、忍にん者じや……、ええ、多分コレはうちに来たあの忍者の匂いもあるし、

　……他にも、多くありますのね。

　いろいろな土地に行き、人々に会って、戦せん場じようを見て来たのだろう。

　それはこれからも、きっと続く。

「──貴方達が諦あきらめない限り、世界は征せい服ふくされていくんですのね」

「ああ、そうやって、ホライゾンの感情集あつめて、末まつ世せをどーにかする。ついでに世界のいろいろ面めん倒どうなのもどーにかする。そういう事だな？　セージュン」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その通りだ。よく言えたな葵あおい。偉えらいぞ。──ほら、皆も褒ほめろ」

「オ、オメエは小しよう等とう部ぶの先生か!?　というか確かにそうだったな！　俺おれの負けだ！」

「おっとトーリ様、今のは意い外がいなシメでした。偉いですね。──ほら、皆様も褒めましょう」

「やめろ──！　ギャグで笑わずまばらな拍はく手しゆはやめろお──！」

　構わず皆が作り微笑でまばらな拍手をする。儀ぎ式しきのようなので人狼女王も従った。そして娘の王が、虚こ空くうにエアソードを振りまくるのを見ていると、武蔵副ふく会長が咳せき払ばらいを一つした。

　彼女は、ゆっくりとこちらを見て、

「じゃあ、人狼女王、武蔵側のシークレット情報を言おう」

　それは、

「──まだ、他国や、私達の捕ほ捉そくしていない情報ですの？」

「ああ」

　と、武蔵副会長が腰に右手を、胸に左の五ご指しを当てた。

「正直、現状では私の胸の中に納めている案なので、会計や書しよ記き、第一特とく務むや〝武蔵〟の精せい査さも受けていない。だから実じつ効こう性せいがあるかどうかは謎なぞだが──」

「聞きますわ。意味があるかどうかはこちらで判はん断だんしますの」

　有あり難がたい、と言った武蔵むさし副ふく会長が、表情を緩ゆるめない。

　ただ、浅あさ間ま神じん社じや代表が動いた。表示枠サインフレームを開き、

「音声遮しや断だん。映えい像ぞう遮断の結けつ界かいを作ります。その上で正まさ純ずみ、どうぞ」

　一いつ瞬しゆんだった。広ひろ場ば全体を囲むように、微かすかな風が走った。次に聞こえるのは笹ささの葉が当たるような小さな響ひびきの重なりで、

「正純、いいですよ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．。有り難い」

　いえいえ、と軽い笑えみで言う浅間神社代表の横よこ顔がおを見て、人狼女王レーネ・デ・ガルウはこう思った。

　……成なる程ほど。

　実力者が、ここにはいるのだ。

　娘むすめも含め、ここに揃そろっているのは、単なる同級生ではない。

　実力有ある、仲間としての同級生なのだ。
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　人狼女王は思う。これは一いつ風ぷう変わった布ふ陣じんですわね、と。

　先さき程ほど嗅かいだ浅間神社代表の匂においからは、娘の王や姉の匂い、娘自じ身しんの匂いに、和わ式しきの料理の匂い、そして透とう明めいさを感じさせる禊祓みそぎ特とく有ゆうの匂いが強く重なっていたが、

　……彼女自身が、ネイトと同じ、王に近しいという事なのでしょう。

　他、副会長も、会計も、書しよ記きも、特とく務む連れんも、ここにはいる。

　見れば、他の皆も、戦せん闘とう記録では前ぜん線せんに出たり、各所で押さえの一いつ手てを打った者が多い。更さらには元もと皇こう族ぞくの東とう宮ぐうもいるとなれば、このクラス自体が武蔵の中ちゆう枢すうなのだ。

　少数精せい鋭えい、というべきなのだろうか。

　確かなのは、実力有ある各かく方面の長ちようが、娘の王の周辺にいるという事だ。

　これは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの現状とは少々違ちがう。

　自国の主力は、教きよう導どう院いんに所しよ属ぞくしていてもクラス割りは戦種スタイルや本ほん職しよくに分けられていて、ギルドの感覚が強い。ゆえに生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうという〝集まり〟で集合し、皆は組織化かする。

　そうする事の利点は、年度や学年の推すい移いに縛しばられずに、生徒会や総長連合の組織を維い持じし続けられるという事だ。各国は、学生の年ねん齢れい制限が無いので、長期間にわたって役やく職しよくを任じ続けられるが、そのための配はい慮りよとも言える。

　もしも娘達たちのように一つのクラスに皆を詰め込もうとしたら、学年の差さ異いや、戦種の差異が生じるだろう。何しろ、六護式仏蘭西では国こく軍ぐんの歴史再さい現げんが始まっており、各かく戦種ごとの訓くん練れんを行うためにクラス分けが厳げん密みつだ。

　……結局は、皆が集まるなら生徒会や総長連合の居きよ室しつでいい、という事になりますわね。

　自分にとっては息苦しいので、好きにさせて貰もらっている。が、もしも自分が娘むすめの今いるような環かん境きように入る事になったら──、

「──さて」

　こちらの物思いを遮しや断だんするように、武蔵むさし副ふく会長が言った。

「いいか皆。正式な話し合いの議ぎ題だいとしては、明日あしたの北ほう条じよう・毛もう利り側がわとの会議でも出す事はない。それ程のネタだが、──皆、それぞれに情報収しゆう集しゆうを願う事になるだろう。

　だから今の内に言っておく」

　それは、

「私としては、北条・毛利戦せん後ごに、何らかの形でP. A. Odaの動きに関かん与よしたい。

　恐らく夏休み期間中に生じる信のぶ長ながの暗あん殺さつ。〝本ほん能のう寺じの変へん〟に介かい入にゆうする必要があると、そう考えている」

「何な故ぜですの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは問うた。

「何故、聖せい連れんが禁止するような、夏休み期間中の行動を？」
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　人狼女王は、心の中で小さな口くち笛ぶえを吹いた。

　……いい判はん断だんですわ。

　本能寺の変は、織お田だ家けの当とう主しゆである信長が、側そつ近きん中ちゆうの側近とも言える明あけ智ち・光みつ秀ひでに襲しゆう撃げきを受け、死し亡ぼうするという事じ変へんだ。

　それは信長が京きよう都との本能寺に投とう宿しゆくした際に行われ、結果として、当主を失った織田勢ぜいは跡あと目め争いと家か臣しん団だんの分ぶん裂れつを生む。

　仇かたきである光秀を討うった羽は柴しばは台たい頭とうし、織田家を重んじた柴しば田たは対たい抗こうするも、賤しずヶ岳たけの戦いによって羽柴側に敗はい北ぼくする。

　後の羽柴の天てん下かにとって、最大とも言えるターニングポイントだ。

　だが、これに対し、何故、松まつ平だいらである武蔵勢が関与しようというのか。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、当時の松平勢は、信長の死が解わかった際、反はん信長勢の急きゆう襲しゆうを恐れ、京都に近い河内かわち方面から撤てつ退たいしている。

　関わるどころか、遠ざかるのが実状だ。

　しかし、それでも、人狼女王は、武蔵副会長の判断を支し持じする。

　……そうしなければ、なりませんわ。

　理由は、ある。

　だが、自分が思っている理由と、向こうの理由が違う可能性もある。

　興きよう味み半分で歴史のターニングポイントに関わりたいと、そう思う者もいるのだ。だから、

「どうですの？」

　問うて見た。

「何な故ぜ、松まつ平だいら勢ぜいである貴女あなた達たちが、信のぶ長ながの暗あん殺さつに関わろうと？」

　疑問を投げかけた先。武蔵むさし副ふく会長が動いた

　彼女は、こちらに静かな視線を向けたのだ。そして開かれる口は、薄い笑えみの形をしている。三み日か月づきとまでは行かないが、浅い弧こを描いた唇くちびるが、こう言葉を作った。

「政せい変へん、動どう乱らん、そして再さい編へん。これらの動きの中で、聖せい譜ふ記き述じゆつに対する〝解かい釈しやく〟を用いるなら、大きな事業が行われる可能性がある」

　それは、

「創そう世せい計画。──P. A. Odaが推おす末まつ世せ解決が、その辺りで動くのではないかと思うのだ」
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　夜の街に降る月光が、人々の作る灯ひに搔かき消されていた。

　巴パ里リの夜景だ。

　中央に広大な庭園を持つ屋や敷しきを置き、その周辺から広がるように住居や企き業ぎよう帯たいがある大だい規き模ぼな都市。

　街の建物は整せい然ぜんと並んでいない。ただ無む造ぞう作さに、しかし一定の区く画かくを作るように背を向け合って、歪ゆがんだ円えん状じように並んだ形だ。そうやって、建物は自ら囲いを作る事で中なか庭にわを生み、〝一いつ丁ちよう〟という区く分ぶんを作る。

　それら〝一丁〟の間が、自然と道になる。そういった道は各かく丁ちよう間かんの〝通り〟と呼ばれ、街かい道どうとは別の扱いになるのが常だ。

　今の巴里は、〝通り〟を活用していた。

　巴里の外側から内側に向かって、主要な〝通り〟を塞ふさいでいたのだ。

　巴里にも外がい壁へきとしての市し壁へきはあるため、内部の通りを塞いで出来上がるのは、街を使った広こう大だいな迷めい路ろだった。

　明後日あさつてには羽は柴しば側がわとの戦せん闘とうになる。ゆえに街の要よう所しよには対たい空くう砲ほうや防ぼう護ご術じゆつ式しき展開器きの設置が行われ、武神ルール・デ・マリオネツタ隊たいの配はい置ちも為なされていく。

　時間は無い。やる事は次から次へと生じるし、物ぶつ資しはどれだけあっても安心では無い。

　不ふ夜や城じようとなった巴里は、外から見ると、地上に置かれた明かりのように見えた。

　そして、巴里の外側。

　そこでは二つの工事が行われていた。

　巴里外がい周しゆうに、濠ほりと堤てい防ぼうを増ぞう設せつする工事だ。

「おーい、こっちだ！」

　現げん場ばは長ちよう大だいであり、広大。工こう員いん達たちは武神も動どう員いんしているだけではなく、

「おい！　デカ竜りゆうさんよ！　こっち来てくれ！」

　ベルンハルトと共に合流した地ち竜りゆう六ろく体たいが、工事を手伝っていた。
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　竜りゆう属ぞく。

　誰だれも彼も、百メートル超ちよう級きゆうの有ゆう翼よく型がた。二に脚きやく歩ほ行こうも出来るタイプだ。それぞれは、初めは巴里の守りとして六ろつ方ぽうにいたのだが、工事の進しん行こう状態を見て、

『見てらんねえなあ人類……』

　などと手伝いを始めたのだった。

　人々は、土を一気に崩くずし、押しのける巨きよ大だいな存在に、初めは驚き、

「手伝ってくれるのか!?」

『違うよ馬ば鹿か』

　竜りゆうの一体、東ひがし門もんの辺りを掘っていた竜が告げた。

　あのな？　と彼は前置きして、

『お前らが勝たないと、この国が面めん倒どうな事になんだろ？　俺おれ達たちの居い場所の確かく保ほとか、この国くに相手だったら、四百年前からの契けい約やくを存そん続ぞくのままでいいけど、新しい勢せい力りよくに成り代わられたら、それも破は棄きか存続か検けん討とう、って事になる。俺達は現状のように放っておいて欲しいんだが、──下へ手たにそういう交こう渉しようの場が作られる可能性自体、避けたい訳わけ』

　そうだな、と、二キロ程離れた南なん東とう門もん周辺を担たん当とうしていた者が言う。

『M. H. R. R.神聖ローマ帝国、羽は柴しば側がわがよ？　俺達に対して〝所しよ領りようは安あん堵どする〟と言うかもしれねえけどな。そうはいかねえって、ベルンハルト様が言うのよ』

「何でだ？」

　人々の小さな問い掛けに、竜達は、しかし、

『さあ……？』

　長めの首を傾かしげた。

　よくわかんねえけどな、と、南みなみ門もん側、羽柴勢ぜいに近い側を大きく掘っていた一体が言う。

『この戦いに参加する事で、俺達、竜の主しゆ氏し族ぞくを、欧おう州しゆう側がわに所しよ属ぞくするものだと明確にしなきゃいけねえんだと』

　ほう、と言ったのは、押しのけられた莫ばく大だい量りようの土を、郊こう外がいに搬はん出しゆつする輸ゆ送そう部ぶ隊たいの者だ。彼は夏服のシャツを腰に巻き、汗あせをタオルで拭ぬぐいながら、

「──羽柴の息が掛かったM. H. R. R. にここが支配されたら、極きよく東とう勢としてどこかに駆かり出される可能性が生じる、ってか？」

『そうだとは思うが……』

　という竜の言葉の濁にごしに、給きゆう水すいのワイン樽だるを持って来た巨きよ人じん族ぞくの女が応じた。彼女は、自分の半分程の背せ丈たけの現げん場ば担当から、受じゆ領りようの表示枠シーニヤカドルを受け取りつつ、

「変な話ねえ。だって、極東側から駆り出されるかも、っていうなら、羽柴がアンタ達の〝所領を安堵する〟っていえば、それでいい筈はずじゃあないの？」

『そう思うが、ベルンハルト様が言うには、違うらしい』

　そうだな、と応じたのは、南東門の担当をしていた竜だ。彼は前足で固めた土ど塁るいを、うーむ、と眺ながめて成せい形けいし直しながら、こう言った。

『ベルンハルト様が、責任は全ぜん部ぶ自分がとると、そう言われてな。──とりあえず、身み寄よりのねえ俺達も、何かの役に立つか、って事で来た訳よ』

「〝何かの役〟どころか、すげえ手伝ってもらってんだけど……！」

　おお、と応じる皆に、竜は頷うなずいた。

『──四百年前、俺おれはガキでよくしらんかったけどな。まあ俺の親父おやじ達たちは人類ガツガツ殺しまくったりいろいろだったようだし、俺らもたまに、山の中で荒らしに来たの、軽く潰つぶしたりとか、たまにあるけどな』

　竜りゆう達たちは、姿し勢せいを伸ばして巴パ里リを見た。

『俺達から見ると小せえけど、親父達から聞いてたのと随ずい分ぶん違うなあ。こりゃ確かに、俺ら時代遅おくれかもな、っていう連れん中ちゆう出でるわ』

　うん、と、北きた門もん側がわの竜が、近くの武神ルール・デ・マリオネツタを無む造ぞう作さに摑つかんで持ち上げる。

　きゃあああ、と悲鳴を上げた武神に、竜は一いち瞥べつを入れ、

『反応あまり変わらねえけどな。昔よか装そう甲こう薄くて武ぶ装そう多い感じか』

　と、武神を置く。そして彼は、巴里を市し壁へき越ごしに覗のぞき込んだ。

『んー……。俺一人ひとりだと、全ぜん部ぶ潰すの、一いち日にち仕事？』

　そう言った瞬しゆん間かんだ。市壁の内側から、光の壁が高く天てん上じよう側に突き立った。

　対たい空くう用よう、それも超ちよう重量物遮しや断だん用ようの防ぼう護ご結けつ界かいだ。一部が反応したものだが、轟ごう音おんが響ひびき、顎あごから打ち抜かれた竜が身を伸ばして倒れていく。

　ややあってから、竜がぶっ倒れた。

　土ど塁るいが水みず飛沫しぶきのように弾はじけ、その向こうの麦むぎ畑ばたけが重量に潰れ、一部は濠ほりに崩ほう落らくする。

　竜は、急ぎ身を起こして首を横に振り、

『いてえ……！　何だこりゃ！』

　響いた声に、他の竜達が振り向きもせずに言う。

『ハイ、人類側の防ぼう御ぎよシステムも知らない時代遅れは今ので終わり』

『一日仕事？　おめえは無む理りだよ馬ば──鹿か』

『お前達だって、知ってるって事は引っかかった事あんだろ!?』

　いやいや、と北ほく西せい担当の竜が首を横に振る。

『俺、地元に迷い込んだ人類を下まで送った時、それ聞いた事あるし』

『人類に変へん形けいしなくても、情報収しゆう集しゆうの機き会かいは怠おこたらねえよな』

　と、他の竜が言う。彼らは、足あし下もとの人々を見て、

『あ、笑っていいぞ。駄だ目めなヤツは駄目。出来るヤツは讃たたえる。それが竜の当然だ。駄目なヤツは他た種しゆ族ぞくから見たって駄目だし、人類に笑われる屈くつ辱じよくはなかなか無い。

　気き楽がるに笑ってやれ。──あ、俺の時は笑うなよ？』

　その言葉に、皆が遠えん慮りよ無く笑った。

　くっそ、と転がった竜が身を跳ね起こし、作業に戻る。

『後で憶おぼえてやがれ』

　そう呟つぶやいた彼の口から、光の煙が漏もれた。竜はそれに気付き、

『──おい、人類。どっか竜りゆう砲ほう吐はけるとこねえか？　ちと動き過ぎて溜たまってきた』

「空に吐いたらどーだ？」

『それ、俺おれらの間だと、他の氏し族ぞくへの信号になっから。戦せん闘とう中ちゆうとか、そろそろ死ぬわとか、そんな感じで』

　ああ、と土つち運はこびの担たん当とうをしていた隊たい長ちようが、皆に手を振った。

「じゃあ現場一いつ服ぷくしてろよ。俺達ゃ土ど盛もり場ばまで行くから！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　という返答には、疲れはあるが意い気きもある。竜達が来た事もだが、

「ホント、俺達がこの国の歴史と今後を全部背せ負おってる訳わけだしな」

　しかし、と南みなみ門もん側がわで、濠ほり拡かく張ちようのために麦むぎの早い刈かり取りをしていた男が空を仰あおぐ。彼は月光に照らされた竜を見上げ、

「あんたら、意い外がいに話せるんだな」

『──昔語がたりにねえか？　山に迷い込んだら、竜がクイズと引き替えに宝石くれるとか。年食って賢けん者じや状態になってるとか、可愛かわいい子とは一いつ緒しよに山降りちまう、とかさ』

『俺らも元々、地ち脈みやくからの流りゆう体たいが身体からだ支えてるところがあるから、縄なわ張ばり意い識しきは強くてな。

　だから、俺らの生活や縄張りを荒らそうってんじゃなきゃ気き楽らくよ？

　馬ば鹿かやったら、メンツもあっから絶対赦ゆるさねえけど』

『だよな？　昔のゲルマン欧おう州しゆう戦せん域いきのせいで人を食うとか襲おそうとか言われてっけど、あれも寒かん冷れい化かで縄張りが南下したせいだしよ。大体、人ひと食くっても美う味まくねえし。文化や伝統でもねえから捕ほ食しよくする意味ねえし』

　竜が、半はん目めになって空を見た。

『基本、……気楽に生きたい派はだよな、俺ら。長ちよう老ろうとかからは覇は気きが無いとか言われるけど、縄張りから出るこたねえしな。フツーに生きたい』

　そうそう、と一人が言った。

『俺ら生なま身みだから。春に可愛い子見ると恋もするしなー……』

「するのか」

『当たり前だ。出生率りつ低いから、繁はん殖しよくの欲ってのは結けつ構こう高くて、間違っても上じよう品ひんな生物とは言い難がたい。フラれりゃダウナーにもなる。だけど──』

　と、竜は煙草たばこの煙のように、白い流りゆう体たい光こうの霧きりを吹いた。

　そして彼は、巴パ里リの中を見み据すえ、

『それは俺達、地ち竜りゆうの事。天てん竜りゆうは別』

　言う。

『天竜と俺達は同じ〝型〟を持っているらしいが、俺達は生物。生き物な？　だけど向こうは精せい霊れいや神に近いようなもんだ。食事も味覚を満たす以外は不ふ要ようだし、子供も作らないから、生きるための繁殖欲よくや食欲って〝欲〟が薄い。そういうのがあるとすれば──』

「すれば？」

　本来の濠ほり。そこにあった並木を移い送そうするために掘り返していた男が問い掛ける。

「天てん竜りゆうには、何が？」

　ああ、と竜が頷うなずいた。彼は、巴パ里リの中を外がい壁へき上じようから見渡しながら、

『──天竜にあるのは、〝竜〟として、ただそうであろうとする欲だ。

　知ってるか？　ドラッケン、ドラゴン、そういう言葉の本来の意味は〝激しい気き性しよう〟なんだ。

　だから天竜ってのはそういう存在。俺おれ達たち、地ち竜りゆうに対する生きた説せつ教きようだ』
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　竜達の声が、街に届いていた。

　だが、それらは、街の市し壁へきを通過するなり、風の唸うなりのように変わる。

　巴里外がい周しゆうを囲む防ぼう護ご障しよう壁へきの内、音おん声せい関係などの低てい出力のものが、テスト展開しているのだ。

　だから竜の動きは見え、外の灯とう火かが左右に振られても、作業の轟ごう音おんは響ひびかない。

　時とき折おり、外周沿ぞいでは外の工事によって地面が震しん動どうするが、巴里の中では、内部なりの騒そう音おんが優ゆう先せんされる状況だった。

　街の中。

　巴里の街がい路ろは、工事を続けていた。

　多くは各〝通り〟の封ふう鎖さによる迷めい路ろ化かと、万まんが一いちに備えての内ない部ぶ堤防の作さく成せい。そして対たい空くう設備の設せつ置ちと補ほ強きようだ。

　主となる〝通り〟や広場には武神ルール・デ・マリオネツタが自ら歩いて配はい備びに向かうが、

「南なん部ぶ第一区く画かく！　主要〝通り〟をステルス施せ工こうするぞ！　通つう過か四分！」

　言葉と共に、通りに壁が立った。流りゆう体たい光こうの、薄い、アーチ状の屋根をもった壁だ。

　それは、外からだと内部の風景を映すが、

「おお」

〝通り〟にいた人じん員いんや、武神達の姿すがたが消えた。

　移動や配備位い置ちをステルス化する事で、武神や主要設せつ備びの配置を隠かくす。これによって、羽は柴しば側がわが上空から偵てい察さつや監かん視しを行っても、大だい部分は位置が不ふ明めいとなる。

　そのような状況を、高い位置から見る者がいた。

　巴里中央部ぶ、宮きゆう殿でんとなっている屋や敷しきの屋根に立っているのは、太陽王ロワ・ソレイユだ。

「──明日あしたには、巴里外がい周しゆうからステルス障しよう壁へきを発生させ、外からは完全に内部を察さつ知ち出来なくなる。正まさに巴里は戦せん場じようの玩おも具ちや箱ばこだ。そう思わないかベルンハルト」

「竜に玩具は必要無ないとも」

　言うのは、青黒い夏服の上に、古びた鎧よろいを身に着けた初しよ老ろうだった。

　ベルンハルト。彼は太陽王を獣じゆう眼がんで横よこ目めに見て、

「我ら竜りゆう属ぞくの助力があって、工事は順じゆん調ちようのようだが」

「フ、君きみ達たちがいなくても明日あしたの夜には終わったよ。──君達が助力してくれるおかげで、明日の朝には終わりそうだがね」

「急がせた意味は？」

「休んで遊ぶとも」

　太陽王ロワ・ソレイユは、胸を張って応じた。

　彼の見る先。南の大地に遠く、影を強く見せるものがある。

　安土あづち城じようだ。

　中央一いち番ばん艦かん。大おお返がえしのために分ぶん艦かんした安土城は、南に向けて一列化した形だ。

「──敵は既すでに、朕ちん達たちとの勝負の先を見て動いている。その辺り、ベルンハルトはどう見立てる？　たとえば、明日の状況を」

　そうだな、と、ベルンハルトが屋根上を一歩下さがった。そうして屋根の一番高い位置に立つと、彼は左右を見渡し、

「太陽王、──貴き様さまは、明日に羽は柴しば勢ぜいが水攻ぜめを行うと、そう思っているのか？」

「羽柴は真ま面じ目めだよ。しかも彼女はこれを〝毛もう利り攻め〟とするつもりだ。私はこの戦争を三十年戦争の一部にしようと思っていて、恐らくは周辺諸しよ国こくもそう思っているだろうにね」

「何な故ぜだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と太陽王は頷うなずいた。

「M. H. R. R.神聖ローマ帝国、P. A. Odaは、自分達の歴史再さい現げんにおいては、酷ひどく真面目でね。〝解かい釈しやく〟の余よ地ちは常に持っているが、〝聖せい譜ふ記き述じゆつを再現しない〟という選択を取った事が無い。

　ある意味、聖せい連れんに逆らうようでいて、最も聖連に対して正しい国だ」

「それが何か？」

「──それだ、ベルンハルト」

　太陽王が、小さく笑った。彼はベルンハルトに振り返らず、

「フ、逆ぎやく説せつ的に考えるといい、ベルンハルト。M. H. R. R. の出しゆつ自じでありながら、改派プロテスタントゆえにM. H. R. R. の本ほん流りゆうである旧派カトリツクに反し続けた傭よう兵へい隊たい長ちよう。

　──金と契けい約やく次し第だいで自じ国こくをも敵にするという、独逸傭兵団ランツクネヒトとしての真面目な行為は、敵てき国こくに渡った者こそが証しよう明めい出来たのだと、襲しゆう名めい時じに教わらなかったか？」

「それは……」

　ベルンハルトが呟つぶやき、何かに気付いたように南を見た。

　太陽王と視線を同じくして彼が望のぞむのは、安土城の影だ。

　巴里の中が明るいため、遠くの安土は茫ぼう洋ようとしている。だが、それを見み据すえ、ベルンハルトは小さく呟いた。

「歴史再現を真面目に執とり行うのは、何か理由がある、と？」

「そうだろう」

　太陽王ロワ・ソレイユは断だん定ていしない。しかし、彼は腰に手を当て、

「──羽は柴しば達たちは、自分達のやっている事が〝正しい〟と示し続けている。それによって、彼女達が得られるものとは何だ？」

「自分達の歴史再さい現げんに対する、正当性せいだ」

　ベルンハルトが即そく答とうした。彼は、更さらに言葉を続け、

「そして連れん中ちゆうが、歴史再現を〝正しく〟遂すい行こうし続けていると言うならば──」

　それはつまり、

「──自分達の行動は全て正当なものであると、そういう事だ」

「Ｔｅｓテスタメント．」

　太陽王は頷うなずいた。彼は、一ひと息いきを吸い、

「ベルンハルト、君は朕ちんよりも、遙かに長なが生いきだ。この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズがガリアの地と呼ばれた頃ころからの存在ゆえ、この国よりも長く生きている。その点に朕は敬けい意いを表す」

「──私が天てん竜りゆうだという事に対しては？」

「君が天竜なら、朕は神だ」

　太陽王は、肩かた越ごしに、視線だけで振り向いた。

「天竜の身み分ぶんを出すというのなら、朕もその地位で話すが？」

「──気き遣づかい、感かん謝しやする」

「こちらも、共通項こうが得られて幸いだ。大体、現状の朕は愛に傅かしずく存在。君達には理り解かい出来ない存在ゆえ、襲しゆう名めいという共通項で話が出来ると有あり難がたい」

　成なる程ほど、とベルンハルトは言い、しかし、こう言い直した。

「Ｔｅｓ．、──これでいいのだな？」

「Ｔｅｓ．、その通りだ。──では、ベルンハルト、前置きはここまでにして、君には一つ、言っておかねばならない。君は長く生きているが、今をまだよく知らないと」

「アンヌ・ドートリッシュが我らの元を訪れた時と、どれだけ変わった？」

　問い掛けに、太陽王は頷いた。

「天竜ならば、末まつ世せの進しん行こうにも気付いているだろう？　──この世界の地ち脈みやく、流体エーテルが希き薄はくになって行き、今年の十月で臨りん界かい点てんを超える事に。地脈と密みつ接せつな天竜ならば、実際に、自分達を形作る流体量りようの減少を悟さとっている筈はずだ」

「──確かに」

「Ｔｅｓ．、朕もそれは感じている。最近、フレアに枝えだ毛げが多いと」

　太陽王は静かに言う。

「このままでは、確かに末世が生じる。劇げき的てきに起きるのではなく、臨界点を過ぎ、静かに何もかも薄れていく。そして──」

　そして、

「末まつ世せを救う方法は、二つあるとされている。

　一つは極きよく東とう、武蔵むさしの姫ひめが有する大罪武装ロイズモイ・オプロを回収し、一つに集め、何らかの手しゆ段だんを講じるという事。もう一つは──」

　太陽王ロワ・ソレイユの言葉を、ベルンハルトが奪うばうように言った。

「──襲しゆう名めいの際に聞いた。P. A. Odaの〝創そう世せい計画〟か」

「Ｔｅｓテスタメント．、……解わかるか？」

　太陽王は、賑にぎやかに工事が続けられ、不ふ夜や城じようとなっている巴パ里リの向こうを指さした。

　遠く、南だ。彼は、そこにある安土あづちを指さし、

「彼らが自分達の歴史再さい現げんを遵じゆん守しゆするのは、創世計画の正当性せいを高めるためだと、朕ちんはそう思っている」

「推すい測そくか？」

「外したら笑ってくれればいい。朕の歴史再現には、演劇好ずきというのも含まれていて、朕自じ体たいが舞台にあがるのも多た々たあったというのだから」

「ならば、笑わない方が演えん者じやには堪こたえるのだろうな」

　ベルンハルトは、そう言って、

「────」

　小さく笑った。

　その笑えみに、太陽王も、わずかに口くちの端はを上げる。

「ベルンハルト。──朕は、君を有用する」

「これだけの国こく力りよくと戦せん力りよくをもって尚なお、か？」

「君はアンヌの申もうし出を断った」

　太陽王は言う。

「その君が、ここに来たのは、朕の存在ゆえでは無い。ゆえに朕は、君を従える皇こう帝ていだと示そう。──それがアンヌに対する手た向むけだ。朕は、ちゃんとやっている、と」

「左さ様よう、左様」

　ベルンハルトは、表情を改めて頷うなずいた。

「では、皇帝は、傭よう兵へい隊たい長ちようにここで何を示す」

「朕達たちの共通項こうだ」

　それは、

「彼らは明後日あさつて、意い地じでもここを毛もう利りとして攻めてくるだろう。

　だから、いいか？　ベルンハルト、改派プロテスタントの傭兵隊長よ。君にどのような理由があるのかは解らないが、朕達は欧おう州しゆうの者として羽は柴しば勢ぜいを叩たたき潰つぶす」

　太陽王は、掲かかげた掌てのひらにフレアを作り、それを握り潰した。

「──P. A. Odaの〝創世計画〟とやらに、正当性を与えるつもりは無い。私達は欧州覇は王おうとして、この欧おう州しゆうをまずは守る。そういう事だ」





●






「──で、創そう世せい計画って、どんななんさ」

　直なお政まさの声が生じたのは、火も落ち着いた焚たき火びの脇わきだった。

　時じ刻こくは九時過ぎ。段々と夜よ露つゆの湿りが浴衣ゆかたや夏服を重くし始めた中だ。

　皆は焚き火の近くの椅い子すと、周辺のテーブルについた形。

　その中で、直政の言葉を受けるように、ホライゾンが言った。

「ぶっちゃけ、末まつ世せを救うとしても、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロ集めて云うん々ぬんもまた、よく解わからない事ではありますね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ただ、創世計画の方は、ヒントがある」

　焚き火の西側、丸まる木き椅子に座っていた正まさ純ずみが、人狼女王レーネ・デ・ガルウを見て告げる。

　姿し勢せいは膝ひざに肘ひじを置き、前のめりとなったもの。対する人狼女王は、脚あしを組んで軽く仰のけ反ぞった形で、

「──終わらせて、終わらせない、でしたかしら？」

「そうだな。松まつ永なが公こうが遺のこした言葉だ」

「変な物もの言いいですね」

　と、断じるように言ったのは、両の義ぎ腕わんを外し、ジャージを羽は織おっている誾ぎんだ。彼女は横に宗むね茂しげを置き、正純に視線を向ける。

「やり直し、という言い方では無いのが、気になります」

「確かに」

　と頷うなずいたのは、焚き火傍かたわらのテーブルにつく成なる実みだ。

　彼女は、義腕を通すために着ている大おお振ぶりの半はん袖そで型小こ袖そでから、前に肘をつき、

「終わらせておいて終わらせないなんて、ちょっと気にくわない言い方ね。

　仕切り直しでもなければ、リセットでもないように聞こえるわ」

「じゃあ、別の言い方、だと？　どうなる、の？」

　鈴すずの問い掛けに、浅あさ間まが顔を上げる。彼女は、ベースキャンプの火の元管理をしていた手を止め、

「逆に言えば、〝始めて、始めない〟ともとれますね」

「どっちでしょうね」

　と、浅間の言葉に対して首を傾かしげたのは、メアリだ。彼女は、点てん蔵ぞうと一いつ緒しよに鍋なべや皿を茣ご蓙ざで包み、紐ひもで縛しばりながら、

「どっちが、大事なのでしょう」

「どっち、と言うのはどういう事で御ご座ざるか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが点てん蔵ぞうに頷うなずいた。

「終わらせてまた始める、という事と、終わらせなくて始めない、という事。そのどちらが重じゆう視しされているのか、という事です」

　彼女は、腰を上げ、包んだ皿を軽く持ち上げた。

　紐ひもの縛しばりと重量を確かく認にんしながら、メアリは眉まゆをフラットにして言う。

「前ぜん者しやが重じゆう視しされているなら、終わらせる動きが強くなります。後こう者しやが重視されているなら、存そん続ぞくの動きが強くなります。松まつ永なが公こうの言い方だと、その重視比ひ率りつは解わかりませんので……」

　やや迷ったように、メアリが言った。

「終わらせるのだけど、存続もする。──創そう世せい計画とは、そういうものでは？」
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　確かに、と、メアリの言葉に対し、浅あさ間まは思った。

　言葉遊あそびのようにもとれるが、創世計画を示す言葉は矛む盾じゆんしている。

「終わらせる事と、終わらせない事は、重ねて同時に出来ない訳わけですから……」

　浅間は軽く両の手を広げて見せた。

　そして、左右の五ご指しを、浅間は絡からめる。

「──つまりそれは、並列で同時に行われる、というものなんでしょうね」

「でも並列に同時って、そんな事、出来るのかしら？」

　と、ナルゼの声に、応じた言葉がある。ネシンバラだ。

「方法はあるさ」

　と、言った彼に浅間が視線を向ければ、ネシンバラは焚たき火びを見つめていた。

　更さらによく見れば、ネシンバラは右の手を焚き火に翳かざしている。

・あさま：『入ってますね……』

・●　画：『この馬ば鹿かが……！　と思ったけど、痛過ぎで注意する気にもならんわ……』

・不退転：『ウルキアガ、書しよ記きのアレは、意味があるの？』

　そうだな、とウルキアガが一ひと息いきを入れた。

・ウキー：『大事なのはテンションだ。成なる実みも奥おう州しゆうでもそういう、テンション任せの者がいたのではないか？　どうだ？』
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「──ハアイ！　青あお葉ばの生せい徒と会長と副ふく会長でウザい方の片かた倉くら君くんです！　政まさ宗むね君の青せい竜りゆうが勢いでブった切った校舎の改かい築ちくやってる皆、夜でも作業中ちゆうだというのに、わざわざ僕が慰い問もんにやってきて嬉うれしいだろう？　そうだよねえ？　嬉しいでしょう？　だって夜なのに僕がやってきて嫌いやがらせするんですよ!?　さてそんな片倉君だけど、最近ちょっとM. H. R. R.神聖ローマ帝国で片かた桐ぎりとかいうのが出てきて間違えやすいよね!?　え？　何ですか義よし姫ひめさんじゅっさい。向こうの方が遙かに可愛かわいいけどこっちは駄だ目め？　またまた義姫さんじゅっさいは本ほん心しん出さないから！　ウザ可愛いって言って下さいよ！　──誰だれだウザキモいとか言うの！　もっと御お願ねがいします！

　ともあれ向こうはカッキーとか呼ばれてるから、僕の事はカックーと呼ぼうぜ皆！　いいな!?　カックー！　え？　何です義姫さんじゅっさい。ちょっと飛び跳ねてみろ？　あ、大だい丈じよう夫ぶですよう。ほらほら、小こ銭ぜにの音がこんなにたくさん！　──いいから慰い問もん来たなら奢おごれ？　な、何だその横おう暴ぼうは！　僕は断だん固ことして解わかりました払います！　くっそ、払えばいいんだろお前ら！　そんなにねぎらわれたいか！　憶おぼえてろよ！　僕忘わすれやすいからな!!」
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　浅あさ間まは、成なる実みが、何も言わずに、テーブルに置いてあった升ますの酒を口にするのを見た。

　……何か思い当たる事でもあったんでしょーか。

　まあ、人それぞれという事だろう。

　だが、それとは別に、ネシンバラの発言が気になる。

　どういう事なのか。

　すると、こちらと同じ思いを抱いていたのだろう。ナイトが問うた。

「バラやん？　創そう世せい計画の言ってるのって、どういう事？」

「普通に、そのまんまじゃないかなあ」

　だって、と彼は意味も無く薪まきを摑つかんで火を眼がん前ぜんに掲かかげる。それを見た鈴すずが、

「あ、あぶっ」

「え？　──熱っつ──!!」

　ネシンバラが、燠おき火びの中に薪を取り落とす。と、直なお政まさが、

「馬ば鹿か、薪の中を管くだみたいに通じて熱が浸しん透とうしてんのさ」

　でも、と彼女は言った。

「──理り屈くつ的てきには何となく解わかるさ」

　いいさね？

「──終わらせて、終わらせない、というのを考えた時、メアリが言ったように、並へい列れつだとそれが成り立つ」

「でも、第六特とく務む、──それって、どういう事なんです？」

「そうさねえ」

　言って、直政は椅い子すから身を起こし、義ぎ腕わんを燠火の中に突っ込んだ。

　火の中から拾うのは、やや大きめの、表面が黒く炭たん化かした薪だ。

「よ。──あ、鈴、別に熱くないから気にすんなさ」

「う、うん」

　鈴すずの頷うなずきの先で、直なお政まさが中央からそれを割る。

　……あ。

　乾いた音がするかと思ったら、繊せん維い質しつの千ち切ぎれる音がした。

　燃え切っていない。

「マサ」

「解わかってても言うな。自分でも、ちとクドいかと思い始めたところさ」

　でもまあいいさね、と、直政がスカートからカナビラ兼けん用ようのツールセットを取り出す。

　軽く振ってナイフを出すと、彼女は薪まきの断面を削そいで成せい形けいした。

　ほんの三秒程だ。そして直政が、一いち度ど薪を吹いた上で、こちらに掲かかげた。

「どうさね？」
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　直政に言われ、浅あさ間まが見る先。そこには薪の断面として、

「周囲が炭たん化かしていって、……でも、中央側がわはまだ、生木のままですね」

「ちと乾いてない薪だったから、解りやすいだろ」

　直政の言わんとしている事は解る。

「この薪は、さて、〝燃えているのか、燃えていないのか〟というところですか？」

「そうさね。──実際、今の火か力りよくだと内部まで焼き切る事は不ふ可能だろうさ。

　だからこれは、火力を管理した上で、〝燃やして、燃やさない〟が出来た事になる」

　それに、と直政は言った。

「この薪は、薪としてまだ使える。だから、〝終わってない〟」

「成なる程ほどなあ……」

　と、声を作ったのは、トーリだ。彼はホライゾンと共に、テーブル側にてミトツダイラの横に座っていたが、

「──つまり」

　直政の方を見て、彼は腕を組み、静かにこう言った。

「……外見は褐かつ色しよくでも、脱ぐと肌はだ色いろ、──そういう事か」

「今のマサの説明、何も聞いてませんでしたよね!?　そうですよね!?」

　全く、と浅あさ間まは肩が落ちるのを自覚しながら言う。

「でも、仮か定ていですけど、〝終わらせる〟と〝終わらせない〟が同どう時じ進しん行こうだった場合、ちょっと不確かな事がありますね。──あ、方法とかではなく、もっと根本的な部分で」

「フフフ、浅間、勿もつ体たいぶらずに流りゆう体たい関係の解説モードに入ったらどう!?　知ってるわよ私、不確かな事を語るのを、表現としてはボカすっていうの！　さあ、湯ゆ気げボカし!?　それともフラッシュボカし!?　どっちかっていうと輝き度ど調ちよう整せいで見える湯気の方がいいわね！　はい、それじゃあ創そう世せい計画に湯ゆ気げ入りまあ──す！　創♨計画ね！」

　右手を握って振り上げると、馬ば鹿か姉あねは素早く逃げていった。

　ともあれ、とこちらは一ひと息いきを入れて言うだけだ。

「──末まつ世せは、地ち脈みやくを流れる流りゆう体たいの希き薄はく化かです。つまり、世せ界かい全体に同どう時じ進しん行こうで起きている事になります。たとえば、私達やそこら辺の大気がそうなっていくとしたら、海の底や地面の中、天てん上じようの果てでもそうなっているという事です」

　ならば、

「それに対して、どうやって〝一部終おわらせる・一部終わらせない〟ようなアプローチが出来ると言うんでしょうか」
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　言われて見れば確かに、とアデーレは思った。

　だが、ふとアデーレは、ある思いを得た。

　……ええと。

　言っていいものか。それを探るために周囲を見れば、皆は浅あさ間まの台詞せりふに考え込んでいる。

　思し案あんは、ある。だからアデーレは、言葉を選んでこう言った。

「あのう、浅間さん」

「はい。何ですアデーレ」

「──流体関係の専せん門もん家かである浅間さんに解わからない事で、自分達たちに解る事って、あるんでしょーか」

　皆が動きを止めた。

　無む言ごんで、腕を組んだままや、顎あごに手を当てたままで、静止する。

　ややあってから、ホライゾンが右手を挙げる。

「いい考えがあります」

「何でしょう、ホライゾン副ふく王おう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──浅間様はある意味、こっちに問題を丸まる投なげした訳わけです」

　う……、と浅間がうなだれるのが申もうし訳ない。だが、副王は、

「では、今度はアデーレ様が、〝そんなん解らんですよ！〟と、自分達がどれだけ駄だ目めなのか、浅間様に投げ返してみてはどうでしょうか」

「お、鬼おに振ぶりですよソレ！」

　救たすけを求めると、皆が、人狼女王レーネ・デ・ガルウも含めてこちらから視線を逸そらした。

　巻き込まれる気は無いらしい。

　……鈴すずさん!?

　振り向くと、直なお政まさが鈴の肩を抱いて、燠おき火びの中に芋いもを仕込んでいる。

「ほれ鈴すず、こっちが鈴のだからさ。明日あしたの朝を楽しみにしておくといいさね」

「え、ええと」

　鈴が、ちらりとこちらに振り向いた。

「が、頑がん張ばっ、て」

　……その応おう援えん、眩まぶし過ぎますよ……！

　これでは鈴を頼れない。否いな、頼ってはいけない。自分の力で何とかせねば。

　だからアデーレは考えた。

「え、ええと、要するに、こっちが駄だ目め人間だと解わかる応おう答とうをするんですね！」

　ホライゾンが頷うなずいた。彼女は、額ひたいに汗あせを浮かべながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、浅あさ間ま様に、こっちを頼らないでと言うためのダメ人間宣せん言げん！　責せき任にん重大です」

　……プレッシャー来ましたよ！

　背後、鈴がちらちらとこちらを気にしているが、心配は掛けられない。だからアデーレは、浅間に言った。

「要するに、全体的に流りゆう体たいの濃のう度どが低くなる訳わけですよね？　だったら──」

　だったら、

「皆でくんくん吸って引き寄せて、こっちの濃度を上げればいいんですよ！

　浅間さん、そのくらい解ってくだしゃいよ！」

　嚙かんだ。
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・不退転：『何？　最後のダメ押し』

・ウキー：『成なる実みよ、一応、我々の間でも手て加か減げんはあるのだ……』

・●　画：『ああ、今度の同どう人じん誌しのオチにコレ使っても、読どく者しや解るかしら』

・貧従士：『どーして自分の言ったネタの方じゃ無くて、嚙んだ方に集中するんですかー！』

・俺　　：『そうだぞ皆！　アデーレはよく頑がん張ばった！　無む理りな振りに対して、プロじゃない一般人じんがよく頑張ったしゃ！』

　ホライゾンが振り向きのないストレートをぶち込んで、馬ば鹿かが一回転した。

「トーリ様、アデーレ様が恥ち辱じよくに沈んでおられるというのに、どうしてそれを汲くまずに容よう赦しやのない攻こう撃げきを加えますか。もう少しお気き遣づかいをして下しゃい。──おや、失しつ敬けい」

「い、意い外がいと踏み込みますねホライゾン副ふく王おう！」

　皆が、どうしたものかと思っている中、浅間が右手を挙げた。

「──ええと、とりあえずこの件は、私の方で預かったりとか、皆の方でもアイデアを考えておいて貰もらう、という事でどうでしょう」

　確かに、と言ったのは正まさ純ずみだ。彼女は皆を見渡し、

「ま、いずれにしろ、P. A. Odaは創そう世せい計画を近い内に動かすのではないかと思う」

「何でだセージュン。まさか予よ言げんの力が覚かく醒せいしたのか？」

「そうなのかいヅカ本ほん多だ君!!」

「やかましい。──いいか？　信のぶ長ながの暗あん殺さつは、P. A. Odaが一いち枚まい岩いわでいられる最後のタイミングなんだ。末まつ世せを救う創世計画なんて大だい事じ業ぎよう、P. A. Odaが歴史再さい現げんで分ぶん裂れつを始めてからじゃ駄だ目めだろう？　だからこちらとしては、北ほう条じよう戦せんの後、P. A. Odaに関かん与よする方法を模も索さくしておく」

　正まさ純ずみが、そう言って、更さらに言葉を重ねた。

「創世計画の一方で、私達の方は、公こう主しゆを追っている。

　浅あさ間まが、創世計画の実際を測りかねているが、ピースが足りないのは確かだろう。

　何しろ、創世計画に関与があるとされる公主については、まだ私達も調べを尽くしていないのだから」

「──黎れい明めいの時代の教きよう導どう院いん。その中にあった、黎明の時代のレリーフの内、中央部に何が彫ほってあったか、という事に御ご座ざるな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは、しかし正純ではなかった。

　メアリだ。彼女は点てん蔵ぞうの腕を深く抱き、やや前のめりになりながら、口を開く。

　それは、迷いの揺れがない、真まっ直すぐな声で、

「……父が、三十年前に母達と行方ゆくえ不ふ明めいになり、また戻って来ましたが、それは他の、公主隠かくしに遭あわれた方々と繫つながる共通項こうでもあります」

「真田さなだの地下の遺い跡せきがそれかと思えば、……年代が少々合わぬので御ご座ざったな」

「Ｊｕｄ．」

　メアリが点蔵に振り向いた。

　抱いた彼の腕を支し点てんとするように、彼女の身体からだが回り、腕が胸と太ふと腿ももの間に食い込む。

　皆が息を潜ひそめ、半はん目めになった視線の先。眉まゆをやや立てたメアリが作る言葉は、

「──創世計画、公主隠し、三十年前にあったとされる教導院、黎明の時代の削けずり落とされたレリーフ。この四つの内、私達は創世計画以い外がいの三つを追っていますが、そろそろ、全てが重なる時が来ているのではないでしょうか」
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　点蔵は、命の危険を感じていた。

　メアリがこちらの腕を抱いてくるのは構わない。メアリには、本ほん人にんは気付いてないところで抱き癖ぐせがあり、それはそれで、気き丈じような彼女としては、

　……可愛かわいらしい癖で御座ろう。

　生活や運命によっては、縫ぬいぐるみや人形を大事にしていたかもしれない。

「────」

　少なくともキャラクター抱き枕まくらを大事にしていた生活ではないと思うが、出来る事ならば、この癖くせをそのままに出来る生活を用よう意い出来れば、とも点てん蔵ぞうは思う。

　だが、今は危険だ。

　以前から、制せい服ふくの時にこうなる事はあった。

　しかし、今回はジャージである。

　ジャージでは、初だ。否いな、インナースーツ部分は制服の時と同じだ。だから全く、動じる事はないと思うが、

　……上着が違うしタイツも違うで御ご座ざるよ！

　己おのれの、ジャンル関係に厳きびしい性格が恨うらめしい。出来る事なら凝ぎよう視しモードに入りたいが、向こうで浅あさ間まとミトツダイラがお互いを手で扇あおぎ合っていたりするのが危険過すぎる。

　どうすべきか、と点蔵が思った瞬しゆん間かん。

「──点蔵様さま？」

　メアリの問い掛けに、点蔵は我に返った。そして、

「何で御座るか。メアリ殿どの」

「点蔵様は、どう思われます？」

　……え？

　聞いてなかった。

　否、先のメアリの言葉は聞いていた。だが、そこから今までに、メアリが何か言っていたかを聞いた記き憶おくが無い。

　……しもうた！

　何かを彼女が言ったのか、言ってないのか。

　先さき程ほど「────」という間があったように思う。確かにあった、筈はずだ。だが、そこでメアリが何かを言ったという確かく証しようがない。

　どうしたものか、と点蔵が、メアリが送る期待の視線に向き合った瞬間。

・あずま：『点蔵君、随ずい分ぶん考えるもんだねえ』

・十ＺＯ：『い、意い外がいなところからツッコミが！』

・あずま：『いや、ミリアムなんか、そこら辺即そつ決けつだから』

・約全員：『ほほう……』

・金マル：『……何だか、アサマチがさっき閉じるまで、通つう神しんで話してたよね？』

・あずま：『うん。ミリアムと、あの子が、外の話を喜ぶから』

・貧従士：『否定もしないで余よ裕ゆうですね……』

　あのくらい堂どう々どうと出来れば、とも思うが、東あずま殿どのは天てん然ねんで御ご座ざろうしな、とも思う。

　だが、何か心に違い和わのような引っかかりがあるが、点蔵は決めた。

　……ま、まあ、ミスったら謝るで御ご座ざるよ！

　少なくとも、身み内うちに訊きく事は出来ない。いや、訊く事は出来ても未来が保ほ証しよう出来ない。

　だから点てん蔵ぞうは、覚かく悟ごを決めてメアリに応じた。

「メアリ殿どの」

「は、はい！」

「えー、……自分が思うに……」

　先の話題は、創そう世せい計画や公こう主しゆ隠かくしの事だった。それをいろいろと考える事は可能だが、

　……北ほう条じようにて黎れい明めいの時代のレリーフの全体が見られるなら、まずはそこから、という事に御座るな。

　他、三つの謎なぞがあるが、今ここで考えても推すい測そくばかりだ。実じつ質しつとして手が届くものが一つ出てきているのだから、そこからしっかり見て行くのが、当然であり、近ちか道みちであろうと思う。

　だが、点蔵は思い出す。

　英国で、メアリは父であるヘンリー八世せいが消えた公主隠しの跡を見せたのだ。

　そしてノヴゴロドの地下では、阿蘭陀オランダ総そう長ちようのウィレム公こうが公主隠しに遭あうタイミングに合わせて、メアリの背後にも公主隠しの紋もん章しようが発生した。

　きっとメアリにとって、父が消えた原因である公主隠しは、過去の事として収めて置けない事となったのだろう。

　だから、先の言葉への答えにもなるように、点蔵は言った。

「──大だい丈じよう夫ぶで御座るよ。自分、メアリ殿を支えていく所しよ存ぞんに御座る」
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　点蔵は、自分の言葉を送った先で、メアリが身を震わせたのを見た。

　眉まゆを上げ、軽く開いた眼めは、青の瞳ひとみをこちらに真まっ直すぐ向けていた。ただ、その顔は頰ほおを赤くしていき、

　……は？

　視線を合わせるような姿し勢せいが続いたのは、一ひと呼吸だ。

　メアリが、笑えみになってこちらの腕を深く抱いた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、有あり難がとう御座います」

「い、いや、どういたしまして」

　完全に腕が胸にくわえ込まれ、肘ひじ下したには臍へそからのラインが密みつ着ちやくしている。

　……う、動かせん……！

・あさま：『当たっているだけなら事故。動いたら痴ち漢かんですね』

・銀　狼：『智とも？　興きよう味み本ほん位いで訊きくけど、痴漢したら、神しん道とうではどうなりますの？』

・あさま：『そうですね。まず大だい音量の痴漢警けい報ほうがムード音楽付きで鳴りまして、触った腕なり手なりが恋人の出来ない戦せん闘とう神しん群ぐんによってねじ上げられてコキャアとか骨こつ折せつさせられた後で、自分が触ろうとした箇か所しよが、自分の身体からだにおいて戦闘神群に触られまくって、三日間程尿によう道どうにミミズが入ってるような神しん経けい的苦く痛つうが付加されて、触ろうとした手が弾はじかれます』

・立花嫁：『最初と最後のだけで良いのでは？』

・あさま：『いや、歴れき代だいが面白がって付け加えていったらこうなっちゃって。あ、でも、神道では、意い外がいに痴ち漢かんに厳きびしいんです。何しろ神道の神々は動物でもいいやとか実は正しよう体たいが異い物ぶつですとか多いんですが、縁えんあったらちゃんと結婚して責せき任にん関係になるからですね。だから、神道では動物にも異物にも責任とれますが、責任を取ろうとしない痴漢は重じゆう罰ばつです』

　……神道に証しよう明めいされた無む茶ちやな流れで御ご座ざるな！

　戦せん慄りつしていると、浅あさ間まが笑えみでこちらを見た。

「良かったですね、点てん蔵ぞう君」

「──は!?」

　疑問詞しを飛ばすと、既すでにこちらも見ずに素そ描びようをペン入れしているナルゼが言う。彼女は、さも当然だと言うように、

「メアリの台詞せりふは──〝点蔵様さま、いつも腕を支えにしてしまって、迷めい惑わくじゃありませんか〟と。……真剣な事言ってるメアリと、甘えてるような行為のギャップに気付いたメアリ、その二つの表情に気を付けるように、と……」

[image: ]

「メモ書きまでして何してるで御ご座ざるかな──？」

　だが、謎なぞは解けた。

　行き違いというか、こちらの先走りもあったが、メアリを支えていくという意味では間違っていない。それに、

・銀　狼：『ともあれ、メアリも公こう認にんなので、第一特とく務むが動いても痴ち漢かんではなくなった訳わけですのね？』

・金マル：『責せき任にん重大だあ』

・傷あり：『──責任？』

・あさま：『メ、メアリを支えていく、っていう事ですよ！　腕抱だきはその証しよう明めいでもあるのでガンガンやっちゃって下さいね？』

　迷めい惑わくなのか有あり難がたいのかよく解わからなくなって来たで御座る。しかし、

　……動かせるようになったとしても、動かすのは無む理りで御座るよ！

　事故で重じゆう罰ばつにならなくなっただけでも幸いとするべきだろう。だが、

「創そう世せい計画についてなど、身み内うちで外の事を話せば謎が増えるものだな」

　正まさ純ずみが吐と息いきで言う。と、テーブル席に着いている宗むね茂しげが笑った。

「何気なく見落としていた事を取り上げられるのは、優ゆう秀しゆうな身内だという事ですよ」
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・●　画：『優秀？　誰だれが？　あ、マルゴットは当然として』

・礼賛者：『ふう……、幼よう女じよ達たちの人気を独ひとり占じめにしている小しよう生せいが、こんな形で、守しゆ備び外がいどころか範はん疇ちゆう外の宗茂君から褒ほめられてしまうとは……。幼い生命のパワーでしょうね』

・銀　狼：『正直、私、今夜はほとんど発はつ言げん出来ていないので落ち込みますわねー』

・俺　　：『いや、ネイト、さっきから俺おれらの守備のためか、周囲警けい戒かいしてんじゃん。話が出来てないのはそのせいだろ？』

・銀　狼：『え!?　え、ええ、警戒、ええ、ちょっと身内というか、周辺、確かに警戒はしてますわね。何が来ても大だい丈じよう夫ぶなようにと』

・副会長：『まあそんなところだ。これ以上話はなしても、推すい測そく重ねになりかねんな。

皆、ちょっとこっちに注目。──いいか？』
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、皆の視線が表示枠サインフレームから副ふく会長に移ったのを見る。

　……あらあら。

　随ずい分ぶんと、しっかりとした規き律りつが発生するものだ。

　先さき程ほどまで馬ば鹿かな遣やり取りをしている雰ふん囲い気きもあったが、指し揮き者しやの言葉一つで改まる。ちょっと隙すきの部分が大き過ぎる気もするが、オンとオフの切り替えでいうならば、充分だ。

　……極きよく東とう、武蔵むさしらしいと言えば、そうなりますわねえ。

　暫ざん定てい支配を受けている極東は、国としてみた場合、後が無い。

　崖がけっぷちの状態だが、それを嘆なげいていても、また意味が無い。

　後がなく、現実を見続けていかねばならない。

　だが、そんなの、ずっと真剣にやっていける訳わけもない。大人おとなだけではなく、子供だって、老人だっているのだ。

　誰だれも彼もが思い詰め続けるのは無む理りな事だというのは、自分自じ身しんでよく解わかっている。

　後がないと思って、自分を追い詰めようとしても、結局は気き楽らくな方に流れるのだ。何な故ぜなら、真剣であろうとするプライドさえ捨ててしまえば、気楽な方で自分を存そん続ぞく出来ると解ってしまうのだから。

　自分の場合は、夫となる人との出で逢あいがそれで、

「────」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは思う。自分の娘むすめは、きっともう、それが解っているのだ、と。

　否いな。ここにいる少年少女達たち。皆の王おう自身が、それだ。

　後がないのだから、それはもう当然として、今を楽しくやっていく。

　戦せん闘とう中ちゆうでもぎゃあぎゃあやってるのは危なっかしくもあるが、

　……真剣にやれ、とは、今の生活している私が言えたものではありませんわねえ。

　それは、教員や、副ふく会長達たち、指揮者の仕事なのだろう。

　娘達が、どのように今を楽しくやっているのか、親として興きよう味みがある。娘が楽しく、幸せに過ごしている事を知ってみたいというのは、離れる事を選んだ親としては甘えに過ぎないが、興味はあるのだ。

　だが、今、自分の方では、表示枠レルネンフイグーアへの介かい入にゆうを行っていない。

　無む論ろん、武蔵と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは友ゆう好こう関係にあり、情報を行き来させるようにはなっている。だから国家間かんとして、彼らの遣り取りを見て、介かい入にゆうする事はあったが、今は状況が違う。

　敵になる存在であり、また、浅あさ間ま神じん社じや代表が作る結けつ界かいの中だ。

　その結界の中で、副ふく会長が言う。

「情報は交換した。こちらの手の内というか、この先の方針も見て貰もらったと思う。

　そして私達は、明日あしたを移動日びに北ほう条じように向かい、明後日あさつては天てん正しよう壬じん午ごの乱らんと、小お田だ原わら征せい伐ばつを行う。それは北ほう条じようにある黎れい明めいの時代のレリーフを確かく認にんし、後の行動、──P. A. Odaの動きに関かん与よする意味と手しゆ段だんを見つけるものでもある。各かく員いん、明日から動いて貰う者もいるが、基本は明日を休養日として、移い動どう教室の続きを行う。いいな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とか、はい、という返答が重なった。そして、

「──他、誰だれか、ここで言っておきたい事はあるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　という声が、焚たき火びを囲む椅い子すの方から聞こえた。

　少年だ。

　先さき程ほどまで、薪まきを縛しばったり、不要な竈かまどの石を崩くずしていた眇すがめの少年。彼が軽く手を挙げ、こう言ったのだ。

「二日間、否いな、一日半はん、俺おれに時間をくれ。──単独で行きたい場所がある」
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　ナイトは、ノリキの言葉に顔を上げた。

　彼が言うのは、一日半はん、何ど処こかに行くとの事だが、

　……一日半で行けるところねえ……。

「何処行いくの？　まさか、武蔵むさしの上の話じゃないよね？　ノリリン」

「ノリリン……」

　半はん目めで振り向かれたが、昔からの呼び方だ。ついでに言うと半目で振り向かれるのも昔通どおりで変化はない。

　こちらの隣となり、ナルゼもノリキの方を見た。

「一日半か二日だなんて、結けつ構こうなところのようね。私達の黒嬢シユヴアルツフローレンか白嬢ヴアイスフローレンか、どちらかの後ろに乗っていけば、もっと早く済むんじゃない？」

「否いな、行く場所はここからだと近い。だが、そこでやる事がある」

　ノリキが告げた声に、応じた者がいる。浅あさ間まだ。彼女は自分の手元に表示枠サインフレームを出して、

「──諏す訪わですね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とノリキが頷うなずいた。

「信しん州しゆう、諏訪本ほん社しや。真田さなだのここからならば、徒歩でも半日程だろう」
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　……諏訪かあ。

　ナイトは、素早く魔術陣マギノフイグーアを展開。極きよく東とうの概がい要よう図ずをその中に呼び出した。

　本来なら、こういう広い地ち勢せいの確かく認にんは浅間が行う事だ。

　が、ここでは彼女は手を下さない。

　……神しん道とうネットワークって言っても、違う系けい列れつ神じん社じやの事になるもんね。

　浅間はサクヤを奉たてまつる浅間神社の巫み女こで、浅間神社は武蔵の主しゆ社しやだ。

　対し、ノリキの神しん奏そうする諏訪は、地上側がわに本社があって、ちゃんと産うぶ土すな担当として、地元を治めている。

　系列の違う諏訪が武蔵内ないで神奏出で来きるのは、浅間神社が仲ちゆう介かいをしているからだ。

　浅間神社としては、契けい約やくや術じゆつ式しきの代だい行こう手続きなどは行うが、こういう政治的なものが関わる場で、率そつ先せんして他た系列の神に触れるのは危険だ。何かあった時に、その神社に対して責任が生じてしまうからだ。

　ゆえに、

「セージュンの確かく認にんとかも面めん倒どうだから、周辺の概要図はナイちゃんのを出すね。輸ゆ送そう関係の方で、武蔵建けん造ぞう以後培つちかってきた概要図があるから」

　と、ナイトは、既すでに表ひよう示じされている概がい要よう図ずに手を乗せた。まず展開するのはこの真田さなだの地、上うえ田だ周辺だ。

　見えるのは、暫ざん定てい国こつ境きようと都市を中心とした絵図だった。

　精せい細さいなのは国境と都市周しゆう辺へん。そこから離れると、段だん々だんと抽ちゆう象しよう的てきな図ず柄がらになって行く。また、カラーの部分も有れば、白黒だったり、ペン書きの部分も混在している。

　これは、武蔵むさしと、その周辺の視し界かいから作った小さな地図。その寄せ集めだ。

　この概要図は配はい送そう業ぎようの伝でん来らいになるものだが、無む論ろん、配送業とはいえ、武蔵から離れての行動はとれない。だが、武蔵の航こう行こう中ちゆう、望ぼう遠えん術じゆつ式しきなどで広範囲を撮さつ影えいするのを何十年と重ね、

　……切って貼はってを繰り返して、こうなった訳わけだねー。

　水み戸と周辺では、先にナルゼが撮影した画が像ぞうが新しん規き採用されている筈はずだ。

　それを確かく認にんしたくもなるが、今は違う時間帯たい。

　ナイトは該がい当とう位置を見つけて拡大。それを頭ず上じように掲かかげて、

「こんな感じ？」

　ナイトは極きよく東とうの概要図の内、甲こう信しん越えつに当たる部分を裏から指で示した。

「ナイちゃん達がいるのは、ここ。甲信越の北西と上越露西亜スヴイエート・ルーシ南部の境きよう界かい近くね」

　そして、

「ノリリンが行こうとしている信しん州しゆう、諏す訪わは、甲信越の西側。位い置ち関係からすると、こちらから南西に二十キロ強きよう行けば諏訪だね」

　だが、

「ノリリン、これちょっとキツくない？」

「何がだ？」

「ここ、上田と諏訪の間、南のアルプスから伸びてきた八やつヶが岳たけの山さん岳がく地帯があるから、恐らく山やま越ごえだよ？　武蔵での生活に慣れてると、地上の進しん行こうは難しいんじゃないかな」

　そうさね、と言ったのは直なお政まさだ。

「どうせ今日きよう、こっちで天てん幕まく管理なんかやってたのは、体力保ほ持じのためだろう？　──だとしたら、ネシンバラも理解の上か」

「──こういう格好かつこいい申し出は、乗らなければ損そんだからね」

「馬ば鹿か。山越えるとなると無む理りが生じる。特にその辺りは、大たい陸りく中央部のアルタイ辺りのが重じゆう奏そう領りよう域いきで落ちて来ていて、相当に厄やつ介かいな筈さね。

　行くなら、南北どちらかの迂う回かい路ろで、輸ゆ送そう艦かんを使用しな。その方が安全さ。大体、どっちにしろ帰りは北ほう条じようまで来る必要が出るんさ。足じゃあ辿たどり着いた頃ころには戦争終おわってるよ」

・あさま：『マサが意い外がいに世せ話わ好ずきスキルを……』

・煙草女：『大陸側は昔から航こう路ろや地ち勢せいを見てたからさ。朱雀すざくが何ど処こから由ゆ来らいしたのか、気になっていたし、名前のあやかり関係から清しん武たけ田だについては調べていたしね。三み河かわ、天てん山ざん回かい廊ろう辺りまでは大体頭あたまに入ってるさ』

・●　画：『Ｊｕｄジヤツジ．、──解わかったわ。ネタにしていいのね』

・煙草女：『どういう理り屈くつさね！』

・金マル：『──理屈じゃないんだなコレが』

・あさま：『そう！　理り不ふ尽じん！　理不尽ですよね！』

・銀　狼：『直なお政まさもラインナップに加わるなら、被ひ害がいが分ぶん散さんされますわね？』

　おおう、ミトっつぁん前向きだ、とナイトは思いつつ、ノリキの嘆たん息そくを聞く。

　だが、彼の一ひと息いきは、身体からだの力を抜くようにも見えて、

「ノリリン、──そんなもんだから、ちょっと考えた方が良くない？」

「Ｊｕｄ．、だが……」

　と、ノリキが口くち籠ごもる意味は解る。

「ノリリン、特とく務むでも何でもないもんね。輸ゆ送そう艦かん仕立てるのも理由が無いっちゃ無いか」

「では正まさ純ずみ様さま、副ふく会長権けん限げんで、ノリキ様を誰かの補ほ佐さにするというのは」

「あー、それ駄だ目めだホライゾン」

　と、トーリがホライゾンの顔前で手を振る。そして彼は、ホライゾンの前に出て、腰を横にグラインドさせながら、

「あのなホライゾン」

　ホライゾンが無む言ごんで、打ち下ろしの正せい拳けんを馬ば鹿かの股こ間かんに叩たたき込んだ。

　ご、とも、ど、ともとれる鈍い音が響ひびき、皆が動きを止めた。

「────」

　三秒後。服を着ている馬鹿が、黒の長ちよう髪はつウイッグを靡なびかせて膝ひざから先に落ちた。

　うなだれ、動かなくなった馬鹿を前に、ホライゾンが言う。

「トーリ様。そんな風ふうに無む防ぼう備びないい動きで。もし不ふ意い打うちされたらどうするのですか」

「──ちょ、ちょっと待てホライゾン？　い、いいか？　あと、ええと、ふんっ。──さ、三十秒くらい話しかけるの待って下さらないかしら？」

「何な故ぜに女おんな言葉で御ご座ざるか？」

　だが、馬鹿は、膝を開いた正せい座ざで、なるべく腰を上げながら、下したっ腹ぱらを叩く。

「お、おっし。行ける！　行ける！　つまりだ、ホライゾン」

「ノリキ様は、戦せん闘とうに従じゆう事じする事が可能とは言え、やはり御家庭の方もあります。

　それゆえ特務補佐などと肩かた書がきを得たら、公こう私しのバランスが崩くずれるという事ですね」

「Ｊｕｄ．、私わたくし事ごとですまんが、そういう事だ」

「お、おい！　ノリキ！　オメエ、俺の台詞せりふが奪うばわれるところなんだから、俺に上う手まく振ってくれても良かったんじゃねえの!?」

「無む理りだ」

「だよなー」

　と、あっさり認める馬ば鹿かが凄すご過ぎる。

・●　画：『これだからこの男は本にしにくいのよねえ……』

・賢姉様：『フフフ、愚ぐ弟ていの事、褒ほめてくれてるの？』

・●　画：『アンタはもっと厄やつ介かいなのよ……！』

　ガっちゃん熱くなり過ぎ。

　ただ、ノリキに対して声が飛んだ。

　成なる実みだ。テーブル席に着いていた彼女は、升ます酒ざけを口に当てた上で、

「家庭をここで顧かえりみる理由は？」

「俺おれの家か系けいは、北ほう条じようの元もと重じゆう臣しんだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　成実が頷うなずいた。

「──納なつ得とくしたわ」
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　そういう事ね、と成実は思った。

　……意い外がいと、政治的な動きに聡さといのは、書しよ記きの手て管くだかしら。

　と、内ない心しんで納得の頷きを作っていると、視線を感じた。

　従じゆう士しだ。あと、前まえ髪がみ系けいと、武蔵むさしの姫ひめも。

　三人とも〝どういう事？〟という気け配はいをこちらに向けてくる。

　……別に、解わかっても解らなくても、いい事だけど。

　だったら解る方を選択したい、というのもよく解る。

　ゆえに成実は、首を傾かしげる従士達を見て、

「……いい？　北条の元重臣の出しゆつ自じを持つ者が、北条に敵てき対たいするの。その際、彼が自分の家族を顧みない人であるならば、どうなるか解る？」

「Ｊｕｄ．、その場合、対たい北条戦せんに勝った後、元の主家たる北条の信頼を得にくくなります」

　誾ぎんが応じて、成実は首を縦たてに振った。

　……〝家〟の理解があるのは、流石さすがね。

　政治的な駆かけ引きとなる部分だ。政治的な要よう因いんに振り回されている彼女達たちからすれば、当然の事だろう。

　だからというように、書記が眼鏡めがねをかけ直し、皆をぐるりと見回す。

「いいかい皆。──この小お田だ原わら征せい伐ばつ、実は松まつ平だいら勢ぜいの勢力を増ぞう強きようする結果となるんだ。

　松平は関かん東とうに封じられる中、滅めつ亡ぼうした武たけ田だ家けの残ざん党とうを吸収し、更さらには北条側の残党もここで取り込んでいく。それによって、中央に存在する羽は柴しば勢ぜいに対しての、東側の大だい勢せい力りよくとなって行く訳わけだね」

　だから、

「松まつ平だいらは、自じ勢力に取り込んだ北ほう条じよう側がわを大切にする必要がある。ノリキ君の存在は、彼らにとっての拠より所となるし、見本にもなる筈はずだ」

「すまんな」

　言われた台詞せりふに、総そう長ちようが手を前後に振った。

「いやいや、オメエが前ぜん線せん出られるだけでも充分意い味みあっから。──でもオメエ、どうやって諏す訪わ行って戻ってくるつもりだよ」

「そうだな……」

　元もと北条家か系けいの労働者は、顎あごに手を当て、

「輸ゆ送そう艦かんで回るとして、その場合、どちらが近い？」

　問い掛けに、黒魔女シユヴアルツヘクセンが即そく答とうした。

「北だよん」
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　ナイトはノリキに対して、魔術陣マギノフイグーアの概がい要よう図ずを見せる。

　表面、スピードメーター型の縮しゆく尺しやくバーを動かして、やや広こう域いき化か。

　そこに映るのは、東の上うえ田だと西の諏訪の間、中央を南北に横たわる山さん嶺れいだ。

　ナイトは、まず上田に指を当て、赤いラインを南に引いた。

　……えーと、ここか。八やつヶが岳たけと横よこ尾おの間辺り。

　南の山さん脈みやくの切れ目に、ナイトは印しるしをつけた。

「南は、結けつ構こう南に回らないと東西を行くルートが開けないね。南側は南アルプスに通じちゃうから、その境きよう界かいを通る事になるけど、高所抜ぬけだからちょっと時間も掛かる筈」

「じゃあ、北か？」

　というノリキに、ナイトは頷うなずいた。

「感覚的には遠とお回まわりしてるみたいだけど、行きの時間が短たん縮しゆく出来るね」

　言った瞬しゆん間かんだ。

「待った」

　声が掛かった。

　正まさ純ずみだ。

　彼女は腕を組み、こちらが掲かかげた魔術陣を見る。

「北部ルートは危険だ」

「どうして？」

「上越露西亜スヴイエート・ルーシ南部には、柴しば田たの勢せい力りよくが残っている」

　……あー、確かにそうかも。

　言われて思い出す事がある。柴田勢ぜいは、ノヴゴロドで行われた魚うお津づ城じようの戦いの結果、上越露西亜への侵しん攻こうを止めたのだ、と。

　当時は自分達たちも前ぜん線せんに出て、柴田艦かん隊たいを牽けん制せいした。

　あの戦いは、柴田勢を上越露西亜から撤てつ退たいさせた。だが、

「柴田勢は、上越露西亜から撤退したが、戦せん闘とう行為をやめた訳わけではない」

　正まさ純ずみが言う。

「実際の聖せい譜ふ記き述じゆつでも、柴田達は上越露西亜への戦闘を続行していた。常に上越露西亜側からの攻こう撃げきを受け止め、侵攻を狙ねらった動きを見せていたのだ。──つまり、柴田勢は織お田だにとって北の守りとなっていたのだな」

「だけど、その侵攻と防ぼう御ぎよゆえ、彼らは信のぶ長ながの暗あん殺さつに対し、出で遅おくれるね」

　ネシンバラが、己おのれの表示枠サインフレームを開いて言う。

　そして彼は、もっともらしく腕を組み、

「しかし、今の柴田勢はちょっと違うようだ」

「どう違うの？　バラやん」

「Ｊｕｄジヤツジ．、彼らの布ふ陣じんが、どうやら東側に寄っているんだ。聖譜記述では、どちらかというと上越露西亜の西側に布陣している筈はずが、今は東に来ているんだよね」

　いいかい？　とネシンバラが表示枠を広げた。

　そこに描かれているのは、極きよく東とうの概がい要よう図ず。それも関かん東とうから近きん畿き近くまでを描いたものだ。

　無む論ろん、それはネシンバラの手によるもので、こちらのものとは比べるべくもない。

　しかし彼は、そこに色分けのマップを重ねた。

　東とう海かいから近畿。その中央にあるのは、赤で塗られた箇か所しよだ。それは、

「P. A. Oda本ほん隊たい。信長の勢せい力りよくだ。そして東側──」

　緑みどり色いろで塗られる小さな箇所がある。

「これは、真田さなだ。そして織田本隊との間に──、黄き色いろのコレ。コレは森もり・長なが可よしや滝たき川がわと言った、織田麾き下かの治める場所だ。それが先日までここに〝あった〟。意味は解わかるね？」

　Ｊｕｄ．、とテーブル席で焼き鳥を摘つまんでいたミトツダイラが頷うなずいた。彼女は、焼き石を入れた器うつわに焼き鳥を掛け、温め直しながら、

「神流かんな川がわの戦いによって、滝川は領りよう土どを失いましたわ。──無む論ろん、小こ牧まき長なが久く手ての一部再さい現げんとして北ほう条じよう側に合流してますが、それはまた別ですの」

「そう。つまり現状、滝川のいた土地、この織田麾下支し配はい下かの南部側は空くう白はく地ちだ。そして北条との天てん正しよう壬じん午ごの乱らんによって、松まつ平だいら勢ぜいはその土地を得る」

　ネシンバラは、滝川の土地を、青で塗り潰つぶした。

　その状況から見えるのは、

「北ほう条じよう戦せんを終えれば、僕達は織お田だ本ほん隊たいと隣りん接せつ出来る」
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　だからかー、とナイトは思った。

「セージュンが、北条戦の後に信のぶ長ながの暗あん殺さつに干かん渉しようしたいって言う訳わけだね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、言っている意味が解わかったか」

　ええ、と隣となりのナルゼが頷うなずく。

「そうね。隣接してしまえば、後は難なん癖くせつけて織田本隊と大だい戦争だもの。現状、考え得る限り最大規き模ぼの戦争が始まり、正まさ純ずみは興こう奮ふんして夜に──、おっと、これは次の次のネタね」

「待て！　何だか話がズレてるぞ！」

　ナイトは皆と共に無む視しした。

　そして、ネシンバラが更さらに自分の概がい要よう図ずに手を加えた。

「正確には、北条戦の後、松まつ平だいらの土地はこうなる」

　北条のある関かん東とう南部も、ネシンバラは全て青にした。

「小お田だ原わら征せい伐ばつの後、関東の東と南全ての土地と勢せい力りよくを松平は得る事になる。これが今後の世界の動きだ。その状況に備えて、柴田隊は僕達を北から押さえつけられるように布陣している訳だね」

　だから、というように、ノリキが呟つぶやいた。

「北回りでこちらが動けば、柴しば田た勢ぜい、もしくは織田本隊の干かん渉しようを受ける、か？」

「そうなる」

　というネシンバラの言葉に、アデーレが手を挙げた。彼女はこちらの概要図と、ネシンバラの概要図を見比べて、

「でも、諏す訪わはこれ、P. A. Odaの土地ですよね？　武たけ田だが歴史再さい現げんとして滅びに向かった処しよ理りを行い、その引き替えに清しんを保ほ護ごしようとしてる訳ですが、諏訪がP. A. Odaに取り込まれたなら、北から行っても南から行っても変わりないのでは？」

「──北からだと、干渉する口こう実じつが生じるのよ」

　成なる実みが、呟くように言った。彼女は、焼き鳥の串くしでネシンバラの概要図を示し、淡たん々たんとした口く調ちようで言う。

「私達は元々、移い動どう教室で真田さなだに来ているわ。そして滝たき川がわを追い出した土地は、真田の南。

　だから南から諏訪に行く分なら、暫ざん定てい的てきな自じ領りよう土どから諏訪を訪れる事になる。そして、武蔵むさしが北条へと南なん下かする途と中ちゆうで輸ゆ送そう艦かんを出す事になるけど、これは武蔵という脅きよう威いが南に去る途と中ちゆうにあるという事ね」

「そうだね。──もし北ルートを選んだら、武蔵が南下もしてないのに北回りの輸送艦を出して、柴田勢を挑ちよう発はつする事になるかな」

「だとしたら、南か」

　ノリキの言葉に、ナイトは頷うなずいた。自分の概がい要よう図ずに指で南回まわりの赤い線を描き、

「トータル百二十キロくらい？　輸ゆ送そう艦かんだと、行きで最さい速そく六時間くらいになると思う」

「あたしも同じ見み立たてさね」

　直なお政まさが同どう意見なら、恐らく当たりだ。

「あとは船だねえ……」

　と、ナイトが呟つぶやいた時だ。

「あの、皆さん？　いいですの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、軽く右手を挙げた。

「そちらの元もと北ほう条じようの少年。──彼が諏す訪わで何をするのか、一いつ切さい聞いてませんけど、それでここまでの話をして大だい丈じよう夫ぶですの？」
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「あのう、御お母かあ様さま？」

　ミトツダイラは、母に首で振り向いた。

　なあに？　とでも言いたげに首を傾かしげる母は、燠おき火びの向こうだ。何かあったら、一いつ瞬しゆんでこの広場の何ど処こにでも跳ちよう躍やく出来る存在だが、ワンクッション置ける位置にいるのは有あり難がたい。

　騎き士し、という己おのれの役やく柄がらを思いつつ、ミトツダイラは言った。

「御母様、一応、明後日あさつては敵ですのよ？　それなのに、ここでポンポン自分達たちの手の内を明かすような事、私達はしませんわよ？」

「あら？　ネイト？」

　母が目を細めた。

　……え？

　母が、笑えみから歯を覗のぞかせるのは危険な傾向。そんな事を思い、心を身み構がまえていると、母が言った。

「手の内、って、……つまり彼は、明後日の戦せん闘とうに加わるし、そのための術じゆつを身に付けに、諏訪に行くという訳わけですのね？」

　……しまったですの──!!

　誘ゆう導どう尋じん問もんというか、誘導応おう答とうしてしまったと言うべきだろうか。

　ぞ、という音と共に身体からだから血の気が引いていく。が、

「でもネイト、さっき、貴女あなたの王様が言ってましたものね。〝オメエが前ぜん線せん出られるだけでも充分意い味みあっから〟って。──ふふ。さっき私が言った事なんて、解わかり切ってた事でしたわよね？　ネイト」

「く……！」

　からかわれた。完全に嵌はめられた感覚だ。

　だが、そうだとしたら、

「正まさ純ずみ、うちの母にはどのくらい、情報を開かい示じするつもりですの？」

「それはノリキというか、仕込み入れてたネシンバラ次し第だいだなー」

　正純が、軽く肩を落として呟つぶやいた。

　その言葉に応じるタイミングで、ネシンバラが言う。

「人狼女王レーネ・デ・ガルウ」

「ふふ、何ですの？」

「サイン下さい。あ、テュレンヌだけじゃなくて益ます田だ・元もと祥ながの方も。二枚ずつで」

　あらあら、と母が声を作る。そして、笑えみをも重ねて、言われる台詞せりふは、

「──英国の彼女の分と一いつ緒しよですの？」
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・●　画：『ほら、──〝彼女〟だって」

・金マル：『肯こう定ていしないとサインくれないよー？』

・ホラ子：『さあ、ネシンバラ様、ここは苦しい時間帯たいです』

・あさま：『ええと、今、結けつ界かい内ないですけど、英国、シェイクスピアさんにだけ再び繫つなげましょうか？　どうします？』

・未熟者：『何だ君らのその一体感かんは!!』
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「──じゃあ僕のだけで御お願ねがいします。その代わりスペアで二枚下さい」

　ネシンバラの申し出に母が吹くのを、ミトツダイラは見た。

・煙草女：『往おう生じよう際ぎわが悪いさね……』

・貧従士：『何で男性って、変な意い地じを張るんですかね……』

・金マル：『アサマチみたいだねー』

・あさま：『なんか飛び火来ましたよ!?』

　いや実際そうではありませんの、と思うこちらの眼がん前ぜん、母は色しき紙しを受け取った。

　そして胸の間から口くち紅べにの入れ物を出して、

「ちょ、ちょっと御お母かあ様さま！　何を常じよう備びしてますの!?」

「フフフ、馬ば鹿かねミトツダイラ！　女だったら何い時つでも何ど処こでもソッコで自分を飾れるようにならないと駄目よ！　ほら、私だって集音器マイクとか持ってるわよ!?　──あ、でもミトツダイラは無む理りね……。解わかったわ、お尻しりに挟む技をおしえてあげるわ！　いいわね！」

　狂きよう人じんやかましいですの。

　ともあれ口くち紅べにを指で取り、母はサインを描いて渡す。それを受け取ったネシンバラは、

「──では、簡かん単たんに説明するけど、ノリキ君が諏す訪わに行って獲かく得とくするのは、弥生やよい月づきの改かい変へん。バージョン設定を出来るようにする事だ」

「創そう作さく術じゆつ式しきの登とう録ろくは武蔵むさしの諏訪でも出来るが、それを設定変へん更こう追加となると、武蔵の諏訪では細かく指し示じが出来ない。やるなら諏訪本ほん社しやだ」

　ノリキはそう言って、母を見た。

「あと、──アンタじゃない」

　言葉を投げた先、母は静かにノリキを見ている。

　と、ノリキは、今の自分の言葉に対してか、不ふ意いに頭を搔かいた。

「否いな、言い方が悪いな。──アンタに対するためのものじゃない」

「ふふ、私、フラれてしまった訳わけですの？」

「必要があれば、相手をする」

　ノリキが言い切った。その上で、彼は更さらに言葉を続けた。

「諏訪に行って得る設せつ定てい改変は、──対たい氏うじ直なお用ようだ」

「まあ」

　母が、片かた頰ほおに手を当てた。

「見た目とは違って、情熱的てきな子ですのね」

「解わかっているなら言わなくていい」

　だが、というノリキが、椅い子すに座ったまま、皆に振り向いた。広げた膝ひざに手を着き、頭を下げ、彼は言う。

「場を離れる。その時間をくれ」

「待たれよ」

　言葉を放ったのは二ふた代よだ。

「──もし、ノリキ殿どのが来られる前に勝負が決けつ着ちやくしたら、どうするので御ご座ざる？」

「その場合は、それで構わない。俺おれ、個人の問題だ」

「眼鏡めがねはそれで良いので御座るな？」

　眼鏡……、と皆がじんわり呟つぶやく先、ネシンバラが頷うなずいた。

「戦せん術じゆつ的てきに見て、ノリキ君の弥生月は結けつ界かいや防ぼう護ご障しよう壁へきの破は壊かいも出来るバランスブレイカーだ。ノヴゴロド戦でも重要な役を果たしたからね。でも──」

　でも、

「対たい北ほう条じよう総そう長ちようの術じゆつ式しきを得る、というのなら、それはそれで、弥生月の今まで以上の成果を導けるとも思う。最さい終しゆう局面において、ノリキ君を北条・氏直に相あい対たいさせれば、こちらの勝ちは確かく定てい出来るんだからね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──ならば副ふく長ちようとして、現げん場ば戦せん力りよくの一いつ端たんが離れる事を許可するで御座る」

　ようし、と手を打ったのは、正まさ純ずみだ。

「他、誰だれか何かあるか？」

　いえ、とミトツダイラは首を横に振ろうとした。だが、

　……こ、このままではベースキャンプに戻ってしまいますのよ!?

　母に、天てん幕まくの人じん員いん配はい分ぶんが、遂ついにバレる事になる。
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　ミトツダイラは、慌あわてて母に振り返った。

「御お母かあ様さま！　──北ほう条じよう側がわにこれから合流するんですのよね!?」

「あら、何なに言ってますの？　今日きようはこちらでお泊とまりですのよ？」

　……何ですの、その疑いの無い物もの言いい……！

　だが、このままでは危険だ。

「あの、天幕、用意がありませんのよ？」

「まあ、そういう時はネイトが自分の天幕に御お世せ話わしてくれるんでしょう？」

「──え」

　しまった。

　よく考えたらそういう事だ。

　どう思し案あんしても、この爆ばく弾だん母ははを他のテントに送るには、理由が薄い。

・銀　狼：『アデーレ？　うちの母と一いつ緒しよに寝ると、オッパイ大きくなるって言ったら、信じます？』

・貧従士：『いえ、それが虚きよ構こうにしか過ぎないのは、第五特とく務むで証しよう明めいされてますし』

・銀　狼：『じゃ、じゃあ、二ふた代よの天幕は……』

・蜻蛉切：『拙せつ者しや、寝ね相ぞうがスーパー悪いので御ご座ざるが、それでもよう御座るか？』

　何ですのその一いつ触しよく即そく発はつ天幕。

　誾ぎんは宗むね茂しげと一緒の天幕だし、

「あ、あの、御母様？　──うちの天幕は狭いんですの！」

「まあ、誰だれと誰がいるんですの？」

　……藪やぶ蛇へびですわ……！

　ミトツダイラは考えた。必死に、縄なわをたぐり続けるような気になって思し考こうした。

　テーブルの方、ホライゾンが左右に腕を広げていて、自分の頭を測り、

「片方で一つ、二つ……、あと一人くらいは賄まかなえますか」

「すげえ血けつ行こう悪くなりそうだなあ……」

「あら愚ぐ弟てい。じゃあ私、愚弟の上かしら」

「き、喜き美みは何でそう発はつ想そうを自由にするんですか!?」

　などと、他も交えてやっていて、つまり危険だ。

　ミトツダイラは、急ぎ、母に向かって言葉を作った。

「ほ、ほら、私の髪かみがあって、ええと、スペース取りますの」

「重ねてしまえばいいではありませんの？　人狼ルウガルウは俯うつぶせで寝ても大だい丈じよう夫ぶですし」

　それは知っている。いや、よく考えたら母も知っていて当然だ。

　そして母が、眼めを弓ゆみにした。

「ネイト？　──何か隠かくしてますわね？」

「め、滅めつ相そうもありませんわ！　何を御お母かあ様さまに隠す事があると言うんですの!?」

「じゃあ話せますわね？」

・金マル：『テュレやん超ちよう強つええ──』

・●　画：『そうね。ミトツダイラが口こう論ろん弱いのは知ってたけど、ここまで性せい能のう差さがあるとは思わなかったわ』

・銀　狼：『他人ひと事ごと過ぎますわ──！』

　だが、母が笑えみを全く動かさない。

　これはマズい。

　ここで逃げて、一晩何ど処こかで明かそうかと思ったが、この母親はソロで山やま狩がりしかねない。ついでにいうと、昔も森の中で道に迷って寝てしまったのを、救われた記き憶おくもある。

　……ど、どうすべきですの!?

　と、ミトツダイラが息を詰めた時だ。

　外から不ふ意いに、声が来た。

「ハイ、それじゃ皆、そろそろ会議終わった？　明日あしたは早くから移動だから寝ておきなさい」

　オリオトライだ。

　……救たすかりましたわ──！

　ミトツダイラは、オリオトライに瞬しゆん発ぱつ加か速そくで振り向いて言った。

「先生！　うちの母の寝ね床どこは何ど処こに？」

「寝床じゃないでしょミトツダイラ。親なんだから」

　じゃあ巣で、とも思ったが、折せつ角かくの救いが来たのだ。ミトツダイラは努めて笑顔で、言葉にも落ち着きを持って言い直す。

「Ｊｕｄジヤツジ．、では先生、うちの母のベッドは、何処に？」

「ああ、それなら──」

　オリオトライが、後ろを指さす。そこは広場に面した高たか台だいで、教員用ようのバンガローが並んでいる。

「あそこ、私達との同室はどうですか？」

「まあ、お洒落しやれな場所ですわね」

　やりましたわ！　とミトツダイラは思った。

　母の意い識しきを外に逸そらした。先生有あり難がとう御ご座ざいますの。

　……御おん礼れいは水み戸との納なつ豆とう一年分ぶんで！

　と、思っていると、オリオトライが腰に手を当てて微笑する。

「ちょっと酒さか瓶びん転がってますけどね。それでも、子供達たちの天てん幕まくより広いですよ」

「──あら？　うちのネイトも言ってましたけど、そんなに狭いんですの？」

「ええ。ミトツダイラの天幕は、トーリにホライゾンに喜き美みと浅あさ間まも一いつ緒しよですから」

　沈ちん黙もくが訪れた。

　ややあってから、ナルゼが一ひと息いきをついた。

・●　画：『何い時つくらいに覗のぞいたら、いいラフが貰もらえるかしら』

・傷有り：『ふふ、皆さんが一緒に寝てるのは、いい絵になりそうですね』

・金マル：『なるよー。超なるよー』

・銀　狼：『洒落になりませんのよ──！』

　だが、母がこちらに笑顔で振り向いた。

「先生？　やはり今夜は、娘むすめの天幕に御お世せ話わになりますわ」

「あ、あの、……御お母かあ様さま？」

「何ですの？　ネイト？」

　母が、笑えみのままで、こう言った。

「──隠かくし事は無いんでしたのよね？」
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「隠しもせずに、夜でも祭を始めるとは、また、血ち迷まよったものねえ」

　音が聞こえる。

　夜の中だというのに、昼のように照らされた水面みなもの縁ふち、金の翼つばさは音を聴きいていた。

　加か藤とう・嘉よし明あき。

　彼女がいるのは輸ゆ送そう艦かんの艦かん橋きよう上じように設けられた露ろ天てんプールの中だ。プールサイドに座って魔術陣マギノフイグーアを操そう作さしている脇わき坂さか・安治アンジー共々、彼女は二つの音を耳にする。

　一つは、艦かん上じようにて行われている宴えん会かい祭さいの音だ。

　……昼間よりも、賑にぎやかね。

　祭は、毛もう利りに来る際に、小お田だ原わら征せい伐ばつの一部前まえ倒だおし再さい現げんとして行っていたものだった。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、北ほう条じようの小田原城じようを水みず攻ぜめした時、羽は柴しば勢ぜいは北条側がわに余よ裕ゆうを見せつけるため、宴会を連れん日じつ続けるという。が、小田原征伐を急ぎ済ませようとした場合、これは危険だ。遅ち滞たい条件として北条側から〝祭をやってから戦争の決けつ着ちやくを〟と言われかねない。

　ゆえに先行して、それを行ってはいたが、

「アンジーとキメちゃんが小お田だ原わら征せい伐ばつに遠えん征せい行くから、本気できっちりやっておかないと行けなくなっちゃったね」

「そうねアンジー。──でも、夜のプールと期待したら、かなり明るくて残念」

　だが、祭の音は賑にぎやかだ。

　響ひびく笛ふえや太たい鼓こ。それは極きよく東とう側がわだけではなく、M. H. R. R.神聖ローマ帝国の音も含んでいる。

　そして、それらの音の向こう、北側から、二つ目の音が響いてくる。

「巴パ里リ側がわの大だい工こう事じの音か」







[image: 第九章『提灯下の魔女達』]
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　嘉よし明あきは、巴パ里リを遠くに見ていた。

　不ふ夜や城じようの光の方、アンジーを傍かたわらに聞こえるのは、祭の音と、遠えん雷らいのように聞こえる工事の音。それらを耳の中で重ねて聴ききながら、嘉明は言う。

「竜りゆうが土を掘ると、あんな派は手でな音になるのね」

「掘るって言うより、崩くずれる感じの音だよね、アレ」

　と、アンジーがこちらに魔術陣マギノフイグーアを見せた。

　そこに映るのは巴里の夜や景けいをバックにした影かげ絵えだ。市し壁へき上じように仕掛けられた木製のジブクレーンを飾りとするように、巨きよ大だいな竜の影が動き、街の周囲を掘り返している。

　……絵だけ見れば、悪魔メフイストの都市だわ。

　向こうから見れば、こちらはさしずめ夜に浮かぶ幽ゆう霊れい船せんの賑にぎわいだろうか。

　どっちもどっちね、と思いながら、嘉明はプールサイドに行く。

「……ここの縁ふち、ちょっと抉えぐれてるのは、あれかしら。昨日きのうの昼に、武ぶ神しんの砲ほう撃げきが掠かすった跡かしら」

「カッキーよく直ちよく撃げきしなかったねえ」

「片かた桐ぎりの背で立ち泳ぎしてたら、流石さすがに届かないわよ。でも、衝しよう撃げきで水底まで叩たたきつけられたと思うけど、溺おぼれなくて良かったわ」

　あの戦せん闘とうで、福ふく島しまと清きよ正まさは、武神一機ずつを中ちゆう破はにまで追い込んだ。が、彼女達たちは、ある老ろう人じんによって、止められた。清正においては、下へ手たをすると致ち命めいとなる傷まで得て、だ。

　……あれは……。

「加か藤とう・段だん蔵ぞうまで出てきたのね」

　戦せん国ごく時代、最強とされる忍にん者じやは幾いく人にんか候こう補ほがある。

　加藤・段蔵はその一人であり、幻げん術じゆつ遣つかいだ。体たい術じゆつや忍にん術じゆつよりも、化ばかすどころでは無く実じつ体たい化か、具ぐ現げん化するような幻術を用い、己おのれが仕える家さえも手玉にとった。

　最強の忍者を語るにおいて、その行ぎよう状じようのレベルでは、最さい上じよう格かくと言っていい。

　尚なお、彼が本ほん人にんかどうかの照しよう合ごうは出来ている。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシ方面に出ていた柴しば田た班はんから、照しよう会かいが為なされたのだ。

　それによれば、老人はノヴゴロド市長マルファの執事バトラーで、トビーと名乗っていたらしい。

　無む論ろん、それは偽ぎ名めいだ。加藤・段蔵は、元々が上うえ杉すぎ家けに仕し官かんしていた。その事と、ノヴゴロドに彼がいた事は重なる。

　結局、彼は真田さなだに流れていったものとされるが、

「まさか、あれが、真田十じゆう勇ゆう士しの師し匠しようだったなんてね」

「正確には師匠筆ひつ頭とうだと思うよ。大だい先生、って言ってたらしいし」

「ならば他の天てん竜りゆうや地ち竜りゆうが〝先生〟って事かしら」

　嘉よし明あきは、プールサイドに頰ほお杖づえをついた。

「私達の先生は、どうかしら」

「どっちの？」

「今の気き分ぶん屋や」

　嘉明は、吐と息いき付きで言う。

「教員のくせに、自分の恨うらみ晴らす事しか考えてないからね。私達全ぜん員いん、基本は放ほう置ちだけど、巻き込まれなくて幸いだわ。──私達は私達でやる事あるんだし」

　と、北の方から大きな堅い音が聞こえてきた。

「──何か岩でも割ったみたいね。流石さすが、竜りゆう属ぞくは力があるわ」

「こっちの班はんは面めん倒どうだろうね。だってほら」

　と、アンジーが、巴パ里リを映した魔術陣マギノフイグーアに、一枚の画が像ぞうを重ねる。

　それは月光を浴びた一つの影だった。

「さっき、輸ゆ送そう艦かん襲おそった大型竜りゆうの影。落らつ下かしていくのを撮さつ影えいしておいたんだけど、今、巴里にいる六ろく体たいとは別だよね、これ」

「竜の傭よう兵へい隊たい長ちようとか、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはやりたい放ほう題だいね」

　でも、と嘉明は言った。

「ノってるのはよく解わかるわ。これを抜けたら、六護式仏蘭西にはもう〝勝ち〟の未来しか残っていないんだもの」

「それ言ったらアンジー達も一いつ緒しよっしょ」

　言われ、嘉明は思った。確かにそうね、と。

　……参まいった。

「悪かったわアンジー。何か、気分がネガになってて。──羽は柴しば勢ぜいだって、この時期から聖せい譜ふ記き述じゆつではほぼ無む敗はいなのよね。小こ牧まき長なが久く手てくらい？」

「慶けい長ちようの役えきの撤てつ退たいもあるけどね。でもまあ、何となくネガになるのは解るかなー。

　出る杭くいは打たれるってヤツだよね。あ、隠いん語ごじゃないよ？」

　アンジーがこっちに気を遣つかっているのがよく解って、すまないと思うと同時に有あり難がたい。

　ちょっとテンション持ち上がった。口を開くだけではなく、内ない心しんを開こうという気になる。

「──常じよう勝しようの機き運うんありとはいえ、〝解かい釈しやく〟もあれば敵てき意いもあるものね。こっちも表おもて舞台に上がって行く以上、そういうのとは相あい対たい必ひつ至し。天てん下かを取る羽柴の下にいるからには、戦せん闘とう回数は多く、相対回数も多いのが難だけど」

「あー……、楽に生きて行ければ良かったよねー」

　確かに、と思うが、それも運命だ。

「加か藤とう・嘉明に脇わき坂さか・安やす治はるなんて、十じつ本ぽん槍やりでは結けつ構こう気き楽らくなのを襲しゆう名めいしたつもりだけどねえ」

「アンジーは可愛かわいいからそれでいいかなあ」

　名前の事だろう。流石さすがに己おのれ自身を指してるとは考えない。

　と、また、北の方から大きな音が響ひびいた。

「──向こうは派は手でだねえ」

「恐らく、予よ定てい以上に濠ほりを深くしてるわね。きっと、この戦せん闘とうの後も考えてる筈はずよ」

「それは？」

　ほら、と嘉よし明あきは、アンジーの示す巴パ里リの画が像ぞうを指さした。

「巴里は、中央を東西にセーヌ川が流れてるのよ。つまり元々が高い土地じゃない。フツーの平野に出来てる都市。だから水みず攻ぜめもしやすいわ」

「……前から思ってたけど、向こうの人達が濠作る意味、あんの？」

　アンジーの言う事も尤もつともだ。

　濠を作っても、それは一時的な緩かん衝しようにしかならない。平野であるなら尚なお更さらだ。

　だが、意味はある。

「単純に、地上戦せん力りよくが乗り込みにくくなるわ。船だって陸の上には大量に持ち込めるものじゃないものだしね。だから、攻め手は、水攻めしたら基本は囲んでるだけになる。

　つまり敵はそういう状況を望んでいるという事。もう一つ理由があるなら──」

　それは、

「戦後、セーヌの流れを巴里の外がい周しゆうに確実に回す事で、二つの効果が得られるわ」

「農業発はつ達たつ？」

「巴里くらいの大だい都市だと、郊こう外がいの農場化かはもう完成されているわよ？」

　じゃあ、とアンジーが上を見た。上空、幾いくつも吊つるされた灯とう光こう術じゆつ式しきのカクテルライトを仰あおいで、彼女は言う。

「──欧おう州しゆう戦せん線せんでの、防ぼう護ご？」

「そうね。一つはそれ。何しろ三十年戦争後ごも、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは他国と戦争を行って行くわ。内ない乱らんだって予告されている。だから巴里を、未来に備えた形にしておくのは悪くない。

　更さらには──」

　と、嘉明がそこまで言った時だ。

　この艦かん橋きよう上プールに至る階段から、声が来た。

「更には、都と市し開発ですねー」

　竹たけ中なかだ。
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　アンジーは、竹たけ子このことが、ちょっと苦にが手てで、大だい分ぶ好きだ。

　苦手なのは、竹子の指し示じだ。毎度無む茶ちやを言ってきて、正直、聞いただけでは訳わけが解わからなくて、嘉よし明あきの解説を必要とする時もある。

　……アンジーが馬ば鹿かじゃないと信じたいなー……。

　自分で不安を感じる間は大だい丈じよう夫ぶだろう。駄だ目めになったら戦せん闘とうのし過ぎによる時代の被ひ害がい者しやを名な乗のる事に決めている。

　ただ、竹たけ子こについては、好きの方が大きい。何な故ぜなら、

「竹子ー。戦せん況きよう読めてる？」

「はいはい、そこそこには読めてますよー」

　気き楽らくだ。

　竹子は無む茶ちや苦く茶ちやな注文をしてくるが、こっちが無茶な返しをしても受け止める。何しろ、任にん務むや目もく的てき第一で、そこに予よ断だんがないのがいい。目的が共通しているのに裏うら表おもてが無く、更さらには指し揮き官かん面づらをしない。その上で、

「御お菓か子し要いりますー？」

「貰もらう貰うー」

　ほうー、と竹子が頭ず上じようにエクレアの皿が載のった盆ぼんを掲かかげる。

　取りに来いという事だろう。プールサイドから、翼つばさを先に立てて上がろうとする相あい方かたを手で制し、自分が腰を上げる。

「よく考えたら、それ、敵てき性せい菓子じゃないかなー？」

　竹子とは菓子の好みが近いし、話も何となくテキトーに合う。ああ、うんうん、と頷うなずいてきて、解わからない事は的まとを射いて問うてくるタイプだ。頭がいい、と地じ味みに解る。

　プールサイドに菓子の皿を置き、肩かた下さげのバッグを置く竹子まで十数歩ほ。アンジーは近付いていきながら、

「どんな感じ？」

　はいはい、と、彼女は足あし下もとにロングタオルを敷しき、羽は織おっていた上着を脱ぐ。

　下に着ているのはセパレートの水着だ。

　……意い外がいに胸あるんだよねー……。

　身しん体たい測定の時には腹回りを気にしていたから、そういうものなのだろう。

　だが、竹子が、バッグから夜食や酔よい止め薬を出しながら、

「ま、簡単に言うと、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも、かなーり水みず攻ぜめ対策やってきて、更さらにはこの戦闘の後まで考えてるって事ですね」

「さっきの、都と市し開発って事？」

　辿たどり着く。手て振ぶりで拝おがんで礼れいとして、皿を盆から二つ取る。

「六護式仏蘭西は、戦争しながら何やってんの？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──水すい路ろがあれば、この時代は下げ水すいを流せますからね。巴パ里リを囲むセーヌ分ぶん流りゆうの水路が出来れば、水路の外に街を拡かく張ちようする事が出来ます」

　そう言って、彼女は表示枠レルネンフイグーアを出した。

　指でそこに描かれるのは、円形の巴パ里リと、その中央を左右に貫つらぬくセーヌ川の概がい要ようだ。それはまるで、

「二に境きよう紋もんっぽいねー……」

「アンジー」

　後ろから飛んで来た声に、アンジーは苦く笑しようした。

「あ、うん、言わない言わない」

　はは、と竹たけ子こが苦く笑しようする。

「そっちは気き遣づかい大変ですね。──と、まあこんな感じで」

　と、竹子が、巴里の外がい周しゆうにも水路を描いた。

「内部と同じ比ひ率りつで都市を水路の外に拡かく大だいすると、何と市し街がい面積は二倍になります。この時代、既すでに世界有ゆう数すうの大だい都市であった巴里ですが、それをもう一個重かさねるだけの余よ地ちを、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズはここで得る訳わけですね」

「大たい国こくの余よ裕ゆうね。で、竹たけ中なか、戦せん況きようの見立ては？」

「やっぱり水みず攻ぜめでしょう」

「短たん時間で勝負はつけられるの？」

「拠きよ点てん防ぼう衛えい方式ですけど、方法はありますよ？」

　竹子の言った台詞せりふ。それに対して、アンジーは眉まゆをひそめた。

「拠点防衛？」

　こちらがするのは水攻めの筈はずだ。

　水を溜ためる堤てい防ぼうを作って、セーヌを氾はん濫らんさせ、巴里を沈める。

　そういう流れで行く筈だ。だが、この方法をとるならば、

「どうしてこっちが拠点防衛になるの？　向こうは、巴里を固めて外に出て来ないつもりだろうし。もし出てくるとしても、あのベルンハルトの傭よう兵へい竜りゆう団だんを用いた奇き襲しゆうくらいでしょ？」

「いやいや、全ぜん戦せん力りよく、頑がん張ばって表おもてで戦って貰もらいますよ？」

　竹子の言う意味は、相変わらず解わからない。

　……苦にが手てだなー。

　だが、後ろから声が来た。

「アンジー、食べてないで持って来て」

「あ、御ご免めん」

　つい、自分の分を口にしていた。

　明日あしたの朝は早いのだ。北ほう条じようまで、可か児にを乗せていくとなると気も遣つかう。食い溜だめ、とまではいかないが、今の段階から〝蓄ちく積せき〟のような感覚は欲しい。だから、

「ほいほい。──竹子、ありがと」

「戦せん術じゆつ聞ききます？」

「アンジー達、現げん場ばいないし」

　そうね、と嘉よし明あきがプールサイドに上がって来た。

　……おーう。オッパイデカいよキメちゃん。

　翼つばさがあるので、胸を下にして上がらざるを得ない。その分、胸は強きよう調ちようされ、

「艦かん上じようは大気調ちよう整せいがあるし、この時期の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは極きよく東とう気き候こうで結けつ構こう蒸むし暑いのね。

　──って、アンジー、何なに見てるの？」

「エクレアの行き先」

　アンジーはそう言って、相あい方かたの元に辿たどり着く。振り向けば竹たけ子こがプールの水を身体からだに掛けて、あひゃあ、とか言っている。

「竹子ー。水、ぶっちゃけ温水だから、そんな緊きん張ちようしなくていいよ。あと、眼鏡めがね」

「大だい丈じよう夫ぶ、防水ですんで」

　それ意味あるんだろうか。ただ、言っておく事がある。

「中で吐いたら怒るかんね」

「大丈夫ですって、さっき食べたのは消化にいい極東風ふうピザですし」

「ああ、お好み焼きって言ったら聖せい連れんに[image: ]しかられるんだっけ」

「あれ、ボウルで混ぜてる時って、ゲローンみたいだなー、と思うと、ちょっと吐きそうになりますよね」

「自じ給きゆう自じ足そくしたの？」

「してませんって」

　言いつつ、竹たけ中なかが、水を己おのれに掛けていた手を下に振って、水すい滴てきを払う。

　……これから水に入るのに、意味あるのかなー……。

　ここら辺も、竹中の好きなところだ。何年見みても珍ちん獣じゆう系けいだと思う。だが、彼女には問うておくべき事がある。それは、

「勝てる？」

「そのつもりですよー」

「どのくらいダメージ？」

　そりゃあ、と言いながら、竹子が水に入った。

「──おっと、ホントだ！　随ずい分ぶんとヌルいですねー」

　誤ご魔ま化かされたな、と思うこちらの横、嘉明が呟つぶやいた。

「明後日あさつてもそうだといいわね」

　半はん目めの彼女は、よ、という小さな声とともに、プールサイドの上で身を回す。水面に身を向けるようにして、だ。

　だが、嘉明は翼を震わさない。ただ、水面を見れば、灯とう光こうが明るくて夜空は映っていない。だからというように、彼女がプールサイドの段だん差さに座る。足を水に浸ひたらせ、首の動きだけで夜空を見上げた。

　自分も見上げた。

　空には二つの月がある。嘉よし明あきに無む言ごんでエクレアを差し出すと手に取ったから、自分に浸っている訳わけではないようだ。だからこちらも、月を見上げて、

「明日あしたの朝も見えてるかな」

「どうかしら」

　嘉明が、同じ月を見上げながら言う。

「威い圧あつの無い、いい夜ね」

　一ひと息いき。

「──明後日あさつてから、私達と武蔵むさし勢ぜいの戦いが始まるというのに、何て空は青黒い」
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　夜の底で、滝たきの落ちる響ひびきと、川の流れる音が鳴っている。

　谷たに底ぞこのように、岸がん壁ぺきが左右に立った河原かわらだった。

　小こ石いしの河原には、中に明かりを点ともした天てん幕まくが幾いくつかあり、中央近くには巨きよ大だいな竹たけ竿ざおランチャーが高く突き立っている。

　天幕の外にペイントされているのは、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの紋もん章しようだ。

　そんな天幕の間を、うろうろしている影がある。

　ミトツダイラだ。

　彼女は、それぞれの天幕の間をゆっくりと歩き、見回し、

　……えーと……。

　母と王達たちが自分達の天幕に入ったのは見み届とどけた。自分はその中にいると容易たやすく地じ獄ごくを見ると判はん断だん出来たので、〝外の見回り〟として出たのだが、

「う……」

　ともすれば、眠ねむ気けが来る。

　何しろ今日きようは午後に派は手でな戦せん闘とうやって、その後に食事で風ふ呂ろでさっきは夜食だ。これで眠くなって来ない方がおかしい。王達は先に一回寝ねている筈はずだが、智ともや喜き美みは……、いえ、喜美は大だい丈じよう夫ぶそうですわね。

　何はともあれ、先に寝た方が負けな気もする。

　だからなるべく、身体からだを動かすに限る。見回りとして天幕の間を行き、河原の大きな石に腰掛けて一ひと息いきもつく。そのまま辺りを見回し、天幕の明かりを外から見て、

　……御お母かあ様さまが眠ってくれれば、楽ではありますけど……。

　あれも体力無む尽じん蔵ぞうタイプなので、困りものだ。微び妙みように喜美とキャラが近い気もするが、手を組まれたら終わりだろう。

「全く……」

　どうしたものですの、と呟つぶやこうとした時だ。

「──第五特とく務む」

「え？」

　石の上から振り返ってみれば、傍そばにいるのはアデーレだ。言われる一ひと言ことは、

「──寝てましたよ？」
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「は？」

　ミトツダイラは、慌あわてて身を起こす。が、

　……あら？

　いつの間に、頰ほお杖づえをついていたのか。先さき程ほどまで、自分の記き憶おくは天てん幕まくの明かりを見ていたというのに、だ。

　気付けば姿し勢せいも前に折れ掛かっているし、髪かみもやや重い。

　アデーレが、苦く笑しようの顔をこちらに見せ、

「交代しましょうか」

「い、いえ、私は──」

「折せつ角かく、御ご家族来てるじゃないですか」

「だからこそ問題が……」

　ある、と言いかけて、ふとミトツダイラはアデーレを見た。

　アデーレには両親がいない。

　だが、ミトツダイラは、アデーレが従じゆう士し用ようの槍やりを肩に担になっているのを見た。だから、

「定時、というところですの？」

「二時間交代ですよね。昨夜は気にしてませんでしたけど、今夜は北ほう条じようさんところが騒さわがしいですから」

　ならば、余よ計けいな気き遣づかいはお互いに無しという事だ。職しよく務む重じゆう視しとして、

　……もう、十二時ですのね。

「次の交代は？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、第一特務が入るそうです。その次はペルソナ君さんだそうで」

　と、アデーレが横に口を広げた笑えみを作る。

　そして彼女は、口の横に手を立てて、

「第一特務の時、うちの天幕からメアリさんを外に出そうかと」

「いいですわね……！」

　これから自分に何かあったとしても、二時間後ごには別の話題で上書きされる事が確かく定ていだ。

「見事ですわアデーレ！」

「いやいや、まだまだですよ」

　言っている意味が解わからないが、結果としてこちらの安全は確かく保ほ出来た。

　……では、とりあえず天てん幕まくに戻りましょうか。

　アデーレに手を振って、自分の天幕の方に行く。

　途と中ちゆう、男共どもの天幕の中からは、

「おい！　そろそろ誰だれかここの七を出せ！　拙せつ僧そうが負けるだろうが！　折せつ角かく今回は験げん担かつぎに〝世界の姉あねトランプ〟を持って来たというのに！」

「だったらメアリ殿どのがモデルのハートの十二を出すで御ご座ざるよ！　そして負けて〝姉さんがりあ充じゆう・ノルマン征せい服ふく編へん〟の、〝特とく典てん・変なジュース〟付きを自分に寄よ越こすで御座る！」

「それネタを詰め込み過ぎだろう。そもそもここの六を出さない馬ば鹿かは誰だよ一体？　これじゃあ僕がさっき取った〝夫おつとー三世せい〟が何ど処こにも動かないよ？」

　などと、醜みにくい争いが行われているが、第一特とく務むはそんなにヒートアップして夜の見回りが大だい丈じよう夫ぶなのだろうか。

　ともあれ、王達たちの天幕が見えた。

　前に立つと、内側の明かりによって、影かげ絵え状態となった中の動きが見える。

　手前の布面に、大きく映っているピラミッドみたいな影は母だろう。

　起きている。そして聞こえるのは、

「──ええ、ネイトったら、初めてうちの泉いずみで泳いだ時、水が怖こわくてお腹なかを下に出来なくて。仕方ないから、抱きかかえたら、そんな事はしなくていいって、どっちなのか解らなくて、凄すごく困りましたの。それであの子ったら、お腹が冷えたのか、泉の中で──」

「御お母かあ様さま──[image: ]」

　天幕の入口を大きく開けると、もたれ掛かっていたらしい浅あさ間まが倒れてきた。

　……え？

　と思ったのには、理由が二つある。浅間がそこにいた、という意い外がいもだが、

　……我が王が向かいにいて。

　浅間は、浴衣ゆかたの下には何もつけない派だ。

　バランスを失して崩くずした正せい座ざのままこちらに倒れた浅間が、慌あわてて腿ももの間を押さえ、

「きゃああああああ！」
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「早さつ速そく賑にぎやかにやってるわねえ」

　と、自分達の天幕の入口から顔を出しながら、ナルゼは呟つぶやいた。

　入口の傍かたわら、アデーレが立っていて、

「いやホント、賑にぎやかですよねー……」

「あ、うん、でもアデーレ」

　こちらの上から、マルゴットが顔を出す。彼女はアデーレに笑えみを見せ、

「アデーレ、いい仕事だったね。次はテンゾーとメーやん仕込んだし」

「え？　──あ、Ｊｕｄジヤツジ．！　このくらいは、ええ」

　アデーレが微笑して、右の親おや指ゆびを立てて見せた。

　そして彼女は一ひと息いきをつき、明かりの灯ともっている天てん幕まくの群むれを見渡す。

　その視線が止まるのは、ミトツダイラ達の声が聞こえる天幕だ。

「ホライゾン副ふく王おうが来てから、前より賑やかになりましたよね。あと──」

　あと、

「最近は、ホライゾン副王も、牽けん引いんし始めているんじゃないかと思います。自分達全ぜん体たいの事や、総そう長ちようと副王の周辺の人達を」
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　アデーレは、自分の中に、ちょっと言葉を収めた。

　今の台詞せりふで、そのまま言おうと思っていたものを、言わずにおいたのだ。それは、

　……ホライゾン副王も、総長に似てますよねー。

　哀かなしみたくないという個人的な望みが、いつの間にか、自分も含めた最大範はん囲いの幸福を作ろうという願いになった。そんなように思える。ただ、それは、

　……個こ人じん個人で区分けした、それぞれの最さい大だい幸福の追求じゃなくて……。

　たとえば、あの天幕の中の皆、──人狼女王レーネ・デ・ガルウは違いますけど、浅あさ間まさんや、第五特とく務むや、喜き美みさん達という、〝関係〟内の最大幸福だ。

　皆が、幸いになればいい、というところだろう。きっとそれは、

「境きよう界かい線せん、ですか」

　誰だれかが幸せになったら、誰かが幸せを失うのは間違っている。

　幸せと不幸せの平行線せんではなく、皆が幸いに揃そろう境界線。

　それを、二人は探っているようにも思えるし、

　……だとしたら……。

　あの天幕の中にいる皆や、それを包むようにいる自分達は、幸いの境界線に誰よりも早く降りられるという事だろうか。

「──どうしたの？　アデーレ」

「あ、いや、移い動どう教室ってだけあって、いろいろな事を考えるなあ、って」

「そうねえ……」

　と、ナルゼが頰ほお杖づえを突いて言う。彼女は、夏の虫の音ねへと視線を投げかけながら、

「確かに、ネタは凄すごい出たわ」

「やはりそっち！　そっちに行きますよね!?」

　相変わらず過ぎる。しかし黒魔女シユヴアルツヘクセンはペンを掲かかげ、

「馬ば鹿か共どもの天てん幕まくを元に生まれたネタは後でリストにするわ。──アンタ達の天幕は？」

「あ、自分のは、少し入れ替えあって、鈴すずさんと副ふく長ちよう、副ふく会長の天幕になりました」

　言って、アデーレは天幕の中を思い出す。毛布を敷しくなり、副長が即そく眠みんに入ったが、

「相変わらず、英国でみたような凄い寝ね相ぞうなので、鈴さんと副会長をとりあえずガード出来るよう荷物を積んでます。あと──」

「マサやんとナルミンの天幕って言う、ある意味、地じ獄ごく天幕は？」

「ああ、会計補ほ佐さが入る筈はずが、武蔵むさしですもんねー……」

　アデーレは、どうしたものかという口く調ちようで、件くだんの天幕を見た。

　影が動いている。その形と動きは、ナイトが見るに、

「何か、デカいものを振り回したりしてる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、酒飲みながら義ぎ腕わん談だん義ぎっぽいですよ？　ほら、二人ともそこらが合うので、さっきちょっと関かん節せつ構こう造ぞうのあり方について凄い勢いで飲みながら話してました」

「二人とも、そこらへん話せるの周囲にいないもんねえ……」

　見ていると、その天幕から声が聞こえた。

「──は？　それは効率が良くても精せい度どが駄だ目めでしょう。それでも技ぎ師し？」

「機き関かん部ぶは頑がん丈じようさもだが、メンテ性が大事なんさね。──解わかれ！」

　などと、

「聞いていると喧けん嘩かっぽく聞こえますねー……」

「でもあれ、仲がいいわよ。ほら、きっと武蔵に着いたら一いつ緒しよに工こう具ぐとか物ぶつ色しよくに行くに決まってるわ。絶対ね」

「ああ、そうだね。ナルミン、ウッキーとは別で、マサやんと余り喋しやべらず行くね、絶対」

　……何が〝絶対〟なんですかね……。

　でも確かにそんな気もするから怖こわい。

　ともあれ、他、気になる天幕は、

「ノリキさんのとこですか」

　明かりが消えている唯ゆい一いつのテントだ。だが、天幕の中、小さな光こう源げんも見える。あれは、

「同室のペルソナ君さんと、御お広ひろ敷しきさんが、表示枠サインフレームで対たい戦せんやってますね」

「わざわざこんな真田さなだの土地に来てゲームしなくてもいいじゃんねー……」

　同どう人じん誌しのネーム切りはいいんだろうか。

　だが、アデーレは思った。皆、動き出しているんですね、と。

　先にも言ったように、副ふく王おうが合流してから、それまで止まっていたものや、これでいいかと思っていたものが動き出したように思える。

　……浅あさ間まさんも、第五特とく務むも。

　まさか、総そう長ちようや副王と同じ天てん幕まくで移い動どう教室など、春の段階では思ってもいなかったろう。

　……自分も。

「どーしたの？　アデーレ」

　さっきと同じような問いかけだ。だが、今、言うべきは、

「いやあ、三み河かわから随ずい分ぶん、遠くに来たし、いろいろあったなあ、って」

「ああ、そうね。三河で先生に負けてた辺りでは、まさか機き動どう殻かくごと鎖くさりで竜りゆうに叩たたきつけられるとか、そんなエクストリームな事、夢にも思わなかったわよね」

「い、嫌いやな思い出をクローズアップするのやめましょうよ！」

　言いつつ、アデーレは考えた。いろいろあって、遠くへ来たけど、

　……皆の反応やアクションは、昔から変わらないですよねー……。
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「では、今回は保ほ護ご者しやも一部参さん加かと言う事で、お泊とまり会の寝ね床どこ決めです」

　と、ホライゾンが中央近くに正せい座ざし、毛布を縦たてに広げた。

　浅あさ間まはそれを見て、自分の位置を考える。

　……入口側に喜き美みが横たわって、私達はその前に垂すい直ちよくに並ぶ形ですね。

「えーと、ミトのお母かあさん、ミト、トーリ君、ホライゾン、私、そんな感じですかね」

　一応、部屋長ちようという事で、ホライゾンとトーリが頷うなずくのを浅間は確かく認にん。

　……ミトのお母さんがいるほかは、昨日きのうと同じですね。

　と、そんな事を思っていると、寝転がった喜美が尻しりに触ってきた。

　こら、と視線を向ければ、喜美はウエストの辺りに顔で寄り添ってきて、

「フフ、昨日と同じ位置で安あん堵どした？　それともちょっと残念？」

「いえ、別に」

　答えて見るものの、促うながしに対して〝どっちでしょうね〟と一いつ瞬しゆんでも思ってしまうのがどうしようもない。だが、

「代わってあげよっか？」

「え？」

　喜美の位置は、彼の腕うで枕まくらが無くなる代わりに、その顔を眺ながめていられる位置だ。

　……ちょ、ちょっと待って下さいよ？

　どっちがいいか、という基準で考えそうになって、少し困る。

〝いい〟、という基準を、自分ではなく、この天幕の住人全ぜん員いんとして考えなければ駄だ目めだ。

　そういう観かん点てんで見るなら、自分の本来の位置より、喜美の位置の方が中央には近く、また、全体を俯ふ瞰かん出来て、彼の寝ね顔がおを眺めていられて──、

　……そうじゃなくて！

　と、慌あわてて思し考こうを打ち消した時だ。喜美が、こちらのウエストに頰ほおをなすりつけながら、小さな、転がるような声で言う。

「もし、浅間の位置になったら、ホライゾンと位置交こう換かんして貰もらおうかしら」

「駄目です」

　浅間は半はん目めで即そく答とうした。

「今の位置で問題ありませんので。ええ」

「あらあら、愚ぐ弟ていの事になると交こう渉しよう能力無い巫み女こねえ」

　肩を震わせた笑いを作るのが腹立たしい。いい位置にあったので耳を摘つまんで捻ひねると、

「あんっ。あ、浅間っ、駄目よこんな時間からいきなり私のお肉の先端つまんでっ、まさか愚弟に取りかかる前に、まずは私からろ、ろう、ろー、……かく？」

「籠ろう絡らくでは？」

「──それよ！」

　どれですか一体。

　だが、見ればホライゾンは、どこからか出した湯ゆ飲のみで茶を飲みながら、こちらに対して頷うなずいているし、彼は黒くろ髪かみ女じよ装そうで姉のギャグに絡からみたがっている。

　いつもの空気だ。

　ミトも半はん目めで喜き美みを眺ながめているし、ミトのお母かあさんだけはこういうのが初しよ見けん──、

　……え？

　浅あさ間まは、ミトの母ははが、馬ば鹿か姉あねの所しよ行ぎように対して、こちらの予想とは違った表情をしているのに気付いた。彼女は、ぎゃあぎゃあやってる騒さわぎに対し、あらあら、とか、まあ、という、呆あきれや驚き、苦く笑しようでも見せているかと思えば、

「────」

　目を細めて、懐なつかしむようにしているのは何な故ぜだろうか。

　知ってる？　という疑問は、おかしい。

　喜美とミトの母は、既き知ちではない筈はずだからだ。

　無む論ろん、彼と彼女は、知り合いでもおかしくない。IZUMOで攫さらわれてからの後、本ほん人にん達たちの言い分が正しければ、彼は全ぜん裸らで鎖くさりと首くび輪わに繫つながれて餌え付づけされ、夜には裸はだかで出しゆつ血けつして、彼女と二人、一いつ緒しよのベッドで寝たというのだから。

　……ど、どこまで本当か知りませんけどね!?

　一回、理解の範はん疇ちゆう外がいだったので想そう像ぞうで絵にしてみたが、凄すごい事になった。ミトの家か系けいという事で、彼を四よつん這ばいにしたのがいけなかったのだと思う。禊祓みそぎのために焼いて捨ててしまったが、万まんが一いちも考えて撮さつ影えいはしてあり、結論としては迂う闊かつに死ねない案あん件けんが増えた。

　とはいえ、明日あしたは早いのだ。

「ほら、明日のためにも、早く寝てしまいましょうよ」

「あら？　もう少し、お話ししませんの？」

　ミトの母が、残念そうに言う。

　その口く調ちように、噓うそはないと、浅間は思った。

　……凄い久しぶりの、親子対たい面めんですからね……。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでも、一時的に行動を共にしているそうだが、基本は敵だ。今もそういう関係ではあるが、明日の毛もう利り側がわとの会議まで、立たち場ばの明確性せいは薄い。

　場合によっては、もう、こういう機き会かいが無いのかもしれないのだ。

「…………」

　浅間は、内ない心しんで自分の頭を叩たたく。

　思い出すのは昔の事だ。

　……私は、母かあさんを、失ってるというのに……。

〝母〟の気が解わからないのは、いけない。

　自分の母は随ずい分ぶん、こちらによくしてくれたし、母の気け配はいのようなものは、神じん社じやを中心としてときたま感じるのだ。祖そ霊れいというものだろうか。自分を見守ってくれていると思うのだが、

　……あれ？　よく考えたら、今の状況、うちの祖霊的に有りって事なんでしょうか。

「う……」

　過去の事を思い出して哀かなしくなるかと思えば、そうでもない。

　随ずい分ぶんと、自分は、周囲のノリになれてしまっているらしい。

　ただ、哀しくないのには、原因がある。

　昔、母が亡なくなる前に、同じ部屋と同じ時間で過ごした期間があったからだ。

　その間、母は自分に、料理や生活、神しん道とうのいろいろを丁てい寧ねいに仕込んでくれた。

　そこで、父と母の馴なれ初そめや、母の昔の事も粗あら方かたを聞いて、共に笑った。

　あれは今いま思えば、〝受け継ぎ〟だったのだろう。

　だから、母を亡くした時、哀しかったが、お互いの関係でやり残したというような、そのような感覚は希き薄はくだった。

　母がいなくても、代わりは出来る。

　それが可能であるように、仕込んでくれた。

　更さらに凄すごいのは、母が、基き礎その部分をおろそかにしなかったという事だろう。

　料理で言えば、数すう品ひんを作る方法ではなく、出だ汁しや調ちよう理り法ほうの意味を教えてくれた。

　神道で言えば、術じゆつではなく、術じゆつ式しきや契けい約やくの作り方や意味を教えてくれた。

　ゆえに、自分は、母の技術をもって、自分の技術も作れている。これは、己おのれの技術に限らず、時代に合わせた技術も取り込めるという事で、

　……敵かなわないですねー……。

　自分の術式を幾いくつも持っていても、それらを他人に作らせるような教え方が、今の己に出来るのかどうなのか。

　参まいる。

　無む論ろん、今のミトツダイラと、彼女の母のお泊とまり会は、そういう性質のものではない。

　だが、〝受け継ぎ〟は、自分のように一いつ遍ぺんに行われる事もあれば、ゆっくりと長い年月を掛けて、お互い気付かずに行われる事もあるのだ。

　もしもそれがなければどうなるか。

　一時期の、彼のようになるのだ。だから、

「──あ」

　いつの間にか、黙もつ考こうモードに入っていたらしい。

　喜き美みがこちらを、下から胸を避けて見上げ、

「意見、決まった？　お話しするかどうか」

「い、いや、話はしましょうよ。──でも、何でその判はん断だんを私に？」

　こちらの問い掛けに、ホライゾンが手を挙げた。

「ぶっちゃけ、いざという時や、シメの判断はホライゾンが仕切りますが、人間関かん係けいや日常関係の判断は浅あさ間ま様さまが最さい善ぜんかと」

「そうなんですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。

「たとえば、今日きようの傷、浅間様に治ち療りようして頂いただいたのが、それです」
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　浅間は、ホライゾンの判断を聞く。

「ホライゾンは自じ動どう人形なのでパーツ交換すればいいか、と、全体を考えて負ふ担たんを無くす判断を取ろうとする時もあります。しかし、個人としては──」

　彼女は、己おのれの腕に貼はられた治療用ようの符ふを見せる。

「確かに、こうした方が、ホライゾン個人としては最さい善ぜんなのです。

　横にいる男も、意い外がいと刹せつ那な的てきなので、説せつ教きようする人が必要ですから」

　それに、とホライゾンが言葉を継いだ。

「浅間様は、トーリ様とホライゾン、そして喜き美み様やミトツダイラ様などに対しては、基本嫌いやよ嫌よと言いつつ、最後には折れますし」

「な、何か凄すごいイメージで見られてますよね私！」

「いや」

　と、彼が言った。

「──そんな浅間が、〝そうしよう〟と言ったら、俺おれ達ゃ絶対にそうするさ」

　思わず言葉を失ったこちらの眼がん前ぜん。彼が右腕を掲かかげた。

　やはりそこにも、自分が貼った符があるのだ、

「昔も怪け我がしたら治療は浅間任まかせだったけどさ。俺が〝別にいいよ〟って言っても、浅間は絶対にこういうの譲ゆずらねえんだ。──でも、そりゃそうだよな。怪我してるの放ほう置ちしてたらいけねえ。強がって〝いらない〟って言っても、怪我が早く治る訳わけじゃねえし」

　確かに……、と思ってしまうのは、詰みの一いつ手てだろうか。

　ただ、こちらとしても、聞いておきたい事がある。

　否いな、聞くべき事は山とあるのだ。しかし、その中から一つ言うなら、

　……トーリ君は、私の事、どう思っているんです？

　と、思し考こうして、浅間は追加でこう思った。

　……〝一つ言うなら〟、っていうなら、言いましょうよソレ！

　またやった。

　蓋ふたして心にしまってどうする。

　だが、彼が決めたという事は、彼の中ではちゃんとしているのだ。そのくらいの信用はある。もしも今の言葉を言うならば、それは彼に対する疑いであってはならない。

　お互いが信じているという、確かく認にんであるべきだ。

　……あ、上う手まい言い訳わけ。

　また蓋を重ねているのかも知れないが、恐らく、自分の燻くすぶってる感覚は、それなのだ。

　自分が、彼を信用しているのは確かな事だ。

　ホライゾンの言げんもよく解わかるし、彼女は噓うそをつく人ではない。

　だが、突とつ然ぜんの事で、彼を信用する自分自身を信じていいか、解わからない。

　何しろ、一生を委ゆだねてしまうかもしれない事なのだから、流石さすがに考え込む。

　そして何よりも、自分と彼や、周辺との関係がどうなってしまうのか、想そう像ぞう出来ない。

　今の心が臆おく病びようと慎しん重ちようのどちらなのかは、気分で決まるものだろうか。

　ただ、一つ思うのは、

　……嫌いやでは無いですね。

　言ったら喜き美みが飛びついてきそうなので言わない。

　ここにいる、というだけで、充分に自じ爆ばくをしているかもしれないが、今いま時じ分ぶん、プライドくらいは持っておきたい。ズルいかもしれないが、一生で最後のズルさかもしれないのだ。

　だから、というように、浅あさ間まは言った。

「私がいないと、駄だ目めですか？」

　やれやれ、という感が強く出るように言葉を作った。

　肯こう定ていされる事が解ってるから出来る安あん堵ど感かんだと、そんな風ふうに思って、自分の狡ずるさを無む理りに自覚する。こんな芝しば居いは、いつもやっている事なのに。

　すると、彼が、僅わずかに俯うつむいた。

　反応が来る。

　当たり前の事だ。だが、こちらが身を堅くして、姿し勢せいを正した時、

「あー……、浅間さ、あのさ」

「な、何です？」

　言われた。それも、頭を搔かきながら、心しん底そこ困ったように、

「自分がいないとだめですか、って、そんな風に言いましたね？」

「何な故ぜ丁てい寧ねい語ご？」

　いいからいいから、と、彼が右から左にエア荷物を置く。

　そして彼は、相変わらずの困り顔で、こう言った。

「あのですね？」

「はい」

　言われた。

「オメエがいなくて、俺おれとか大だい丈じよう夫ぶって、オメエ、そう思える？

　俺、自分でもかなり無む理りだろうと思うんだけど」
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　ミトツダイラは、浅あさ間まが、一いつ瞬しゆんで力を失って俯うつむいたのを見た。

　……あ、大ダメージ受けましたのね、あれ。

　浅間の反応を、言葉で言うなら〝確かに……！〟というところだろう。

　何しろ、命に関わるレベルでの術じゆつ式しきの契けい約やくもあるし、そうではない神しん道とう関係の加か護ご管理や、日常もある。

「智とも、我が王達の洗せん濯たくなんかも、結けつ構こう引き受けてますわよね」

「……ええ、まあ、流れとか、私の部屋で着き替がえていったりとかもあるので……」

「あと、我が王が番ばん屋やの世せ話わになった時、その釈しやく放ほう手続きとか」

「……はい、もう何と言うか、番屋からうちに連れん絡らく来るので……」

「それに、我が王や喜き美みの昼食の御お弁べん当とうも、作ったりで……」

　と、言った時だ。

　浅間が顔を上げた。眉まゆをやや立てた笑えみだった。

　ひどく疲れているというか、自や棄けになっていると、そんな風ふうに見えた。

　その直後。浅間が、その笑みでこちらに言った。

「──ミトも、トーリ君のお昼御ご飯はん、用意している時がありますよね！」

　言われ、ミトツダイラは思った。

　……それは確かに……。

　我が王は、料理は出来るが、自分に対しては疎おろそかな人だ。浅間も毎まい日にち用意をしてくる訳わけでは無いので、ときたま、自分が手て配はいをする時もある。だが、

「それが──」

　この流れで、どういう話ですの？　と言おうとした時だ。

　左肩かたに、後ろから手が乗った。声も来た。それは、

「ネイト？　ちょっと聞かせて頂いただきますわよ？」

　母だった。
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・銀　狼：『智とも──！』

・あさま：『え？　何ですか？　事実ですよね!?　ね!?』

・ホラ子：『さあ、ミトツダイラ様、ここは上う手まく凌しのぎたいところ』

・賢姉様：『ククク、何この面白さ！　姉あねで良かったわあ──！』

・銀　狼：『シャ、シャレになりませんわよ!?』
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　ふう、という母の吐と息いきを、ミトツダイラは左肩かたの後ろで聞いた。

　振り向いてはいけない。

　振り返ったら間違いなく好きなようにされる。

　出来る事なら、ゆっくりと前に出て、母の攻こう撃げきレンジから逃のがれたいが、

「ねえ、うちの子の王様さま？　──それって、どのくらいの頻ひん度どですの」

　王は、横の姫ひめと、姉の方に視線を向け、確かく認にんを取ってから、

「浅あさ間ま三回に、ネイト一回くらいの割わり合あい？」

「……ネイト！」

　逃げよう、そう思った。体てい裁さいも何も無しに逃とう走そうして、北ほう条じようで合流した方が人生が安あん泰たいですの。ええ、戦せん場じように間に合えば我が王も赦ゆるしてくれる筈はずですわ。

　あら、でも、何で私、前に出てる筈が、左肩摑つかまれてますの？

「ミトツダイラ様、何か妙みような笑えみを浮かべてないで、現実に戻られた方が」

「逃とう避ひも許されませんのね!?」

　まあまあ、と言ったのは我が王だ。彼は背後の母に対して、

「ネイト、ちゃんと食わせてくれるし、大だい丈じよう夫ぶだから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね、ミトツダイラ様の御お母かあ様さま。ミトツダイラ様の昼食イベントは、トーリ様が昼食を忘れ、浅間様も用意が無いという時に条件発はつ動どうするものですが、内容はちゃんとしているのでホライゾンも御ご相しよう伴ばんに預かります」

「あら、そうなんですの？　その内容は？」

　ホライゾンが即そく答とうした。

「焼き肉です」

「まあ！　教室で!?」

「Ｊｕｄ．、燃ねん焼しよう術じゆつ式しきと、ミトツダイラ様用の鉄てつ板ぱんがロッカーにありますので。後はミトツダイラ様が三時限目めの始まりに業ぎよう者しやに注文していれば余よ裕ゆうです」

　ホライゾンの解説を聞き、ミトツダイラは思った。

　……好き勝かつ手てに生きてきたツケが回りましたわ……。

　焼き肉は好きだ。我が王も、焼き肉は好きだ。皆も好きの筈だ。

　だからまあ、冗じよう談だん半分で始めて見たものだが、ウケがよく、今では自分のレア技になっていたりもするのだが、

　……極きよく東とうの暫ざん定てい継けい承しよう権けん二位で、騎き士し一等が、教室で焼き肉ですものねえ……。

　母に何と言われるか。笑われたりしても、事実なのだから全く言い返せない。

　すると母の声がした。

「ネイト！　見事ですわ！」

「──は？」

　母が、こちらの腰に手を掛け、一いつ瞬しゆんで半はん回転。後ろを向かされた。

　母がいる。そして母は、こちらの両肩かたに手を置き、真剣な顔で、

「男女で焼き肉を食うという事は、今夜は謝しや肉にく祭さいという暗あん喩ゆですものね！」

　また半回転。

　……ええ？

　見れば、王や、ホライゾンや、喜き美みに浅あさ間まがいる。

　喜美が、浅間の腰を抱いたまま、吐と息いきした。

「ミトツダイラったら、そういう事だったのね……。いつも愚ぐ弟ていの膝ひざに、テーブル下から甘えて乗ってこようとして、箸はしから肉にく貰もらってキャンキャン喜んでたけど」

「ネイト……、そこまで……」

「してませんわ！　してませんのよ!?」

「ですが、ホライゾンの箸からはパァクパク食べておられましたが」

　半回転させられた。肩に手を置かれ、

「ネイト！　王を落とす前に、まず姫ひめからですのね!?」

　半回転。見ればホライゾンが頷うなずき、

「望むところですとも」

「どういう意味ですの!?　の!?」

　だが、王が首を傾かしげた。んー？　と腕を組み、

「ネイト？」

「何ですの？」

「俺おれ、ネイトママンの家に泊とまった時、肉にく料理出だされまくったけど、あれはやっぱそういう事な訳わけ？」

　半回転した。

「御お母かあ様さま──！」

「あら、私はそのつもりでしたわよ？」

　いきなりホライゾンが王を打だ撃げきした。

　座ったまま二回転した王が、後こう頭とう部ぶから床に激げき突とつする。その身体からだをホライゾンは右腕で襟えり首くび摑つかんで持ち上げて右腕が外れて王がまた後頭部から床にぶつかって右腕が慌あわてて床を這はって荷物の陰に隠かくれて潜せん望ぼう鏡きようのように左右を見渡してから、

「──この男は、また持ち前のヒロイン気き質しつでところ構わず捕ほ食しよくされそうに」

「こ、こら！　今の所しよ行ぎようは無む視しか!?」

「それとこれは別です」

「確かに別だよ！」

　と、王が言っている間に、右腕うでが戻ってきた。持ち主に対し、二度、三度、警けい戒かいするように這はっては横に飛ぶ右腕。それを、ホライゾンは半はん目めで見み据すえ、こう言った。左手を差し出し、

「──ほら、怖こわくないです」

「怖こええよ!!」

　観かん念ねんしたように動かなくなった右腕を、ホライゾンは摑つかんで接続。そのうえで、彼女は王に対して、こう言った。

「何を話そうとしたのか忘れてしまったではありませんか」

「お、俺おれのせいか!?　そうなんだな!?　よし解った。好きにしていいぞ!!」

　王が、ホライゾンに尻しりを向けて、横に寝ねっ転ころがった。

「よーし！　バッチコ──イ!!」

　ホライゾンが、悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシのブレードを尻の割れ目にそって差し込んだ。

「あっ、ちょっ、あぶねっ、マジで割れ目深ふかくなっちゃう……！」

「このまま滅めつ多たに使われない超ちよう過か駆く動どうで割かつ断だんしたら、どうなりますかねえ」

　こちらとしては、見ているしか無い。

　後ろの母も、あまりの流れに介かい入にゆう出来ないようだ。ホライゾンに対しては、優ゆう勢せいを得ていた母に対して、

　……流石さすがは我が王……。

「ミト！　ミト！　何ですかその感動したような顔!?」

　ともあれ、とホライゾンが言った。

「トーリ様、浅あさ間ま様さまとミトツダイラ様の他、何ど処こまで甲か斐い性しようを伸ばすかは謎なぞですが、その際にはホライゾンがトップにいて、浅間様やミトツダイラ様、喜き美み様もここにいるという事をお忘れ無く」

　つまり、

「遊びで布ふ陣じんを広げるならば、ホライゾン達は、トーリ様を止めます」
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　浅間は、ホライゾンの言葉に鼓こ動どうを跳ね上げた。

　……遊びで布陣を広げるな、って……。

　自分とミトツダイラは、遊びではないという事か。

　……うわー……。

　顔に熱が来て、俯うつむく事しか出来ない。

　腰にしがみついている馬ば鹿か姉あねが、自分も自分も、と主張するように頰ほおをすり寄せてくるが、とりあえず神しん道とう式しきアイアンクローで押さえておく。

　そして、彼がホライゾンに言った。

「あのですね？　ホライゾンさん？」

「おやおや、下した手てに出ましたね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──あのな？　俺おれ達たちが布ふ陣じんの話をしたの、移動教室の前だろ？　ネイトママンのはそれ以前のだから、布陣云々はノーカン！　そういう事にならね？」

　問われた先、ホライゾンを見ていると、

「────」

　ホライゾンが、天てん幕まくの天てん井じようとも言える布の角かく錐すいを見上げた。

　そこには、灯とう光こう術じゆつ式しきの符ふが、紐ひもで吊つるされている。

　ホライゾンは、室内の緩ゆるい気流に揺れる符を、じっと眺ながめていた。

　数秒。

　そしてホライゾンは、皆が緊きん張ちようと、大だい丈じよう夫ぶか……、という汗あせを搔かく前で、視線を下げた。

　こちらの見る先、彼女は彼に向かって頷うなずきを送り、

「言い訳わけをするとは小こ物ものな……」

「い、今、俺に謝ろうとか微み塵じんも考えずに責せめ句くの言い訳探したろ!?」

「ほほう、先日は甲か斐い性しよう云うん々ぬん言っておいて、今更に〝過去は無しよ〟ですか」

「ホ、ホライゾン？　意い地じを張るのはいいんですけど、いつの間にか〝母を迎え入れるのは良くないんじゃないか〟、という論ろん旨しが、〝入れないとは何事か〟、となってますわよ？」

「──現実を見ましょう、ミトツダイラ様。これが現実です」

「その通り過ぎますわよ──！」

　向こうにいなくて良かった、と浅あさ間まは心しん底そこ思った。

　この狭い天幕内ないの位置関係だけで、被ひ害がいが局きよく地ち的てきに重じゆう爆ばくする。

　だが、あー、と声をあげて、彼が手を前後に振った。

「つーか、ママンは駄だ目め」

「あらあら？　そうですの？」

「だってママン、旦だん那ないるし。旦那の甲斐性すげえから」

　まあ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウが頰を赤くする。その笑えみを見て、浅間は思う。

　……今の、旦那さんを褒ほめてるのと同時に、ミトのお母かあさんが、もの凄すごい甲斐性なければいけないような凄い女性って言ってるようなもんですよねー。

　彼かれ自身は、彼としての事実を言ったつもりだろう。だけど、

「フフ、何を不ふ機き嫌げんになってるの？」

「なってませんもん」

「あらまあ、少しはホライゾンを見習ったら？」

　言われて見れば、ホライゾンが、姿し勢せいを変えていた。彼女は、両の人ひと差さし指ゆびと親おや指ゆびで額がくのような四角を作り、ミトツダイラの母親をローアングルや胸ズームで捉とらえ、

「確かにこれは……」

　彼の肩に手を乗せた。

「フ、無む理りですな」

「な、何かオメエ、今、俺おれの事を鼻で笑わなかったか!?」

　まあまあ、というホライゾンと彼、そしてミトツダイラとその母親を見て、ふと、浅あさ間まは疑問を得た。それは、今の〝甲か斐い性しよう〟という事についてだが、

　……どうでしょう。

　聞いていいものか。

　迷う。

　その逡しゆん巡じゆんの原因は簡単だ。

　彼が居るからだ。

　彼の前で、聞いていいものかどうか。そんな内容を、浅間は心の中で転がし、

　……ええと。

　だが、自分に対する答えにもなる事だと、そう感じたので、浅間は口を開いた。

「あの、ミトのお母かあさん？」

　呼びかけて、迷いを切った。

　そして問う。

「──もしも」

　と、そこまで言った時だ。不ふ意いに外から声がした。

「総そう長ちようー！　第一特とく務む達たちが、ちょっと森に出る時間だって、そう言ってますけど！」

　アデーレだ。
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　アデーレは、夜や警けいを任じた自分を後こう悔かいした。

　何しろ、それぞれの天てん幕まくから出てきた皆を見ていると、

　……全員って訳わけじゃないですけど。

「これから虫むし取とりと星ほし見みですか!?　タフですね皆さん！」

　いやいや、と第一特務が望ぼう遠えん鏡きようの革かわ袋ぶくろを担かついで言う。

「最後の最後で、童どう心しんに還かえるのもよう御ご座ざるなあ、と、そう思って御座ったもので。

　遺い跡せきから戻ってきてから、メアリ殿どのの術じゆつ式しきで休んでいたりしたので御ご座ざるよ」

「ふふ、点てん蔵ぞう様さま。我わが儘まま聞いて下さって、有あり難がとう御座います」

「我が儘、と、言いますと？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とジャージ姿すがたのメアリが苦く笑しようした。

「昨夜教おしえて頂いただいた星を、見てみたいと言ったら。〝ならば〟と。

　──私は、武蔵むさしに戻ってからでもいいと言ったんですけど、武蔵は動いているので、意い外がいに星ほし見みが難しいのだそうで」

　きっと、お互いに譲ゆずり合って、言い訳わけをしながら決めたのだろう。

　……これは邪じや魔ましたら悪いですねー……。

　邪魔しても、そうだと気付かない可能性が高いが、いい思い出を作って欲しいと今は思う。明日あしたになったら知らん。

　だが、いつの間にか書しよ記きや、御お広ひろ敷しきやペルソナ君も居る。すると中央の天てん幕まくからは、

「おーし、じゃあソッコで行くか。テンゾー、道みち頼たのむぜ」

　と、総そう長ちようが出て来た。

　元々の約束があったのだろう。彼はこちらに気付き、

「お？　アデーレも行くか？　男連れん中ちゆうだけで行こうかと思ったけど、メアリもいるし。

　──ウッキー、オメエの嫁よめは？」

「甲こう殻かく系けいは拙せつ僧そうで間に合ってるそうだ」

「随ずい分ぶんセメントだな……。で、どうするアデーレ」

「あ、いや、自分、警けい備び役やくですんで。──何か面白いの獲とれたら見せて下さいね？」

　おう、と総長が、自分の天幕の入口を開く。

　中にいるのは、万ばん全ぜんという表情をした副ふく王おうと喜き美み、そして人狼女王レーネ・デ・ガルウと、

「わ、我が王、行ってしまいますの？」

「いや、元々そのつもりだったんだけど……、残った方がいいか？」

　いえ！　と声を作ったのは浅あさ間まだった。彼女は、作り笑顔で、既すでに臨りん戦せん態たい勢せいの気まずい汗あせを浮かべながら、

「い、行って来た方がいいと思いますよ？　こっち、忙いそがしくなりそうなんで！」

「何かすげえ不安だけど……。おーい、ホライゾン？」

「何でしょう？　また、一発キメて頂きたいのですか？」

「いや、とりあえず俺おれとオメエは意見統とう一いつってか、表ひよう裏りってか、同じトコ見てるよな」

「Ｊｕｄ．、──立場は対たい極きよくですが、それゆえに」

　そっか、と総長が頷うなずく。その、満足げな頷きと、胸を張った立ち姿すがたに、ふとアデーレはこんな事を思った。

　……総長、ホライゾン副王相あい手てだと、何かすごくしっかりしてる感じですね。

　時とき折おり、副ふく王おうの方がマジ返しで酷ひどい事になったりもするが、基本は真ま面じ目めに見える。

　それはきっと、総そう長ちようの言葉が自じ問もんに近いからだろう。

　彼は彼女に感情を戻す事を約束し、世界を征せい服ふくするのも厭いとわないと言った。

　その根こん源げんである副王との平行線せんにいる自分と、境きよう界かい線せんという言葉。これは、忘れていい事ではない。

　だからだ。

　だから時折、それを確かく認にんするような遣やり取りが生まれる。

　今もそうだ。ほんの小さな事だが、お互いは自分達を確認する。自分達がお互いにとって機き能のうしているか、小さく問い掛け合う。

　それがいいのか悪いのか、アデーレには解わからない。ただ、

「だったらホライゾン、俺おれの寝る位置、改あらためて決めといてくれよ。俺ちょっと遊びに出るから」

「ほほう、帰ってきたら毛布が外にあったらどうしますか」

「そ、そんな事はさせませんわよっ」

「それを待っておりました」

　副王が、第五特とく務むに右の親おや指ゆびを上げた。そして彼女は、総長に向かって、

「責任の行き場など、ホライゾンとしても少々思うところはあります。こちらはその辺りを整備して居ますので、そちらは御ご自由に。──ある意味、これも平行線ですね、トーリ様」

　アデーレは、天てん幕まくが閉じるのを見て、一ひと息いきを入れた。

　同どう様ように、総長が一息を入れる。その安あん堵どを見たアデーレは、

「総長」

「あ？　何だよアデーレ」

「自分、何となく解りました。ホライゾン副王と二人だけじゃなくて、浅あさ間まさんや第五特務がお二人の布ふ陣じんに加わった理由」

　おいおい、と総長が苦く笑しようした。

「要するに、あれだよな」

　と、彼は、森の方へと歩き出した皆を指さし、〝こっち行くから〟とジェスチャー。その上で苦笑をやめず、頭を搔かいてこう言った。

「──俺にとって、大事なものと、大切な事ってのがあるんだよな──……」

「それ言ったら、副王も、浅間さんも第五特務も、──喜き美みさんも喜びますよ。鈴すずさんも、ええ。絶対」

　駄だ目め駄目、と歩く後うしろ姿すがたが言う。そして彼は、一回石に躓つまずきながら、言葉を作った。

「芸げい人にんなんだから、もっといい表現をしてえんだ。それもまた、俺の甲か斐い性しようの一つでよ。──解ってっか？　アデーレ」
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　天てん幕まくの中から、気け配はいが一つ減った。

　それだけで随ずい分ぶんと静かになるものだと、浅あさ間まはそう思った。

　だから、問う。

　先さき程ほど、問おうとしてやめた事。

　それは、自分達たちに重なってしまう事で、彼の前では言いにくい事。

　だけど、ミトツダイラの母親という、自分達の先せん輩ぱいのような存在には聞いてみたい事。

　その内容は、

「いいですか？　ミトのお母かあさん。……ミトのお母さんは、ミトのお父とうさんと結ばれて、今がある訳わけですけど……」

　どうなのだろう。

「──旦だん那なさんに、当時、他にも好きな人がいたら、どうしてたんですか？」
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「ええ、興きよう味み深い質問ですわね。──もし、うちの人に、当時、私以い外がいに好きな人がいたらどうしただろう、と？」

　と、思し考こうの前置きを、人狼女王レーネ・デ・ガルウは言葉として作った。

　なかなか面白い仮か定ていだと、人狼女王は思った。

　仮の話であり、過去の事ゆえ、考える意味は無い。だが、

　……今の貴女あなた達たちには、重要な事なんですのね。

　そして、正面に座る浅あさ間ま神じん社じや代表を見て、人狼女王は笑えみを口に浮かべる。

　……安心していいですわ。

　ある意味、危険な質問ではある。何しろ、今から振り返ると美び化かされた他人の思い出に対し、それを穢けがそうとしていると、そんな風にもとれる問いなのだから。

　だけど、娘むすめにも関する事であり、問うてきた本ほん人にんも真しん剣けんだ。だから、

「いい質問ですわね」

　人狼女王は、浅間を気に入っていく自分を自覚した。

　……随ずい分ぶんと、真ま面じ目めな子。

　気に入ったのは、それだけではない。幾いくつかの理由がある。

　まず、彼女がこちらの事を〝人狼女王〟と呼ばない事だ。彼女は、自分と出会ってから、ずっと〝ミトツダイラのお母かあさん〟と、自分と娘との関係で呼んでいる。

　人狼女王と呼ばれる事は悪くない。武蔵むさし副ふく会長が言うように、現状、自分と武蔵側がわは敵てき対たいする事になってるのだ。関係を断ち切った、現実的な呼び方をするのが普通だろう。

　だが、彼女は違う。

　ずっと、こちらの事を、〝友人の母〟として呼んでくれる。これはよく考えたら、娘の王も、ずっとこっちをママン呼ばわりなのだから、そういうものなのだろう。この天てん幕まくの中で、さっきから上じよう機き嫌げんでいられるのは、そういう事だ。

　そして、もう一つの理由は、

　……この子、随分と自分を抑えますのね。

　だから、こう思うのだ。

　昔の私と似ている、と。

　ずっと昔、夫となる人に対し、何やかんやと理由つけて〝好き〟という言葉を抱かないようにしていた事がある。

　それでいて、彼が来ない間、毎まい晩ばんのように、貰もらった衣い装しようや小こ物ものを広げて眺ながめていた。

　彼の使ったベッドの匂においを嗅かいで、座った椅い子すに座ってみたり、次にやってくる日を勝かつ手てに想そう像ぞうして、作り置きされたソースをちびちびと使ったりと。

　そんな自分を楽しみながら、〝好き〟とは思わないようにしていたのだ。

　彼女の方は、そういう相手不ふ在ざいの楽しみを得ていないだろう。何しろ相手は近くにいるのだ。だから、逆に、楽しみが不ふ断だんになって、麻ま痺ひしている。ならば、

「智ともさん？　でしたわね？」

「あ、はい」

　馬ば鹿かな子ですのね。

　うちの子の王が、衣服の洗せん濯たくを任せたり、食事の一部を貴女あなたに任すというなら、それは充分に、貴女に思いや日常を預けて置いて行っている事だというのに。

　麻痺して、自分の状況に気付いていない。

　だが今、その麻痺から醒さめつつあるのだろう。

　ゆえに、己おのれに戸と惑まどっている。

　本当ならば、自分は、娘むすめの応おう援えんをすべきだ。しかし、

「……見ている感じ、うちの子の王様の管理は、共にいる姫ひめがよくやっているようですわね。甲か斐い性しようの話など、安心して任せられそうですわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン、自じ動どう人形なので、管かん理り社会の担にない手として歯車プレイは大好きです」

　凄すごい姫があったものだが、このくらいでないと、あの王を抑え切れまい。

　……私の実じつ家かでも、相当でしたものねー……。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの食しよく欲よくによる誘いを、まさか逃のがれる者がいるとは。

　ならば、姫が身み内うちとする彼女やうちの娘達たちは、

　……私の誘い以上の繫つながりですわ。

　だから、言う。

「智さん？　もし、うちの人に、当時、他に好きな人がいたら……、でしたわね？

　それについては、〝そんなのは嫌だ、ありえない〟ではなく、〝それが許される〟として答えましょうか」

　自分の言葉に、正面、娘が、背を堅くする気け配はいがある。

　しかし、自分は構わず言った。

「いいですの？──その場合でも、私は自分を抑えませんもの。相手次し第だいですわ」
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「いいですの？」

　人狼女王は再び言う。当時を思い出して言う。

　彼はあの頃ころ、時たまに、同級生の少女の事を話す時があったのだ。

「うちの人だって、モテたんですのよ？」

　その相手は、誰だれかと言えば、

　……ええ。まさか六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを支える存在とは思いませんでしたけど。

　ただ、今を与えられ、生きている者として、自分は彼女を讃たたえる。

「その子は病びよう弱じやくで、背は低くて、小こ柄がらで、怒りっぽくて。

　でも私は、彼から話を聞くたびに、自分が自分の利点だと思っていた事──、強くて、背が高くて、スタイルのいい事や、のんびり派の事に、自信がなくなっていって」

　だから、彼が不ふ在ざいの時、何度も嘆たん息そくしたのだ。

「彼は、実は彼女の事が好きなんじゃないか、って幾いく度どもそう思いましたの」

　でも、

「諦あきらめ切れませんわよね」

　自然と笑えみが出た。

「それで、こんな風ふうにも思いましたのよ？　私は、彼にとって〝森の中の人狼ルウガルウさん〟でいいんじゃないかって。──森の外の世界は関係ない。彼が彼女と結婚しても、来てくれるなら、それでいいかって。だって彼は、森の外の人ですものね」

「お、御お母かあ様さま」

　娘むすめが、半はん回転した。

「別べつ人じんみたいですわ！　その調子でずっといて下さいませんの!?」

「ネイト？　お父とうさんは私に言いますのよ？　〝昔から変わらないでいてくれる〟って」

「……御お父とう様さま、何かおかしくなってませんの？」

「いえ、正常ですわよ？　だってお母さんが頑がん張ばると〝あっ、昔より良くなってる！〟って嬉うれし涙流して──」

「あぉ──!!　そこまでですのよ！」

　うちの娘も随ずい分ぶんと母に口くち答ごたえするようになりましたの。

　だが、娘を半回転させて、言うべき事はある。

「いいですの？　ネイト」

「……私、今、玩具おもちやにされてますわね？」

「そんな風ふうに自分を言うもんじゃありません」

「私の言った事、否定してませんわよソレ！」

　まあまあ、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは娘の肩を叩たたいた。

「いいですの？　私はね？　貴女あなたのお父さんに選ばれましたの。──それは、うちの人の好みがそうだった、っていう事ですわね。うちの人は、私の事を、〝綺き麗れいで格好かつこいい〟って言ってましたから」

　ライバルの彼女の〝病弱で背が低くて小柄〟というのは、彼にも繫つながる特とく徴ちようだ。

　だから彼にとって、自分と同じような相手とは、理解を交わす事が出来、何でも話せても、憧あこがれる事は無かったのだろう。

　だけど、もしそうではなかった場合でも、

「あの頃ころは、楽しかったですものね」

　ゆえに、と心に言葉を置いて、自分は娘むすめの友人を見た。

「選ばれなくても、私の好きは止まりませんわ。──私の傍そばにいてくれてる間は、私が独どく占せんしてますものね。もし、嫉しつ妬とが生じたならば、私の傍にいる間……」

　娘の耳みみ元もとに口を寄せ、小さく舌したと唇くちびるを鳴らした。

　舐なめる。と、そんな音を立て、

「──私の匂においをつけて、私のですのよ？　と、相手に送りますわ？

　お互い、そのくらいを楽しめる間あいだ柄がらだといいですわね」





●






　う、とミトツダイラは、母に背を向けたまま内ない心しんで唸うなった。

　……以前の、悟さとられてましたの……？

　IZUMOで攫さらわれた王を救助に行って、母と合流した後だ。夜をひた走る馬ば車しやの中で、自分はある事に気付いた。

　王に、母が自分の匂いをつけていたのだ。

　あれは恐らく、舐めた筈はず。

　それが悔くやしくて、王に頰ほおを擦なすりつけて匂い落としをしたものだが、

　……き、気付かれてませんわよね？

　あの時、母は馬車を運転して、ナイトと一いつ緒しよに深夜暴ぼう走そう族ぞくになっていた筈だ。あら私、ナイトだからって深夜だなんて、ふふ、正まさ純ずみみたいですわね。終わってますの。

　と、こちらがそんな事を思って、ふと逃とう避ひしそうになった時だ。

「選ばれるとは、物のように選択される事ではなく、その人の思いの一部を独占して、忘れられなくさせてしまう事ですわ」

　母が、浅あさ間まに視線を向けて、こう言った。

「そうなってしまった人は、相手にプレゼントを贈おくりますの。それは、自分がどれだけのものを買えるか、という己おのれの価か値ちを示すようなものではなく、〝私は貴女あなたをこういう人だと思っている〟という、相手への自分の思いを乗せた崇すう拝はいのプレゼントですの」

　母の言っている意味は解わかる。

　……たとえば、衣い装しようをプレゼントされるという事は……。

　それは、衣装の値ね段だんや価値が大事なのではなく、〝私は貴女をこの衣装のようだと思っている〟と、そう告げられたという事なのだ。

　母の言げんが理り解かい出来たのだろう。浅間やホライゾンが二度、三度と頷うなずいている。

　そして浅間が、こう問うた。

「ミトのお母かあさんの場合、どうだったんです？」

「私の場合ですの？」

　……あ、嬉うれしそう。

　自分語りは誰だれだって楽しい。それを促うながされた母は、しかし落ち着きの息を入れ、

「私の夫は、私と出会ってから、うちに来るたびに衣い装しようをプレゼントして下さったり、食べ物を持って来たり、その調ちよう理りや、外がい界かいの事を教えてくれたりと、自分の思いをアピールしてくれたんですの。──綺き麗れいだと思ったり、楽しいものを、彼はくれた。それは、私の事を綺麗や楽しいと思ってくれた事ですもの。

　それが解わかっているから、床に衣装を広げて浸ひたれますし、喜んで料理を頂いただけますの。

　──私はこんなにも、崇すう拝はいされているのですのね、って」

「フフ、勘かん違ちがいが無くていい事だわ」

　喜き美みが、浅あさ間まの腰を抱くのをやめて、身を起こす。

　彼女は、ホライゾンと、そして母へと視線を移し、

「いい女は相手を気に入ったら、こう言うのよね。〝貴方あなたとは趣しゆ味みが合うわね〟って。

　そうでなくても、相手がプレゼントを通して〝綺麗だ〟と褒ほめてくれているのを認めない馬ば鹿かはしないわ。だってそれは〝私は綺麗じゃない〟って言ってるようなものだものね」

「じゃ、じゃあ、そういう時は、どう言って受け取りますの？」

　何となく、という疑問を、ミトツダイラは喜美に送ってみる。

　すると、馬鹿姉あねは目を細め、

「──〝有あり難がとう〟って言えばいいのよ」

「それだけでいいんですの？」

　そうよ、と、細めた目が、笑えみになった。

「だって相手は勇気を出したんだもの。──いいかしら？　綺麗、素す敵てき、というのは自分の価か値ち観かん。それを示すようなものがあったから、プレゼントとして、コンセンサスをとれるかどうか頑がん張ばったの。それは、一生に何度もあるものじゃないわ。〝有あり難がたい〟。その言葉の通り、〝有る〟事が〝難しい〟。そういう事よ」
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　喜美は口が上う手まい……、と浅間はしみじみ思った。

　だが、浅間はミトツダイラが床に置いていた手を握ったのを見た。

　彼女の手て指ゆびには、

　……あ。

　マニキュアだ。

　英国。ウオルシンガムと倫敦ロンドンで初はつ相あい対たいした時に、彼女は勝利を得る事が出来なかった。

　それまでの戦せん闘とうや、輸ゆ送そう艦かんでの野や生せいに戻るような原げん始し生活……、言い過ぎですかね、まあいいでしょう。そういう生活で爪つめを傷めていた訳わけです。

　爪の修しゆう復ふくと補ほ強きようのため、それを彼がマニキュア塗ってあげたのだ。

　色はクールホワイト。

　月の色だ。

「…………」

　ああ、と浅あさ間まは内ない心しんで頷うなずいた。

　それまで、己おのれの爪を、感覚優ゆう先せんで飾らなかった彼女が、以い降こうはずっと、着き飾かざっている。

　何な故ぜそうしているのか。ミトツダイラ自身も、無む意い識しきか、言葉に上う手まく出来なかった事なのだろう。

　だが、今、気付いた。

　彼が狼おおかみの騎き士しをどう思っていて、自分もどうなのか。

　俯うつむいた彼女の前まえ髪がみの下。顔は赤く、口くち元もとは緩ゆるんでいる。鼓こ動どうと汗あせで蒸むしているのか、浴衣ゆかたが肌はだに貼はり付いたようでもある。

　しかし、そんな狼を見る自分は、ふとこう思った。

　……ホライゾンも、そうですよね。

　彼はホライゾンに、彼女の感情をプレゼントする。そして世界も、だ。

　それは、彼が、ホライゾンをどういう娘こだと思っているかのアピールだ。

　三み河かわで相あい対たいした時、言っていた通りのプレゼント。

　そんな風ふうにして、騎士と姫ひめは、王から贈おくり物を得ている。

　……いいなあ……。

　私も、プレゼント欲しいなあ。

　もしくは、何かして欲しいです。

「……う」

　浅ましい。
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　今のはまずい、と浅間は思った。

　心しん底そこまずい。

　他人と自分を比ひ較かくする事もだが、巫み女こが物もの乞ごいとは。

　正面のミトツダイラが赤くなるのとは逆に、こっちは青くなった。

　ただ、疑問に思う事もある。

　自分は彼に、洗せん濯たくだの番ばん屋やの釈しやく放ほう手続きだの、そんな事ばかりの付き合いだが、

「あ、あのですね？　ミトのお母かあさん？」

「何ですの？」

「もし、洗せん濯たくや、身の回りの世せ話わとか釈放とか、そういうのをプレゼントというか、預けられてしまった場合、それはどういう事なんです？　〝素す敵てき〟とか〝綺き麗れい〟じゃないですよね？」

　投げかけた言葉。

　それに対し、あら、という返しはすぐに来た。

　ミトツダイラの母は、口元に小さな笑えみを作って、こう言った。

「うちの人と私の出で逢あいは、ちょっとした事でしたけど、あの人、風か邪ぜをひいてしまって、身の回りの御世話は私がしたんですの。彼もそれを受け入れてくれて。

　そして、後の逢おう瀬せの生活でも、彼は私に洗濯などは任せてくれて……」

「それは──」

「ええ、私に、自分の生活をプレゼントしてくれたという事ですわ。つまり……」

　つまり、

「男女の間ですものね。──貴女あなたと一いつ緒しよに生活したいと、そういう事ですの」
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　え、と浅あさ間まは、思った。

　……ちょ、ちょっと？　一緒に、って。あの、もしもし？

　今、言われた事がどういう事なのか、浅間は考え、思し考こうし、熟じゆつ考こうして、

「────」

　蓋ふたをしようとして、動けなくなった。
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　喜き美みは、浅間がミトツダイラと同じになったのを見た。

　……あらあら。

　友人のそんな変化を、くすぐったく思うのは、二人の思いを確かく信しん出来るからだろう。

　だが、浅間がこうなるのは珍めずらしい。

　ミトツダイラは、騎き士しと王という関係が明確だから、その関係が露あらわになる事はたびたびあった。本ほん人にんの方としても、理解は有っただろう。

　だが、浅間は蓋をしていた。

　浅間としては、弟が何かをアプローチしてきたら応こたえよう、などと、そんな風ふうにも考えが至っていたはずだ。

　だが、アプローチとは、言葉だけではない。

　言葉でなければ駄だ目めならば、言葉の通じない相手とは結ばれない事になる。

　そんな事はない。獣けもの好ずきだっているではないか。

・賢姉様：『そうよねアデーレ!!　そうよね!?』

・貧従士：『何だかよく解わからないけど多分違うと言っておきますよ!?』

・賢姉様：『じゃあ伊だ達て・成なる実み！　アンタよ！』

・金マル：『……あ！　そういう事か！』

・●　画：『え？　ちょ、ちょとマルゴット、どういう事？』

・メアリ：『ええと、それは、点てん蔵ぞう様にはありますか？』

・賢姉様：『二つの条件が整えば、有るわね……』

・不退転：『──私、残ざん飯ぱん食べないわよ？』

・金マル：『おおっと惜おしい！　残飯惜しい！　そこからなんだなあ』

・●　画：『ええっ？　マルゴット、もう一個！　もう一個ヒント！』

・貧従士：『というか自分、残飯食べませんよ!?』

・ホラ子：『おやアデーレ様、去年からよく青雷亭ブルーサンダーの〝残飯・銀〟セットを買っていかれるではないですか』

・ウキー：『しかし成実は残飯を食わない主義だな……』

・未熟者：『バルフェット君は食べる主義だと、そういう事だね？』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、夕ゆう御ご飯はんのカレーは……』

・立花夫：『大だい丈じよう夫ぶですよ誾ぎんさん。カレーは数日煮に込こんだ方が美お味いしいですからね。それを残飯とは言わないでしょう？』

[image: ]

・蜻蛉切：『──何か賑にぎやかで御ご座ざるが、何の話で御座るか？』

・ベ　ル：『い、言え、ないっ。言えないっ』

・ホラ子：『解わかりやすく言うとアデーレ様が残ざん飯ぱんを食べるのは間違っているのでヒントが欲しいという事です』

・副会長：『金が無いと大変だよな……。解るよ……』

・貧従士：『変な解かい釈しやくの上に同情されましたよ!?』

　皆して元気で何よりだ。

　だが、ミトツダイラが、皆の遣やり取とりを見て深しん呼吸出来るまでに復帰したのに対し、

「浅あさ間ま」

　死んでいる。
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　喜き美みは浅間を見た。

　浅間は今、俯うつむいて、表示枠サインフレームを見て、行送りやら操そう作さをしているが、脳のうが動いていない。

　頭の上にハナミが乗って冷れい却きやく術じゆつ式しきを使用しているが、ハナミ自体が放ほう熱ねつ板として陽かげ炎ろうを上げている状態だ。

　……負けたわねえ。

　今まで、自分と弟の間には何も無いと思っていた筈はずだ。

　少なくとも、向こうから自分には何も無いと、そう考えていたろう。己おのれの感情など、あったとしても、それは一方的なものになるので閉じてしまおう、と。

　ホライゾンが来たなら、尚なお更さらだ。

　昔は普通に、弟と話をして、今より密みつ接せつだったものだが、去年辺りから少し割り切ったような素そ振ぶりをしていて。

　蓋ふたをしていたのだ。

　少なくとも、自分は今、選ばれていないと。いつか、明確にそうなる時が来るまで、蓋をして、誰だれの迷めい惑わくにもならないようにしていよう、と。

　そうではない。

　関係とは、言葉ではなく、物でもない。合図や印しるしで確信は出来ても、そんな事で作られるようなものではないのだ。

　それはただ傍そばにいるように、離れていても通じるように、お互いを結ぶ見えないラインだ。

　高たか嶺ねには花が咲く。

　山に挑いどみ、繰り返す事で、言葉がなくてもそれは解る。いずれ山を登る挑ちよう戦せんは〝高嶺には花が咲く〟ではなく〝高嶺で花が待っている〟になるだろう。

　だから喜き美みは思う。自分の友人の事を、

　……馬ば鹿かねえ。

　あのね？　浅あさ間ま？　矛む盾じゆんしているでしょう？

　蓋ふたをしても〝自分達の関係は大だい丈じよう夫ぶだ〟と信じる事が出来るから、アンタは安心して、今の状態に浸ひたっていたんでしょう。

　だけど、蓋をしても大丈夫と信じられる関係とは、どれ程強固な関係なのよ。

　もう、蓋の外も中も、温度は同じなのよ。だけど、

「────」

　完全に、浅間がアガってしまっている。

　いつかこういう事になるとは思っていたが、想そう像ぞう以上に凄すごい。

　……ミトカーチャンが、やってくれたわねえ。

　年の功こうというものだろうか。ミトツダイラと浅間にとって、何が大事なのか。そして弟との関係としては何が重要視されているのかを、ここまでの遣やり取とりで見切ってきた。

　先さき程ほどの広場における、焚たき火び会議の時でも、彼女は皆をよく見ていたのだ。

　観察眼がんというものだろう。

　身内で慣れてしまっている自分達にとっては、各員の挙きよ動どうやサインなどは見み逃のがすものでも無い一方、それぞれが〝当然〟としている事については鈍どん磨まだ。ある意味、お互いの関係は暴ばく露ろ状態にあると言える。

　だから、その指し摘てきを改めて行われると、弱い。

　いつも通りにやっている事が、〝他から見たら特別〟なのだと知らされた時の、優ゆう越えつと驚きと、しくじったようなこそばゆい焦しよう燥そう感。

　浅間が今、受けているのはそれだろう。

　ミトカーチャンの言葉の選びも、上う手まかった。

　何しろ、〝生活〟だ。

　家庭的な事を母から仕込まれ、それを受け継ぎ守りつつも、自分なりのものを作り上げていた浅間だ。神しん道とうのように、公こう務むではなく、私事の部分。

　彼女だけが持てる部分と、そう言っていい。

　プレゼントとして考えた場合、〝生活の全ぜん権けんを委ゆだねる〟というのは、彼女を浅間神じん社じやの代表やジェノサイドアーチャーとして見るのではなく、一人の女性として見る事だ。

　浅間にとっては、予想外だったのだろう。もっと軽いと、自分を安く見積もっていた。

　……そうしたら、ピンポイントよね、コレ。

　神道や、戦力としてならば、〝そんなのは他にもいる〟と言えたかもしれない。

　だけどこれは、浅間にとっては駄だ目めだ。

　浅間にとっては、一番嬉うれしい事だからだ。自分には解る。

　だから、浅あさ間まは〝駄だ目め〟になった。

「ねえ、浅間？」

「う、うん……」

　頷うなずきは来るが、何が〝うん〟なのか解わからない。

　ただ、向こう正面、誰だれにも気付かれてないと思いながら深しん呼吸しているミトツダイラの背後で、彼女のカーチャンが小さく笑った。

　……〝解ってますわよ〟という、先せん輩ぱいの顔ね。

　喜き美みは思う。きっと、彼女には、浅間やミトツダイラの時のような時期があったのだ。

　それも、大事な人が、自分の元にいないという時期が。

　無む論ろん、同じような時期は自分にもあった。隣となりに弟がいない時期が。

　その時、誰もが、いない人を想そう像ぞうする。

　その人の仕し草ぐさや言葉、呼吸を思い出し、小さな家鳴りや雑音に想像を重ね、はっとして夜中に飛び起きたりもするのだ。

　夜に玄げん関かんのドアを開けて、来たかどうかを確かく認にんする。

　ミトカーチャンは、きっと、そういう事をした人だ。

　解る。

　沸ふつ々ふつと、自分と彼女の距きよ離り感が近付いていくのも理解出来て、

「浅間？」

「寝ます」

　いきなり、浅間がこちらに顔を見せないようにしたまま、毛布を被かぶった。

　頭から毛布の山になって、彼女はそのまま、自分の定位置についた。

　ホライゾンの横。だけど、昨日きのうよりは近くて、

「ほ、ほら、皆、明日あしたは早いんですから」

　今にも泣き出しそうに震える声で言われて、皆は顔を見合わせた。

　ホライゾンがこちらとカーチャンに右の親おや指ゆびを立てて見せ、ミトツダイラが小さく笑った。

　浅間への安あん堵どだ。

　まだまだ蓋ふたは残ったままだと思うが、中に詰めていた思いは、外を知ったのだ。

　早く出てきなさいよ、と思った時。

「おーい、戻ったぞー」

　弟が、天てん幕まくの入口を開け、入って来た。
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　喜美は弟の顔を見た。

　弟が、ホライゾンに視線を向け、頷うなずいた。そして浅間の毛布に、弟は目を向ける。

「あ、俺おれの位置とか、決まったんだ」

　ホライゾンが、右の親おや指ゆびを立て無表情に言う。

「虫取りは終わったのですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、目め処どつけてた木は回って、ウッキー大喜び。今は星ほし見みだけど、テンゾーとメアリが中心だから、とりあえず二人の時間にしとこうか、って感じでさ」

「Ｊｕｄ．、こちらもトーリ様抜きで話したい事などまだありましたが、明日あしたでいいでしょう」

「何話してたの？」

　その問い掛けに、浅あさ間まの毛布が縮んだ。

　身を堅くしたのだ。

　だが、ホライゾンは淡たん々たんとこう言った。

「──共通の秘ひ密みつです」

「く、くそ、やられてみると結けつ構こう悔くやしいな……！」

「おやおや、小物が嫉しつ妬ととは身分不ふ相そう応おうな。そんなに、浅間様とミトツダイラ様がホライゾンに取られて悔しいですか」

「きょ、共通の秘密は、皆の共通の秘密だぞお」

「我が王、子供ぶっても意味が解わかりませんのよ……？」

　ミトツダイラが口を左右に広げて言う事も尤もつともだ。しかし、

　……浅間？

　毛布が、ちょっと笑った。

　そして、何も言わず、弟が浅間の横に移動した。ホライゾンと入れ替わる形だ。

　そして、弟の気け配はいに、浅間の毛布が一度驚いたように震え、

「……トーリ君？」

「ん。今日きよう、浅間の隣となりは俺な」

　弟の言葉に、どうして？　と浅間は言わなかった。

「そ、そう」

　浅間が言う。毛布が、ゆっくりと頷うなずき、

「……うん」

　何が〝うん〟なのか、やはり意味が解らない。だけど、感情は解った気がした。

〝寝る〟という生活を、浅間が受け入れたのだ。

　いい趣しゆ味みね、と言えるようなプレゼントではないけど、

　……いいわねえ。

　うちでも、弟とは、ゲームを深夜まで遊んだ流れや、漫まん画が草そう紙しを読みながら、何となくで、一いつ緒しよに寝る時がある。

　ただそれは自然な事で、こういう〝受け入れ〟の感情が働くのは、どんな感じだろうか。

　そして、向こうでも、毛布を動かす音が聞こえた。

　ミトカーチャンが一ひと息いきを入れ、

「さて、じゃあ、明日あしたは早いですし、いろいろありますものね。そろそろ私達も眠るとしましょうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御お母かあ様さまも明日は忙いそがしいんですのね？　そうですわよね!?　ね!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、そうですわね。──娘むすめが御お世せ話わになる家に、お父とうさんも連れてネイトとお泊とまりですものね」

　ミトツダイラの動きが止まった。

　彼女は、毛布を床に広げる手を止め、

「ど、どういう事ですの!?」
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　あら？　と母が小首を傾かしげるのを、ミトツダイラは見た。

「ネイトがそちらの王に、これから御世話になる訳わけでしょう？　明日、お父さんと武蔵むさしで合流して、そのまま一日、御ご挨あい拶さつに泊めて頂いただこうと」

「何言ってるか解わかりませんのよ!?」

　本気で解らん。

　というか、母の脳のう内ないがワンダーランドなのはいつもの事だが、これは酷ひどい。

　しかし、母は傾けていた首を直し、こちらの肩に手を乗せた。

「まさか、お父さんとお母さんを、寒空の下に放り出す気ですの？」

「言っておきますけど、今は夏で、武蔵は空調が効いてますのよ？」

「そんな、武蔵の自然公園で一晩過ごせだなんて。身体からだの弱いお父さんが、体調を崩くずしたらどうするんですの？　もう、お母さんはお父さんを一晩中温あたためていないといけませんわね」

　……御母様と野外で一晩放ほう置ちだと、御父様は相当に搾さく取しゆされそうですわねー……。

「というか御母様、その時のプランを一いつ瞬しゆん想そう像ぞうしませんでした？」

「何言ってるんですのネイト。そんなプラン練らなくても、何度もしてますのよ？」

「ほほう、ミトツダイラ様の御母様は、意い外がいとアウトドア好きで」

「Ｔｅｓ．、外の生活は刺し激げきが多くて充実ですものね」

　会話が繫つながっているから怖こわい。

　ただ、こちらとしては言う事がある。

「別に、外がい交こう館かんに泊まればいいというか、それが普通でしょうに」

「外交館は輝てる元もとが使用しますわ。明日は武蔵上で会議の予定ですもの」

　それに、と母が言った。

「ネイトの家は壊こわれていて、お父さんもお母さんも、泊まれませんものね。

　ネイトも明日あしたから、王の家に御お世せ話わになるんでしょう？」

　本日何度目か解わからないが、血の気が全引きした。

　……な、何で知ってますの!?

「ふふ？　ネイト？　貴女あなた、一応は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの派は遣けん騎き士しですのよ？　武蔵むさし上の家がクシャアとなったら、武蔵内の六護式仏蘭西大たい使し館かんから、本国に連れん絡らくが入りますの」

「どういう、連絡、が……？」

「Ｔｅｓテスタメント．、六護式仏蘭西派遣騎士、ネイト・ミトツダイラ様の屋や敷しきが、戦せん闘とうの余波で全ぜん壊かいいたしました。再建資金を出しますか、……って」

　ええ。

「当然、いいえ、って答えましたわ」

　母が、こちらの両肩に手を置いた。

「頑がん張ばるんですのよネイト。両横は駄だ目めでも、膝ひざの上に乗って甘えまくるのが貴女の好みのようですので、そうするのです」

「何ですの、その変な情報!?」

「え？　武蔵内の同どう人じん草そう紙し通つう販はん〝メロンの穴〟で、ネイトをネタにしたのがあったから参考になるかと買ってみたら、七割程そんなネタで」

・銀　狼：『ナルゼ！　貴女ですわね!?』

・●　画：『は？　何？　身に覚えがあり過ぎて、勘かん違ちがいだったら損するから応答したくないわ。堪こらえるのも大事よミトツダイラ』

・銀　狼：『開き直りましたわね!?』

　どうしたものか。

　ただ、下へ手たに逆らえば深みに嵌はまるだけだ。そして王の方を見れば、

「ホライゾンもご一いつ緒しよしましょう」

　確かにそれは有あり難がたい。緩かん衝しよう材ざいというか、母に対して物もの怖おじなく仕切れる存在は必要だ。

　そして視線を上げれば、

　……あら。

　王の更さらに奥で、浅あさ間まが毛布から顔を出していた。

　王もこちらの視線から気付き、浅間に振り向く。彼は、笑えみの声で、

「お？　岩いわ戸とが開いたか」

「うちはサクヤですっ」

　そっぽを向いてまた毛布を被かぶるが、頭からではない。

　顔を隠かくして、枕になってる王の腕を、頰ほおと首で嚙かむように身を横にする。

　そんな彼女を見ていると、

　……私の嫌いやがりも、ああいう風ふうに外から見えるんですのねー……。

　一応、確かく認にんのためにも聞いておく。

「我が王は、それでいいんですの？」

「あ？　ああ、俺おれ、ネイトパパンちょっと会ってみたいし。

　だってネイトママンが参まいっちゃうくらいだから、どんな人なんだよ、って」

　母が上じよう機き嫌げんになった気け配はいが、後ろからする。

　……全く。

　私の王は、私以上に親ウケがいいですの。

　ただ、うちが全ぜん壊かいしているのも確かなのだ。何ど処こかに世せ話わになるとしたら、外がい交こう館かんは無む理りだろうし、浅あさ間ま神じん社じやという訳わけにも行くまい。学生寮りようを借りるのも、騎き士しとしてどうかとは思う。

　……あ、私、王の家に泊とまるために、言い訳の外そと濠ぼりを埋めてますわ。

　その事が自覚出来たので、ミトツダイラはホライゾンの横に身を移した。

　言うべき事は、

「──何はともあれ、明日あしたから仕切り直しですわ」

　母が笑った声が聞こえたが、気にしない。





●






「──滝たき川がわさんよ。笑ってる場合じゃねーのは解わかってるつもりなんだが」

「何だい、筧かけい・十じゆう蔵ぞう。それに望もち月づき・幸ゆき忠ただも」

　ああ、と名前を呼ばれて、筧は頷うなずいた。

　首の動きで揺れる帽ぼう子しは、鍔つばの一部に深い切れ目がある。

　そこから見える彼の目は、一いつ瞬しゆん、自分のいる場を窺うかがった。

　ここは白い漆しつ喰くいで固められた場所。壁には北ほう条じよう印度インド諸しよ国こく連れん合ごうを示す険けん山ざんと角つのの紋もん章しようがあり、壁かべと床は、土を固めたブロックで出来ていた。

　そんな床には幾いく枚まいもの茣ご蓙ざが敷しかれ、その上には葉を硬こう化かした皿さらが並ぶ。

　食堂だった。

　そこで、滝川は遅めの夕食を摂とっていた。

「アンタ、まさか私がラッシーパフェ食ってるのを笑いにきた訳じゃないだろうね」

「そんな暇ひましねーよ。否いな、笑えるのは確かだが──」

　筧は、右手を立てて、滝川の向かいに座った。そして背後に隠かくしていた自分の盆ぼんを出す。

　そこにあるのは、

「俺の方もバナナパフェだからなー」

「ワニはついてこないのかい」

「器うつわ見ろって」

　器が、木き彫ぼりによる、口を開いたワニだった。

「……これ、専用の器うつわだろう」

「何か、さっきカウンターで受け取る時、インチキ系けいの地元人が〝ツカウノミギテヨ！　ユビサンボンネ！〟とか言ってたけど、無む理りだろーよ。スプーン貰もらうって」

「それ、私も言われたなあ……」

『定てい番ばんネタで御ご座ざいますね。それで滝たき川がわ様──』

　Shaja、と滝川が頷うなずいた。そして彼女は一ひと息いきを入れ、

「第一次上うえ田だ合かつ戦せんが、昨日きのう、あったってね」

「Ｔｅｓテスタメント．、──羽は柴しばの要よう請せいだったと聞いた。見返りに、真田さなだ・信のぶ繁しげを今後優ゆう遇ぐうすると」

　じゃあ、と滝川は言った。

「どうする十じゆう勇ゆう士し。アンタ達にもまた、大事なものがあって、そのために交こう渉しように来たんだろう？　私に自分達を高く売る事で、真田に権けん益えきをやろうってだ。

　それは何なんだい？　こっちはなるべく安く買いたいんだ。だから──」

　言った。

「話し合おうじゃないか」
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　筧かけいは、北ほう条じよう艦かんの食堂で一ひと息いきをついた。

　交こう渉しよう開始の前準備としての一息だ。

「さて」

　香こう辛しん料りようの強い匂においがする。独特の湿しつ気けのようなものも、充分にある。

　姿勢は胡座あぐらだ。座り込める食堂というのも珍めずらしいが、北条印度インド諸しよ国こく連れん合ごうは印度側の風ふう土どを取り入れているという事だろう。

　戦せん闘とう艦の中ではなるべくストレスが無いようにして、士し気きを保つ。その構えだ。

　ゆえに艦内なのに、座る尻しりには土の感覚が来る。土ど壌じようを固めたブロックを床板にしているせいだ。食堂として考えると不ふ衛えい生せいな気もするが、

　……まあ、交換も楽だろうし、水分は吸収、殺さつ菌きん系けいも入れてるってところか。

　意味も無く、そんな検けん証しようをしてしまうのは、諜ちよう報ほう役としての忍しのびの癖くせだ。

　今は違う。

　背後に望もち月づきをサポートにおいての、

「交渉と行こーか。俺おれ達、真田さなだ十じゆう勇ゆう士しの内、三人。それを使う事に対しての交渉だ」

　正面には、滝たき川がわがいる。彼女も胡座だ。

　そして、滝川が頷うなずいた。彼女は、笑いもせず、しかし、睨にらみもしないフラットな表情で、

「こっちは、アンタ達を単なる傭よう兵へいとして用いるつもりだよ。──今までだってそうして来たんだ。ここでいきなり交渉で値ねをつり上げるとは、些いささかおかしな話じゃないかい？」

　言って、滝川が口くちの端はを小さく上げた。

　笑ったのだ。

　その表情の意い図とは、一つだろうと筧は思う。

　……スタートラインを引いた、って事か。

　まだ序じよ盤ばん。楽しもう。そういう事だ。こんな状況で、敗はい戦せんを前にしているが、

　……解わからないでもない。

　戦力を揃そろえたり、調ちよう整せいする行為には、独特の面白さがある。出場前に、どんな武ぶ器きを使おうかを迷うのと同じだ。

　自分を構築し、模も索さくして、いい形にしていく。その過程と手て応ごたえが面白いのだ。

　ならば、滝川の今の台詞せりふは、こういう事になる。

「──有あり難がとさんよ。滝川さん」

「何が、有り難うなんだい？」

「そりゃ簡単だ」

　筧は言った。

「まだ、何のための交こう渉しようか、探り合うような状態だ。だが、それでも尚なお、俺おれ達の実力を、とりあえずは〝武ぶ器き〟くらいには認めているってー事だからな」
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　筧かけいは、自分達を定義した

「P. A. Odaの重じゆう臣しん。そんなアンタが、〝武器〟だと言った。

　武器は誰だれかに扱われるもの。つまり、──俺達はアンタに扱われる価か値ちがあるって訳わけだ」

　言う事で、定義する。

　たとえ否定や覆くつがえしであっても、言葉は定義だ。

　それの積み重ねが交渉となる。

　……穴あな山やまさんが、ここら辺、よく言っていたなー。

　今いま更さらながらに、もっと交渉の訓くん練れんをしておけばよかったと思う。そして、きっとこれは、ここから先の数十分で、何度も思う事になるだろう。

『望もち月づき、ちょっとフォロー頼むわ』

『手助けで御ご座ざいましょうか。援えん護ごで御座いましょうか』

『見て判はん断だんしてくんねーの？』

『Ｔｅｓテスタメント．、思った通りに判断するもので御座います。──代わりましょうか？』

『うわー、すげえ見た目だ俺』

　だが、それが自分だ。

　正直、こんな事をやる人間ではないと、自分の事をそう思ってはいる。

　しかし、やっておいた方がいいと、そう思う案あん件けんがあるのだ。

　今、この状況ならば通しやすい、真田さなだにとって益えきになる事。それは、

「俺達が、アンタに加か勢せいするとしよう」

「聞くだけ聞こうか」

　加勢という言葉を認めない。それは、こちらの戦力を〝助力〟としない、という事だ。

　恩おんを買うつもりは無い。滝たき川がわはそう言っている。

　真田が織お田だと羽は柴しばを手伝うのは当然。それが彼女のスタンスだ。

　だが、こちらはそうもいかない。

〝加勢する〟という言葉への否定を無視して、筧は言う。

「──加勢の報ほう償しようとして、大おお坂さかの役えきまでの真田を、羽柴側で保ほ護ごしてくれ」

　これが、自分の本当の望みだ。
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　滝川は、近くにあった器うつわを手に取った。

　中にあるのはヨーグルト飲料。脂し肪ぼう分は極きよく力りよく抜いた乳にゆう清せい飲料なので、眠い時には口をサッパリさせると、カウンターの男が〝サパリ！　サパリダーヨ！〟と言っていた。が、何ど処こまで信じていいものか。大体、メニューの品名が、歴れき代だい料理長の名前に合わせて〝ラッシー木き村むら〟とかついているのはどうかしてる。木村はイチゴ味らしい。

　だが、滝たき川がわはそれを口にして、

　……あ、確かにサッパリ。

　そんな事を思いつつ、彼女は、筧かけいの申し出の事を考える。

「……大おお坂さかの役えきまで、真田さなだを保ほ護ごしろ、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、悪い話じゃねーだろ。大体、第一次上うえ田だ合かつ戦せんは羽は柴しばの要よう請せいで、その見返りに、信のぶ繁しげ派を優ゆう遇ぐうするとまで言ったんだ。だから、その実利として、俺おれ達は真田の保護を願いたい」

「アンタ達が真田の実権握ってる訳わけじゃないだろうに」

　滝川は、試すように言う。

「それに、優遇は〝信繁派〟だよ？〝真田〟じゃないんだよ？」

「解わかってるじゃねーの。だからだよ」

　筧が、自分を親おや指ゆびで示して、こう言った。

「俺が言ってるのは、真田の土地って事だ。──それが保護されねーんじゃ、意味がなくてな。だからこれは、アンタを通しての、真田側からの願いだと思ってくれていい」

「アンタに実権が無い事については？」

　Ｔｅｓ．、と筧が頷うなずいた。

「真田の民たみが保護される事を、実権者である昌まさ幸ゆきさん達が否定する訳ねーよ。

　空から手て形がたでもいい。俺達としては、自分達の戦う価か値ちを定義しておきたいし……」

　筧は、一ひと息いきを入れ、こう告げた。

「本ほん音ねなんだわ、これ」
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　いいか？　と筧が言葉を繫つなげたのを、滝川は聞いた。

「大坂の役で、最後、真田勢は松まつ平だいら側に突とつ撃げきを掛ける。それは本ほん陣じんに至り、松平の中ちゆう枢すう近くにまで届くんだぜ？」

　知っている。聖せい譜ふ記き述じゆつにも記しるされている内容だ。

　これによって、真田の勇ゆう猛もうは知られる事となり、後こう世せいの高い評ひよう価かを確定するのだ。

「どーだい」

　筧が言葉を繫げてくる。

「保護して貰もらえれば、その期間中、真田は総員上げて大坂の役専用の訓くん練れんを行う事が出来る」

　彼は言い、しかし台詞せりふをそこで止めない。

「羽は柴しば側としては、松まつ平だいらに確実に一いつ矢しを報むくいる事が出来る聖せい譜ふ記き述じゆつだ。更さらには、つい〝松平の首を取った〟としても、〝解かい釈しやく〟で済ませられる」

　どーだい。

「大おお坂さかの役えきの頃ころには、羽柴側は戦力を松平側によって削けずられている。それは、裏うら切ぎりや様よう子す見みによって、羽柴側から力ある人間がいなくなったという事だけど……」

　筧かけいが、姿勢を正してこう言った。

「真田さなだは、羽柴側を裏切らない。──だったら、言った通りにしてくれねーか」





●






　……やべー……。

　筧は、内ない心しんで冷ひや汗あせを搔かいていた。

　かなりハッタリを利かせて言ったが、何の保ほ証しようも無い事ばかりだ。

　しかも、こっちに都つ合ごうの悪い事は、全て隠かくして、ベラベラ喋しやべる事で突っ走った。

　出来る事なら話の前半部を憶おぼえてないとか、滝たき川がわがそんな感じでいてくれないだろうか。

　無む理りか。

　……無理だよなー……。

『筧様、かなり強ごう引いんに行きましたが、とりあえずこちらのウリは通ったと思うので──』

　望もち月づきがわずかな間を置いて、後ろからこう言った。

『前向きに考えようでは御ご座ざいませんか』

　……すげー援えん護ごだ……。

　海野うんのがベッドを与えられたなり熟じゆく睡すい態勢で良かった。二人にツッコまれるとシャレにならん。

　ただ、望月の言葉は確かだ。

　こっちは、自分達が持つ利点をしっかりと述べたのだ。

「真田さなだを保ほ護ごする事による最大の利点。解わかってるだろ？」

　それは、

「真田こそが、大坂の役において、松平側に明確な一いち撃げきを入れられるって事だ。

　関せきヶ原はらにおける島しま津づなどと同等の、な」

　心の中の萎い縮しゆくを隠かくし、言葉を作りながら筧は思う。これから先、P. A. Oda内では、近い内に信のぶ長なが暗あん殺さつの歴史再さい現げんである本ほん能のう寺じの変へんが起きるだろう、と。

　羽柴陣じん営えいとしては、その後に天てん下かを取る事になるが、後は衰すい退たいだ。

　羽柴勢は、羽柴の死後に散っていき、東西に分かれて行く事となる。

　そして、最後の決けつ着ちやくの前ぜん哨しよう戦せんとして、関ヶ原の合かつ戦せんがあり、大坂の役で全てが終わる。

　だから、

「最後の戦せん闘とう。頼りになる戦力を国ごと温おん存ぞんする。そうして貰もらえないか？」

　筧かけいは言う。

「俺おれ達は、ここでアンタを手伝う。前線に出て、アンタ達を温おん存ぞん出来るよーにしてやるよ。真田さなだの温存と引き替えに、俺達が意い地じでもアンタ達を守る。それじゃ駄だ目めか」

　口から出で任まかせだ、という自覚はある。だが、心の底で、こんな事を思いもする。

　……俺、言った事が大体当たるんだよなー。

　神様が見ているからだろうか。

　だが、それでも、これは大事だ。何な故ぜなら、

　……現在においても、真田は小しよう国こくなんだよな。
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　……全く、小国ってのは面めん倒どうな立場だぜ。

　筧は、真田という国を思う。

　山さん間かん部ぶの小国だ。

　森の深く、山の奥。夏は短く、冬には雪に沈むような土地だ。

　だが、陸上の運うん輸ゆを考えた際、真田は街かい道どうの要よう所しよとなっている国だ。

　それによる中間貿ぼう易えきが行えると同時に、他国からの侵しん入にゆうや介かい入にゆうも多く、蓄たくわえた金は防ぼう護ごと越えつ冬とうのために消しよう費ひされていく。

　失った物は、なかなか取り戻せない土地だ。

　だから、失ってはならない。

　自分達にとって、最も大事な事が、それだ。

　真田の土地だ。

　居い場所を失い、各所を流れた自分達は、真田において、「ここだ」と思ったのだ。

　ここならば、生きていく事と、失わずにいる事が共に出来る、と。

「──ったく」

　筧は、滝たき川がわを見る。

　滝川はP. A. Odaの重じゆう臣しんだ。だから、恐らく、彼女はこっちの出しゆつ自じを知っている。

　何しろ、自分達とて、元々はP. A. Odaの住人だったのだ。

　大おお坂さか。

　羽は柴しばの七なな本ほん槍やりと、その周辺人物。既すでに幾いく人にんかは襲しゆう名めいをしていたが、それ以外の襲名候こう補ほ者しやを養よう成せいする学院に自分達はいたのだ。

　いろいろな理由で学院を辞じ退たいしても、有能な者には目が掛けられ、フォローがある。羽柴の関係者の襲名ともなれば、国を挙げての事業なのだから当然だ。

　自分も、いろいろあったが、有力候補として引き揚あげられた。

　集まった場所には十人がいて、それぞれが未来を得たと、そう思った。

　だが、ある時に、新候こう補ほ生せいという者達が現れ、自分達は敗れた。

　そして流れた。

　そのまま、羽は柴しば麾き下かの下か部ぶ組織に長ちようとして就つくというやり方もあったろう。しかし、

　……何か違うんだよなー、それ……。

　自分達の居い場所を失った時、代わりになるものはあったとしても、違い和わ感かんはついてきた。

　この居場所は、前と同じだろうか。

　その答えが〝否いな〟しかないと気付くのは、もっと後だ。

　ただ、当時は、こう思っていた。同じ物が得たいと。そして、もしそれが得られないならば、絶対に「これだ」と確かく証しよう出来る居場所が欲しい、と。

　麾下として準備された一いち段だん低い場所に、「これだ」があれば良かった。

　だが、それは無かった。

　敗れた十人。誰だれも彼も、再さい起きを願いつつ、あるものを望んでいた。

　ここではないどこか。今では無いいつか。

　自分達を、その場所自体が望んでいるような処ところ。

　そして流れてみれば、P. A. Odaは巨きよ大だいだった。どこまで言ってもP. A. Odaで、大たい国こくの巨大さを実感させられた。

　半年も山さん岳がくと砂さ漠ばくを渡っていれば、気付くのだ。

　……ああ、俺達のいた処って、デカかったんだな、って。

　ならば、羽柴関係の襲しゆう名めい者しやとして感じていた未来とは、何だったのか。

　それは、

「──大国に認められてると、解わからねーかもしれねーけどさ」

　そうだ。

　大国の中では、必要とされると同時に、大国の存在やルールに守られる。

　大きい、というだけで、国は不ふ可か侵しん性を持ち始めるのだ。ならば、

「小しよう国こくは、マジで、国が、俺おれ達のような戦力を必要とするんだよ」

　大国のように、戦力をすげ替える事も出来ない。

「失ったら終わりでな」

　だから、と筧かけいは言葉を作った。

「どーだよ滝たき川がわさん」

　投げた言葉に、即そく座ざの応答が来た。それは、淡たん々たんとした、

「──甘えるなよ針はり投なげの小こ僧ぞう」
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　滝川は、言葉を作った。

　口くちの端はを上げて、彼女は真まっ直すぐに筧かけいを見る。

　……成なる程ほど。

　確かに、P. A. Odaの中にて、後続の養よう成せいをする学院が存在していた。

　否いな、今でもそれはある。

　どんな国だって当然のように持っているものだ。特とく待たい生せいの集合場所として、国家に尽くす者を育て上げていく。

　だが、そこで育つ者達よりも、外部からの優ゆう秀しゆうな人材が何かを上回る時がある。

　十じつ本ぽん槍やりがそうだったし、佐々さつさなどもそうだ。

　誰だれだってそうだ。何ど処こだってそうだ。

　日常生活でも、食器や衣い装しようを〝いいもの〟に替えるように、〝国〟という人格にとっては、必要なものは最善のものへと置き換えられていく。

　何年前だろうか。

　羽は柴しばの麾き下かとなる事を望まれていた学生達が、一いつ斉せいに代わり、旧きゆう来らいからの者達が離り脱だつしたと、そう聞いたのだ。

　自分は既すでに襲しゆう名めいしていて、よくある事だと、そう思った。

　ならば、

「悪いな同どう窓そう。──だが、小しよう国こくの僻ひがみを聞いてる程、私も緩ゆるくはなくてね」

　大体、と滝たき川がわは言った。

「大たい国こくとて、人が動かすのさ。だったら、私が見ているのは、人だよ。

　大国の存在やルールに守られてるのは単なる国としての〝有利〟。

　そっちは小国を人とみなしているのかもしれんがね。だとしたら、小国の弱さやルールに守られないのは、単なる国としての〝不利〟だ。

　それを僻みの正当化で通せると思うんじゃないよ」

　滝川は、息を吸った。

「ただただ、ただただ言うといい。──何がしたい。何が出来る。筧・十じゆう蔵ぞう」
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　筧は、内ない心しんで一気に汗あせを搔かいた。

　……しくじったかー！

　否いな、向こうが話を聞く態勢を持ってくれたのは、いい事だと思おう。

　何だかんだで、俺おれも感かん傷しように浸ひたりやすい。つい、要いらぬ気け配はいを纏まとってしまったようじゃねーのか。というか、根ね津づ病が罹う患つったんじゃなかろうか。

　ただ、向こうはこちらの言葉を求めている。

　……でも、〝言葉〟だったら、さっき、言ったじゃねーの。

　違う。

　さっきのは、こちらの望みの押しつけだ。

　ここからは現実だ。

　ならば、ここで今、言うべきは、

「俺おれ、望もち月づき、海野うんの、この三人がアンタのところに入る」

　手て順じゆんだ。

　自分達が出来る事と、その準備となる事を全て。

「俺は、弾だん丸がんと火ひ縄なわを基き礎そとする。弾丸は三千発ってところだ」

「多くないかい？」

「もっとくれるのかい」

　言うと、滝たき川がわが笑った。何な故ぜ笑われたのかは解わからない。

　くれそうだから集たかったまでだ。だが、滝川がこちらを見て言った。

「他にも手はある、って顔だね」

「それはお楽しみにしといてくれよ。──意い地じで用意した、とっておきってのも、ある事にはあってさ。ホントなら武蔵むさし勢相手に使うつもりねーヤツだけど」

　さよか、と滝川が言う。そして彼女は、こちらの背後に視線を向けた。

「次」

　望月だ。

　自じ動どう人形の方は、既すでに応答の用意が出来ていたらしい。即そく座ざの言葉が、肩越しに前に返る。

　いつもの望月の、落ち着いた声が、

『爆ばく砕さい術じゆつ式しきを仕込んだ人工毛もう髪はつを用意出来るので御ご座ざいましょうか』

「また面めん倒どうなのが来たねえ……」

　滝川が、苦く笑しようして顎あごに手を当てた。その反応に噓うそはないと、筧かけいは感じた。

　今、お互いは、本ほん音ねで話していると。そう思って、

　……あれ？

　筧は、心の中で首を傾かしげた。

　さっき、自分は、余よ計けいな空気を匂におわせて滝川を怒らせたように思ったものだが。

　それが何故、本音で話せる今の世の中になっているのか。

　……ま、まあいーか。

　よく解らないが、本音で話が出来てるなら、それでいい。

　だが、現状の応答は、少々マズイ。何故なら、

　……望月の爆砕術式の用意は、無む理りかね。

　望月の爆砕術式は特とく殊しゆだ。髪かみに仕込んであるがゆえ、何ど処こにでも持ち込みが可能で、重力制せい御ぎよを掛けることによって、投とう射しや武ぶ器きにもなれば、水に流す事も可能となる。

　更さらには、用意によって別の遣つかい方も出来るが、

　……どちらにしろ、本数が必要だ。

　先の有あり明あけ上の戦せん闘とうで、かなりの量を消しよう費ひしたらしい。口に出しては言わないが、野や外がい料理の際、着ちやつ火かにそれを使わなかった事から浪ろう費ひが窺うかがえる。

　だが、方法はある。

　ここで情報を与えたところで、貸し借りにはならないだろう。ゆえに筧かけいは言う。

「滝たき川がわさん。──北ほう条じように通してくれ。北条は自じ動どう人形の生産が充実してる。望月の言ってるものがある訳わけじゃねーだろうけど、用意は出来る筈はずだ」

「Shaja、──いい案だ」

　じゃあ、と滝川が言った瞬しゆん間かん。望月が即そく答とうした。

『──海野うんの様の用意としては、鉄てつ扇せん剣けんの補ほ修しゆう材ざいと、扇せん子すの補修材。あとは……』

　そうですね、と望月が言う。

『派は手で目めの衣い装しようを、何か選ばせて頂いただく事は可能で御ご座ざいましょうか』
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『……お前、結けつ構こう仕切るのね』

『おや、ビーストの筧様としては、海野様の衣装を語りたかったので御座いましょうか』

『いや、あいつの格かつ好こうで俺おれの記き憶おくにあるのって、どっちかってーとジャージ姿すがたが一般的……』

『体たい操そう着ぎジャンルで御座いますね』

『……何だかお前、最近ちょっと厳きびしくねーですか？』
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　望月は、筧の訴えを無視することにした。

　確かに最近、満足に料理も出来ていないし、掃そう除じも、洗せん濯たくも出来ていない。やっている事といえば爆ばく砕さい術じゆつ式しきを使った破は壊かい行為が主であるが、それとは別に、

　……十じゆう勇ゆう士しの身分では、他人に御お世せ話わされる事が多くて遺い憾かんで御座います。

〝それは私が〟、と思う事を、他人が気を遣ってやってしまう。

〝侍じ女じよ式自動人形〟という身分であるならば、逆に放ほう置ちで任されるのに、〝十勇士〟だとそうはいかない。人類とはどうしてここまで肩書きに弱いのだろうか。

　そうやって、何かしようとする判はん断だんを途と中ちゆうで止める回数が多いため、人工頭ず脳のうの中に作業シャットダウンのゴミが溜たまりやすい。その行為で得られる筈はずだった経験、それを記き憶おくしておく容よう量りよう部分も開放し直しになるし、自分の効こう率りつがどんどん悪くなっていく。

　結果、自分に負ふ担たんを掛けないためには短たん絡らくにならざるを得ず、つまり筧が犠ぎ牲せいになる。

『ともあれ小お田だ原わらであるならば、海野様の術式も通るもので御座います。もし、地続きの高所が頂いただけるなら、地ち相そうの照しよう合ごうから真田さなだの土地と同様の力が発はつ揮き出来るかと』

「成なる程ほどねえ」

　と滝たき川がわが腕を組んで頷うなずいた。そして彼女は、飲み物の器うつわを口に傾け、

「──は、暑苦しい話してるからか、ホント、サッパリするねえ」

　小さく笑った。

　肩を揺らし、滝川はゆっくりと息をつく。

「じゃあ、こちらから言おう」

　笑っていた視線が、また、真まっ直すぐなものとなる。彼女は、胡座あぐらを組み直し、口を開いた。

　告げられる言葉は、

「──残念だけど、あんた達のウリは、こっちに響ひびかないね」
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　いいかい？　と滝川は言った。

「真田を保ほ護ごする事によって、大おお坂さかの役えきで真田は松まつ平だいらに一いち撃げきを与えられる。──それは確かに大事な事だね。だけどさ」

　言っておかねばならない事がある。それは、感かん傷しようではなく、現実の事だ。

　いいかい？　と滝川はもう一度言った。

「大坂の役においては、もはや羽は柴しばは小しよう勢力。時代は松平の天てん下かだ。そんなところで一撃を報むくいて、何の意味があるのさ」

　正面。筧と望もち月づきが無表情なのは、忍にん者じやならば当然だ。

　ただ、何の反応も無い事こそが、内ない心しんの動きを雄ゆう弁べんしている。

　……こういう時、出来るヤツは、わざと自分を乱したりするんだけどねえ。

　戦せん闘とう系けいの忍者ならば仕方ない。大体、こっちもそれを求めて真田に戦力を要求していたのだから。

　しかし、彼らとしては、自分達自身に不ふ本ほん意いを感じる流れでもあろう。

　大体、真田の連れん中ちゆうが言いたい事はよく解わかるのだ。

「真田は小しよう国こくと、そう言ったね」

「ああ、言ったさ」

　Shaja、と滝川は頷うなずく。その上で、

「筧・十じゆう蔵ぞう。……その上でアンタは言ったね？　真田は、大坂の役で松平に一いつ矢しを報いる事が出来る存在だと」

「まあ、そこまで面めん倒どうな物言いじゃねーけど。……言ったね」

　だったら、と滝川は一ひと息いきを入れる。

「今後、真田は大変だね」

　筧かけいが、何かを言えるように構えていた頰ほおを止めた。

　……そうだろう。

　聖せい譜ふ記き述じゆつ。歴史再さい現げんに巻き込まれた小しよう国こくの運命を、滝たき川がわは知っている。

　何な故ぜなら、自分は大たい国こくP. A. Odaの重じゆう臣しんなのだ。

　小国など、大国の気分でどうとでも出来る事や、容易たやすく蹂じゆう躙りんされるという事を、自分は良く知っているし、実際にそうして来た。

　真田も同じだ。

「第一次上うえ田だ合かつ戦せんを終えた真田にとって、ここから先、大きなイベントは二つある。

　関せきヶ原はらの際に生じる第二次上田合戦と、大おお坂さかの役えきさ」

　そして、

「第二次上田合戦は、関ヶ原に向かおうとする松まつ平だいらの一いち勢力を、真田・昌まさ幸ゆきと信のぶ繁しげが足止めする戦いだったね」

「よく知ってるじゃねーの」

「関かん東とうを先日まで管理してたんだよ？」

　小さく笑って、滝川は思った。ああ、私も今、自じ嘲ちようしているねえ、と。

　敗れた者同士が、立場の上下を争っているようで情なさけない。だが、

　……これは必要な事だね。

　反はん松平。それも、自分達が歴史から立ち去るまで、そう有り続ける者達同士なのだ。

　その力やあり方を、間違えさせてはいけない。

　自分は彼らよりも先せん輩ぱい格で、大国の支持を得ている。視し界かいが広いかどうかは自じ負ふでしか測れないが、歴史に関わる大局は見み据すえていると、そう思う。

　だから言う。

「真田は今後、松平に取り入ろうとする国からの攻こう撃げきを受ける。それは、戦争という物理的なものだけではなく、政治や経済を含めたものだろう」

　ゆえに先日、真田の総そう長ちよう、兄の信のぶ之ゆきは、武蔵むさしに逃げ込んだ。結果として彼の亡ぼう命めいは保ほ留りゆうとなったが、少なくともその行為で、真田の総長派に他国は手出ししにくくなくなった。

　問題となるのは、十じゆう勇ゆう士しも含んだ真田の副ふく長ちよう派。父である昌幸と、弟である信繁を中心とする真田の主力の事だ。

　……彼らは今後、他国からの攻撃を受ける事になる。

　無む論ろん、真田側では覚かく悟ごを決めている筈はずだ。その意気で第二次上田合戦も凌しのぐつもりだろうが、

「大おお方かた、第二次上田合戦前に主力は大坂に移動。残った一いつ般ぱん学生が、第二次上田合戦を行おうという腹づもりだろう』

　そして、主力は大坂の役における歴史再現を果たす。

　その理由は、解わからないでもない。

　聖せい譜ふ記き述じゆつの傍ぼう論ろんでは、大おお坂さかの役えき以後、真田さなだの家は家か督とく相そう続ぞくなど、紆う余よ曲きよく折せつを経ながら、松まつ代しろに十万石ごくという土地を得て、安定する。

　戦国の中で翻ほん弄ろうされた小しよう国こくが、遂ついに行き場を確定するのだ。

　実際、真田さなだを継いだ長男の信のぶ之ゆきは九十三歳さいという高こう齢れいを全うする事が解わかっており、この辺り、関かん東とうの管理をしていた期間中、自分もよく確かく認にんした。

　その流れを得るための、決め手は、やはり、

「大坂の役か」

　極きよく東とうに真田あり、と知らしめつつ、歴史再さい現げんを明確に行い、その後の真田に対する聖譜記述の履り行こうを迫る。そういうつもりだ。

　小国らしい、意い地じを示そうというのだろう。

　そして未来を遺のこす。

　そのために、今、この二人は交こう渉しように来ている。

　未来を確実に遺すために、仲間達の保ほ護ごをしてくれというのだ。

　他国からの攻こう撃げきと、第二次上うえ田だ合かつ戦せん。この二つの要因で、大坂の役より前に削けずられる戦力を守りたい。

　これは、無む論ろん、戦力だけではない。

　真田の土地に住む人々や、真田の地そのものも示しているだろう。

　未来に繫つなげるというならば、戦力だけ守っても意味がないのだ。

　……ならば──。

　これはもう、自分一人で判はん断だん出来るものではない。

　羽は柴しばか。少なくとも、各地方を管理出来る管かん領れいの、懐ふところ裁さい量りようを頼るレベルの案あん件けんだ。

　しかし今の自分は関東を管理もしていなければ、羽柴側とも連れん絡らくをとっていない。これから自分が起こす戦いも、蟹かに江え城じようの戦いとして小こ牧まき長なが久く手ての敗戦の一つを先取りするものだが、これもまた、聖せい連れんの認にん可かを得ている訳わけではないのだ。

　羽柴なら、こちらの意い図とを汲くんでくれるだろう。そんな頼りで行っている事だ。だが、

「────」

　真田の二人は、力のある視線でこちらを見ている。

　今の滝たき川がわ・一いち益ますに、政治的な力がどれだけあるか、解っているだろうに。それでもこちらの判はん断だんに懸かけている。

　それ程までに、真田が大事か。

　……全く。

　滝川は思った。こいつらと自分と、どう違うのか、と。前向きな部分でそう思った。

　駄だ目めで元々。そういう事だ。

　しかし、

「言いたいところは、解わかる」

「だけど？」

「──やはり、大おお坂さかの役えきでは、羽は柴しばの役には立たないのさ」

　結局は、そうなる。

「羽柴側の役に立つとしたら、寧むしろ、関せきヶ原はらの際に生じる第二次上うえ田だ合かつ戦せんの方だ。

　あの戦いで、松まつ平だいら勢ぜいの一いつ派ぱは動けなくなり、上じよう洛らく指し示じの遅れもあって、関ヶ原に参さんずる事が出来なくなるんだからね。だから、P. A. Odaとしては、逆に、第二次上田合戦の方に注ちゆう力りよくしろと、そう言いたい」

　大体、と滝たき川がわは言った。

「今日きよう、……いや、もう昨日きのうか、真田さなだでは第一次上田合戦も生じている。

　あれが起きた以上、次は、第二次上田合戦だろう」

　だから、と滝川は言った。

「真田勢。──今のお前達が望んでいる事を、私は叶かなえてやれない」
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　無む理りだ、という滝たき川がわの判はん断だんを、筧かけいは聞いた。真田さなだの援えん助じよや保ほ護ごは出来ない、と。

　だよなー、と筧は思った。

　……くっそ。

　自分の方で、何とか気を回してみたが、やっぱり駄だ目めかもしれん。

　戦いに加わるというのは、その戦いの中での発言権を得る事だ。それは、作戦立りつ案あんなどにおいては、自分の戦力をもって、他国との交こう渉しようすら可能にする。

　だから、今、この大きな戦いを前に、取引が出来れば、そう思ったのだ。しかし、

「────」

　駄目かもしれん。

　……昌まさ幸ゆきさんや、若わか様さまなら、キツイ事態も何とかするかもしれんな。

　だけど、一般の学生や、集しゆう落らくの者達はどーなんだ。

　くっそ、と筧は思った。まだまだしつこく行くぞ、と。

「えーと」

　表示枠サインフレームを開く。

　もはや自分の見た目など、気にしている場合では無い。

　相手も手の内を晒さらしていて、こっちの言葉に乗ってはいる。

　ただ、向こうの立場として、現状と未来を見たら、こっちの未来と嚙かみ合わないのだ。

　それをどうにかする方法は無いか。

　……くっそ。

　このところ、森の中にひそんでいたため、情報の収しゆう集しゆうが半はん端ぱだ。真田の専用ネットワークではなく、神しん道とうの基本的ネットワークにしか繫つなげていないため、情報が緩ゆるい。

　昨日きのう、真田では第一次上うえ田だ合かつ戦せんが起きたというのに、

　……経けい緯いが、よく解わかってねえな。

　小お田だ原わら征せい伐ばつの事も、洗い出して見直したい。

「滝川さん」

「何だい？」

「俺おれ達の権けん限げんだと、この北ほう条じよう艦かんの通つう神しんを外に開けねーんだ。アンタの権限、ちょっと貸してくれないもんかね。……ちょっと、真田の現状を見てみたいんだわ」
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　成なる程ほど、と頷うなずき、滝川はそれを許可した。

　自分の表示枠インシヤ・コトブはムラサイ式だが、

「あ、こっちで仲ちゆう介かい設定は出来るから」

　背後の自じ動どう人形も頷うなずくからには、大だい丈じよう夫ぶなのだろう。

　そしてすぐに、筧かけいは表示枠サインフレームに向かった。手て捌さばきも速く、幾いくつもの通つう神しん経路を渡っていく。

「真田さなだに挨あい拶さつするのかい？」

　と、問うた時だ。

「……？」

　筧が、動きを止めていた。

　眉まゆをひそめ、いつの間にか、表示枠の上を走っていた手も止まっている。

「どうしたね？」

「滝たき川がわさんよ。──権けん限げんのシャットダウン、されてるか？」

「否いな、うちのは生きてるよ？」

　自分の表示枠では、P. A. Oda側の情報が見えている。P. A. Odaの人気サイトである〝いえにちぇり〟も確かく認にん出来るし、通神は高速だ。しかし、

「真田の通神が、閉じてやがる」

『恐らくですが、新しん規きの情報鍵パスワードを使用しなければならないもので御ご座ざいましょう。

　つまり、──真田は、第一次上うえ田だ合かつ戦せんを経て、関せきヶ原はら以降の態勢にシフトしたのです』

　それは、こういう事だ。

「……アンタ達の懸け念ねんする方向に、真田が動き出した、って事だ」
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　真田が、自分達の行く末を決める流れに乗った。

　その事を理解の上で、滝川は、一ひと息いきを入れた。

　……これが、私達の現実だねえ。

　筧達は、自分達の懸念する方向に真田が動いた事を、どうしようも出来ない。

　もはや、真田は、他国からの攻こう撃げきや、干かん渉しようを受けていくしかないのだ。

　保ほ護ごしてやれればな、と、個人的には思う。

　通神を入れて羽は柴しばに連れん絡らくを取れば、幾いくらかは叶かなう気がする。何しろ、第一次上田合戦は羽柴の要よう請せいによるのだ。

　が、それをやれば、羽柴は気を遣つかうだろう。

　下へ手たな負ふ担たんを、ここで作ってしまうかも知れない。

　それに、現状でも充分に危険なのだ。

　今、自分は小こ牧まき長なが久く手てにおける敗戦の先行消化のために、北ほう条じようや毛もう利りと協きよう働どうしているのだが、本番においては北条や毛利とは別行動となる。この三勢力の内、少なくとも自分達P. A. Odaが他二国と協働出来ない事は、先さき程ほどの甲かん板ぱん上で確認しているし、

　……私達を餌えさとして、もっと大きなものを釣つろうとしている。

　そのフシが、北ほう条じようと毛もう利りには、充分にある。

　そして、彼女達が釣ろうとしている獲え物ものの見当は、ある。

　羽は柴しばにとっての巨きよ大だいな損失。そして、松まつ平だいら勢ぜいにとっては、激げき戦せんとなるだろうが、勝利すれば大きな一いつ手てとなる獲物だ。

　きっと、それは生じるだろう。

　止める事は自分には出来ない。

　だが、と滝たき川がわは思う。

「私にも戦力があればね」

　力があるならば、

「もっと、戦って、きっと起きる巨大な損失を、少しは軽けい減げん出来るかもしれない」

「それは──」

「私を救いに、やってくる連れん中ちゆうがいるんだよ。私はここで後あと腐くされ無く負けて、皆の負ふ担たんを少なくしたいのに、わざわざ損失作りに来るのさ」

　その言葉に、自じ動どう人形が問うてきた。

『信じられるので御ご座ざいますか？　御自分の仲間を』

「Shaja、そういう付き合いさ」

　だから、

「皆の負担にはなりたくないと、そう思ってはいる」

　と、そう言った時だ。

「待った」

　筧かけいが手を上げた。

　つと視線を上げれば、筧がこちらを見ていない。

　彼は視線を表示枠サインフレームに向けたまま、口を開いた。

　震えるような声を、滝川は聞いた。

「ちょっと、確かく認にんしたい事がある」

　それは、

「第一次上うえ田だ合かつ戦せん。──誰だれの要よう請せいで生じたのか、それによって真田さなだが何を得る筈はずだったのか、改めて確認したい」

「は？　それは……、羽柴の要請で、真田・信のぶ繁しげ派の優ゆう遇ぐうだろう？」

「そうだな」

　と、筧が言った。

「でも、見た感じ、そこに〝真田の民たみ〟は含まれちゃいねーんだわ。優遇というのも、確かな内容はねえし、保ほ証しようもねえし。無む論ろん、羽柴は──」

「言ったからには、約束を違たがえるような人じゃあないよ」

　筧かけいが無む言ごんで頷うなずいた。

「だったら、一つ、譲ゆずる」

　それは、

「──優ゆう遇ぐうってのは、きっと、大おお坂さかの役えきについてだろう。だから、大坂の役で若わか様さま達が活かつ躍やく出来るかどうか、という事については、そっちに譲るわ」
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　……やるねえ。

　滝たき川がわは、内ない心しんで感かん嘆たんした。

　筧のやった事は、単純だ。

　交こう渉しよう条件を、二つに分け、一つを取り下げたのだ。

　元々、筧の考えはまとまっていなかったのだろう。交渉役としての技術が甘かった事もある。それゆえに彼は初め、こう言っていた。

「真田さなだの国を保ほ護ごしてくれ」

　と、そう告げたのだ。

　それは、初めに〝羽は柴しばによる要よう請せいと、信のぶ繁しげ派の優遇〟があったから生まれた要望だろう。羽柴の手で信繁派が優遇されるなら、ついでに真田の国を保護して欲しいと、そういう便びん乗じようの交渉を行っていたのだ。

　だが、今、筧は、その内の一つを取り下げた。

　信繁派の優遇は、羽柴に任せると言ったのだ。

　元々、信繁派の優遇は言われていた。だから、それを下げても問題は無い。

　寧むしろ、交渉内容がシンプルになったと言える。

　ただ、交渉内容としては、変わった。

　何故なら、今までこちらは、筧の言葉をそのまま受けて交渉していたのだ。

　だから、

　……二つ同時に受けていたのを、片方外されたら、譲じよう歩ほしなきゃならん！

　これは、公的な交渉だ。

　自分が、筧の事を交渉の経験が甘いとみていたせいもある。

　そして、自分には権けん限げんが無いし、結局は断る事になると、見切っていたせいもある。

　ゆえに、筧の訴えである〝保護〟を、信繁派の分と、真田の国の分と、重ねて聞いていた。

　それを、筧は一つ、取り下げた。

　譲歩したのだ。これは、

「……？」

　筧かけいの表情を見ているに、策さく略りやくでは無いだろう。

　本人もよく解わかっていない、自分の論ろんの絞しぼり込みだ。

　無む論ろん、どうしてそんな事が生じたのか、理由はある。

　……さっきの通つう神しんか！

　真田さなだが、遂ついに関せきヶ原はら以後の態勢に移ったという事実。それをはっきりと見る事で、筧は、真田の指導者達の覚かく悟ごを知ったのだ。

　何もかもを保ほ護ごしようという傲おごりは、そこで消えた。

　あるのはただ、優ゆう遇ぐうされる者達を鑑かんがみるのではなく、それ以外の民たみを守ろうとする、そんな意い思しだけだ。

　ゆえに生まれた天然の交こう渉しようだが、ルールはルールだ。

　向こうは、二つあった要望を、一つ、確かに切ったのだ。

　譲じよう歩ほである。ならばこちらは、

「────」

　どう答えるか。滝たき川がわは迷った。
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　……あれ？

　筧は、空気が重くなったのを悟さとった。

　滝川だ。

　彼女が黙だまって腕を組み、こちらを見ている。

　やべー……、何かやっちまったろうか……。

　自分としては、ただ、割り切りをつけたつもりだった。

　先さき程ほど、真田の通神が断たれているのを見て、こう思ったのだ。

　……昌まさ幸ゆきさんや、若わか様さまにはかなわねーわ。

　彼らの覚悟とは、一般の民を巻き込む事を厭いとわないというものだ。

　自分はそこまで割り切れない。

　ある意味、自分はまだ、真田の土地の人間に、なり切れてないという事なのだろう。

　だから、「犠ぎ牲せいになってくれ」と言う事が出来ない。

　それがいい事なのか悪い事なのか、己おのれには解らないけれど、

「戦えねえ皆の保護を頼むくらい。出来ねえもんかな」

　どうなのだろう。

　一いつ般ぱん学生はしょうがねえ。学生である以上、戦争があったら前に出るんだもんな。

　だから、第二次上うえ田だ合かつ戦せんがあっても、しょうがねえ。

『昌幸様や、若様は、覚悟の上だ合戦。というところで御ご座ざいましょうか』

『何でお前、そんな高性能なのよ……』

　だが、そんな下らないネタすらも息抜きだ。

　出来る事なら、第二次上うえ田だ合かつ戦せんを、無しにしてやりたいが。

　……無む理りかねー……。

　と、筧かけいがそう思った時だ。

「筧・十じゆう蔵ぞう」

　滝たき川がわが不ふ意いに言った。

　彼女は、眉まゆをフラットに、睨にらむような視線をこちらに寄よ越こしてくる。

「あんたが真田さなだの指導者達を捨てて、真田の民たみを守ろうとしたのは、よく解わかるよ。

　そして一つ、それらを大きく叶かなえる方法がある」

「──あるのかよ!?」

　声が、食堂に反はん響きようした。

　誰だれもいない時間帯たいだ。土を固めたブロックの床とはいえ、音は強く響ひびく。

　しかし、筧は構わなかった。胡座あぐらの尻しりを揺らし、前のめりになって、

「……それは？」

　問う。

　もはや見た目も外がい聞ぶんも関係ないのだ。交こう渉しようでは表情を変えるな、という鉄てつ則そくすら、今の自分にとっては無意味だ。

　ただ、聞き、ただ、もぎ取る。それだけを果たせばいい。

　そして、筧は聞いた。

「あんた達、一いつ騎き当とう千せんだと言ったね」

「ああ、言ったさ」

「じゃあ、残る問題は一つだけだね」

　滝川は、こちらを指さし、口を開いた。

「──アンタ達が、第二次上田合戦を担たん当とうするのさ」
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　筧は、何を言われたのか、解らなかった。

　……は？

　第二次上田合戦の事は、よく知っている。真田に所しよ属ぞくするならば当然の事だ。

　それは、松まつ平だいらと真田の因いん縁ねんの戦せん闘とうの一つだ。

　関せきヶ原はらの折。交通の要よう所しよである中なか山せん道どうを制圧しようとした松平勢を、上田城じように籠こもった真田の親子が足止めする。相手は松平・元もと信のぶの子であり、次じ代だいの将しよう軍ぐんとなる秀ひで忠ただであり、立ち向かうのは真田・昌まさ幸ゆきと、次男信のぶ繁しげの親子だ。

　結局、戦せん闘とうは、地元の利と交こう渉しようや局きよく地ち戦に長たけた真田さなだ側が有利に進ませる事となり、秀ひで忠ただ軍は足止め。その内に関せきヶ原はらの合かつ戦せんは終了してしまう。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、松まつ平だいらの軍ぐん勢ぜいは三万八千人。

　対する真田勢は二千を上うえ田だ城じように置き、外に千五百人。

　戦力差十倍を覆くつがえした戦せん闘とうだとされている。が、

　……解かい釈しやくで、どうにだって出来る話だぜ。

　しかし、滝たき川がわは、それをやれという。

　誰だれにだ？

「……俺おれ達に、か？」

「Shaja、当然さ。──一いつ騎き当とう千せん。本気でそう言うならば、三千五百の寡か兵へいを担当するのも出来るだろう？」

　言われ、筧かけいは息を詰めた。

　……おいおい。

　かなり吹っ掛けた話から始めたつもりだが、とんでもない事になった。

　こういう、歴史再さい現げんの主導となるのは、各国の指し導どう者しや達だと、そんな偏へん見けんがあったのは確かだ。自分達は一いつ介かいの忍にん者じやで、交渉役になる事はあっても、国を動かす事は出来ないと、そういう思い込みがあるのも事実だ。

　しかし、と筧は思う。

　滝川が提てい案あんしたのは、自分達を歴史の表おもてに上げる行為だった。

〝要いらず〟ではない。

　世界に残る者として動けと、彼女が言う。それはやはり、大たい国こくに所しよ属ぞくするがゆえの視点によるものだろうか。

　構わない。今、知りたいのは、

「──もし、それをやったら、どうなる？」

「私の籠ろう城じようが、やりやすくなる。……アンタ達が展開する戦せん場じようと、私達の戦場が二重化するからね。武蔵むさし勢を二分出来るのさ」

　つまり、敵を分ぶん割かつ出来る。それはどういう事かと言えば、

「……こっち主体で、敵を振り回せるって事か」

「そうなるね」

　滝川の頷うなずきを筧は見た。その時だ。

『──一寸ちよつと、お待ち頂いただけるで御ご座ざいましょうか』

　背後から望もち月づきの声が来た。

　……望月？

　筧は、反はん射しや的に身を引き締めた。

　望もち月づきは自じ動どう人形だ。最善の結論を常に見み据すえている。そんな彼女がこちらの言葉を差し止めるという事は、

　……何か、マズい事でもあんのか？

『一つ、確かく認にんをさせて頂いただきたく思うので御ご座ざいます。──先さき程ほどの滝たき川がわ様の台詞せりふ』

　それは、

『──一つ、問題があると、そう仰おつしやられたので御座いますが』

「Shaja、隠かくしたってしょうがない。これからそれを言うところだよ」

　一つの問題。

　滝川が言いあぐねた内容は、やはり彼女の口から紡つむがれた。

「私の籠ろう城じよう、蟹かに江え城じようは、北ほう条じようから航こう空くう艦かんとして与えられる事になってる。

　航空艦の籠城ってのは、艦の中に籠こもって戦せん闘とうするんだから、普通に艦かん戦せんさ。

　しかし、私は既すでに武蔵むさしと白しら鷺さぎ城じようで戦闘して敗れているし──」

「俺おれ達はどっちかっていうと地上戦力で、艦かん内ない戦には向いてねーな」

　……そーいう事か。

　筧は、納なつ得とくの吐と息いきを腹の底で生んだ。

「俺達とあんたの戦せん場じようが嚙かみ合わねーし、あんたは武蔵むさし相手に勝しよう機きが見えねーんだ」
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　望月は、滝川の抱える問題を理解した。

　……確かに、ここで新しい戦せん艦かんを得たとしても、武蔵相手の戦闘は難しいもので御座いましょう。

　一艦や二艦でどうにかなる相手では無いのだ。

　主しゆ砲ほうとしての〝兼かね定さだ〟を得た上で、副ふく砲ほうの数も揃そろえ始めた武蔵に対し、今、各国内で対応出来る航こう空くう戦力がどれだけあるというのか。

　しかし、滝川の言葉には意味がある。それは、

『滝川様は、武蔵に勝ちたいので御座いますね』

「────」

　滝川が、無言でこちらを見た。

　そして彼女は、口を歪ゆがめ、恐らくは笑おうとして、

「はは」

　言葉は出すが、それは単なる音の羅ら列れつだ。手は額ひたいに当てられた。そして彼女は、

「悔くやしいじゃないか。あれだけやって、最後は完全に叩たたき潰つぶされてさ。──白鷺城は、P. A. Oda内でも最新級の戦艦だっていうのに」

『では、滝たき川がわ様としては、これから得られる蟹かに江え城じようの戦力は度ど外がい視しで、武蔵むさしに勝ちたいと、そう仰おつしやる訳わけで御ご座ざいますね？』

　だが、確かに問題がある。こちらに振り返った筧かけいが、口に火ひ縄なわをくわえつつ言うには、

「望もち月づき、俺おれ達が艦かん内ないや艦かん上じよう戦せん闘とうすると、どーなると思う？」

『有あり明あけのような平地ならばいいですが、基本は不慣れな状態で御座いましょう。

　大体、──真田さなだには航こう空くう艦も少ないので、対応訓くん練れんが不足して御座います』

　つまり、と望月は言った。

『滝川様の望まれる私共の戦力的価値は、地上を基き礎そとしなければなりません』

「地上に航空艦を止めたら、それこそいい的まとにならねーか」

『そうとも限りません。場合によっては、こちらから一方的に攻こう撃げき出来る場所というものも存在します。たとえば──』

　と、例示を行おうと望月は思った。

　しかし、次の自分の言葉を奪うばうように、滝川が言った。彼女はわざとらしい口調で、

「町まち中なか、なんてのは有りだねえ。一いつ般ぱん市民の中から攻撃しておきながら、自分が攻撃されたら〝敵は一般人を巻き込んだ！〟って言うの。卑ひ怯きようだよねえ」

「卑怯じゃ駄だ目めじゃねーか」

　だが、考え方は同様だ。

　武蔵むさし側から攻撃をする事が出来ない場所。

　一般市民を巻き込まない場所。

　……そのような場所が、あるので御座いましょうか。

「──望月」

　正面。筧が、軽く右腕を掲かかげていた。

「ちと、北ほう条じようの概がい要よう図ず、くれ」

『筧様、見当があるので御座いますか？』

「ねーよ」

　だけど、と、筧の背がこう言った。

「北ほう条じようは、俺達真田さなだにとっては庭みたいなもんだぜ。何しろずっと隣りん国ごくとして警けい戒かいし合ってきたんだからよ。そこの滝川さんより、俺達の方が北条の土地を知ってる」

　だから、

「概要図、くれ。──それと、滝川さんよ」

「何だい？　筧・十じゆう蔵ぞう」

　ああ、と応じて、筧が言った。

「──俺達があんたを守ってやる」
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　筧かけいは、自分の中に熱を感じた。

　……柄がらにもねーよな。

　そんなキャラじゃねーと、そう言いたい。しかし、

　……どーだろ。

「すまね。ちと、火、つけるわ。単に煙あった方が集中出来るだけだから、ポケットに手ー突っ込んだら首飛ばしてくれ」

　言った瞬しゆん間かん。自分の眼前に幾いく枚まいもの表示枠サインフレームが来た。

　北ほう条じようの地ち勢せい概がい要よう図ずだ。望もち月づきが用意したもので、小お田だ原わらを上空から見た図となっている。

　……この中から、武蔵むさしの攻こう撃げきを受けない場所を見つけねえと駄だ目めだ。

　地形は、図を見るだけで脳のう裏りに思い浮かべられる。これらの概要図を作るのには、自分も参加していたのだ。だから解わかるのは、

　……ねーな。

　火ひ縄なわの煙が、冷静に事実を見せつけてくれる。

　小田原は半島の山さん岳がく地帯もあり、そこに航こう空くう艦かんを隠かくす事や、天然の遮しや蔽へいを設ける事も可能だろう。だがそれでは、隠れたところを見つけられ次第、砲ほう撃げきの嵐あらしを食らう。

　大体、隠れる事で武蔵の主しゆ砲ほうを回かい避ひ出来なくなるのは、致ち命めい的だ。

〝兼かね定さだ〟と呼ばれる武蔵主砲の威い力りよくは、間ま近ぢかに見ている。

　あれならば、小さな山一つを撃うち抜けるだろう。天然の要よう害がいがあったとしても、逆に自分達が動けなくなって終わりだ。ならば、

「────」

　やはり、町しか無いだろうか。

　否いな、それは駄目だ。

　それは、滝たき川がわと、真田さなだのイメージを地に墜おとす。最悪の場合、自分達の望みを羽は柴しば側からキャンセルされる可能性もある。

　……だとすれば……。

　一番安全なのは、主しゆ戦せん場じように置く事だ。小田原城じようの近くが特にいい。

　小田原城の周辺は、故こ意いに水に沈めておく事が解っている。先に水みず攻ぜめを成立させて、戦せん闘とう時間を短くするのだ。

　ならばそこに蟹かに江え城じようとなる航空戦せん艦かんを置いてしまえばいい。

　武蔵とて、自分達の戦力が展開する戦場に主砲をぶち込む事は出来ないだろう。

　だが、

「滝川さん」

「何だい？」

「……北ほう条じようが、俺おれ達に手を貸してくれるという、そんな保ほ証しようは？」

「手を貸す事はないだろうね。向こうは、毛もう利りと繫つながっているようだが、……こっちは、前も言った通り、餌えさくらいにしか考えられないフシもある。

　少なくとも、戦せん場じように私達が入って来る事は好まないだろうね」

　成なる程ほど、と、背後の望もち月づきが頷うなずく声が聞こえた。

　……いろいろ、面めん倒どうな立場だなー、俺達。

　戦場の間ま借がりは無む理りだ。

　ならば、どうする。

　煙の向こうに見える北条の概がい要よう図ずが、随ずい分ぶんと遠く感じられる。

　だが、遠とお間まから見ている今ですら、いい場所が見つからない。

　……おいおい、しっかりしろよ。

　いい場所を見つけられなければ、全てが駄だ目めなのだ。

　見つける。そう、見つけてしまえば、全てが叶かなう。

〝要いらず〟が、もう、そうではないと言えるのだ。

　真田さなだの土地では、今、関せきヶ原はら以い降こうに向けて皆が準備をしている筈はずだ。

　皆、歴史の中に向かっていく。今の世の、これから作られる歴史というものに、自分を遺のこし、未来を繫つなぐために動いていくのだ。

　俺達は、ここでそれを手伝う。

　真田の皆が警けい戒かいしている筈の第二次上うえ田だ合かつ戦せんを、三人だけでやってやる。

　それが出来れば、皆の負ふ担たんは随ずい分ぶんと減る筈だ。だから、

「見つける」

　そして、

「滝たき川がわさん。──あんたを守って、P. A. Odaに戻って貰もらう」

　何な故ぜなら、

「真田の三人はよくやったと、あんたから羽は柴しばに口くち利ききしてくれ」

　そのために、今は、

「籠ろう城じようの場所を──」

　と、そこまで言った時だった。

　筧かけいは、ふと、腰のポケットに手を入れそうになっている自分に気付いた。

　……おっと。

　慌あわてて手を腰から離す。そして気付くのは、ポケットの部分、口が強く閉じている事で、

『先さき程ほどから、手を入れられないように重力制せい御ぎよで止めて御ご座ざいます』

「うっかり死ぬ事はなかったってー訳わけね」

　と、苦く笑しようした時だ。油ゆ断だんした右の手が、盆ぼんに置かれていたグラスを転ばした。

　盆の中に水が零こぼれる。それはパフェの器うつわの底を回り、盆の中に広がった。

　やっちまった、と思った。その瞬しゆん間かんだ。

「──あ」

　筧かけいは気付いた。

　あった。

　武蔵むさし側から攻こう撃げきをする事が出来ない場所。

　一いつ般ぱん市民を巻き込まない場所。

　それが、今、確かに、目の前に見えた。
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　滝たき川がわは、一つの動きを見た。

　筧がいきなり立ち上がり、食堂の窓へと身を移したのだ。

　速い。一いつ瞬しゆんの身のこなしだ。だが、自分がその動きを追って振り向いた時には、既すでに筧があるものをこちらに見せていた。

　一枚の表示枠サインフレームだ。

　それは、眼がん下かの風景を映したもの。今は、北ほう条じようの土地を見せる内容だ。

　初めは夜の色で映されていた画面は、しかしすぐに補正された。受光の増ぞう幅ふく処理をアマテラス系けい光学術じゆつ式しきによってかけられ、表示枠が下の光こう景けいを昼間のように見せる。

　まず見えたのは、森だった。

　小お田だ原わらの近く。半島の山さん岳がく地域から広がる森林だ。しかし、

「概がい要よう図ずじゃ解わからねー筈はずだ。だって、それは、最近出来てたんだからな」

　それ、とは何か。

　筧の口元で赤せき熱ねつの光が生まれた。火ひ縄なわの明かりだ。

　朱あけの色に照らされた筧の顔が、笑っていた。

「滝川さん、見えたぜ。あれが俺おれ達の籠ろう城じようの場所だ」

　と言って、筧が表示枠サインフレームを拡大した。

　眼下。森が途と切ぎれて小田原城へと大地が広がる筈の場所。先さき程ほど望もち月づきが展開した表示枠では、そこには丘と、畑があった筈だ。

　違った。

「──湖みずうみ？」

「違う。──人工湖こさ」

　それは、

「小田原城じようを水に沈めるための水すい源げん。そのために作られたものさ。

　そこに蟹かに江え城じようを置く」
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　滝たき川がわは、筧かけいの言葉に顔を上げた。

　……出来るのかい？

　武蔵むさしと戦うための方法。

　あの主しゆ砲ほうを封じて、真まっ正しよう面めんから戦う手段だ。それは、

「蟹江城を、その人工湖に置け、と？」

　解わかってるじゃねーの、と筧が言った。

「あの人工湖の堤てい防ぼうを決けつ壊かいさせるには、相当の火か力りよくが必要だ。それこそ武蔵の主砲クラスの一発が、ね。そして堤防が決壊すれば、小お田だ原わら城じようは一気に水すい没ぼつする」

　しかし、

「戦せん場じようは町と遠ざけてあるし、人払いもある。──もしそうなっても、北ほう条じようの民たみに害は無い。

　だけど、武蔵は小田原城を水没させる訳わけにはいかねーだろう。親しん松まつ平だいらで、何か策さく謀ぼうしているフシもある北条だ。あの湖みずうみは、武蔵にとっては不ふ可か侵しんとなる。だからもし手を出せたとしても、あの主砲をぶち込む事は出来ねーさ」

「ならば私達は、あの湖からならば、武蔵をどうとでも出来る、と？」

「普通の砲ほう撃げきは来るかもしれんし、地上部ぶ隊たいは乗り込んでくるぜ？」

「それは自分達でどうにかするさ。──アンタ達も、加か勢せいするんだろ？」

　はは、と筧が小さく笑った。

「蟹江城は海に面した城だと言ったな？　海じゃねーけど、少しは相そうが適かなうだろ。

　あんた達は籠ろう城じようしてくれ。俺おれ達は、外であんたたちを守る。──それでどうだ？」

　筧が、人工湖の映った表示枠サインフレームを掲かかげ、こちらに放り投げた。

　飛んで来た一枚を受け取り、滝川は指で回した。そして、

「蟹江城の置き場については、北条との折せつ衝しようが必要だねえ」

　だが、意味はある。

「少しは、武蔵に一いつ矢しを報むくいる目が出来た。──そういう事だね、真田さなだ。

　それだけで、羽は柴しばに口くち利ききする意味があるよ。内うち々うちで進めておく。

　無む論ろん、ここで話し合ってるんだ、北条にはバレバレだろうけど」

　滝川は立ち上がった。そして息を入れ、口くちの端はを上げられる自分を悟さとった。

　口から漏もれる言葉は、快かいの色を含むもので、

「──ようやく、敗戦の心こころ構がまえが出来たさ」

　はは。

「口では言っていても、なかなか覚かく悟ごってのは、出来ないもんだねえ」
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　そして、幾いくつかの勢力が、長い一日を終えた。

　武蔵むさし勢は、武蔵に戻るための輸ゆ送そう艦かんが未み明めいに真田さなだへと先せん着ちやくし。

　羽は柴しば勢と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、それぞれの準備のために不ふ夜や城じようの状態を続けながらも、夜番と朝番を入れ替えて行き。

　北ほう条じようと毛もう利りは、艦かんを寄せ、通つう神しんを密みつにしながら、北条の土地へと集合したのだ。

　次の一日は、準備の日。

　翌々日に生じる戦いのため、それぞれの陣じん営えいは、休める者から短い休きゆう息そくへと入っていった。







[image: 第十四章『密室の騒がせ人』]
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　天てん上じようの色が、青黒いものから、紫むらさきへと変わっていた。

　夜から未み明めいに変わる。そんな時間帯たいだ。

　空の色は、変わっていく。

　紫から薄い朱あけに。そして白から黄き色いろを経て、やがて青になって行く。

　色の変化が早い方が東側だ。

　そして風が吹いた。

　冷えた空を、薄い陽よう光こうに浸ひたった空気が撫なでていく。

　東から西へと行くのは朝の東風だ。

　風は朝の空に白い筋すじ雲ぐもを作り、己おのれの姿すがたを誇こ示じしていた。

　そんな風の動きを、見る視線があった。

　低い位置。床からだった。

　空を覗のぞく事が出来るのは、障しよう子じ窓の割れて外れた白い枠わく。床から窓を見上げているのは、

「ナっちゃん、起きてる？」

「面倒めんどくせえ……」

「それ、返答になってないよ？」

「トシはとっとと起きろよ。朝日だぞ」

　と、床上で寝たまま呟つぶやくのは、成なり政まさと利とし家いえだ。

　空詠みカラオケの一室だった。部屋の中央では二つに割れた上で殴なぐり潰つぶされたビリヤード台があり、四し方ほうの壁にはその玉が食い込んで埋まっている。

　ステージの方では楽がつ器きであった残ざん骸がいが散らばり、

「柴しば田た先輩、帰る前に〝こうすりゃ壊こわれてるのバレねえだろ〟って、折れたギターを弦げんで縛しばってたけど、アレどう見ても壊れてるし、何か変な儀ぎ式しきで使う依より代しろみたいだよね」

「ネックがねえからな。それと、金きん管かん系けいも、何か元の形を失って山になってるけど、森もりは何よ？　ホルンの口に頭突っ込んで。寝てんのか？」

「寝てるんじゃないかなあ」

　舞台側の表示枠レルネンフイグーアでは、曲の要求表ひよう示じがなされている。

　あと二時間、という表示を見て、成政は呟いた。

「……関かん東とう、どーなってんだろな」
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「どうだろうねえ」

　と、利家は床に寝たまま呟いた。

「きっと、神かみ代よの時代の僕達の襲しゆう名めい元も、こんな感じだったのかねえ？　ナっちゃん、そこらへん、どう思う？」

「知らねえよ」

　まあそりゃそうだ、と利とし家いえは呟つぶやき、ふと思った。

　……んー？

「ナっちゃんさあ」

「何だよ？」

「昔の事とか、そういう風ふうに〝知らねえよ〟ってんなら、今の事だって、〝知らねえよ〟って出来ないもんかなあ」

　拒きよ絶ぜつがくるかな、と利家は思った。

　うるせえよ、と、そう言われるのかと。だが、

「出来たら楽だな」

　利家は、即そく座ざに反応出来なかった。

　五秒程、利家は、今の成なり政まさの応答の意味を考え、

「──凄すごいよナっちゃん！　何かナっちゃん、僕が見ている限り、生まれて初めて成長した気がする！」

「テメエ、今の沈ちん黙もく、そんな意い外がいだったか」

「いいからいいから！　赤せき飯はん炊たこうか！　それとも黒母衣くろほろ隊たいとしてブラックカレーがいい!?　僕はカレー食べないけどさ！」

「うるせえよ。ちょっと酒残ってんだからよ」

　成政の〝うるせえよ〟に、利家は苦く笑しようする。

「だけど、どういう心しん境きようの変化？」

「知らねえと楽なのは、その通りだろうが」

　成政が頭の下で腕を組み直す。そして彼は窓の方を見るが、

「ナっちゃん、ソファがあるから窓見えないよ。あと、ソファの上、ミッチーが酒さか瓶びん抱いて寝てるから」

「毛布の塊かたまりはそれか」

　と、成政が吐と息いきする。

「さっきのテメエが言った事」

「ナっちゃんがナっちゃん史上初の成長を遂とげた事？」

「その前だ」

「シャレ？」

　睨にらまれた。

　……よく考えると、寝ながらサングラス落としてないのもどうかと思うよナっちゃん。

　だが、彼は天てん井じようを見上げ、

「神かみ代よの時代の連れん中ちゆうはよ。いろいろと不自由で大変だったろうけど、今の俺おれ達みてえなネガティブ思し考こうとか、そういうの、基本は排はい除じよ方向だったんだろうな」

「何な故ぜ？」

「通つう神しん手段がねえ」

　三秒、反応出来なかった。

　その後で、利とし家いえは頷うなずき、

「……頭使えるようになったね、ナっちゃん。ちょっと僕は、今のナっちゃんの成長が恐ろしいよ」

　また睨にらまれた。

　でも、成なり政まさの言う事は解わかる。

「確かに、信じられない話だけど、昔は、狼煙のろしや笛ふえくらいしか通つう神しん手段がなかったってね。あとは歩きや馬で渡しに行く手紙くらいで。

　──外の情報は、外と行き来する商人や、外がい交こう役や旅人、諜ちよう報ほうとしての忍にん者じや達から入にゆう手しゆするのが常じよう道どうさ。速そく報ほうなんてあり得なくて、タイムラグもひどければ、寸断も多い」

　貿ぼう易えきも行う会計の自分からしてみれば、即そく座ざの情報を確かく認にんせずに国家を動かすなど、あり得ない話だ。

「よく、それで世界が保もっていたものだよね。下へ手たをすると、疑ぎ心しん暗あん鬼きで他国を攻こう撃げきしかねず、それが連れん鎖さすれば世界は衰すい退たいするってのに」

「勿もち論ろん、今までの歴史再さい現げんでも、似たような部分はあったんだろ？」

「そうだね」

　初しよ心しん者的な質問だが、ナっちゃんここらへん勉強してなさそうだなあ、と思う。

　だから言う。

「歴史再さい現げんの上では通神手段はあったよ。極きよく東とう……、当時神しん州しゆうと呼ばれていたここでは、神しん道とうネットワークがあったから〝御ご神しん託たく〟が許された。ほら、〝他者の声を聞いた〟と、そんな虫の知らせがあるだろ？　その再現として、神州側では早期から通神が許されたんだ。

　それは、重じゆう奏そう神州でも同様の手法をとろうとしたからだね。重奏神州は神州のコピーで、神道ネットワークの基き礎そ設計も複製されていたから」

　だけど、

「重奏神州は、当然、複数の国の集まりだ。初しよ期きのそれぞれは権けん益えき確保と、自国の情報を守るため、ネットワークを自国と同どう盟めい国領りよう内ないに絞しぼっていく傾向が強かった」

「駄だ目めじゃねえか、それ。何やってんだよ？」

「広い部屋を与えられても、複数の人間で住むと、中を区切っちゃうだろ？」

「俺おれ、部屋、狭いぞ」

「音楽の金きん盤ばん並べてる棚たなは？」

　問うと、ややあってから、

「ああ。仕切るか。──少なくとも、テキトーにミックス状態で並べねえな」

「そうなんだ……。ああ、驚いてないよ？　想そう定てい外がいだっただけだから」

　たださあ、と利とし家いえは言った。

「やがてTsirhcツアークが立ち上がって、国家間を超えたネットワークを作った。おかげで教会権力が強くなって、歴史再さい現げんは国家間だけじゃなく、教きよう譜ふという勢力まで加わった大騒さわぎになったけどね。だけどそれでも、人口を増やすのは難しかったし、竜りゆう属ぞくを初めとした異い族ぞく達との衝しよう突とつや、権けん益えきや歴史再現による騒そう動どう、損そん失しつは多た々たあった」

「駄だ目めじゃねえか、人類」

「駄目だから、どうにかしようと思うんだよ」

「その〝駄目〟が、未いまだに続いてねえか？」

「まあね」

　と、そこまで言って、利家は、成なり政まさの言いたい事に気付いた。

「昔の人達は、ネガティブになったら終わりだね」

「ああ、通つう神しんで、ソッコで誤ご解かいを解いたり、先を見たり、無事を確かく認にん出来ねえもんな」

　だから、成政はこう言いたいのだろう。

「知らない方が楽、って、昔の人はどうだったんだろうね」
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　どうだろうなあ、という成政の声を、利家は聞いた。

「通神手段ってもんが根こん本ぽん的にねえから、自分達が如い何かに大変かに気付かねえだろうしな。

　それが当然、とも思わねえ。だって、それで生活してんだし」

「だとしたら、僕達、どうだったんだろうねえ」

「僕達、じゃねえだろ。──俺おれ達の襲しゆう名めい元だ」

　Ｔｅｓテスタメント．、と利家は頷うなずいた。

「多分、簡単に信じたり、簡単に恨うらんだり、そんな感じだったんだろうね。

　誤解ですぐに根に持ってみたけど、誤解だと解わかればすぐにまた友人に戻るような。

　それが普通で、自分も相手も同じだから、そこをとやかく言わない、ってね」

「意い外がいと俺向きかもな」

「ナっちゃん、結けつ構こう根に持つタイプだよ」

　利家が言った瞬しゆん間かんだ。

『ぼ、僕もそういう話に混ぜて下さい！』

　触しよく手しゆが舞台から起き上がった。

　まっすぐに屹きつ立りつした触しよく手しゆは、ここからだとどう見ても、

「おいトシ、チンコだぞ」

「僕にもそう見えるけど、普通、先せん端たんにあんなホルンのカバーをつけないよ」

『えっ、な、何言ってるんですか！　それより前まえ田だ様、佐々さつさ様、何だかさっきから暗いんですけど、これは何です!?』

　ホルンを先端につけた触手が、慌あわてた動きで左右に首を振る。

　それは、ここからだとどう見ても、

「おいトシ、チンコがホルンかぶって振り回してるぞ」

「僕にもそう見えるけど、普通、大評ひよう定じよう後の隠かくし芸げい大会でもあんなの見ないよね」

『えっ、な、何言ってるんですか！　それよりさっきから周囲が暗くて困るんですが、これは夜なんですか!?　それとも僕の視し界かいがどうにかしてしまったんでしょうか！

　ああっ、まさか僕、恋に目が眩くらんで大事なものを見失ってしまったのかもしれない……』

「おいトシ、チンコがホルンかぶってうなだれてるぞ」

「僕にもそう見えるけど、普通の人なら重さで千ち切ぎれるよね」

　触手がこちらに振り向いた。

『さ、さっきから何言ってるんですか！　僕がホールを被かぶってるなんて！

　そんないやらしい事言わないで下さい！』

「いや、森もり君、被ってる被ってる」

『し、失しつ敬けいな！　これでも僕は大人おとなの形してますよ！』

「誰だれだよ昨夜こいつに酒飲ませたの。まだ残ってるだろ」

・大先輩：『はあ？　何か文もん句くあるのかなああああああああああああああああ？』

「超ウゼえ……」

　だが、ホルンが不ふ意いに揺らいだ。

『あっ……。と、いけない！　何だかさっきから息苦しくて……。ぼ、僕、もう駄だ目めかもしれません。最期に、出来れば愛する人の胸の間に埋まりたかった……』

「おいトシ、チンコが酸さん欠けつだぞ。あのホルン、吹いて酸さん素そ送ってやれよ」

「無む茶ちや言うなよナっちゃん。思わず吸っちゃったら大変じゃないか」

『二人とも！　僕が尊そん敬けいする方達なのに、何でそうチンコチンコ連れん呼こするんですか！　そんな、チンコだなんて汚けがらわしい！』

「言っておくけど森君、僕は言ってないよ？」

「というかテメエは自分の造ぞう形けい見た事あるか？」

『ありますよ！』

　ホルンが断言するのを利とし家いえは見た。

『これでも僕は、毎晩御お風ふ呂ろ入った後、姿すがた見みの前で自分のスキンケアとかしてますからね！　だって不ふ潔けつな触しよく手しゆなんて誰だれも相手にしてくれません！　この地方、寒いですから、毎日、クリーム塗らないと皹あかぎれして血が出てＲＰＧの中ボスみたいになっちゃいますし、だから昨日きのうだって、クリーム塗って、そのあとで調ちよう整せいの香こう油ゆ塗っていたら、ちょっと気持ちよくなって淫みだらな気分に陥おちいりそうになりましたが自制しました！』

「森もり君、キャラ立ってるねえ」

『いえいえそれ程でも！』

　言うなり、チンコが床に倒れ込んだ。

　肉を打つ音で横よこ倒だおしになったのは、酸さん欠けつゆえだろう。

　横、こちらと同じ光こう景けいを眺ながめていた成なり政まさが、

「おい、トシ、チンコが横倒しになったぞ」

「うん、微び妙みように迫はく力りよくあったね」

　と言った瞬しゆん間かんだ。

　成政の向こう。ソファの上から、寝返りを打った不ふ破わが落らつ下かした。それも成政の上に、だ。

　打音よりも、強く響ひびいたのは、肌はだを打つ音と、鈍い音だ。

「ナっちゃん？」

　呼びかけ、振り向き、利家は気付いた。

　不破の抱えていた酒さか瓶びんが、成政の頭をヒットして気き絶ぜつさせている。

　そして、不破自身は、成政に対して頭と足を上下逆にした形で、

「ミッチー？」

　上はシャツ一枚、下は下した着ぎだけで、彼女は成政の上に転がっていた。





●






　不破は、目を覚ました。

「あう？」

　昨夜はいろいろあったのを憶おぼえてる。とにかく暗くなりがちな男共の事だ。自分が場をリードしないと仕方ないので唄うたいに唄った。

　酒も飲んだ。

　菓か子しも食った。

　料理も食った。

　また唄った。

　酔よって柴しば田たに正せい拳けん入れた記き憶おくもあるが、どうしてかは憶えてない。大事なのは結果だ。そういう事だ。

　そしてふと上げた視し界かいには、砕くだかれたビリヤード台が見える。

　……うわあ、最低人間。

　理り屈くつは解わからないが、そう思った。

「ま、いいか」

　呟つぶやく口の横が、何か乾いてる。酒か。ゲロじゃないよね。竹たけ中なか先せん輩ぱいと違うもんね。眼鏡めがねキャラ被かぶってるけどそうじゃないもんね。

　と、口を拭ぬぐって、

「ゲロだ……」

　あっれ……？　何ど処こで吐いたかなあ……。

「あ」

　違った。ソファの上にボウルに入ったプディングがある。これか。

「あー、良かったあ……。人前でゲローンって、流石さすがにそれは、ねえ」

「ミッチー、ねえ、さっきから何だか凄すごく自己完結しまくってるけど」

「あ、前まえ田だ？」

　振り返ろうとして、不ふ破わは気付いた。

　足場が悪い。というか、自分が今、身を座らせているものが悪い。

　……何コレ。

　身を起こし、見てみると、男のズボンを穿はいた股こ間かんがあった。

　最近の空詠みカラオケは、変わった形のクッションを置くものだ。

　そして気付くと、自分は何な故ぜかシャツ一枚に下した着ぎ一枚だ。

　これは記き憶おくがある。酒を飲んで唄うたいまくって、暑いから脱いだのだ。

　上着だけ。

　ここまで脱いだのは何故か。記憶がない。ちょっと断片的にある当時の残ざん像ぞうとしては、御お市いち様さまを相手にカラオケ勝負して、飲んで、以後の自分の思し考こうは消しよう息そく不ふ明めいだ。

　……脱がされたかー。

　意い外がいと御市様も徹てつ底ていしている、と、そんな事を思いながら、

「は？」

　腿ももが寒い、と押さえてみると、素す肌はだだった。

「ちょっ」

　慌あわてて腰に手を回すと、紐ひもがあった。下着は穿いている。

　……危なっ。

　だが、急いで身を回し、利とし家いえから身を離そうとすると、

「え？」

　バランスを取るために着いた手が、何かに掌しよう底ていをぶち込んだ。

　見れば、佐々さつさだ。

　振り返る下側、佐々が、今の衝しよう撃げきで目を覚まし、

「いって……」

「起きるなあ──!!」

　不ふ破わは近くにあった酒さか瓶びんを底から叩たたきつけた。
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　鈍い音がして、軽い響ひびきに変わったのを、不破は聞いた。

　酒瓶が砕くだけたのだ。

　直後に、不破は尻しりを下から跳ね上げられる。

「バっカ野や郎ろう！　何しやがる！」

「だからちょっと！　起きないでよ！」

「はあ？」

　座る尻の向こうで、成なり政まさが半はん目めになった。

「おい、不破」

「何よう」

　こうなったら開き直ろう、と思ったこちらの視線の先。成政がつまらなさそうに、こっちの尻を指さしてこう言った。

「何だこれ」
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「はあ!?　見て解わからないの？」

「尻しりだろ」

「尻だよ？　解ってるじゃない！　何よ佐々さつさ、大だい丈じよう夫ぶ!?」

「どけろ」

　言われた瞬しゆん間かん。不ふ破わは、頭の奥で何か撃げき鉄てつのようなものがセットされる感覚を得た。

　……おいこら。

「あのねえ佐々」

「何だよ」

「女の子のお尻がここにある訳わけよ」

「そりゃ消える訳ねえな」

　イラっと来たが、撃鉄は、まだセット状態だ。

　だから不破は、静かに言った。

「何か驚きとか、顔赤くするとか、そういうリアクションって無い訳？」

　言うと、佐々がリアクションをとった。

　半はん目めになったのだ。

「小しよう便べん漏もらした女の尻が何だって？」

　近くの空あき瓶びんを叩たたきつけた。が、佐々が首を捻ひねって回かい避ひした。

「あぶねえな馬ば鹿か野や郎ろう！」

「女の子に酷ひどい事言ったくせに空き瓶一つも受け止めらんないの？」

「事実だろうが！」

「いや、ナっちゃん、今のはナっちゃん悪いと思うよ？」

「テメエは女の味み方かたするのか!?」

『ばーか！　ばーか！』

「まつもか！」

「いや、まっちゃんは女の味方でいいだろう。落ち着こうナっちゃん。僕が女の味方をするのはおかしいかもしれないけど、ナっちゃん結けつ構こうタフだから別にいいよね」

「……どーでもいいから不破は尻どけろ」

　言われ、不破は首を傾かしげた。

「どかせばいいじゃん」

「ミッチー、何か中ちゆう東とうの国の名前みたいだよ」

『ドカセバイジャン？』

　まつは可愛かわいいねー、と思っていると、半目の男が静かに言った。

「女の尻とか、簡単に触れるかっつーの」
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　不ふ破わは、佐々さつさの顔を改めて見た。

「……え？　何？　私の事、女だと思ってるの？」

「うわ、ウッゼエ」

「へえええええ。ほおおおお。そうなんだあ」

　言いつつ、不破は、こう思った。

　……うわ。

　ヤバい。

　胸の下辺り、胃いの前側辺りから、むず痒がゆいものが上がって来る。

　心をくすぐられてる感覚がある。

　いかんいかん。女呼ばわりは普通にあるでしょーに。それが何でいきなりっていうか、ああ、こんな格かつ好こうだからだ、多分。だけど、

　……マズいって。

　動けない。

　下した着ぎの尻しり姿すがた……、じゃない、下着姿の尻を見せているというのもあるが、今ここで見せているのは事故の部分だ。

　だが、ここから動くと、事故ではなく、〝見られる〟事になる。

　別に何か遺い憾かんであるものが見える訳わけではない。

　今以上、自分を見られる事に、心の準備が出来ていないのだ。

　こんな格好で、だからこそ女扱いされたのかも知れないが、

「いやいや、佐々がまさかそういう事を言い出すとは」

　平静を装よそおっているのが、バレてしまっていないだろうか。

　だが、どうすればいい。

　どうしたら、ここから動けるのか。

「で？　佐々君？　女の子のお尻が乗ってて嬉うれしい？」

　問うた瞬しゆん間かん。

　いきなり、両の尻を平手でひっぱたかれた。

「きゃああ!!」

　痛さよりも、驚きで腰を跳ね上げる。

　と、その下を佐々が動いて、背後のソファに背をつけた。彼は相変わらずの半はん目めで、

「いつまでもケツ乗っけてんじゃねーよ」

「ば、馬ば鹿か、手て形がたつく勢いで叩たたくのがいる!?　フツー。うっわ、赤くなってる！」

　何だかいろいろ泣きたくなった。

　その瞬しゆん間かん。砕くだけたビリヤード台の向こうから光るものが起き上がった。

『だ、誰だれですか！　神しん聖せいな愛の歌を唄うたう空読みカラオケでスパンキングしてるのは!?』

　何だあのホルン。

　否いな、あれはよく見ると、

「何かチンコが金きん管かん被かぶってるわー」

『その声は不ふ破わ様ですね!?　駄だ目めです！　女の子がチンコなんて言ってはいけません！　汚けがらわしい！』

「佐々さつさ、前まえ田だ、織お田だ家けのチンコが自己否ひ定てい始めた」

「テメエもそういうのやめろよ」

『あっ、佐々様だって、さっきは僕の事をチンコ呼ばわりしてたじゃないですか！　何ですかいきなり不破様に説せつ教きようだなんて！　不破様に大人おとなぶりたいんですか！』

「チンコで大人ぶられる私って一体……」

　あのですね、とホルンが屹きつ立りつするのを不破は初めて見た。

　……阿あ呆ほな絵だわ……。

　思っていると声が来た。

『あのですね。先輩達はどうして三人して僕の事をチンコというんですか！　僕はチンコじゃありません！　僕は触しよく手しゆです！　触手ですか？　はいそうです！　解わかりましたか？』

「うん、解ったわ。解ったからちょっと落ち着いてねこのチンコ」

「つうかウゼエよテメエら」

「いや、アンタ達こそ、女の子が寝てる横でチンコチンコ連れん呼こしてたの？」

「してないよミッチー、ナっちゃんが五回くらい言っただけだよ」

『じゅ、充分ですよ！　少なくとも成せい人じん男子の一ヶ月分に相当します！』

「チンコが新説ぶち上げたわー」

「はははミッチー、森もり君は慎つつしみ深いからね。そうだよね？」

『そ、そんな、自分で自分を慎み深いなんて言う馬ば鹿かはいません！』

「でも、こっち来てからは、Tsirhcツアーク系けいの教会には御お参まいりしてんだろ？」

　……佐々、御参りじゃなくてミサだってソレ……。

　思うが言わないでおく。あと、毛布を引き寄せて膝ひざ掛かけにもしておく。

　すると向こうで、森が小さく頷うなずいた。

『やはり、聖せい教会の読ど経きようは荘そう厳ごんですからね。僕が暗あん黒こく大陸にいた頃ころ、ずっと聴きかされてきた〝のろいのたいこ〟などに比べると、身が綺き麗れいになります』

「来てる参さん拝ぱい者しやに言われない？　〝あの触手、教会にいると、ホラー映画のラスボスみたい〟って」

『言われませんよ！　また不破様は酷ひどい事を！』

　触しよく手しゆがいきなり横にぶっ倒れた。

　肉を打つ音に、不ふ破わは眉まゆをひそめ、

「酸さん欠けつ？」

「どうしようもねえヤツだ」

　と、こちらの台詞せりふに応じるように、成なり政まさが呟つぶやいた時だ。

『それは酷ひどいですね』

　澄すんだ声と共に、前まえ田だの右脇わきの方から起き上がった影がある。それは、

「まつ」

　まつだ。

　だが、彼女はいつもの走狗マウス姿すがたではない。

　座ったままの伸びをするのは、人のサイズ。細ほそ身みの姿だ。霊れい体たいとして、前田の補ほ助じよ役としての走狗姿ではなく、

『ん。まっちゃんです』
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　利とし家いえは、本来のサイズに戻ったまつを、寝たままに抱き寄せる。

　横、成政がこちらに振り向き、

「おい、トシ、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

「ここのところで目立った戦せん闘とうもしてないし。まっちゃんも、やっぱりこの姿の方が自然ではあるからね。小さい時は可愛かわいいけど──」

　黒の髪かみを零こぼしたまま、こちらの方を見ているまつの頰ほおに、利家は手を当てた。

「こっちは綺き麗れいだよ、──まつ」

『どっちが好きです？』

　向こう、成政が〝ウゼえ──〟という顔で、ソファの上に退たい避ひする。

　だがこちらはこちらで、大事な時間だ。

「今はまつの方が好きだね」

　言うと、まつが頷うなずいた。

『利家君、御お上じよう手ず』

　頭を撫なでてくる。

　褒ほめられてると言う事は、本ほん気きにされてないのかなあ、とも思うが、これはこれで居い心地ごこちがいいから参まいる。ただ、

「まつになった、って言う事は、何かあったの？」

『ん。それがまた、大きな動きが羽は柴しば君の方？　であるみたい』

「何だよ、〝方〟って」

　まつが、笑顔で成なり政まさに振り向いた。

『佐々さつさ君。馬ば──鹿か。──でね？　利とし家いえ君』

「こ、この女……」

　まつが、笑顔で成政に振り向いた。

『佐々君。見てる限り、ネガティブ思し考こうで寡か黙もくだから女の子に人気あるし、ところ構わずフラグたてまくってる気がするけど、今一番気になる人は滝たき川がわ先せん輩ぱいだからオバ専せん？　──それでね？　利家君、ええと──』

　まつが、笑顔で成政に振り向いた。

『そんだけモテても結けつ婚こんは私と利家君の方が先だから、私達の勝ちでした。負け犬。──でね？　利家君。あ、ちょっと待って』

　まつが、真ま顔がおで不ふ破わに振り向いた。

『フッチーもうちょっとまともな人との未来を考えた方がいいです』

「何!?　何いきなり！」

「まっちゃん、日ひ頃ごろ溜ためてるからって、話題が唐とう突とつなのはどうかと思うよ」

『だって、走狗マウスの方が楽だから。言葉溜まっちゃうの解わかるけど。でもでも皆、可愛かわいがってくれますし』

「チヤホヤされるの好き？」

『ん、大好きー』

「僕も好きだなあ。ナっちゃんそこら解ってくれないけど」

　ウゼエー、という声が聞こえるけど気にしない。

　ただ、まつは、笑えみを小さくしてこう言った。

『地ち脈みやくが動いてる。──P. A. OdaとM. H. R. R.神聖ローマ帝国、そしてK. P. A. Italia連れん携けいの地脈間インフラが、毛もう利り側に動いてるみたい』

　何な故ぜかは解らない、と言げん外がいにするまつに、利家は頷うなずいた。

「羽は柴しばが、何かを始めるって事かな。それも、こっちにすら秘ひ匿とくとして」

「どーいう事だ？」

「──緊きん急きゆうの作戦を竹たけ中なか先輩が立てたんでしょ。外部には全く漏もらしちゃいけないのを。

　短期間勝負。少しでもネタバレしたら通じない一いつ手てを構こう築ちくしたんだと思う」

　成なる程ほどねえ、と頷くこちらの胸上。まつも頷いた。

『褒ほめて褒めて』

「素す敵てきだよ、まつ。地脈の動きに気付く妻つまなんて、なかなかいない」

『よしよし』

　と、言ったまつが、ふと背後に振り返った。

　後ろ、ホルンが倒れている。が、寝返りのようにみじろぎしたので、音が生じたのだ。

『利とし家いえ君。利家君。チンコがホルン被かぶって倒れてる！　大変！』

「大変だねえ」

　利とし家いえは、まつの背を軽く掌てのひらで叩たたきながら、こう言った。

「でもまっちゃん、女の子がチンコとか言ったら駄だ目めだよ？」

　向こう、不ふ破わが半はん目めで眺ながめてくるが、気にしない。
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「全く、最近は幸せな睡すい眠みんが頂いただけないものね」

　朝の空に、呟つぶやきが零こぼれる。

　船の上。甲かん板ぱんの先、そこにいる金の六枚翼よくは、嘉よし明あきだ。

　隣となりに立つ黒の六枚翼は、既すでに長大な鉄の重なりを手にしており、

「仕方ないよキメちゃん。──で、キヨ？　どーする？　どこらへん、見て欲しい？」

　声を投げかける先。甲板の半なかばに立つのは清きよ正まさだ。

　シャツに黒のタイツ姿すがたの彼女は、発はつ着ちやくサインとなる表示枠レルネンフイグーアを掲かかげ、背後を見る。

　自分のすぐ後ろ。そこにいるのは、

「片かた桐ぎり君、どうします？」

　呼びかけると、制せい服ふく姿の片桐が肩を震わせた。考え事をしていたらしい。

　慌あわてて振り向く彼は、清正を見上げ、しかし、また急いで視線を戻す。

「片桐君？」

「へ、臍へそが見えてます！」

「は？」

　清正は、疑問しつつも、シャツの裾すそを止めた。その上で、

「脇わき坂さか様と、嘉明様が、北条行きの離り陸りく時に巴パ里リを見ようかと」

「あ、Ｔｅｓテスタメント．。巴里周辺の図は欲しいですね。内部も、一応は迷めい路ろ状にしている筈はずですから、それが確かく認にん出来れば」

　と、言う片桐の正面。甲板上には、光が揺れる像ぞうがある。

　陽よう光こうで作られた巴里の概がい要よう図ずだ。
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　清正は、片桐が示す巴里の図を上から見る。

　……〝百ひやく紋もん検けん地ち〟の精度が、随ずい分ぶんと上がっていますね。

　百紋検地は光や風、水に音を流して、イメージを形作るものだ。

　知覚系けいの情報を外に出す術じゆつ。五感の知覚が受動であるならば、百紋検地は出しゆつ動どうだ。内ない燃ねんと外燃の差とも言っていい。

　その精度が上がっていると言う事は、片かた桐ぎりのイメージする能力が高くなったに等しい。

　何となく嬉うれしくなったので、清きよ正まさは皆に伝える事にした。

・巨　正：『片桐君のイメージ力が、随ずい分ぶんと上がってますね』

・ＡｎＧ：『あちゃー、イメージプレイ憶おぼえちゃったかあ』

・６　　　：『これから当分、こっち見ないように』

・黒　竹：『──で、相手はどなたなんですかねー？』

・きめえ：『長なが泰やす辺りがモニタしてるんじゃないの？』

・つるぎ：『え!?　まさかこのところ、毎晩二時くらいに片桐君の血圧が上がってるのって、そういうことなんですか!?』

・□□凸：『あれ!?　また僕の人権が何ど処こかに行きましたよ!?』

・しとお：『落ちつくで御ご座ざります。片桐殿どのはそういう御ご仁じんではない筈はず。これは恐らく何かの間違い。そう、若い時じ分ぶんには誰だれしも間違いを犯すもので御座りますし、片桐殿とて若い！　ゆえに片桐殿がそういう間違いを犯したとしてもおかしくは──』

　福ふく島しまが、間を空あけた。

・しとお：『拙せつ者しや、どこで間違いを犯したので御座りましょうか……。あ、すまぬで御座ります。ちょっとカウンターが呼んでるので』

・□□凸：『無む茶ちや苦く茶ちや言われた上で朝食より後回しですよ!?』

　今日きようのモーニングは何でしたでしょう、と思うこちらの眼前。片桐が一枚の表示枠レルネンフイグーアを掲かかげる。そこに映っているのは、百ひやく紋もん検けん地ちとの同どう期きで抽ちゆう出しゆつされた巴パ里リの概がい要よう立体図と、

「ステルス障壁を掛けられる前に、ここの角度から、全体を見通して貰もらえると有あり難がたいです」

　描かれるラインは、浅い。

　巴里の市し壁へきの直ちよく上じよう。そこから、鑿のみでも打つように、低く浅い角度での撮さつ影えいを片桐は要求する。艦かん首しゆ側がわでは、脇わき坂さかと嘉よし明あきもその指し示じを受け取っており、

「片桐、この角度って、どういう意味？」

「現在、巴里を暫定的に覆おおっている情報ステルス障しよう壁へきの、隙すき間まです」

　片桐が、百紋検地の巴里に手を翳かざした。

「市し壁へきと、その上を覆おおう防ぼう護ご障壁を兼ねたドーム状のステルス障壁の隙間。上下にして約一メートル二十センチ程ほどが空いてるんです。形としては、傾斜装そう甲こうを被かぶってる下を覗のぞくようなものですね。今日の内に後ろから隙間を押さえて完成するようなので、覗くなら今です。

　一いち応おう僕が見たところ、内側には防護障壁が三枚重ねくらいになっていて、どうしてそんな無む駄だな事をするのか、僕には意味が解わからないんですが……」

「ああ、それはこういう事ですね」

　清正は、左の手を垂すい直ちよくに立てた。

　片桐が振り向くのに合わせ、

「この手が、内部の障しよう壁へきだと思って下さいね？」

「あ、はい」

「見せて見せてー」

　艦かん首しゆ側の脇わき坂さかが声を作るので、清きよ正まさは半歩ずれた。

　そして立てた手を、まずは軽く挙げ、清正は言う。

「これが、巴パ里リ内部にある防ぼう護ご障壁だとしますね？」

「はい」

「じゃあ、巴里を攻こう撃げきする私達の砲ほう弾だんが、さっきの傾斜装そう甲こうの隙すき間まを抜けて巴里に届いたとしますね？　そうすると、砲弾は、どうなりますか？」

「内側にある防護障壁に当たります」

　正解だ。

　清正は頷うなずいて、片かた桐ぎりに笑えみを見せる。が、

「さて、問題は、これが三枚と一枚の場合です。──片桐君？」

「何でしょう？」

「防護障壁が一枚しか用意出来ない場合、片桐君はこの障壁をどう作りますか」

　それは……、と片桐が考えるのに対し、清正は笑みを苦く笑しように変えた。

「深く考えないでいいですよ？」

　片桐も、随ずい分ぶんと戦せん術じゆつに対して思し考こうするようになった。やや突っ走りや、決めつけてしまうような部分があるのが難だが、それは頭がいい者の特とく徴ちようだ。

　頭がいいから、余分な思考を切り捨てる事も出来る。

　片桐は、すぐに、はっとした顔をこちらに向け、

「硬く作ります！」

「Ｔｅｓテスタメント．、それが基き礎そ的な考え方ですね。実際、中ちゆう世せいの時代、十四世せい紀き辺りまではそのような作りが主とされていました」

「──今は違うんですか？」

　Ｔｅｓ．、と清正は頷いた。

「十五世紀頃ころから、欧おう州しゆうではどんな時代が始まりました？」

「大だい航こう海かいの時代です。艦かん船せんが海を越えて遠方まで行く……」

　片桐は、言いつつ、ある事に気付いたらしい。

「文化、文明が交こう雑ざつし、艦船の戦せん闘とうは砲ほう撃げき戦となりました。──火か砲ほう伸長の時代です。

　オスマンがコンスタンティノポリスを陥かん落らくさせ、地ち中ちゆう海かいに手を大きく掛けたのもその頃ころで、欧州では大たい砲ほうを主とした戦闘が盛んになります。──どうですか？」

　Ｔｅｓ．、と言った清正はもう一度、掌てのひらを立てた。そして、逆の手をそこに突き刺し、

「火砲が強くなれば、防護障壁も強くなりますね。ですが、内ない壁へき側においては、ある現げん象しようが起こり始めたんです。それは──」

　清きよ正まさは手を動かす。

　壁に突き刺さった手が、壁を壊こわさず、五ご指しを勢いよく広げる。

　破は裂れつしたのだ。その動きは、

「──解わかりますか？」

　片かた桐ぎりが、目を見開く。

　理解出来ているのだ。その内容は、

「外がい壁へきならばともかく、内ない壁へきまでを硬くすると、内壁にぶつかった砲ほう弾だんが破裂。

　外壁側で防ぼう護ごを行っている友軍や、外壁の内側に損そん害がいを与えるんです」

　だから、

「堅けん牢ろうな防護障しよう壁へきを内部に作る時代は終わりました。今では、内部には複数の弱い防護障壁を逐ちく次じ展開し、砲ほう弾だんをソフトに受け止めていく形を取っています」
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　安治アンジーは、清正の言葉に、ある光こう景けいを思い出す。

　……武蔵むさしの防壁展てん開かいと同じじゃん。

　極きよく東とうの最大艦かん。あの艦の防護障壁は自じ動どう人形達の制せい御ぎよによるもので、戦せん闘とう用クラスの出しゆつ力りよくを持っている。

　無む論ろんそれは、一枚で各国の主しゆ砲ほうを防げるものではない。幾いく枚まいもの重ね打ちが必ひつ須すだ。

　……だけど、その方法で、強聖せい術じゆつ国こくである三世西班牙トレス・エスパニアの流りゆう体たい砲ほうを凌しのいでるよねえ……。

　対空戦力には乏とぼしい武蔵だが、対空防護は堅い。

　何しろ、三み方かたヶ原はらの戦いに入る前、松まつ永ながが所有する複合艦、平ひら蜘ぐ蛛もの至し近きん砲ほう撃げきを凌いでもいるのだ。

　艦かん砲ぽうのような、発はつ射しや位置と軌き道どうが読める戦闘に対しては滅めつ法ぽう硬い。

　アルマダにおいて、三世西班牙が武ぶ神しん隊を用いて攻こう撃げきしたのは、そういう理由だろう。防護障壁の展開重じゆう視し位置をくぐり抜けていける武神隊は、武蔵のような艦を相手にするには最適だし、フェリペ・セグンドはいい戦せん術じゆつ眼がんを持っている。

「アンジー、無意味な考え事してる？」

「あ、うん、Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．、してる」

　安治は、自分の頭を軽く叩たたいた。

「いろいろ考えるけど、最後は〝まあいいや〟になっちゃうんだよね」

「そのくらい深い考えが私にも欲しいわ」

　嘉よし明あきが言って、手元の魔術陣マギノフイグーアを見た。

　そこに映るのは、巴パ里リの図式だ。片桐が清正のアドバイスを受けて、

「じゃあ、注ちゆう文もん重ねますけど、出来ればこの内部防ぼう護ご障しよう壁へきの隙すき間まを狙ねらえませんか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、やってみるわ」

「おう、キメちゃん格好かつこいい」

「やってみるだけよ」

　嘉よし明あきが言う。

「成功するとは限らない。──でも、失敗するとは思わない」

　彼女の口元に笑えみはない。淡たん々たんと、しかし物もの怖おじなく、その細い手が空中に携たずさえられる。

　そして、

「来なさい〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟」

　言葉とともに、周囲が明るくなった。

　嘉明の手元から、流りゆう体たい光こうの飛沫しぶきが走り、

「いい子ね」

　引き出されるのは、純じゆん白ぱくの塗と装そうが為なされた鉄の長大。自分が持つ〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟の番つがいだ。

　出た。

　まだ朝日が出ていない時間帯たいだが、〝白姫〟の全身は空の光に舐なめられたような光こう沢たくを返している。

　嘉明はそれを眺ながめ、ゆっくりと手にして、回した。

　垂すい直ちよくの構図を取ると、彼女は清きよ正まさの方に振り向いた。いつもの口く調ちようで、

「じゃあ、そろそろ行く時間ね」

・しとお：『早いで御ご座ざりますな。出来れば見送りに行きたいところで御座りますが』

・きめえ：『リーダーはどっしり構えてなさいな。朝食中でしょ？』

・６　　：『何ど処こ行くの？』

　聞いてないかー。

　……流石さすがはショーロク。

　こちらの感かん嘆たんに頷うなずくようにして、嘉明が魔術陣マギノフイグーアを新しく開いた。

　そこに映るのは、北ほう条じよう側の地ち勢せいを描いた概がい要よう図ずだ。

「私達が行くのは北条。補ほ給きゆうを幾いく度どか受けるけど、昼には着いて、夜は温おん泉せん。宿で舟ふな盛もり食って明日あしたは戦争よ」

・６　　：『御お土産みやげは？』

・きめえ：『戦果の事？』

・６　　：『温泉饅まん頭じゆう』

・ＡｎＧ：『遺い跡せきのバナナワニ園行くから、ワニ肉買って来ようか』

・６　　：『いらない』

・ＡｎＧ：『バナナは？　モンキーだよ？』

・６　　：『馬ば鹿かにしてんの？　四番』

「ショーロク無ぶ愛あい想そだねえ」

「昨日きのうのハイダメージ食らって調子が狂ってると思ったら、そうじゃないようね。

　──だったら安心だわ。今日きようの仕事、玄げん武ぶはフル稼か働どうだろうし」

　そうだね、と安治アンジーが頷うなずいた時だった。

「すみません先せん輩ぱい！　遅れました！」

　勢いのある声が、甲かん板ぱんに上がって来た。

　振り向けば、ショートカットの槍やり少女が走ってくる。

「カニ子だっけ？」

「はい！　可か児に・才さい蔵ぞうです！」

　可児は、こちらの前にまで走ってくると、腰を九十度折った一いち礼れいをする。

「──北ほう条じよう行いき、途と中ちゆうまで、御お世せ話わになります！」
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「北ほう条じよう行いきね。──途と中ちゆうまでなら、送っていけるわ」

　と。嘉よし明あきは、可か児にの言葉に頷うなずいた。

　自分が可児を北条行きの途中まで運ぶ。それが昨夜決まった役目だ。

〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟は大出力の機殻箒シヤーレベーゼンだが、　正直言って、人を一人追加するのは、荷物でしかない。下へ手たに動かれれば高速で飛ひ翔しよう中の機き体たいが危険な状態に陥おちいるし、

　……燃ねん費ぴもあるものね。

　燃費計算は、アンジーよりも自分の方が得意だ。アンジーはちょっと天然で、いい風景があると挙きよ動どうが乱れるから、時とき折おり自分の〝白姫〟から補ほ給きゆうすることもある。

　無む論ろん、アンジーの余よ所そ見みによって発見される物事も多く、だから嘉明はそれを止めない。

　しかし、今回はちょっと違う。

　高速で、北条まで行かねばならないのだ。

・きめえ：『可児を下ろす手て筈はずや、向こうでの受け入れは整ってるの？』

・黒　竹：『Ｔｅｓテスタメント．、P. A. Oda領りよう内ないからの補給艦かんが出るのと、北条方には、小田原征せい伐ばつの用意として向かわせていた人じん員いんがいますからー』

・ＡｎＧ：『……は？』

「どうしたのアンジー」

　あ、いや、と、アンジーが、魔術陣マギノフイグーアとこちらと、どちらに返答したものか迷う。

「キメちゃん、どっちがいい？」

「大きな声で」

「あは──ん!!」

　アンジーが口の横に両の手を立てて叫んだ。そして振り向き、

「御ご免めん、アンジーちょっと間違った」

「落ち着いたならそれでいいわ」

　周囲、甲かん板ぱん上の皆が無む言ごんになっているが、気にしない。そしてアンジーが、

・ＡｎＧ：『タケ子。何なに今の？　北条征伐の用意として向かわせていた、って』

　……あ。

　嘉明も、それに気付いた。

　竹たけ中なかの言っていることはおかしいのだ。何な故ぜなら、

・ＡｎＧ：『小田原征伐が起きるって解わかったの、昨夜っしょ？　それなのに、そちらに〝向かわせていた〟って。……もう、向こうにいるわけ？』

・黒　竹：『Ｔｅｓ．、それが出来る人が、P. A. Odaには二人いますんで。一人はまあ、うち、十じつ本ぽん槍やりですけどね』

　ああ、と嘉よし明あきは頷うなずいた。

「だったら問題無いわね。──一いつ騎き当とう千せんの義ぎの者。私達と、そこの後こう輩はいで、羽は柴しば勢ぜいとして充分に機き動どう出来ると思うわ」

「え!?　自分もですか！」

「いい働きをすればね」

「はい！」

　可か児にが、歯を見せた笑顔でこう言った。

「頑がん張ばって戦せん果かを上げます！──他、何か気を付ける事、ありますか!?」





●






・□□凸：『す、すみません、な、何ですかこの人の爽さわやかさっていうか、眩まぶしさっていうか。……あれ？　おかしいな。どっちかっていうと、僕、そういうキャラの筈はずなんですが、何でこう、心が痛むんでしょう……』

・６　　：『こいつも一週間後くらいにはこっち側か……』

・黒　竹：『福ふく島しま君？　ちょっと可児君が染まらないようにしてね？　麾き下かの人達との指し揮きや同行が多くなる子ですから』

・しとお：『Ｔｅｓテスタメント．、よく解わかりませんが、拙せつ者しや共どものようになるのが危険なので御ご座ざりますね？　確かに可児殿どの、キヨ殿のように巨きよ乳にゆう防ぼう御ぎよが出来るようになるとは思えぬ風ふ情ぜいで……』

・巨　正：『あの、私もそんな奇き技ぎは出来ないのですけど……』

・ＡｎＧ：『こうなっちゃ駄だ目めだわー』

・成成成：『貴女あなた達はどうしていつもそう……』

・さるこ：『みっちゃん？　最終調ちよう整せいしますから、こっち来て下さーい』

・成成成：『は、はい！　Ｔｅｓ．！　すぐ行きます！』

・巨　正：『三みつ成なり様も大たい概がい爽やか系けいですよね』
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　んー、とアンジーは空を見た。

　そして、可児の言った台詞せりふを考えてみるが、

　……何か気を付ける事、かー。

「ま、戦果を挙げる事に夢む中ちゆうになって、他を疎おろそかにしちゃ駄目だよ？　特に自分の事」

　一ひと息いき。

「十じつ本ぽん槍やりは、絶対に生せい還かんするけど、後こう輩はいのカニ玉が未み帰き還かんとか、しちゃ駄目だかんね？」

　甲かん板ぱん上で仕事していた皆が、無む言ごんでこちらに振り向くが、気にしない。

　カニ玉の向こうでも、嘉明が一いつ瞬しゆん動きを止めたが、すぐに復帰した。

　見ると、彼女はこちらに視線を向け、右の親おや指ゆびを上げてみせる。問題無ない。アンジーいい事こと言った。そういう事だ。

　一方の可か児には、こっちの台詞せりふを受け止め、

「──解わかりました！　先せん輩ぱいの言げんは守ります！」

「おう、真ま面じ目めだねえ。ジュース買ってこいって言ったらどうする？」

「え？」

　と、可児が、困ったように左右に視線を揺らした。

　その目の動きを、アンジーは反はん射しや的に追う。しかし、

「あ、これでどうでしょう！」

　いきなりだった。

　不ふ意いの動きで、可児がこちらに紙のコップを差し出す。

　中に入っているのは、

「最近ブーム再燃の、大だい航こう海かい時代に流行した〝胡こ椒しようは万まん病びように効く〟っていう、そんな俗ぞく説せつから生まれたジュース！　〝ドクター胡椒〟です！」

「確か、胡椒は入ってなくて、二十一種の薬やく物ぶつが入ってるんだっけ？」

「え!?　そうなんですか!?　騙だまされました!!」

「じゃあ罰ばつゲームで飲んでいいよ」

　可児が、両手でコップを摑つかんで飲んだ。二秒してから、

「不ま味ずい！　不味いです！」

「ちょっと貰もらおっか？」

「駄だ目めです！　先せん輩ぱいにこんな不味いもの飲ませられません！　自分が飲みます！」

「その言い方、何だか凄すごく飲みたくなるんだけど」

「じゃあ美お味いしい！　美味しいです！　先輩にこんな美味しいもの飲ませたいです！　　私が飲みたくないです！」

　嘉よし明あきが、半はん目めで言った。

「逆過すぎない？」

　ごもっともだ。

　だが、アンジーはカニ玉の前で深く頷うなずいた。

「じゃあちょっと、カニ玉～の直じき訴そを見ってみったい」

　一いつ揆き！　一揆！　と甲かん板ぱん上の皆の声に合わせ、カニ玉がコップの中身を飲み干していく。その間に、嘉明が自分達の荷物からハーネスを三本取り出した。

　カニ玉の背後に〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟を立て、

「ハイ、ちょっと動かないでね？　ハーネスで固定するから」

「飲み切りましたー！」

「偉い偉い。──動くな」

「え!?　え、ええと」

「加か藤とう二人いるから嘉よし明あきでいいわ」

　嘉明の言葉に、可か児にが頷うなずいた。

「そうなんですよね！　竹たけ中なか先せん輩ぱいからは〝爆加藤と巨加藤でいいから〟って言われてましたけど！　それじゃ駄だ目めですよね！」

・ＡｎＧ：『タケ子、誰だれに喧けん嘩か売ってんの？』

・黒　竹：『いやいや事実じゃないですか。流石さすがに』

　何が流石かは解わからないが、その間にカニ玉が〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟に固定された。

　カニ玉は、脇わきとウエスト、腿ももで〝白姫〟に縛しばり付けられた状態で。

「ええと、嘉明先輩！　この縛り付けは何ですか!?」

「これから北ほう条じよう行いきだから、貴女あなたを〝白姫〟に固定したの。解る？」

「先輩！　自分の荷物、そこにあるんですけど！」

　見ると、竹たけ編あみのキャリングケースが確かにある。

　意い外がいと大きい。可児の身長とまではいかないが、胸くらいまではある。

「何かデカいけど、中身は？」

「布ふ団とんです！」

「……結けつ構こう大きいケースだと思ったけど、今は〝よく圧あつ縮しゆくしたね〟って思うかなあ」

「有あり難がとう御ご座ざいます!!」

「じゃあ行こうか」

　可児が、キャリングケースを見た。彼女は、

「え!?　布団は!?」

「現地調ちよう達たつ」

　嘉明が、そう言いながら軽く跳ちよう躍やくした。

　垂すい直ちよくに立った〝白姫〟の半なかば。有ゆう翼よくの墜つい天てんにとっては、機殻箒シヤーレベーゼンがどのような角度や高さにあっても障しよう害がいではない。すぐに運転席のシートに腰は落とされて、

「──朝日が出る前に行くわ。上昇面めん倒どうだけど、水平に戻してからが楽だろうから」

「Ｔｅｓテスタメント．、キメちゃん前出る？」

　嘉明は、ただ頷うなずいただけだった。

　そして彼女は、シートに垂直に座り、

「先に行くわね」

「え!?　布団を現地調達って、どういう事です!?　あるかどうか解りませんよね!?」

「──努力しろ、って事よ」

　嘉明が言うなり、風の大たい圧あつが生じた。

　アンジーが前を見れば、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の姿すがたも、嘉よし明あきの金きん髪ぱつも見えない。

　あるのは、宙を破は裂れつさせた大たい砲ほうのような音と、空に伸びていく加か速そくの軋きしみだ。

　一いつ瞬しゆんだけ未み明めいの空を見上げれば、垂すい直ちよくに上昇していく〝白姫〟の加速光こうが見えた。

　綺き麗れいだなあ、と白姫を見上げていたアンジーは、

「おっと」

　追わねばならない。

　自分は、嘉明の後ろについていくのだ。
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「──魔女テクノヘクセンが去ったか。白と黒、色が分かれぬ頃ころの彼女達とは敵としても味み方かたとしても、戦ったものだが」

　巴パ里リの町中で、一つの呟つぶやきが土の地面に落ちていく。

　まだ陽よう光こうの昇らない空の下。昇っていく二つの雲の棚たな匹びきを見上げるのは、

「ベルンハルト卿きよう、不ふ眠みんで竜りゆう達たちの指し揮きをとっていたが、眠らずにいいのか？」

「竜の眠りは長い。しかしここは人間の土地、不備があっては困る」

　と、黒の総そう髪はつの初しよ老ろうが、工事が続く土の通りを歩き出す。

　ベルンハルト。

　彼は右に振り向き、一歩を遅れて付いてくる自動人形ベル・デ・マリオネツタを見た。

「アルマンと言ったか。貴き様さまも昨夜は工事を手広く手伝っていたようだが」

　彼らが向かっているのは南。羽は柴しば陣じん営えい側に向けられた市し壁へきと、濠ほりの確かく認にんだ。

「今日きようは濠の内部を固める作業だな。アルマン、貴様もまた手伝うのだろう？」

「俺おれの重力制せい御ぎよは広こう範はん囲い用ようなもんで」

　アルマンの言葉に、ベルンハルトは頷うなずいた。

「──その身に、地ち竜りゆうの大たい竜りゆうクラスに匹ひつ敵てきする出力。人類は、新しい技術を作り続けているのだな」

「いや、作ったところで、人類に協力するかどうかは自動人形次し第だいなんで」

「人類が嫌きらいか？」

　問われ、アルマンは頭ず上じようの帽ぼう子しを手に取った。

　彼は、空を見上げ、

「好きとか嫌いという感情の判はん断だんは自動人形には無いので」

「では、他の判断では？」

「──〝不ふ可か解かい〟だな」

　ほう、というベルンハルトが、歩速を緩めた。

　市壁の方に向かう道を選びながら、彼は言う。

「何が不ふ可か解かいだと？」

「取しゆ捨しや選せん択たくの意味づけだ」

　アルマンは、帽ぼう子しの縁ふちを市し壁へきに重ねるように構え、片目を閉じた。

　市壁の出来を確かめる風ふうに、彼は左右を見渡し、

「別に、この戦いに負けても、人類が滅びる訳わけでは無いんだ。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとて消える訳ではないだろう。これは羽は柴しばも、M. H. R. R.神聖ローマ帝国も同じだ。〝合流する〟という選択肢しが無い訳でも無いだろうに。人類は何な故ぜか自分達の領りよう土どと生活を守る本能がある」

「そのようなものなら、私達にもある」

「そりゃそうだろう」

　アルマンは、帽子を指で回しながら言った。

「アンタ、人類だろ」

「天てん竜りゆうだ」

　数秒。間が生まれた。

　ややあってから、アルマンが、

「誰だれが？」

「私だ」

「人だぞ、どう見ても」

「変身している」

「どうやって」

「こうだ」

　ベルンハルトは、腰を低く構え、右の手を前に出した。

　それを回しながら、

「変・身……！」
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　決めて、彼が一ひと息いきを入れると、通りの皆が拍はく手しゆした。

　パン屋の親父おやじが、ホップビールの器うつわを掲かかげ、

「天竜の旦那だんな！　アンタとは仲良く出来そうだ！　娘むすめの婿むこより遙かにいい！」

　お前の娘はお前似じゃねえか、という声が飛び、皆がざわめき出す。

　誰もが、工事や一日の準備を行いつつも、朝の静けさに浸ひたっていたのだろう。

　ベルンハルトをネタにして、皆が顔を上げ、視線を交わし始めた。だが、それはすぐにベルンハルトの事を忘れる流れとなり、いつも通りのお互いの遣やり取とりが始まっていく。

「ほう」

　と、アルマンが周りを見回して言った。

「旦那だんな、市し壁へき側がわの竜りゆうを見に行くだけで、街を起こしたぞ。──それより」

「何だ？」

「さっきの〝変身〟って、本気か？」

「本気も何も、当然の儀ぎ式しきだ。竜から人になる時は、自分を収しゆう斂れんする感覚だが、竜に戻る時は、それぞれではあるが、身を戻すための合図が必要になる。

　何しろ我々は〝型〟を持つ者達。他の形への変形は遊びで出来るが、元に戻る際は〝意い識しき〟をしなければ危険だ。特に人の姿すがたからは、〝型〟を見失いやすい」

　成なる程ほどなあ、とアルマンが頷うなずいた。

「さっきのアレ、何ど処こで身に付けた？」

「八百年前だ。──あれをやるだけで人類の大たい半はんが逃げ出すので、仲間内で流は行やってな」

「天てん竜りゆうも意い外がいに、戦いが嫌きらいか」

「好きな生物がいるか」

「百パーセント勝てるなら、やるのでは」

　アルマンの言葉に、ベルンハルトは即そく答とうした。

「それは違う」

　ベルンハルトが重ねて言う。

「──そんな事は、あってはならない」

　と、その時だ。

　近くのパブのドアが開き、女将おかみが大おお股またで駆かけつける。

　歩数にして七歩。彼女は葉で巻いた肉にく串ぐしの束たばをベルンハルトに渡して、笑えみを見せ、

「そのくらいじゃ足りないだろうけどね。夜に来なよ。もうちょっとは出せるよ」

「────」

　ベルンハルトは無む言ごんだ。だが、肉串を一本手にして、眺ながめた。

　そして彼は、皆がまた注ちゆう視しと無む言ごんを作った中央で、それを嚙かみ、

「あ」

　女将が目を見開く前。彼は串ごと肉を食う。

　明らかに、串を歯で折り潰つぶす異い音おんがして、飲む音がした。

　だが、食った。

　飲み込んで、一ひと息いきと、鼻を鳴らす音を一つ。

　ベルンハルトは、女将に視線を向けて、言葉を作った。

「──塩は、もう少し薄い方が、血に似ていて良いだろう」

　ベルンハルトの言げんに、街の皆が歓かん声せいを上げた。

　女将が恭うやうやしく一いち礼れいして、しかし身を回して躍おどりながらパブに戻っていく。その踊る動きに合わせ、旅たび芸げい人にんが楽がつ器きを鳴らし、誰だれかがこう叫んだ。

「独逸傭兵団ランツクネヒト！」

「おお、我ら、四グルテンで死し地ちを駆かけずる神の使わし者なり……！」

「改派プロテスタントの傭よう兵へい団だんが、対旧派カトリツクのために我ら六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに力を貸すという……！」

　語られる即そつ興きようの物語に意味は無い。

　ただ、ベルンハルトは、アルマンを連れて市し壁へきに向かうだけだ。しかしそれが、人々の歓かん声せいを波立たせ、子供達の敬意の視線や女達の興きよう味みの声を呼ぶ。

「どうだ、ベルンハルト卿きよう。──先代が作った、この賑にぎやかな都市は」

「アンヌ・ドートリッシュか」

　ベルンハルトは歩きながら、通りの窓や建物から自分を見る視線を振り仰あおぐ。

　鋭い獣じゆう瞳どうを向けてはみるが、皆、気にする事も無い。

「駄だ目め駄目」

　アルマンが笑って言う。

「──六護式仏蘭西は英国同どう等とうの異い族ぞく部ぶ隊たいを有してる。アンタが有しているような獣けものの視線には、慣れているのさ」

「質問したい」

「あ？　何だ？」

「アンヌ・ドートリッシュが、この街の人々を作ったのか？」

「それは違う」

「では、生せい来らいのものか？」

「俺おれは十年ほど前の出来なので、生せい来らいかどうかは知らない。まあ、それでもこの街の人々のノリは、先代の用意はあったかもしれんが、決め手は違う」

「今こん代だいか」

　ですなあ、とアルマンは帽ぼう子しを頭に乗せ直し、辺りを見回した。

　工事は続いている。各所、何も無い通りから武神ルール・デ・マリオネツタの歩行音が聞こえたり、号ごう令れいも響ひびく。

　空では、日の出も近い色が東にある。

　しかし、

「町中の工事が進むにつれ、ステルス障しよう壁へきによって街から人々が消えていくように見える。

　昔にはなかった事だな。これだけの防備と手て間まも」

「いやいや、こんな風ふうにいろいろやっていても、さっき、昇ってった魔女テクノヘクセン達に撮さつ影えいされてたから。こう言ったらなんだけど、バレてる部分も多い」

「撮影されていたのが、見えたのか？」

「垂すい直ちよく上昇だろ。常じよう道どうだ。遠ざかったり近付くより、映えい像ぞうの焦しよう点てんが合わせやすい」

　アルマンに言われ、ベルンハルトは頷うなずいた。肉にく串ぐしを、また木き串ぐしごと嚙かみ砕くだきながら、

「──垂直上昇は、竜りゆう避よけの飛ひ行こう技術だ」

「聞こう。戦せん術じゆつの勉強になる」

「ああ。──我ら竜りゆう属ぞく。基本は加か速そく器きでの飛ひ翔しようだが、重量があるために垂すい直ちよくの上昇は不ふ得え手てだ。そして生物ゆえ、呼吸や体温の問題もあり、超ちよう高高度での無む装そう備び活動時間は短い。

　魔女テクノヘクセン達は身み軽がるゆえ、それを可能とするため、竜属の支配地ち域いきでは水平方向に離り着ちやく陸りくするより動力降こう下かと垂直上昇を基き礎そとする」

「……先夜も、魔女達はアンタ達と絡んでから、一度垂直に上昇して勝負を仕掛けたな」

「なかなかに、いい師しがついていたのだろう」

「それ自分褒ほめてるぞ」

「褒めているのではなく、当然の事だ。──竜は何者にも勝る」

　と、ベルンハルトが言った時だ。

　日が昇った。

　彼らが向かうのは南。ゆえに左手側の空へと、光の塊かたまりが上がって行く。

　市し壁へきの上にそれは現れ、そして、

『お早う臣しん民みん諸しよ君くん!!』

　太陽王ロワ・ソレイユの声がした。それも市壁の東側。陽よう光こうの上がる位置だ。

　全ぜん裸らだった。
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　アンリは、太陽王の朝の挨あい拶さつを聞きながら、町中の点てん検けんをしていた。

『今日きようもいい天気だ！　私が巴パ里リにいる限り、この地はいい空気に満ち続ける定てい理りを得る！』

　声の通るここは東側の大通り。そこからアンリが見る東の市壁の上には、太陽王がいる。

　が、今の自分と太陽王は、関係がない。

　護ご衛えいの時間ではないのだ。

　……銃じゆう士し隊たいも、巴里防ぼう衛えいの準備の時間だからな。

　己は、防ぼう護ご障しよう壁へきやステルス障壁の一いつ斉せい運転に向けたチェックを、麾き下かの自動人形ベル・デ・マリオネツタ達と行っている最さ中なかだった。

　今、自分の前にあるのは、通りの並木に置かれた三メートル四し方ほうの鉄てつ塊かいだ。

　単なる鉄の塊かたまりではない。巴里各かく所しよにある仏蘭西旧派ガリカンの端たん末まつ教会堂、その補ほ強きよう器きだった。

　これによって増幅した端末教会堂の出力を、ステルスや防護の障壁として展開する。

　企き業ぎよう組合〝女神万歳エウロパ〟によるもので、外見は半アーチ状の白い塊。表面には、ステルス用のものは太陽王のレリーフが有り、防護用は輝てる元もとが木ぼく刀とうを振ったレリーフがある。

　両方を設置する時、向かい合わせにしておくと、太陽王が木刀で殴なぐられて喜んでいるように見えるのだが、これは〝女神万歳〟なりの謀む反ほんだろうか。

　ともあれ、それらの出力不ふ備びがないかを計測しているこちらの耳に、太陽王ロワ・ソレイユの声が届いてくる。それは軽やかなハープシコードの鍵けん盤ばん音おんつきで、

『さあ、朝の軽い運動だ諸しよ君くん。まずは腰の捻ねん転てんから。──おいっち、にーい、さあん、しーい。ほうら、股こ間かんに太陽王パワーが漲みなぎってきたのが解わかるかい？』

　太陽王やかましい。

　だが、市民にとっては、深夜からに続く作業のいい息抜きだ。太陽王の出現を合図に眠りに就つく者も多いだろう。

　……急ぐ意味は無いが、揃そろえる意味はあるからな……。

　街を守る、という行為は、一部の人じん員いんで行えるものではない。街全体が一いつ斉せいにそれを行わねば、幾いくら街自体の守りが堅くても何ど処こからか突とつ破ぱされる。

　マクデブルクがそうだった。

　現場にいたアンリは、それをよく知っている。

　マクデブルクは受け流し式の防ぼう護ご障しよう壁へきを持ち、市し壁へきの中にまでそれを展開していた。

　だが、正面からの執しつ拗ような攻こう撃げきと、側そく部ぶからの川の氾はん濫らんによる常時的なプレッシャーで、障壁には歪ゆがみが生じ、突破されたのだ。

　あの時、マクデブルク側にもっと人員がいたら、どうだったろうか。

　……考えるだけ、無む駄だだろうか。

　自動人形ベル・デ・マリオネツタとしては、過去に起きた事に対して、別の選択肢しを基もとにした未来を予想する。それだけの事だ。

　だが、その仮か定ていの中ですらも、ある事が叶かなえられない。

　先せん代だい。アンヌ・ドートリッシュを、太陽王ルイ・エクシヴと会わせる事だ。

　どのタイミングで、何が起きれば良かったのか。

「────」

　解わからない。

　無む論ろん、解ったところで、そこからは「どうしてそれが出来なかった」という後こう悔かいの始まりだろう。そしてまた、それが出来なかった理由を検けん証しようしていくのだ。

　過去の歪ゆがみとは、終わっているが故ゆえに延えん々えんと仮定を与えて繰り返せる。

　だとすれば、

　……姫ひめ様の言った言葉で、終わりにすべきなのかもしれん。

「アンタがいて、良かったと思うよ」

　これは、何かの意味がある言葉なのだろうか。

　何な故ぜなら、輝てる元もとが、アンヌの死において告げたこの言葉は、彼女に届いていない。

　自己満足だ。

　だが、そこに、納なつ得とくの論ろん理りを幾いく分ぶんか感じるのは、何故だろうか。

　それが解わかれば、過去の事に計算能力を使わず、もっと今を促そく進しん出来るだろうに。

　己おのれの記き憶おく容量の少なさが恨うらめしい。

「全く……」

　と東の市し壁へきを見れば、太陽王ロワ・ソレイユが伸びをしていた。

　彼の髪かみはフレアを作り、後ろからの太陽に煽あおられる。

　しかし、太陽王は光っていた。朝の陽よう光こうを逆ぎやつ光こうとせず、本人が光を生む。

『フ、臣しん民みん諸しよ君くん、では、朝のソレイユストレッチも終わったところで、改めて今日きようの挨あい拶さつといこう。──おはよう諸君。太陽王だ。輝てる元もとではなくて残念だったね』

　確かに、と不ふ遜そんを感じつつもアンリは思う。

　すると太陽王が、眉まゆをひそめて頷うなずいた。彼は、三度ほど、首を下に振って、

『──朕ちんも輝元の方がいい！　何故ここに朕のようなものが立つ！　朕が朝から立つとか、これは何かの暗あん喩ゆかい輝元！』
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「おい、Mouri-01」

　窓から朝日が見える檜ひのき風ぶ呂ろの中。頭に手て拭ぬぐいを載のせた輝元が寝返りを打つ。

　彼女は、俯うつぶせに。浴よく槽そうの縁ふちを抱くようにして、

「折せつ角かくの朝あさ風呂中ちゆう、ちょっと向こうの状況聞きいてやっかと思ったらコレだ。

　通つう神しん切っていいぞ」

「Ｔｅｓテスタメント．、音楽でも流します？」

　洗せん髪ぱつ剤ざいを調ちよう合ごうしていたMouri-01の声に、輝元は顎あごに手を当てた。うーむ、と唸うなった上で、彼女は首を傾かしげ、

「神啓ラジオ、ここらだとうちの方とは局違ちがうだろうなあ……」

　輝元の疑ぎ念ねんに、湯ゆ船ぶねの中にいたMouri-03が表示枠シーニヤカドルを開く。彼女は、神啓局の放送一いち覧らんを地元の瓦かわら版ばん会社から呼び出し、

「神しん道とう側の局だったら、ちょっと個性薄うすくなるけど、うちと同じのがいけるよー」

　同じタイミングで、新しい表示枠が来た。

　Mouri-02だ。彼女は地上にいた。大きな神社の本ほん堂どうを背に一いち礼れいをして、

『本国からのチェックですが、これを』

　来るのは、幾いくつかの局の選せん別べつだ。

　見れば、神道関係が通つう神しんしている極きよく東とう全ぜん域いきの局とは別に、地元の局もある。そのどれも、

「お、荒あら法ぼう師し系けい多いな。やっぱ弦げんが派は手でに鳴ってねえと駄だ目めだよな」

「輝元、そういう行ぎよう儀ぎ悪い曲好きだよね」

「行儀いいのはエクシヴに任せておきゃいいって。Mouri-02、ありがとな」

　ふふ、とMouri-01が笑った。

「お二人の仲がよくて、侍じ女じよとしても安心です」

「そうかいそうかい」

　輝てる元もとが、手て拭ぬぐいで顔を拭う。汗あせを拭ふく。そしてMouri-02の示した表示枠シーニヤカドルに手を当てると、既すでに局一いち覧らんにはリンクが張られていた。

　じゃあ、と言う輝元の声と共に、通つう神しんが気軽なパーソナリティの声に変わった。

『連続ドラマ草そう紙し〝呉ごしん〟、──さあ、今回、誤ご診しんの医者を切ったせいで、とうとう孫そん策さく君は精神が崩ほう壊かいしてしまいました。次回〝孫策死し亡ぼう〟。どんな話になるか楽しみですね』

「ああ、この地域って、どっちかっていうと呉ご押おしか」

　幾いくつかの局を適当に回しながら、輝元はMouri-01に言う。

「──あの馬ば鹿かに言っておいてくれ。こっちは風ふ呂ろ入ってるんだから静かにしろって」
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『風呂か！　風呂なんだね輝元！』

　アンリは、自分達の首しゆ長ちようが小しよう等とう部ぶ学生のようにハシャぐのを見た。

　首長は、額ひたいに手を当てて仰のけ反ぞり、

『フ、朝から随ずい分ぶんと迷わせてくれるね輝元！　君がいないこの二日……、三日だったかな、まあいい！　太陽王ロワ・ソレイユは細かい事を気にしない！』

・有る男：『おい』

・杏　里：『黙だまって見てろ。──あ、見なくても別にいい』

　だが、太陽王は表示枠を手に、巴パ里リに振り向いた。

『皆、聞いて欲しい！　皆が巴里を守ってくれている一方、輝元は毛もう利りの代表として北ほう条じように向かい、そこで風呂に入っているそうだ！』

　聞いて何になるのだろう……、とアンリが思った瞬しゆん間かん。

　太陽王の掲かかげた表示枠が爆ばく発はつした。

　太陽王は北の方角に四回転くらいして吹っ飛び、しかしすぐにまた元の位置に戻って来た。彼は新しい表示枠を出すと、

『フ、照れているのかい輝元。朕ちんはそんな君を受け止めよう』

　長ちよう大だいなアフロになった頭を、しかし太陽王ロワ・ソレイユは右手の一ひと撫なでで直した。

　彼は、背後の太陽と自分の位置を確かめて一ひと息いき。

　すると、大だいの字じに立った太陽王の後ろ、下から、ゆっくりと太陽が昇ってきた。

　太陽王が、頭を振った。フレアの髪かみを靡なびかせて、

『フ、見たまえ臣しん民みん諸しよ君くん。朕ちんと太陽が合がつ致ちするこの瞬しゆん間かん！』

　麾き下か自動人形ベル・デ・マリオネツタから、通つう神しんを通じて言葉が来た。

『アンリ様！　太陽王ロワ・ソレイユの股こ間かんに太陽が！　──輝てる元もと様がいないとやりたい放ほう題だいですね！』

　確かに、ストッパー無しの太陽王は久しぶりだ。

　だが、彼は腕を組み、表情をフラットなものに改めると、

「さて……」

・杏　里：『太陽王、太陽の高度が上がっているので、微び妙みように位置がズレておられます』

　太陽王が爪つま先さき立だちになった。

「さて……」

　もう何も言わないと判はん断だんしたアンリの視し界かいの中心で、太陽王が右の手を挙げた。

　告げる。

『話を続けよう、臣民諸君』

　おお、と、町行く皆が、無む視ししかけていた太陽王に振り向いた。

　彼らの注目を受け、太陽王が首を一つ下に振る。そして彼は、静かにこう言った。

『皆よ、──今日きよう、ここに輝元がいない事は残念だ。

　私もひどく残念だ。だから私達は仲間だ。臣民諸君』

　言っている意味が、理り屈くつでは合っているので、信じそうになって困る。

　だが、輝元無なしの太陽王は、確かにストッパーが無い。

『いいかい臣民諸君。本番は明日あしただ。──羽は柴しばは恐らく、見た事がないような手を使い、こちらを蹂じゆう躙りんに来る。そのくらいはやってくる国力と実力が向こうにはある。

　だから手を抜かず、覇は王おうの都市は準備せよ。虚きよ栄えいと傲ごう慢まん。傲慢である事と実力が無い事は同どう義ぎではない。実力あってこその傲慢。そのつもりで準備を願いたい』

　誰だれもが皆、足を止めていた。

　武神ルール・デ・マリオネツタの地じ響ひびきも、今は無い。ただ、静かな朝の空の下。

　太陽王の背に、太陽が重なっていく。

　仏蘭西フランス製の全ぜん裸らは、爪先立ちを下ろした。

　ふう、と息をつき、彼は笑えみで告げる。

『明日は本番だ。しかし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの本番は、明日では無い。それからもっと先。ずっと先。朕達が欧おう州しゆうの覇王としていくところ全てが本番だ。──ゆえにこの本番は何か、臣民諸君は解わかっているかい？』

　それは、

『羽柴達、M. H. R. R.神聖ローマ帝国 にとっての本番だ。彼らの極きよく東とう天てん下かと三十年戦争による衰すい退たいと、織お田だ家けの衰退、それらの本番が始まるのに、朕達は部ぶ隊たいを作って付き合ってやるのさ。

　輝元がここにいないのが残念だ。滅びと衰退を恐れる連れん中ちゆうが、本番になってどれだけの事をして見せるのか。朕ちん達には永えい劫ごうあり得ない光こう景けいを、不要な参考資し料りようとして見る事が出来るのだからね。そして朕達は一つの憂うさを晴らす』

　太陽王ロワ・ソレイユが、ゆっくりと動いた。

　天を指さし、東へと、その指先を向けた。

　息を吸い、彼は言う。

『Vive　La　Anne栄光あれアンヌ　──』

　直後に、アンリは聞いた。巴パ里リの全体が、呼吸をする音だ。

　そして続くタイミングで、皆が動いた。通りの向こう。ステルス障しよう壁へきの向こうでも、地じ響ひびきと武神ルール・デ・マリオネツタの駆く動どう音おんが鳴り、

「Vive　La　Anne……！」

『そこまでだ！』

　太陽王が、手を横に振った。

　瞬しゆん間かん。皆が息を詰め、身み構がまえた。

　静せい寂じやくする。が、それは単なる沈ちん黙もくではない。動くべきものを止め、誰だれもが強ごう引いんに作り上げた静かな空気だ。

　静まっていても、熱はある。

　そんな、誰もが視線を向ける先で、太陽王が笑った。

『アンヌを士し気きのダシにする事を、太陽王として詫わびよう。傲ごう慢まんの太陽ですら、あの活発な、星のように流れていった導き手には敵かなわないのだから』

　だから、

『星の導いた先に、行くぞ皆。──いずれ月は帰る。その時までに不ふ夜や城じようの準備をしなければならない。そういう事だ』
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「バッカくせえ……。一週間くらいこっちで逗とう留りゆうして温おん泉せん巡りやろうぜ」

「ふふ、姫ひめ様さま、照れてますか？　太陽王の御ご立りつ派ぱな演説に」

　照れてねえよ、と、輝元は言って、窓の外に振り向いた。

　窓からの陽よう光こうがある。

　振り向いて陽光が見えたという事は、

「同じ方向を見てた、って事だ」

　輝てる元もとが、手て拭ぬぐいで顔を拭った。

「アイツは、それが解わかると確かく認にんしたがる派は。あたしゃ、だったらそれでいいんじゃね派。

　だけど──」

　だけど、

「虚きよ栄えいだからな。一人じゃ嫌いやだってのも、なかなか言い出せねえし。──アイツがちょっと醒さめるまで、時間必要だろ」

「あらあら、姫ひめ様さま」

「何だ？」

　Mouri-01が、更さらに調ちよう合ごうした洗せん髪ぱつ剤ざいを零こぼしながら言う。

「太陽が、冷めるとお思いですか？」

「そうでなきゃ月やってらんねえ」

　輝元は、視線を逸そらして神啓ラジオの局をいじる。と、

「あれ、武蔵むさしのも入るのか」

「ステルス障しよう壁へきを解かい除じよしているからでしょうね。──姫様、御お髪ぐしを」

　へいへい、と頭を差し出せば、垂たれた前まえ髪がみが顔を隠かくす。

　その頭に、桶おけに取った湯を用意し、Mouri-01は微笑する。指を入れて適てき温おんかどうかを測り、指ゆび上うえに出た表示枠シーニヤカドルで湯ゆ温おんを確かく認にん。一つ頷うなずくと、

「姫様、少し熱いですね、直します」

「おう？　──いや、温ぬるいだろコレ」

「髪にとって少し熱いんです。また、今日きようは公こう務むがありますので、柚ゆずを多めにしてあります」

「活発すぎねえか？」

「眠ねむ気け覚ましにいいそうです」

「じゃあしょうがねえ。──頼むわ」

　はい、とMouri-01が、輝元の髪に小こ皿ざらの滴しずくを揺らして落とす。それが染しみ込むタイミングで、輝元が可お笑かしそうにこう言った。

「冷てえ──」
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　朝の光が、薄うす明あかりの空間を作っている。

　天てん幕まく。三角錐すいの場所の中だ。

「くぅ……」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、壁かべ端はしの毛布の下で目を覚ました。

　横では娘むすめが寝ていて、久しぶりの懐なつかしい〝群むれ〟の匂においを感じる。自分と、夫の匂いが混じった可愛かわいい娘。いろいろと経ながらも、自じ立りつの時期を迎えている狼おおかみだ。

　だが、ちょっと娘の関係で気になる事がある。今日きよう辺りに、よく確かめていく事になるだろうが、

　……この子の王ですわね……。

　疑問に思うのは一つだ。

　この子の王は、この子の事を、どれだけ大事に思っているのだろうかと。

　ある程度は解わかっているつもりだ。

　ですけど、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは身を起こす。横向きから俯うつぶせに。すると、

「あら？」

　胸の間に、腕が挟まっていた。

「────」

　滅めつ多たに無い事なので、流石さすがにちょっと動きが止まった。

　数を数えると二本。

　……ああ、成なる程ほど。

「あの人のを挟む淫いん夢むを見てたのは、これのせいだったんですのね」

　開放すると、二本の腕は、這はって持ち主の方に行く。途と中ちゆう、振り返って、名残なごり惜しそうに手を振るので、こっちも手を振って返しておく。

「さて」

　と、人狼女王は尻しりを上げて伸びをして深く深く一ひと息いき。そしておもむろに、

「ふふん」

　娘むすめの上を越えるように、しかし物音無なく身を動かした。

　娘を越え、武蔵むさしの姫ひめを見て、

　……何で目を開けて寝てますの……。

　両腕うでは既すでに戻っているが、見事な直ちよく立りつ寝ねだ。

　そしてその向こうには、娘の王がいる。

「……どうでしょう？」

　娘との関わりを確かめるのは簡単だ。近くで匂においを嗅かげばいい。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズにて、彼を攫さらった時、存ぞん分ぶんにそうしているが、

　……もし、進しん展てんが無いならば、少々咎とがめますわよ？

　激げき戦せんをくぐり抜けてきている筈はずだ。

　ならば騎き士しの力は必要で、娘の匂いは色濃くなっている筈はず。もしそうでないならば──、

「あら？」

　昨夜の広場で嗅いだように、娘の匂いがすぐに届いた。

　しかしそれは、彼からではない。

　……毛布？

　そうだ。娘の王に被かぶさっている毛布に、娘の匂いがある。

　それも、不ふ思し議ぎな事に、足あし下もとの方だ。

「くん……」

　嗅かいでみる。と、この王の毛布から、幾いくつもの匂いが届いてきた。頭の方から、足下へと、グラデーションのように、人の香かおりがする。

　まず頭の方の端はしは、浅あさ間ま神じん社じや代表。続いて、武蔵むさしの姫ひめ。そしてこの王の匂いが有り、最後には娘むすめの匂においがある。

　四つの匂いが、毛布の中で並んでいる。

　そして人狼女王レーネ・デ・ガルウは気付いた。毛布をどうすれば、こんな匂いがつくのかと。

　……ああ。

　サイズを見るに、横にしたら、王の足は出てしまう。否いな、娘や姫や、浅あさ間ま神じん社じや代表だって同じだろう。

　だけど、この王は、今いま自分の出来る事を選んだのだ。

「……Ｔｅｓテスタメント．」

　人狼女王は微笑を自覚しながら、身を元の位置に戻した。

　今、ここで彼の匂いを嗅かぎ直す意味は無くなった。

　野を行く狼おおかみにとって、寝ね床どこという行き場を与えて貰えるというのは、重要な事だ。自分もまた、森の中にすら行き場を感じられなくなって、自らを失おうとした時、今の場を与えてくれる人に出会ったのだから。

　この子には、この子が望まずとも、居い場所をくれる人がいる。

　娘は充分に大事にされている。ならば、

「今日きようは、うちの子がちゃんとやっているかを見た方がいいかもしれませんわね。人狼女王の家か系けい。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや、極きよく東とう第二継けい承しよう権けんの持ち主として」

　と、自分の毛布に座り直す。

　眠っている娘は、昔と変わらず横向き寝だ。否、幼い時は、無む防備に腹を晒さらすように寝ていた筈はずだ。その度に毛布を掛け直してあげたものだが、

「ちゃんとした騎き士しになって」

　笑えみが漏もれる。

「この先も楽しみですわ」

　と、言った時だった。

　不ふ意いに、対面となる向こうの毛布が跳ね上がった。

　浅間神社代表だ。

「わ……！」

　彼女は、胸に挟まっていた表示枠サインフレームを引き抜いた。それは震しん動どうしていたが、すぐに消え、

「喜き美みったら……！　〝禊祓みそぎの時間よ〟じゃないですって……！」

　小さく唸うなる身は、しかしすぐにこちらに気付いた。

　浅間神社代表は、あぅ、と声を上げ、

「お、お早う御ご座ざいます。ええと、あの」

　彼女は慌あわてて視線を逸そらし、近くに積んでいた自分の着替えを手に取った。

「ちょっと、禊祓みそぎがてらに、御お風ふ呂ろ行って来ます！」

「ええ、どうぞ。──お大事に」

　う、と声を作りながら、彼女は赤せき面めんする。

　だが、彼女はすぐに立ち上がり、足音を静かに天てん幕まくを出た。その後ろ姿すがたを見送りながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは笑えみを得た。

　……今の子。

　目め尻じりに、白く何か乾いた跡があった。

　きっと、昨夜、毛布の中で泣いていたのだ。

　いろいろな思いを零こぼして、しかし、貸してくれた腕を枕まくらに。







[image: 第十六章『蒼天下の見上げ人達』]
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　朝日は昇った。

　もはや午前となった空の下、熱を持ち始めた陽よう光こうを受ける森がある。

　緑の色を濃く見せる葉群の屋根の上では、今、大きく二つの動きが存在していた。

　一つは、空に浮かぶ巨きよ大だいな八はち艦かん構成の航こう空くう都市艦が、南への回かい頭とうを始めた事。

　もう一つは、その巨大艦へと、森の中から上昇していく輸ゆ送そう艦かんがある事だ。

　空にある二つの動きを見るには、適した場所など無い。

　何ど処こからでも確かく認にんは出来る。

　ただ、地上側からは、上昇していく輸送艦の艦かん尾びに、一枚の表示枠サインフレームがあるのが見えた。

　大おお判ばんの表示枠は、〝〇べ屋〟というロゴ付きで、お別れのメッセージがあった。それは、

『真田さなだの皆様へ。──この度たびは武蔵むさしアリアダスト学院三年生が大変御お世せ話わになりました。遺い跡せきをグシャアとかマジ戦せん闘とうでゴシャアとかいろいろありましたが、数年後にはいい思い出になると思います。お別れの挨あい拶さつに代えて、〇べ屋では武蔵内の御ご神しん体たい業者〝粉ふん飾しよく快かい慶けい〟から各種御神体を早い者勝ちでプレゼント！　以下の稲荷いなり式しき圧縮祝詞のりとに通つう神しんしてね!?』

　というもので、会計補ほ佐さが言うには、

・〇べ屋：『これで真田の連れん中ちゆうが、お尻しり見せた輸送艦に対たい空くう攻こう撃げき入れようとするのを防げるよね！　うちも在ざい庫こ処分出来て万ばん全ぜんだから、キツめの邪じや神しん系けいや、洋物の売れないヤツをガンガン出しちゃおうっと』

・未熟者：『それって、向こうに敵てき意いを与えるだけじゃないかい？』

・貧従士：『ともあれ真田ともお別れですねー。まだ今日きようは移い動どう教室最終日なので、これからもいろいろある感じですけど、今まででも充分に本当にいろいろありました……』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、アデーレ様は前日の夜から大変でしたと判はん断だん出来ます。ただ、回数は多かったですが、いろいろあったかというと、大体は〝叩たたきつけられた〟に集しゆう約やく出来る可能性があり、……おっと、ホライゾン、そろそろ言葉を選ばないといけないタイミングかと……』

・貧従士：『何だかまた酷ひどい方に話が行ってますよね!?　ね!?』

　だが、そんな遣やり取とりがある一方で、地上の側では、一つの動きがあった。

　輸送艦を仰あおげる森の中、立っている影が三つある。

　それは、

「──穴あな山やま先せん輩ぱい、いつまで見上げているんです」

　真田十じゆう勇ゆう士しの三人。穴山と、

「当分のお別れですよ、根ね津づ君、由ゆ利り君。──次に会うのは大おお坂さかか。私達の使われ方次し第だいでしょうが、お別れである事には変わりがありません」

　三人は、武蔵の回頭と、輸送艦の移動を頭ず上じようにしていた。
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　穴あな山やまは、木々の間から見える巨きよ大だい艦かんの動作を仰あおぐ。

　このところ、ずっと見ていた気がするが、

「動くところを昼間に、これだけの近距離で見たのは初めてかもしれませんね」

　陽よう光こうの下で動く武蔵むさしは、

　……下から観察するのは、ほぼ初となりますか。

　今までも、国こつ境きよう上じようを移動するのは見た事がある。当時も観察はしており、各国にその情報を売っていたものだが、ここまで、その存在を意い識しきした事は無かった。

　武蔵むさしは、IZUMOではドックの中にいたし、有あり明あけでもそうだった。

　他、動いているところを見たとすれば、三み方かたケ原はらの戦いの最さ中なか、夜に飛び降りた時と、有明での潜せん入にゆうの後、やはり飛び降りた時。そして武蔵が、やはり夜にこの真田さなだに来た時だ。

　夜にばかり縁えんがある艦かと思う。

　それでいて、昼間に動いているのを見るのが、別れの時とは。

　そういう意味では、

「忍しのびの私達には、相あい性しようのいい艦かもしれませんね……」

　と、穴山は言って、根ね津づに振り向いた。

「根津君、今の〝……〟は合っていますか？」

「合っているとは思います。ただ、台詞せりふとしては、相手を認めてはいけません。最後に〝皮ひ肉にくだな……〟とつけましょう」

「成なる程ほど！　これはまた難しいですね！」

「二人とも大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、言う由ゆ利りは、長い髪かみを首の後ろでまとめていた。眼鏡めがねを掛けた彼女は、

「──若わか様さまが、〝行こうか〟って言っていたけど」

「若様は、行く先の者達に挨あい拶さつがありますからね。ここは逆に、一人で先行して貰もらうのがいいかと。若様に護ご衛えい無しというのもアレですが、若様なりのプライドもあるでしょうし」

　それに、と穴山は言った。

「先さき程ほど、望もち月づき君からの、朝の調ちよう理りを使った狼煙のろしで、連れん絡らくがありました。筧かけい君達が、第二次上うえ田だ合かつ戦せんの歴史再さい現げんを、北ほう条じようの地で行うよう、羽は柴しば勢と内うち々うちで事を進めていると」

「……筧先輩が？」

　根津の声に、穴山は頷うなずいた。彼は、

　……無む理りをしなければいいのですけど。

　と思いつつ、しかし口ではこう言った。

「あの三人ならば大だい丈じよう夫ぶでしょう。その意を汲くんで、若様も出ようというのです。

　信のぶ繁しげ派はは、総員、大おお坂さかへ。──ここに残るのは信のぶ之ゆき派と、真田さなだの民たみ達たちだけです」

「若わか様さまが出られるか……」

　根ね津づが呟つぶやく一方で、由ゆ利りが、あ、と気付いたように言った。

「でも若様に護ご衛えい無しって、それはそれで私達のプライドに関わるのでは？」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。私達の仕事には諜ちよう報ほうもありますから。若様と合流するまでに、東西の他た家けを探っておくのも大事です」

「……Ｔｅｓテスタメント．、そういう風ふうに、思っておく」

　由利が肩を落とし、しかし空を見上げた。

「武蔵むさし、動いてるね」

　数歩を前に出る。木々の影で武蔵が見えなくなったのだろう。

　彼女は、陽よう光こうの下に出て、武蔵を見上げた。そして目を細め、こう言った。

「悔くやしいけど、綺き麗れい」

「極きよく東とうが、暫ざん定てい支配下で、それなりの意い地じをもって構こう築ちくした艦かんですからね」

　白と黒の艦。今は武ぶ装そうもついているが、陽光の下では陰いん影えいがつき、砲ほう門もんや加か速そく器きが装そう飾しよくのように見える。

　それに対し、見上げもせずに根津が言った。彼は、長くなった前まえ髪がみを搔かき上げ、

「敵の艦です」

「だけど、極東の代表艦ですよ」

「僕達の敵です。僕は、要いらずとなった時に諦あきらめの強きよう要ようを憶おぼえましたけど、伊い佐さ先せん輩ぱいが亡なくなった時に、敵てき意いの継けい続ぞくを憶おぼえました」

「……来ましたね、抜き身のナイフのような根津君の語りが」

「──それ程じゃないです」

　視線を逸そらすその動きを、数秒遅おくれてから穴あな山やまが真ま似ねをする。

「こうですか!?」

「違います。こうです」

　根津が、見本を見せた。彼はそのまま、下に視線を向けたまま、

「──視線は振り回さず、先に行き場所を決めておくんです。そうすると自分の思いがいい加か減げんでは無いという事が示せます」

「見事ですね根津君！」

「二人とも……」

　由利が、根津の横に、草を踏んで歩いてくる。そして彼女は、浅く肩を落とし、

「そろそろ戻ろう？」

　と、言っては見る。が、返ってきたのは、男達の真まっ直すぐな視線だ。

　え？　と彼女は戸と惑まどう。

　すると穴あな山やまが頷うなずいた。「さあ」、とまで言葉をつけてきた。

　対する由ゆ利りは眉まゆをひそめた。しかし、根ね津づが鋭い視線を向けており、

「……もう」

　一ひと息いきを入れた後、由利は動いた。不ふ意いの流れを打つように、身を傾け、

「こう？」

　先さき程ほどの根津のように、俯うつむいて、視線を逸そらす。

　止まる。

　そのまま数秒が経たち、根津が姿し勢せいを正した。そして彼は、額ひたいに手を当て。

「……何で解わかってくれないんだ」

「だ、だって、初めてだから」

「由利君、よくこんな根津君と一いつ緒しよにいられますね」

「い、一緒じゃない」

　由利が慌あわてて首を横に振った。

「部屋は別だし、財さい布ふも別、身の回りの世せ話わなんかも、してない」

「でも、してみたいでしょう？」

　穴山の問いに、由利が口を横に開いた。彼女はそのまま、両腰こしの鎌かま刀とうに手を掛け、

「それ以上、変な事言いうと、穴山先せん輩ぱいでも赦ゆるさん」

「──由利、後に引けないような事をしても後こう悔かいだけだぞ」

「根津君！　根津君！　自分を省かえりみてませんね!?」

　だが、穴山は言葉を続ける代わりに、別の事を行った。

　彼は、小さく笑ったのだ。気を抜く、場を変える笑いだ。そして彼は、南の空を見る。

「おお、もう武蔵むさしが回かい頭とうを終えるところですね」

「……輸ゆ送そう艦かんも、あのルートだと奥おく多た摩まに行きますね」

　Ｔｅｓテスタメント．、と穴山が頷うなずいた。

「彼らはあのまま移い動どう教室の続き。恐らく、毛もう利り側との交こう渉しようは北ほう条じよう圏けん内ないに入ってからになるでしょう。向こう、うちの三人もどうしているでしょうね。第二次上うえ田だ合かつ戦せんが決まったとして、意い気きを上げていればいいのですけど」
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　由利は、ここにいない先輩達の事を思った。

　……筧かけい先輩に、海野うんの先輩に、望もち月づき先輩。

　皆、自分達の中では沈ちん着ちやく派はだ。海野も、テンション任せなところがあるが、全体を見通す姿勢を忘れていないし、先輩として頼れる存在である。

　だけど、と言いたい事がある。

「……どうして三人とも、北ほう条じよう戦に加わるの？　第二次上うえ田だ合かつ戦せんなんて……」

「私達を次の流れに送るためですよ」

　穴あな山やまが即そく答とうを寄よ越こしてきた。

　が、由ゆ利りにはその意味が解わからない。

「次の流れ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、真田さなだを、大おお坂さかに向かわせるためです」

　いいですか？　と、穴山は南の空を親おや指ゆびで差した。

「将しよう来らい、関せきヶ原はらの合かつ戦せんが生じた際、真田勢ぜいは二つに分かれます。

　──真田の父、昌まさ幸ゆき様と、若わか様さまである信のぶ繁しげ様は、羽は柴しば陣じん営えいと言える西せい軍ぐんとなって松まつ平だいらの東とう軍ぐんに敵てき対たい。若わか兄あに様である信のぶ之ゆき様は松平の東とう軍ぐんにつき、親おや兄弟が敵てき対たいする訳わけですね。

　場所は上田城じよう。松平の嫡ちやく子しである秀ひで忠ただと、信之様の群ぐん勢ぜいを止める構えになります」

　それは解っている。真田にいれば、幾いく度ども聞く事だからだ。

　しかし、と由利は言葉を挟んだ。

「関ヶ原の折、秀忠軍ぐんは、上じよう洛らくの指し令れいが遅れて足届とどかず、参さん上じようしませんでした。だけど結局のところ、第二次上田城の戦いは、昌幸様と若様の勝利となる一方で、西軍が勝利した関ヶ原の結果によって、お二人は敗はい将しようとなります」

「Ｔｅｓ．、その通りです。──だけど、その前に二つ、やらねばならない事があります」

　穴山が言うのを、由利は聞いた。

　彼の話わ術じゆつに乗せられている、と思いつつ、由利は疑問する。

　……二つ、やらねばならない事？

　陽よう光こうが先さき程ほどよりも高くなっている。そろそろ蟬せみが鳴き出すと、そう思う眼がん前ぜんで、穴山が指を二つ立てる。

「一つは、真田の戦せん力りよくの温おん存ぞんと増ぞう強きよう。──今、時代の流れが速くなっている中、小しよう国こくである真田は戦力を失ったら今いま更さらの増強は出来ません」

「……何か先日、うち最大の地ち竜りゆうがリタイアして、二大天てん竜りゆうもリタイアしましたが」

「だからああいうのは凄すごく困るんです。武蔵むさしの主力とぶつからなければ、一軍匹ひつ敵てきですよ？」

　心しん底そこ、という口く調ちようで言われて、由利は納なつ得とくした。

　すると、吐と息いき付きで、穴山が言葉を続けた。

「いいですか？　もう一つやらねばならない事。それは、真田と他国の関係の清せい算さんです。真田は、北条や上うえ杉すぎ、松平といつも喧けん嘩かしたり和わ睦ぼくしたりを繰り返してますからね。

　それがなかなか問題です」

「それがどう、問題なんですか？」

　問うてみる。

「そうやって争う事も、歴史再さい現げんですから、真田の義務でしょう」

「由ゆ利り、──それで戦せん力りよくが削けずられたら、どうするんだ」

　根ね津づの言っている事は解わかる。

　だが、聖せい譜ふに基づく義務だろう。

「やらねばならない事は、最低限の被ひ害がいとして──」

「真田さなだは小しよう国こくなんです、由利君」

　穴あな山やまが、こちらの言葉を止めるように、断だん言げんした。

「近きん隣りんの大たい国こくは、真田の歴史再さい現げんが少しでも障しよう害がいにならないように、戦力を削りに来ます」

「それは、確証が……」

　では、と穴山が言った。

「大おお坂さかの役えきで、松まつ平だいら陣じん営えいは、若わか様さま達や私達によって本ほん陣じんまでの突とつ撃げきを受けますが、……その歴史再現を少しでも緩かん和わするには、どうしたらいいと思いますか？」

「────」

「解りますか？」

　解る。

　大坂の役までに、真田の戦力を削っておくのだ。そうすれば大坂の役での突とつ撃げき力りよくは弱くなり、松平は危き機きを脱することが出来る。だとすれば、

「松平が、今後、そのような動きを……？」

「松平だけとは限りませんよ、由利君」

　……だったら……。

「北ほう条じようにいる先せん輩ぱい達たちは、何を？」

「他国との争いを、あの北条戦の中でまとめてしまおうというのです。もはや真田に他国が関わることは許さずと、そういう状態にするのです」

「……それが、第二次上うえ田だ合がつ戦せんなんですね？」

「そうです」

　穴山が、笑みで言った。

「筧かけい君達は、いい選択をしたと思います。

　第二次上田合戦は、やはり籠ろう城じようを基き礎そとした局地戦。忍にん者じやの得意とするところですからね」

「でも、何処で、北条戦にそれを重ねるんです？」

「北条への水みず攻ぜめを、城側から見て〝籠城〟と見ることも出来るでしょう。

　また、もっと明確に籠城の歴史再現を持っている人もいますよ」

　穴あな山やまが、笑みのまま眉まゆ尻じりを下げた瞬しゆん間かん。蟬せみが鳴き始めた。

　響く虫の音に、穴山が声を重ねる。

「──滝たき川がわ・一いち益ます。彼女が小こ牧まき長なが久く手ての戦いで持つ〝蟹かに江え城じようの戦い〟が、籠ろう城じよう戦せんです。

　彼女への支し援えんとしてならば、羽は柴しば側は真田さなだの要求を飲むでしょう。〝蟹江城の戦い〟と、第二次上うえ田だ合かつ戦せんを重ねろという、そんな要求にね。……筧かけい君達は、そうやって真田の未来を支援する事に決めたんです」
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「おーい、筧、朝あさ飯めしどんな感じー？」

「ああ!?　聞こえねーよ！」

「馬ば鹿か──！」

「お前だろそれ！」

「聞こえてるじゃなーい！　馬鹿じゃなーい!?　ああ、馬鹿か！　馬──鹿！」

「単純な言葉は届くんだよ！　波なみ音おとデケえんだよ！　見ろ！」

　と、桟さん橋ばしの上で、上を脱いだ格かつ好こうの筧は手を振った。

　海だ。

　……海だ──！

　昔は関かん西さいにいたので、見ていたのは内うち海うみである地ち中ちゆう海かいだ。

　……大おお坂さか湾わんをペルシャ湾と言わないくせに、瀬せ戸と内ない海かいを地中海と言いたがるのが極きよく東とう人！

　自分だけのモットーかもしれないが、筧はそんな風ふうに思う。

　だが、ここは、

「太たい平へい洋ようじゃねーの！　パシフィックオーシャン！」

『筧様、柄がらにもなく盛り上がってないで朝食の魚を』

「いや、弾だん丸がんぶち込もうにも、波間に全く魚ぎよ影えい見えねーんだよ」

　と、振り向く先。桟橋の袂たもとでは砂浜に石を組んで作った竈かごを前に、ジャージ姿すがたの望もち月づきと、上半身水みず着ぎ姿すがたの海野うんのがいる。

　既すでに望月は汁しる物ものの鍋なべと、

『そろそろ米の方も炊たき上がります。葉で包み蒸むししたので、少々硬めかと判はん断だん出来るもので御ご座ざいますが』

「望月凄すごいねえ……。ああ、いい匂においしてるね……。オカズまだかねえ……」

「お前ら俺おれにプレッシャー掛けてきてねーか」

　だが、波はぶつかる一方で、いい魚影を見せはしない。

　構えはするが動かないこちらに対して、海野が浜側の方を立って指さす。

「こっち！　桟橋の海側じゃない方！　波が落ち着いてる方で狙ねらいなって！」

「こっちは小こ魚ざかなばっかな？　解わかってっか？」

「見み栄え張ってんなよ！　朝あさ飯めしの現実見みろよ！」

「小こ魚ざかなだと銃じゆう弾だんで吹っ飛ぶんだっつーの。そこら解わかってっか？」

『他のものを使えばいいのでは御ご座ざいませんでしょうか？』

　んー、と筧かけいは考える。

　一応、隠かくし千本は常じよう備びしている。だがこれは、

　……根ね津づにやるもんだしな。

　と、迷っていると、

『根津様によく渡している長い針はりは如何いかがで御ご座ざいましょう？』

　なかなか鋭い指し摘てきが来た。だが、そんな言葉を作った望もち月づきの肩を、海野うんのが叩たたく。

　彼女は、滅めつ多たにない笑顔で、

「望月、それは死し亡ぼうフラグだから」

　……何を優しそうに言ってんだ……。

　だが、対する望月の方も、

『あれを全ぜん部ぶ根津様に渡したら、次の戦せん闘とうで死ぬので御座いますね？』

「そうそう。それで根津が貰もらった千本数えたら千本に七本くらい足りなくて〝全く合わないじゃないですか！〟って逆ギレ」

「お前ら、穴あな山やまさんもだけど、根津ネタ結けつ構こう好きな」

「あー？　だって可愛かわいい後こう輩はいじゃないかい」

　そこら辺の意味は解る。何だかんだでこっちを信頼してくれるいい後輩だ。だが、

「ちゃんと実力みてやれよ？」

「朝あさ飯めし獲とれない男がよー言う」

　と、海野うんのがこっちに手を振った。

　瞬しゆん間かん。

　……お。

　何か来た。

　抜き打ち振った左手が、顔の前で摑つかんだものがある。手首のスナップに揺れるそれは、

「串くし？」

「あたしの扇おうぎの骨さ。整せい備び用よう。この前のでちょっと折れたからね」

　七本。

　重さは手て頃ごろだ。竹製だが、節ふし目めの取り方がいいのかバランスは悪くない。だから、

「使わせて貰もらうぜ」

「そうそう、好きに使いな。──あんた、昨夜は望月と頑がん張ばったんだから。そこでアシスト出来なかった分、借りがあるし」

　言われて、筧は動きを止めた。

　海野が言っているのは、昨夜の交こう渉しようの事だ。

　一応、何があって、どういう事をこれからするかは話してある。海野としては、その交こう渉しように立ち会えなかった事に愚ぐ痴ちを述べる一方で、

「まあ、あたしがいたら、逆に滝たき川がわに攻められて交渉通らなかったかもなあ」

「女同どう士しだから話しやすい事とか、あるんじゃねーの？　機き微びを読むとか」

『……筧かけい様、私の性別を憶おぼえて御ご座ざいますか』

「あー、すごく御ご免めんなー……」

　という流れで、結局は結果が良かったので万ばん事じ許すと、そうなったのだ。

　だからこその、竹たけ骨ほね貸しだろう。

　無む論ろん、そんな事が無くてもこの竹骨を貸してくれたと思うが、

　……いろいろ言い訳わけ出来たら、敢あえてするような付き合いだよな、俺おれら。

　付き合いは深いが、それぞれの分ぶん野やの得え手てだ。お互いにプライドのようなものや、共きよう有ゆう感かんを避ける空気はある。

〝要いらず〟なのだから、と、そんな前ぜん提ていをお互いに持つ付き合いだ。

　昔はどうだったろう。

　……ま、いーか。

　今は違う。そうではない道を、真田さなだの方でも、自分達の方でも歩みつつある。

　だから、

「よーし、やっか」

　筧は手に竹骨を構えた。

　神様。いーすか。

　……頼んます。いつも通りに見ていて下さい。魚獲とれないと男の沽こ券けんに関わるんですわ。

　願い、思い、そして筧は放った。

　投げると言うより、送るように手放す。すると、

「────」

　手て元もとから、竹の骨が消えた。

　そして、ややあってから、

「筧──」

　海野の、覇は気きの無い声が聞こえた。

「小こ魚ざかな獲らないんじゃなかったのかよ？」

　桟さん橋ばしの浜側、水面に、身を貫つらぬかれて暴あばれ魚が浮いていた。
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　筧は、水に入って獲え物ものを回かい収しゆう。

　そして海岸へと上がって行きながら、

「──しかし、待ち時間が長いとは言え、まさかこんなところで野や営えいじみた事をする事になるとはね」

　潮しおの水が、関かん西さいにいた時の内うち海うみを思い出させる。

　随ずい分ぶんと久しぶりだ。足あし指ゆびの間で、波の寄せ引きに零こぼれる砂の感覚もまた懐なつかしい。やや波が高いのは外そと海うみの特とく徴ちようだろう。

　波はやがて膝ひざから臑すねに下がり、

「ほら」

　帽ぼう子しを器代わりに、抱えていた魚達を望もち月づきの前に落とす。すると、望月は濡ぬれた砂を重力制せい御ぎよで固め、俎まないた様ようにして、

『有あり難がとう御ご座ざいます』

　つまりは朝食が出来ると言う事だ。

　その事に安あん堵どと、妙みようなおかしみを憶おぼえながら、筧かけいは空を見上げた。

　ここは小お田だ原わらの海岸。東側の方だ。頭ず上じようを仰あおげば、

「熱海あたみの方、西には毛もう利りの航こう空くう艦かん隊たいか」

「何だか、こっちと距離を取ってるの、有り有りだねえ」

「まあそうだろう」

　筧は海岸脇わきに清し水みずの水みず場ばがあるのを見み据すえながら、呟つぶやいた。

「小田原征せい伐ばつを借りていろいろな戦せん闘とうを重ねるって言っても、基本は三極だ」

『北ほう条じよう・毛もう利り・羽は柴しば、その三極で御座いますね？』

「Ｔｅｓテスタメント．、俺おれ達たちがそこに第二次上うえ田だ合かつ戦せんとして入っても、結局は羽柴側にいる滝たき川がわさんの手伝いみたいなもんだな。──羽柴が聖せい連れんそのものとなっているので、滝川さんの手伝いをする事と真田の将しよう来らいを取引出来るって訳わけだ」

　つまり、

「ここで滝川さんの籠ろう城じよう戦せんを手伝い、第二次上田合戦を重ねる事が出来れば、真田は戦せん力りよくを温おん存ぞんして大おお坂さかに臨のぞめるし、真田の皆も安あん泰たい出来る」

「だけどどうすんだい。滝川は戦力をほぼ失ったろうさ」

　西の空には毛利の航空艦隊がある。その向こうには、北条の艦隊もあるのだ。

　大戦力がそこにある。だが、海野うんのが示し唆さする通り、

『滝川様は、〝白しら鷺さぎ城じよう〟を失い、地上戦力の集団となって御座います。無む論ろん、私達も三人で〝真田勢〟を名乗って第二次上田合戦を凌しのがねばなりませんが』

「十じゆう勇ゆう士しは一いつ騎き当とう千せんっていうなら充分だろうさ」

　と、筧は頰ほおを拭ぬぐった。

　すでに潮が乾き始めている。

　波音に消えかけてはいるが、海岸向こうの林や丘の方からは蟬せみの声も聞こえてくるのだ。気温はこれから、上がって行く一方だろう。

　……いい夏だ。

　戦争がなければ、というのは忍しのびらしからぬ言葉なので止やめておく。

　何しろ海で少々テンションも上がっている。

　これが、真田さなだの土地を懐なつかしがったら、危険だろう。その事は、ここにいる三人、誰だれもがよく解わかっている筈はずだ。

〝要いらず〟を受け入れてくれた土地。そこを思うと言う事は、自分達が頼るものを失っているという事なのだ。

　つまりそれは、実力も何も通じず、身の危険がある時だ。

　……そういう事態は避けねーとな。

　しかし、

「他の二極がどう出るか、ちと解んねーな」

「戦争するんじゃないの？」

「三極目の滝たき川がわさんはそのつもりだろう」

　筧かけいは、やや迷ったが、身体からだを洗うために清し水みずの湧わき場へ行く事にした。

　砂を足あし裏うらで嚙かみながら、歩き出す。

　海岸は意い外がいに奥行きが狭い。二十メートル程ほど先がそれだ。

　筧は、足の裏に、薄い布を摑つかんでいくような感覚を得ながら、

「だがな？　昨夜、滝川さんも言ってたけど、北ほう条じようと毛もう利りは、羽は柴しばとは少々違う。毛利は特に、違う部分がある。その事にお互いが協きよう働どうを見い出すなら──」

「戦争は私達だけになる、と？」

　鋭い。

　だが、どうだろう。結果は解らない。今の段階で一つ言えるなら、

「そーじゃねーだろうさ」

　毛利と北条が何を考えているかは解らない。

　だが、もし、連れん中ちゆうが狙ねらっているものが、あるものだとしたら、

　……羨うらやましい話だぜ。

　毛利と北条は、武蔵むさしを含めて、馬ば鹿かげた事態を呼び起こす。それは、

「北条と毛利を合わせるよりも、もっとデカい戦争が起きるって事さ」

　正面、清水の溢あふれが、砂浜に零こぼれてきている。

　まるで亀き裂れつのように、しかし白の砂を焦こげ茶ちや色いろに染める水は、途と中ちゆうで消えていた。

　足を、前に。筧はゆっくりと清水の溢れた亀裂を踏んだ。

　……冷てーわ。

「なあ」

「何さ一体」

　筧かけいは、何を言おうか、改めて考えた。

　つと振り向けば、砂の俎まないたから、魚の身を鍋なべに落とす望もち月づきと、それを見ている海野うんのが居る。

　蟬せみの声が、波の音よりも聞こえる。その中で、筧は言った。

「──七尾ひき獲とってきたけど、２、２、３で、３が俺おれになったりする？」

「竹たけ骨ほね提てい供きようしたあたしじゃないの？」

『調ちよう理りしている私では駄だ目めで御ご座ざいましょうか』

　うちの女どもは主張が激しい、と、心しん底そこそう思いながら、筧は手を振った。

「任せるわ」

　歩き、足を突っ込んだ泉いずみは、意い外がいに深い。
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「じゃあ、そちらは任せた。──俺おれが戻るまで、宜よろしく頼む」

　と、宙に軽く掲かかげられるものがあった。

　拳こぶしだ。

　ノリキのものだった。

　握ったそれに、しかし当てられるのは、別の手による拳ではない。

　開いた五ご指しだった。

　それはトーリのもので、彼は真ま顔がおで、

「俺の勝ちだ……！」

　ホライゾンが、後ろから無む造ぞう作さに平ひら手てを叩たたき込んだ。

　こけ、と鶏にわとりのような苦く鳴めいを上げた馬ば鹿かを無む視しして、ホライゾンがノリキに右手を挙げる。

「ホライゾン達はこれから北ほう条じよう側がわでヒャッハーしに行く訳わけですが、ノリキ様とは途と中ちゆうのここでお別れですね」

「ああ、そうなるな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、短い間ですが、ノリキ様には御お世せ話わになりました。ええと……」

　ホライゾンが、そこまで言って、黙だまった。

　動きが止まる。

　ここは空の上。輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱんだ。

　正面。眼がん下かには武蔵むさしの八艦かんが広がっている。

　輸送艦は奥おく多た摩まに降りるコース。

　だが、風を伴っていく輸送艦の上、ホライゾンは動かず、ただ汗あせを搔かき、

「…………」

　黙ったままの彼女の前、数秒して、こちらも気まずい汗を搔き始めたノリキが、

「おい」

　言うと、ホライゾンが素早く右の掌てのひらを前に出した。

「ノーヒントです」

「そうか……」

　納なつ得とくしちゃだめだよ！　というナイトの声は、届きはするが、意味はない。

　そしてホライゾンは、胸を揉ももうとする馬鹿を片腕うでで押さえつけながら、

「──それは、先日の事でした」

「思い出したか」

「……仮か定ていの話をしましょう」

　鈍い汗を搔きながら、ホライゾンが無む表情に言う。

「先日、多た摩まの地下のうちの部屋の近くの広の場での──」

「ホライゾン！　動どう揺ようしてるのか〝の〟が多いですわよ!?」

「誤ご差さ範はん囲いです。自じ動どう人形が狼狽うろたえるなどまさかありませんとももももも」

・●　画：『ある意味高こう性せい能のう？』

・貧従士：『いや、ホライゾン副ふく王おう、身体からだが自動人形なだけですし』

　まあまあ、とホライゾンが表示枠サインフレームを見ながら言った。

「──それでですねノリキ様。あの時、焼き烏い賊かの屋や台たいを引いていたのは──」

「それは小しよう生せいですね！」

「──御お広ひろ敷しき様です。引っかけ問題に引っかかりませんでしたね？」

「大だい丈じよう夫ぶか」

「大丈夫ですとも。──あ」

　ホライゾンが、馬ば鹿かに対するアイアンクローを、完全に上から押し込むものに変えながら、こう言った。

「天てん幕まくを建てて頂いただきましたね」

「憶おぼえていたか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾン、記き憶おくも優ゆう秀しゆうなので大丈夫ですとも。ではノリキ様に対するミッションは終了です。ノリキ様、いい旅を。ええと、行き先は──」

　ホライゾンが動きを止めようとするので、直なお政まさが口を挟んだ。

「諏す・訪わ。諏訪さね？　ちとまあ男ってのは面めん倒どうだってのを地で行く展開だけどさ、一生に一回あるかどうかの展開でもあろうさ。──行ってくるといい」

　Ｊｕｄ．、とノリキが頷うなずいた。そして彼は、周囲を見る。

「これからお前らは、奥おく多た摩まの自然区く画かくで移い動どう教室の続きか」

「Ｊｕｄ．、移動日とはいえ、難なん癖くせをつけられては堪たまらないからな。歴史再さい現げんは学業に勝ると言っても、やれるだけの事はやっておく」

　と、応じたのは正まさ純ずみだ。

「一応は夕方まで、というところだがな。──ただ、昼過ぎには北ほう条じよう方に到とう着ちやくする。そうしたら、毛もう利り側との会議だ。今回の毛利側の真しん意いなど、確かめねばならない」

　そして、

「私としては、──出来る事なら、戦争を回かい避ひしたい」

　皆が引いた。
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・金マル：『無む理りな事って、不可能な事って、あるよね……』

・不退転：『聞かなかった事にした方が良い訳わけ？』

・立花嫁：『何を言っているのです伊だ達て家副ふく長ちよう。武蔵むさし副ふく会長が己おのれの欲を押さえて悲ひ壮そうな決意をしたのです。ここは認めて、その達成を全力で支持すべきです』

・〇べ屋：『来た来た来たよ外げ道どうプレッシャー!!』

・副会長：『何だかよく解わからないけど、お前らもうちょっと人を信じる心を憶おぼえろよ！　信じがたい連れん中ちゆうだな！』

・約全員：『即そく座ざに自じ己こ否定かよ!!』

・ベ　ル：『え？　えっ？』

・あさま：『えーと、鈴すずさんには、今の酷ひどいロジックをこっちで説明しますからね？』
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　まあ待て、と正まさ純ずみは言った。

　一いつ行こうの中、人狼女王レーネ・デ・ガルウも居るのだ。

　……流石さすがに会議の話は出来ないなー。

　だが、随ずい分ぶんと彼女はこちらに馴な染じんでいる。二ふた代よが気にしなくなっている事から、それはよく解る。

　もし、敵てき意いの気け配はいがあれば、二代は彼女の傍そばにいるだろう。それが今は、こちらの輸ゆ送そう艦かんに近付いてくる別の船に視線を奪うばわれたままだ。

　接近の一艦。それは、灰はい色いろの装そう甲こうに覆おおわれた機き関かん部ぶのもので、

「ノリキはあれで諏す訪わ行きか」

「そうさね。──諏訪は何だかんだで戦せん闘とうの神の土地さ。武蔵むさしとしては、鉱こう石せき類を機関部が直接仕入れられる場所でもあってね。そのための輸送艦を仕立てた訳わけさ」

　だから、と直政がノリキに頷うなずいた。

「気き兼がねなく行ってきな。礼れいは言うなよ？　機関部の仕事の一いつ環かん。アンタはそれに便びん乗じようするだけなんだからさ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──運がよかったと、そう思う事にする」

　おうさ、と直政が口くちの端はに歯を見せた。それを見た正純は、

「……珍めずらしいな」

「は？　何がさ」

　いやいや、と、応じた時には、もう直政の笑えみは消えている。

　だが、ふと表示枠サインフレームが出た。それは女子限げん定ていで、

・あさま：『マサは、〝礼を言われる〟と基本は喜びませんからね。どちらかというと無む反応や、適当な受け答え。場合によっては面めん倒どうそうな声すら返しますから』

・煙草女：『性しよう分ぶんさ。慣れてるだろ？』

　確かに、と正純は内ない心しんで頷く。

　直なお政まさのそれは、他ひ人と付づき合あいが煩わずらわしいという訳わけではなかろう。それは、鈴すずやアデーレが、

・ベ　ル：『直政、さん、服の修しゆう繕ぜん、すると、喜ぶ、よ？』

・貧従士：『プリントを配ったりしても、一ひと言ことありますもんねー』

　ね、と鈴とアデーレが顔を見合わせるのに対し、直政が額ひたいに手を当てる。

　一方で、男連れん中ちゆうが首を傾かしげているが、これは女子連れんの共通秘ひ密みつというやつだろう。

　……あ、私、女側なんだ……。

　気付いたところでどうしようもない事を今いま更さら自覚する。が、話を戻せば、

・副会長：『貸し借りが嫌きらいってのは、私にもあるな』

　無む論ろん、直政の本ほん心しんはどうだかは解わからないし、自分との度ど合あいの差も解らない。が、彼女にとっては、自分のした事が相手にとっての重じゆう大だい事じになるよりも、〝役に立ったけど、礼れいは要いらない〟になった方が、気き軽がるなのではないだろうか。

　普通と逆だなあ、と正まさ純ずみは思う。

　多くの場合、人は、恩おんを売りたがるというか、自分が如い何かに相手にとって影えい響きよう力りよくあったかを示したいものだろうに。

　……否いな。

　それは浅はか者か、と正純は思い直した。

　他人の重大になりたい、という思いで人付き合いをすれば、それは他人への依い存ぞんだ。

　だからふと、正純は問うてみた。問題を一周させたような気になりながら、

「ノリキ」

「何だ？」

　問う。

「今いま更さらではあるが、問わせて貰もらう。──いいか？　ここからの諏す訪わ行きで、お前が何かを得て帰ってきたとする。そして、北ほう条じよう・氏うじ直なおと相あい対たいしたとする」

　その場合、

「お前は、そこで自分を決けつ着ちやくするのか？」
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　問い掛けの意味は通じただろうかと、正純は自じ問もんした。

　……こういう問題、難しいよな。

　だが、問うべきだ。

　何な故ぜなら、ノリキは武蔵むさしの人間だ。

　北条側との因いん縁ねんが有り、そして彼らとの戦せん闘とうにおいて、自分の決め手を得ようとする。

　だがな、と正純は思った。

「お前は武蔵の人間だ。私も、皆もそうだ」

　視し界かいの隅すみ。メアリがクロスユナイトの腕を抱きしめた。そしてナルゼが、気け取どられぬように魔術陣マギノフイグーアを出して二人の後ろに回るが、これは平へい常じよう運転だ。こっち見んな。

　ただ、皆には意味が解わかっている筈はずだ。

「ノリキ、お前が北ほう条じよう側がわと決けつ着ちやくするのは構わない。戦せん力りよくとなるならば、それは武蔵むさしという国にとっての益えきだ。だが、それを、北条側にとって重いものと捉とらえないで欲しい」

　いいか。

「──北条側に対し、自分は重大な事をした、と思うな」

「何な故ぜだ」

「理由は二つある」

「ふた……！」

　つ、と言うタイミングでホライゾンの胸を持ち上げようとした馬ば鹿かが、ノーモーションのアッパーカットを食らって浮いた。

「愚ぐ弟てい！　いいエリアルボケよ！　力が抜けてて綺き麗れいだわ！　芸げい術じゆつ点てん９・７くらい！」

　そういうものか。というかそれはどっちかっていうとホライゾンの方につくべき点数じゃないだろうか。

　馬鹿が頭から甲かん板ぱんに落ちるのを無む視しして、正まさ純ずみは言った。

「一つは、これから起きるのは戦争であって、お前が北条に思いを届けるための通過点ではないという事」

　そしてもう一つは、

「北条側への重大事云うん々ぬんは、──私のする事だ」
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・あずま：『宣せん戦せん布ふ告こくの事？』

・礼賛者：『意い外がいと東あずま君くんも厳きびしいですね!!』

・未熟者：『とはいえ、当然の事を、重大と言えるのかい？』

・副会長：『うるっさいな！　必要だったら宣戦布告はするよ！　してやるよ！』
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　正純さんも、随ずい分ぶんと感情豊ゆたかになったなあ、と鈴すずは思う。

　昔は、寡か黙もくとまではいかないが、大人おとなっぽい無む口くちさをもった人だと思っていた。

　否いな、昔はそうだったのかも知れない。

・ベ　ル：『人は変わる、もん、ね』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね。こうあれかし、と思う方へと、変えていけるものです』

・●　画：『そうね、段だん々だんと染まっていくものだわ……』

・金マル：『何かガっちゃんニュアンス違わないかな？』

　何かそんな気もする。

　ただ、人が変わるものだとすると、いい方に変わっていけるならいいと思うし、その一方で、変わらなくていい部分は、それでいいとも思う。

　変化の仕方もそれぞれだろう。

　自分を削けずっていく人もいれば、増していく人もいる。胸の事のようだけどそうじゃない。

　そして今、

　……ノリキ君も、変わっていくね。

　否いな、変化は以前からあったのだ。中ちゆう等とう部ぶ辺りでは常にバイトを入れて家を支えていたため、人付き合いも無いに等しかった。

　それが高こう等とう部ぶに入ってからは、それとなく付き合いも増え、三み河かわ以い降こうは前ぜん線せんにも出るようになった。

　本ほん人にんが言うには、弟達が育って、家に掛ける負ふ担たんが減ったとの事だが、

　……空あいた部分に、皆との付き合いが、代わりに入って来たんだね。

　これは、変わったのだろうか。元に戻ったのだろうか。

　鈴すずには解わからない。

　しかし今、ノリキが得ようとしている変化は、

「氏うじ直なおさん、救う、の？」

　ノリキが、振り向いた。

　彼は一いつ瞬しゆん口を開き、何か言いかける。だが、すぐに彼は、

「そこまで自惚うぬぼれてはいない」

　それに、とノリキは言った。

「これは経過だ。俺おれが〝こうあれかし〟と思う経過だ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とトーリが頷うなずいた。

　彼は、ノリキの肩に手を置き、横に並ぶ。そして、

「……これは経過だ。俺が〝こうあれかし〟と思う経過だ」

「──おい、そんな前まえ振ふりでタメてないぞ」

　すごく同どう意い。

　向こう、ネシンバラ君が〝それがいいんだよ！〟と言っているが、よく解らない。

　ただ、ノリキが肩から力を抜いた。そしてトーリの脇わきを軽く叩たたき、

「行って来る」

「帰って来い」

　Ｊｕｄ．、とノリキが頷うなずいた。その時だ。

　接せつ舷げんしてくる機き関かん部ぶの輸ゆ送そう艦かんから、声が来た。

「おーい！　そろそろ行こうと思うけど、大だい丈じよう夫ぶ!?」

　久しぶりに聞く声、と鈴すずは思った。あれは、

　……三み科しな・大ひろちゃん？
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　直なお政まさは、機き関かん部ぶの輸ゆ送そう艦かん上じように展開した大おお判ばんの表示枠サインフレームを見た。

　機関部らしい、コントラストと光こう量りようを強めにした表示枠の中では、その下にいる大が大おお写うつしの状態だ。

「大、お前が案内人さね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　──清しん武たけ田だにいた時から、諏す訪わには部品調ちよう達たつで何度か出てたから！

　ボクの方で貨物纏まとめて仕入れてくるよ！」

　いい判はん断だんだ、と直政は思った。

　確かに大は有あり明あけとも繫つながりがあるし、コネクションの意味でも上じよう客きやくだろう。彼女が案内するならば、輸送艦の行き来は諏訪側によって保ほ護ごされるようなものだ。

　……それに──。

　武蔵むさしは、明日あしたから戦せん闘とう状態に入るのだ。

・未熟者：『今から行って、明日以降に戻って来られるなら、こちらとしては北ほう条じよう戦せんの現場に補ほ給きゆうを貰えるという事だね。小お田だ原わら城じようは地上にあるから、基本は地上戦になるとはいえ、武蔵の艦かん体たいにも被ひ害がいが及ぶ可能性はある。──外に補給物資を用意しておけるなら、武蔵の重量を軽く出来るし、いい事尽ずくめだ』

・３４７：『そう思って、旧きゆう武蔵時じ代だいの古い装そう甲こう板ばんを輸送艦に積んであるよ。今の武蔵改かいには重かったり流りゆう体たい伝でん導どうが甘かったりだから、これを諏訪で下取りするつもり』

・約全員：『この子、出来る……！』

　いやいや、と表示枠の大が、両手でこちらを制する。

　が、その一方で、ハイディが視線を逸そらしながら呟つぶやいた。

「おかげで、うち、戦争前だってのに装甲板仕入れる意味が無いのよね……」

「は？　装甲板はIZUMOルートだから、〇べ屋は関わらんだろうさ？」

「いやいや、お偉えらいさん達の船用。結けつ構こうそこら辺、今回頑がん張ばってみたんだけど、機関部の方が大量に買い込む訳わけでさ。釣つり上げ合がつ戦せんやっててもしょうがないから、またシロ君が野や菜さいにシフトして小こ銭ぜに稼かせぎ再開」

「シロジロ殿どのはもう野菜売りに徹てつした方がいいのでは御ご座ざらぬか？」

「大丈夫大丈夫。もっといい率りつで儲もうかる取引見みつけたから。明日には十倍になってるって」

「それは危険な取引だぞ！」

　皆と共にツッコみ入れている間に、船が来た。

　向こうの甲かん板ぱんが近づき、思ったよりも強ごう引いんに、

「どかーん」

　接せつ舷げんした。

　大ひろの声が聞こえたのは、わずかに下。輸ゆ送そう艦かんの甲板に乗り換えする者達は跳び乗れと、そういう事だ。

　艦と艦の間に表示枠サインフレームが幾いくつも現れて緩かん衝しようし、衝しよう撃げきや音を吸収して割れる。簡単な緩衝だ。反動を消し切っていないので、お互いはすぐに離れていくだろう。

　こちらの輸送艦が、足あし下もとをすくわれるかのように軽くスライドする。そんな動きの中で、

「じゃ、行って来る」

　荷物の入った頭ず陀だ袋ぶくろを背に、ノリキが機き関かん部ぶの輸送艦へと向かった。

　それを見送る形となった直なお政まさは、皆が自分と同じようにしているのを見て、

　……あたしも随ずい分ぶん、緩ゆるくなったものさねえ。

　数年前なら、こんな〝見送り〟をしなかったろうに。

　いずれ戻ってくるなら気にしない。去ったままなら、それはそれで気にしない。そう考えれば、見送り自体には意味が無い。単なる儀ぎ式しきのようなものだ。そんなものに時間を潰つぶすくらいなら、己おのれの時間を大切にした方がいい。

　昔は、そうだった。

　今は、どうだろう。

「…………」

　直政は、息を吸った。

　目の前には戦いがあるのだ。

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ側では、玄げん武ぶが出たって言うしな。

　朱雀すざくを持つ身として、どうなるだろうか、と思った時だ。背後にいた正まさ純ずみが、

「じゃあ皆、これからこっちは、奥おく多た摩まで移い動どう教室の残り分を消化しながら、それぞれ明日あした以い降こうの作さく戦せん会議でもしてくれ。こっちは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、午後に、輝てる元もとが会議用の船を仕立てて、北ほう条じようの代表と共に参まいりますわ」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの言葉。それに対して反応したのは浅あさ間まだった。

　彼女は、はっとした顔で振り向き、

「会議の船を仕立てるんですか？」





●






　浅間が急いだ疑問をするのも、尤もつともだと直政は思う。

　直政は、人狼女王に振り向き、問い掛ける。

「会議用の船と、武蔵むさしと、どっちが通つう神しんのセキュリティが高いと思ってるんさね。武蔵の方が安全だろうにさ」

「北ほう条じようと毛もう利りが、敵である武蔵むさし内で〝セキュリティの高い密みつ室しつ会議〟ですの？　そんな事したら、聖せい連れんから睨にらまれますわよ？」

　言われて見れば、確かにそうだ。

　正まさ純ずみが頷うなずき、浅あさ間まに視線を向ける。

「──Ｊｕｄジヤツジ．、浅間、すまんが通つう神しん関係の補助や、記録を頼む」

「解わかりました。私自身を社やしろに設定して行こうと思います」

　ホライゾンが頷き、トーリも応じた。

「とりあえず会議はセージュンに任せるわ。結けつ構こうデカい内容になりそうだな。

　──やっぱネイトママンが事前に出てくるだけあるって事かー」

「……我が王、うちの母の胸を見て何なに言ってますの」

　だが、そんな遣やり取とりをしている間に、空に影が動いた。

　機き関かん部ぶの輸ゆ送そう艦かんが、ゆっくりと上昇を始めたのだ。

　こちらの舷げん側に出た大おお判ばんの表示枠サインフレームは、手を振る大ひろを映し、その向こうに、

　……ノリキも、動くか。

「賑にぎやかな話になりそうさね」

　直なお政まさは呟つぶやいた。

　明日あしたからの戦争が、また忙いそがしくなりそうだと、そう思いながら。
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「忙しいのは解わかってるけど、〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟、〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟ともにすぐに出るわ！

　識しき別べつは羽は柴しば─１０─０３、０４、進路は北条東ひがし地域、目的は到とう達たつと監かん視し！」

　冷たい風が吹き抜けていく天てん上じよう。

　そこに浮かぶ硬こう化か木材の滑かつ走そう場にて、霧きり雲ぐもを巻き起こす二つの鉄てつ塊かいがある。

　加か藤とう・嘉よし明あきの〝白姫〟と、脇わき坂さか・安治アンジーの〝黒姫〟だ。

　既すでにアップライトでシートについた二人は、鉄板の隙すき間まから漏もれる流りゆう体たい光こうにも厭いとわず、

「カニ玉！」

「は、はい！」

　脇坂が、左手側に立っている可か児にへと言葉を飛ばした。

「これ、佐さ久く間ま先せん輩ぱいの航こう空くう艦かんだけど、一応戦せん闘とう領りよう域いき近くまで来る予定だから。

　カニ玉は後から北条来て、それで現地の様よう子すを見て参さん戦せんするかを決めちゃって」

　脇坂は、そう言いながら、手に一枚の符ふを持ち、左右に広げた。

　符がゆっくりと透すけて、サングラスになっていくのを待たず、彼女はそれを目の前に掛けた。その上で脇坂は、可児に問う。

「カニ玉、キンチョーしてる!?」

　ふかす加か速そく光こうの強さと音、そして巻き上がって揺らぐ風によって、声はなかなか通らない。いきおい大声になりがちな中で、可か児にはハッキリと頷うなずいた。

「こんな航こう空くう艦かんの、それも実働空くう母ぼの上なんて初めてです！」

「だろーね！　これ、戦せん場じようではP. A. Odaの料理部を打ち出すんだよ！」

「料理部!?　何でですか!?」

「Ｔｅｓテスタメント．！　昔、ペルシアのスルタンが、マズイ料理食わせた料理人をアンカーパイルで戦場にぶち込んだら思いの外に大だい活かつ躍やくしてね。以後、戦場に打ち込むのは料理部から、って、そんな伝統が無いからね!?　信じた!?　というかカニ玉冗じよう談だん通じないっぽいけど大だい丈じよう夫ぶ!?」

「アンジー！　途と中ちゆうから心配口く調ちようになるのやめなさい！」

「というか本当は何を打ち出すんですかコレ！　三世西班牙トレス・エスパニアみたいに陸りく上じよう部ぶですか！」

　嘉よし明あきが、問われて応こたえた。

「茶さ道どう部ぶよ」

「う、噓うそですよね！　ね!?」

「噓だと思うなら、カタパルトレーンのソールフックを見てみなさい。千せんの利り休きゆうが考案した雪せつ駄た型になっているから」

　可児が下を見た。そこにあるのは、カタパルトにて打ち出される者が足をロックする機き構こうだ。その形は、よく見れば、

「……い、いや、これ、雪駄じゃ無くて単なる板ですよ！」

「…………」

「な、何で黙だまるんですか先せん輩ぱい達たち！」

　だが、そうやって声を上げている最さ中なか。甲かん板ぱん上じように表示枠レルネンフイグーアが並び始めた。

　離陸指し示じだ。

　魔女テクノヘクセン二人は、目の前に広げた符ふを調整する。

　透とう過かされる符は、太陽光を弱めてくれる。そして黒魔女シユヴアルツヘクセンが、

「じゃ、カニ玉、後から追って来てくれるかな？」

「あ、Ｔｅｓ．！　御お手て数すう掛けました！」

「軽かったし、動かなかったから問題無なかったわ」

「ええ、空が綺き麗れいで、うわあ、って思ってたら、すぐでした！」

　そう、と嘉明が頷うなずいた。

　彼女はエプロンから滑かつ走そう路ろへと行くように指し示じが出ているのを見ると、

「次に乗せる時は速度を出していいようね」

「え!?　あれ以上出でるんですか!?」

「カニ玉さあ……」

「あ！　な、何ですかその可哀かわい想そうなものを見る視線！」

　だったら、と脇わき坂さかが、いきなり満まん面めんの笑顔になった。

「カニ玉あ～！」

「そんな風ふうにいきなり喜ばれても訳わけ解わからないですよ！」

・黒　竹：『あー、こらこら、あんまり可か児に君で遊ばないよーに』

・ＡｎＧ：『いやもう、何か、初めての後こう輩はいって感じで。──あ、よく考えたらカッキーに対してやってる事と同じかも』

・□□凸：『な、何だかもの凄すごく傷つきましたよ僕！　後、僕の方が確実に酷ひどい目にあってるからそこらへん御お願ねがいします！』

・６　　：『何を嫉しつ妬としてんの』

・□□凸：『そういうところが嫌いやなんですよ……！』

「よく考えたら、ショーロクの方が年下なのにねえ」

　と、脇坂がしみじみ呟つぶやいた。そして彼女は、可児に視線を向けて、

「じゃ、こっちはそろそろ行くから！　あと、いい事こと教えてあげる！」

「え!?　何です!?」

　うん、と、脇坂はエプロンから滑かつ走そう路ろへと。

　嘉明と並びながら、〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟を宙に滑らせ、こう言った。

「この空くう母ぼ、剣けん術じゆつ部ぶを打ち出すんだよ。──元は三世西班牙トレス・エスパニアのものとして開発されてたんだけど、M. H. R. R.神聖ローマ帝国だったカール五世総そう長ちようが、向こうと総長兼けん任にんしたじゃない？　それで、機き鳳ほう用に作っていたのを、機き動どう殻かく用に作り直してM. H. R. R. に供きよう出しゆつしたの」

「御お陰かげで今は、魔女テクノヘクセンも打ち出せるいい空母だわ」

　だよねー、と言って、黒魔女シユヴアルツヘクセンと白魔女ヴアイスヘクセンは、滑走場じように出た。

　離り陸りくするのだ。

　荷物の無い全速で。南東の空、北ほう条じようの地へと。
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　嘉明は、空母の艦かん尾びにて一ひと息いきを入れた。

　この空母はたびたび補ほ給きゆうで使用しているものだ。〝双姫〟の標ひよう準じゆん航こう行こう高度よりも倍ばい以上高たかい位置にあるので、立ち寄るのが面めん倒どうではあるが、

　……カタパルトの発はつ射しや感かんと、高い位置からの展望は素す敵てきよね。

　宙に出る表示枠レルネンフイグーアには、佐さ久く間まが映っている。M. H. R. R. 女子制せい服ふくを着た小こ柄がらな影だ。

「佐久間先せん輩ぱい、ノヴゴロドではお疲れ様でした」

『おうおう。お前達が来るまで、〝退のき佐久間〟が堪こらえられないのは失しつ態たいだったねー』

・ＡｎＧ：『艦ごと撃げき沈ちんして生きてるんだから凄すごくない？』

・きめえ：『人それぞれに納なつ得とくの仕方があるって事よ、アンジー」

　だが、聞いておく事がある。

「佐さ久く間ま先せん輩ぱいは〝来る〟んですか？」

『あー、状況次し第だいだけど、多分、無い無い。無いね。援えん助じよはするかも。飴あめやろうか？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいて、嘉よし明あきは〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の操そう縦じゆうフラップに手を掛けた。

　フラップを定位置に固定。金属の合がつ致ちが手首に来てからが本ほん番ばんだ。

「〝白姫〟正せい規き運用準備確かく認にん」

　手て指ゆびの感かん圧あつで後部のベクターノズルが動き、太だい腿たい裏に当たるレストへの圧あつ迫ぱくでノズルの開閉が為なされる。

　横、アンジーが魔術陣マギノフイグーアに素早くチェックを入れていく。

「ほーい。現在両りよう機き、佐久間艦かん隊たい所属空くう母ぼ〝鳴海なるみ城じよう〟甲かん板ぱん上じよう。優先ある？」

『無い無い。艦かん長ちよう自ら管かん制せいしてやってるんだから感かん謝しやしてくれよ？　暇ひまなだけだけど。

　あ、でも、右う舷げん下したから補ほ給きゆう艦かんが上がって来るから、一応は右にブレイクするな』

「Ｔｅｓ．、航こう路ろ確認。──術じゆつ式しきチョーククリップ解かい除じよ！」

　後部。機き体たいを押さえるように存在していた魔術陣が光として割れる。

　直後に、後部加か速そく器きに光が入った。

　……艦側からの出力援助があると違うわね。

　単なる戦せん闘とう艦では無い。航こう空くう戦力用に特化したがゆえの空母なのだ。安土あづち城じようですら、発はつ着ちやく場からは自力飛ひ翔しようしか出来ないが、やはり専せん用よう空母は違う。

「これが北ほう条じよう来てくれたら楽だけど」

「まあ、別べつ口くちを期待しようよ、キメちゃん」

　Ｔｅｓ．、と嘉よし明あきは頷うなずいた。すると、表示枠レルネンフイグーアの佐久間が、画面外がいの操そう作さ機き構こうに手を伸ばす。

『術式カタパルト二枚展開。聖せい術じゆつ式しきを東とう欧おう魔術テクノマギ用ように組み替えスタート。〝双鉄ツヴアイ・アイゼン〟は後部クラッチにカタパルトフックの連れん結けつをしてくれ」

「Ｔｅｓ．、〝双鉄〟は〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟の装そう備び確認。対たい空くう対たい地ち同どう位い階かい迎げい撃げき装備。〝白姫〟は加か圧あつ式、〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟は減げん衰すい式、共に重じゆう装そう。貴き艦かん周辺での臨りん時じ戦闘時の使用許きよ可かを」

　Ｔｅｓ．、と答えが来た。

『まあ無いけどな。そのくらいの気合いで頼む。──と、射しや出しゆつ重量確認出来た。

　そっち、確認してくれ』

　現れた表示枠レルネンフイグーアに、こちらの重量が出る。

「あれ……、アンジーの方が重い？」

「来る時に私の荷物持もったでしょ？　私は可か児にを乗せてたから」

　はーい、と向こうで可児が手を振る。離り陸りく現場の見学のつもりだろうか。

　まあいい。重量確認Ｔｅｓ．。表示枠にあるサインのボタンを押しておく。すると、

『よしよし。面めん倒どうだからそのままカタパルトフック起き立りつ』

　足あし下もと。足を乗せていた板の上。こちらの踵かかとから膝ひざ裏うらまで、後ろを支えるアンカーが立つ。

　同どう様ように〝白姫ヴアイス・フユルステイン〟の後ろに、食い込む形で表示枠レルネンフイグーアが展開した。

　緩かん衝しよう固定用だ。〝白姫〟が甘く固定され、後部の加か速そく機き構こうの震える音が高くなる。

「いい音！」

　と、高鳴っていく響ひびきにアンジーが叫んだ。そして、足下に新たな光が来た。

　魔術陣マギノフイグーアだ。聖せい術じゆつ式しきを魔術テクノマギ用に組み替えた対たいＧ用クレイドル。これは〝白姫〟と〝黒姫シユヴアルツ・フユルステイン〟の周囲に回り、

「対Ｇ術式クレイドル展開。身しん体たい固定。機き首しゆ先せん端たん固定」

　言うのに合わせて、竜りゆう頭ずを回すような音で、クレイドルが上下に二重化して分ぶん離り。それぞれの位置関係を東西南北で目盛り合わせに整えた。

　決まる。その直後に、

　……最後の準備ね。

「管かん制せい！　ブラストディフレクター展開！」

　言葉と同時に、〝双姫ツヴアイ・フユルステイン〟の背後に鉄の板が立った。聖術式の加速術式が、文もん言ごんで書き込まれた加速光反はん射しや板ばんだ。しかしそれは、逆ぎやく時計回りに天地を逆転し、逆ぎやく位いとして設定された。

　魔女テクノヘクセン用に、逆転の組み替えを行ったのだ。

　だから嘉よし明あきは、頷うなずいた。隣となりのアンジーと共に、顔を見合わせる事もせず、声を合わせ、

「──〝双鉄ツヴアイ・アイゼン〟、フルパワー出力」

　音と光が、背から前に抜けた。

　機き体たいは固定されているために、前には出ない。

　だから恐れず、操そう縦じゆうフラップを引き絞しぼり、

「〝白姫〟、出力最大、異常なし！」

「〝黒姫〟、出力最大、異常なし！」

　叫んだ瞬しゆん間かんだ。

『ようしようし。では、〝双鉄〟離り陸りく許可だ!!　──術式カタパルト射しや出しゆつ！』

　こちらの加速光を抜く勢いで、足下が前に走った。

　射出される。
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　……おおう。

　アンジーは、機首先端が一気に前に引っ張られるのを感じた。

　カタパルトで与えられる速さは時速三百キロ。秒速にして八十三メートルだ。

〝双姫〟の最大出力には届かないが、短たん時間の加速としてはカタパルトの方が優ゆう位いだ。

　飛行甲かん板ぱんの長さは約三百メートル。今の速度なら四秒で抜ける。

　速い。

　昔はこの速度にビビっていたものだ。

　何しろ、カタパルトの構こう造ぞう上じよう、加か速そくは足あし下もとが先だ。ともすれば尻しり餅もちをつくような感覚がある。だから昔は、前に身を倒して〝黒姫〟にしがみつき、カタパルト任せで射しや出しゆつされていた。

　今はそうではない。

　背後には、術じゆつ式しきクレイドルがある。その力りき場ばに身体からだを抱かれている事に気付けば、短い時間の中でもやれる事がある。

〝黒姫〟にしがみついては駄だ目めだ。

　抱きしめて、抱き寄せる。その動きで操そう縦じゆうフラップを引き絞しぼり、

「加速……！」

　やってみたい事がある。

　この三百メートル上にて、カタパルトの加速力を超える事だ。

〝黒姫〟の加速設せつ定ていを、初しよ速そく重じゆう視しで操そう作さして、

「行け……！」

　速度が強い。風がある。

　空を飛んでいては得られないものが、ここにある。

　甲板が、それだ。いつも自分達がこのカタパルトに匹ひつ敵てきする速度で飛んでいたとしても、こんな床は空には無いのだ。

　もし、地ち表ひようを飛んだら、こんな感じだろうか。

　甲板と機き体たい、そして己おのれの翼つばさが生む揚よう力りよく効果が、ともすれば全てを上にかっさらっていきそうだ。しかし、実際は緩かん衝しよう固定術式で、カタパルトに自分は留とどめられている。

　甲板の端はしまで、もし動く事が出来るとすれば、

　……加速で前に出る場合だね！

　事故を避けるため、前進を押さえる固定だけは無いのだ。

　だから、アンジーは加速した。

　黒の魔術テクノマギは減げん衰すい式しき。加速としては反はん発ぱつ重力で空を行く。

「く……！」

　甲板の終わりが、一ひと息いきに近付いてきた。

　短い。

　あと百メートルあれば違うだろうに。

　……零四ヌルフイア、いいなあ！

　武蔵むさしでは、コレと似た遊びが魔女テクノヘクセンの間で流行している。実際、記録映えい像ぞうや遠とお間まからは、空中に四百メートル範はん囲いのブイを置き、そこで加か速そく力りよく勝負をする魔女テクノヘクセン達がいた。

　武蔵むさしの双嬢ツヴアイフローレンは、そんな環かん境きようで自分達を鍛きたえている。ならば、

「こっちは三百で……！」

　加速を引き絞しぼる。

　風が抜け、音が希き薄はくになり、

「──！」

　甲かん板ぱんが終わった。
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「うっわ……！」

　甲板を鳴めい動どうさせる二つの大だい音おんに、可か児には耳を閉じた。

　甲板脇わきに立つ十じゆう字じ架か型がたの管かん制せい艦かん橋きよう。そこにいる佐さ久く間まが、

『おいおい、新入り。今の見たか』

「あ、はい！　見ました！」

『そうかそうか、じゃあ、よく憶おぼえておけよ？』

　何な故ぜなら、という声が、東南の空に突っ走っていく薄うす霧ぎりのラインを見た。

『まだ完全に抜けてないけど、甲板の頭に来るまでに自じ力りきで音速超こえたから。

　──魔女テクノヘクセンの零四でも、なかなか無いだろ。百メートル手前の音おと抜ぬきは』







[image: 第十八章『川辺の喰い屋さん』]
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　正まさ純ずみは、一ひと息いきをついていた。

　青い空の下だ。

　奥おく多た摩ま、教きよう導どう院いん側がわの自然区く画かくにある公園の中だった。

　御ご霊りよう平へい庵あんという会議室が建てられた、森に囲まれた狭い広場だ。

　木のベンチに座る自分の周囲。親子連づれの子供達が遊ぶ以外は、静かな空間がある。

　……時とき折おり、ここで本を読んだりもしているが。

　落ち着くのは、ここが学校とも、自分とも無む縁えんの場所だからだろう。

　空を輸ゆ送そう艦かんが行き来するのは、武蔵むさしに戻って来たという事だが、それ以外はある意味アウェーの公園だ。何しろ外道の空気が無い。

　そうやって安心して浸ひたれる余よ所そ者もの感かんが、気持ちいいのかもしれない。だが、

「教導院に資料を取りに戻るなら、クロスユナイトに頼めば良かったなあ」

　今、皆は奥多摩の自然区画にいる。荷物用の天てん幕まくを広げて、移い動どう教室の残り分を片付けているのだ。

　今いま時じ分ぶんだと、まだ午前の仕事中だろう。

　……単に水遊びの時間になるかと思えば、意い外がいとやることがあるもので。

　オリオトライが提てい示じしたのは、自然区画の調整だった。

　女子衆しゆうは人工の川に入って洗せん濯たくか整備などを行い、男子衆しゆうは森側で剪せん定ていや掃そう除じを行う。

　学業の一いつ環かんとして、公共の手伝いという名めい目もくが移動教室に重なっている。それは、

・未熟者：『……これだけ真ま面じ目めにやっておけば、ヅカ本ほん多だ君くんが戦争戦争言いい出しても、これは移動教室だったと言い訳わけ出来る筈はずだね』

・立花夫：『誾ぎんさん、洗濯の方、いつものように手伝いましょうか？』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様、まるで私が出来ない妻つまのようにとられる発言は……』

・立花夫：『あ、すみません。手伝うのは、いつものように、干ほす時だけです。私の方が上に届きますから』

・金マル：『……熱いねえ』

・●　画：『そうね、何だか扇あおぎたくなる空気だわ……』

　などと、そんな流れが始まったので、自分は自分の仕事を始めたのだ。

　……昼過ぎの会議の準備だな。

　以前、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや北ほう条じようと会議したのはIZUMOとマクデブルク。その頃ころの記録はツキノワの管理だが、移動教室に出るため、手て元もとには最さい低てい限げんのものしか入れていなかった。

　万まんが一いちを考えて、重要な案あん件けんは生徒会室の筐きよう体たい経けい由ゆで武蔵管理としていたが、

「……厳げん重じゆうにし過ぎたのは、やっぱりこういうのに対して初しよ心しん者しやって事なんだろうな」

　慣れてくれば、遠えん隔かくからも呼び出し可能な設定にするのだろう。

　……この辺りは、浅あさ間まに手て配はいをして貰もらった方が確実か。

　その浅間は、さっき自分が出る時、ちょっとおかしかった。

　いや、基本的にいつもおかしいのがうちの連れん中ちゆうだが、

　……昼食の仕込みや、葵あおいやホライゾンの洗せん濯たくをてきぱき進めてしまって……。

　それでいて、全体的に、ちょっと素そっ気けない。自分や、ホライゾン達が手伝おうかと言うと、

「あ、いや、ええ」

　と、逃げられる。

　何か考え事をしているのは解わかるが、

　……変な脳のうの病気でなければいいが……。

　この心配は間違っていない筈はずだ。だが、

「──あ」

　声が、遠くから聞こえてきた。

　歌だ。通し道どう歌か。

　ホライゾンが唄うたっているのだろう。それは、かつて母が子こ守もり歌として聞かせてくれたもので、自分も重ねて唄った記き憶おくがある歌だ。ゆえに、

「──通りませ」

　と、聞こえる声に正まさ純ずみは息を吸った。

　行こう。

　休んでいる場合ではない。

　皆も、移動教室とは言え、仕事を行っているのだ。ならば自分も、

　……ここは居い心地ごこちいいけど、今、浸ひたっている場合じゃないか。

　まるで母に背を押されているようだと、そう思いつつ、正純は立ち上がる。

　御ご霊りよう平へい庵あんという、上から見れば六角型がたであろう会議室を見て、

「……北ほう条じようが艦かんを用意してなければ、ここでの会議も良かったかもなあ」

　呟つぶやきつつ、正純は歩き出した。まずは後こう悔かい通りへ。そこからならば、皆がいる自然区く画かくの川が近いのだ。
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　川の匂においが違うわね、と成なる実みは思った。

　奥おく多た摩まの自然区画。位置的には浅間神じん社じやと教きよう導どう院いんの間にある場所だ。

　一部の女子には馴な染じみの場所らしく、開けた河原かわらでは、黒魔女シユヴアルツヘクセンが、

「そこの岩が洗濯板いたの代わりになるんだよね。──あ、ミトっつぁんの事じゃないよ」

「な、何だか前に来た時も似たような遣やり取とりありましたわよ!?」

　などとやっているが、元気な事だ。

　向こうは賑にぎやかに洗せん濯たくや昼の準備。こちらは立たち花ばな・誾ぎん、そして第六特とく務むの直なお政まさと共に、河か川せんの内部ブロックの整備中となっている。

　やる事は簡単だ。自然区く画かくの河原かわらは、岩などもあるが、基本はブロックを並べ重ねて作ったような構こう造ぞうだ。だから、底や側部にある浄じよう化かブロックや清せい流りゆう管理ブロックを、外してはクリーニングして、また設置する。その繰り返しをしているだけだが、

　……いろいろ勉強になるわね。

　例えば、

「武蔵むさしの階かい層そう構こう造ぞうは、上や左右からも入れ替え可能な仕し様ようなのね。完全換かん装そう式しきなんて、耐たい久きゆう度どの確保をブロックごとで行えてるからかしら」

　ただ、そうして考えると、武蔵の設計は柔じゆう軟なんではあるが、戦せん闘とう系けいではない。

　共に作業する立花・誾も頷うなずいて、

「……上からも横からも構造体を出し入れ可能となると、その部分の装そう甲こうが弱いという事ですね。アルマダでは水みず壁かべや輸ゆ送そう艦かんで凌しのいでいましたが、先日の北ほう条じようが使った光の弾だん丸がんのようなものがそういった場所に付着されると厳きびしいでしょう」

　その北条と、明日あしたは戦闘の可能性があるのだ。

　出来れば艦かん隊たい戦せんは避けたい、というのが成なる実みの心しん情じようだ。武蔵はどちらかと言うと、防ぼう護ごが堅いとされる船だが、そのほとんどは自じ動どう人形制せい御ぎよの防護障しよう壁へきによるものだ。

　……でも、ここ最近の新しん戦せん術じゆつや、新武ぶ装そうに対しては、もはや防護障壁と高速能力だけでは対応出来なくなっているのが実状ね。

　と、そんな事までを考えて、成実は、ふとおかしみを得た。

　……私も、随ずい分ぶんと武蔵派になったわね。

　まだ一月もここにいないのだが、生活しているという事実は、自分の居い場所を自覚させる。

　特に、教きよう導どう院いんという場所にいる事は、旅行や仕事とは違う感覚を与えてくる。

　昔の居場所とは違う教きよう科か書しよ、違う教科内容に、授業。それらは何もかも最初は異い質しつで、しかし意味や流れが摑つかめれば、すぐに馴な染じむのだ。何しろ、それを知る事は、新しい居場所を知っていく事に繫つながるのだから。

　一種の洗せん脳のうじゃないかしら、とも思うが、周囲の皆はほどよく無む茶ちや苦く茶ちやで有あり難がたい。

　何もかもが、計算ではなく、単なる風ふう土どや天てん然ねんで出来ていると、そう信じられるからだ。

　無む論ろん、そんな疑いを敢あえて持つまでもない。

　自分の近くには、疑うまでもなく、全力で馬ば鹿かな人がいるのだから。

「──どうしましたか伊だ達て家け副ふく長ちよう」

　立花・誾が問うてきた。その疑問の意味が、こちらには解わからず、

「どう、って？」

「ふふ、顔が赤いですわよ？」

　向こうで、人狼女王レーネ・デ・ガルウが問うてくる。彼女は、庭園を造るように大おお岩いわを河原かわらに置き直し、その出来を眺ながめていたが、

「さっき、貴女あなたのいい人が、その水着を褒ほめてましたわね」

「──残念だわ。これしか売っていない店に行ったのだから」

　あらあら、と苦く笑しようされるのが面倒めんどくさい。こちらにはこちらの仕事があるのだ。

　馬ば鹿かな半はん竜りゆうとのあれこれは、お互い生きていれば今後も続く。ここでとやかく言うものでもない。大事なのは、生きていく準備をして、果たしていく事だ。だから、

「……ここの整備は、浅あさ間ま神じん社じやの水すい質しつ管理になるんだったわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この水は、浅間神社地ち下かの禊祓みそぎ槽そうを通した水で、流りゆう体たい燃料の触しよく媒ばいや流体経けい路ろに用いられます。地ち表ひよう部ぶを流れている水に限定されますが、上流の整備は意味があるかと」

「地下はうち、機き関かん部ぶの管かん轄かつさね。表ひよう層そう部ぶは武蔵むさし側の管理だけど、最近は自じ動どう人形達も忙いそがしいようでさ」

「それだけ聞ければ安心よ」

　単なる掃そう除じで終わらない。それを理解の上で、成なる実みは水底にある継ぎ目に手を掛けた。

　同じように、五メートル程下流で、立たち花ばな・誾ぎんが同じように継ぎ目に手を差し込む。

　お互いで視線を交わし、

「さて、外すわよ。──浅間神社代表！　浅間神社の方に流れる水の制せい御ぎよは、このブロックで終わりという事で、いいのかしら？」





●






　浅間は、成美との応おう答とうをしながら、昼の用意をしていた。

　基本、ホライゾン達の手伝いもあるが、喜き美みと二人の作業だ。既すでに仕込みは大だい体たい終わっていて、冷れい菜さいの菜な物ものや肉類を人数分ぶんに切り分けていく時間帯たいとなっている。

　俎まないたに向かう時は、流石さすがの喜美も真剣だ。バランス感のようなものがあるのだろう、手て捌さばきは軽いが、切るべき物への刃はの通り方が早い。

　こっちは丁てい寧ねい主義なので、どちらかというと喜美の方が量を稼かせいでいる。

　時とき折おり、余った果くだ物ものを見つけては、包ほう丁ちようで勢いよく皮を剝むいて、成せい形けいして、

「ほらほら！　ミトツダイラの髪かみ！」

「誰だれが食べるんですかそれを！」

「大だい丈じよう夫ぶよ、そのまま切ってサラダに並べるから」

　向こう、ミトツダイラが、半はん目めで自分の髪を掲かかげているが、見なかった事にする。

　そして後ろ、ホライゾンが、千せん切ぎりにした大だい根こんを持って来た。

「浅間様、頼まれた通り、全て同サイズにして持って参まいりました」

「そこまでしなくとも……、と思いますが、どうも有あり難がとう御ご座ざいます」

　いやいや、と言っているホライゾンの横、こちらは切ったパンを籠かごに入れてきたナイトとナルゼがやって来る。二人とも水着姿すがたで、

「竈かまど、一個でいいから空あいてる？」

「水から上がって作業してたらちょっと冷えたかなあ」

「はいはい、そっち、右のが空いてますから、タオルも良ければ出しますよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と右手を挙げたナイトが、こちらを見る。そして彼女は、

「新しん作さく水着？」

「え？　あ、はい。白しら砂さご台だい座ざの試作です」

　セパレートタイプの神しん事じ用よう装そう備びだ。実際は水着ではなく、

「本来は装備品の下に着るサポートガードですね。真田さなだで着ていたのが一般ユースなら、こっちは専門です」

　水着は、基本パーツが長方形の構こう成せい。白と赤の神しん道とうカラーが特とく徴ちようだが、

「アサマチ、でもなんかそれ、御お札ふだっぽくない？」

「あ、それでいいんですよ？　これ、布の部分がポケットになっていて、そこに符ふを仕込んでいきますから。──符を替える事で汎はん用ようの防ぼう御ぎよ性せいを与える、という訳わけです」

「つまり……、張り物ジャンルを水着でやってる訳ね」

[image: ]

「言ってる意味が解わかりませんというか、解る気もないんですが、……まあ、こっちの方で取ったデータが活いかされれば、今後の装そう備び品ひんにフィードバックされる筈はずなんですね」

　言うと、川で洗せん濯たくをしていたアデーレが、右手を挙げた。

「それによって、製品が全部巨きよ乳にゆう用ようになると言った事はありますか」

「流石さすがにそれはないんじゃないかと……」

　と、そんな遣やり取とりをしながら、浅あさ間まは調ちよう理りを続けていく。

　……外での調理も、息抜きにはいいですね。

　横、竈かまどの鍋なべが湯ゆ気げと音を立て始めたのを気にしていると、作業が一いち段だん落らくした順に、皆が河原かわらに戻ってきた。

　洗濯を終えたアデーレと鈴すずは、また川に入って水遊びを。

　ブロック整備の前まえ準備として大おお岩いわなどを動かしていたミトツダイラの母は、川から上がる派はだ。日光浴よくでもするのかと思えば、まずはインナースーツの上部を利用したシャツを羽は織おり、

「あら、そちら、焼き鳥などは昨夜の残り？　うちの娘むすめが頂いただいてましたけど」

「え？　あー、はい、恥はずかしながらというか、ここで使い切ってしまいたいな、と」

「ふふ、手伝いますわよ？　あ、食べる方ですけど」

　心強過ぎる。

　そして、森の方からは、男子衆しゆうが戻って来た。

　全員、森の手入れをしてきたのだ。

　倒とう木ぼくを除去し、要いらぬ枝を落とし、道を整備する。よくある作業のようだが、武蔵むさしの重量軽けい減げんにはなるし、真田さなだの伊い佐さが以前行ったような森の中の仕込みを発見したり、設置されないようにする事が出来る。

　これらは、有あり明あけでの改かい修しゆう中ちゆうには、放ほう置ちとされていた事だ。

　今、やっておく。

　他の地域は、こちらが移い動どう教室に行っている間、後こう輩はい達たちが進めていたらしい。この自然区く画かくは浅間神じん社じやと直ちよつ結けつしているため、自分達に鉢はちが回ってきた事になる。

　男子衆は、意い外がいに汚よごれた格かつ好こうで、

「うーし、戻ったぞー」

「フフ、愚ぐ弟てい？　ちょっと皆みな汚れてるから、そっちの方で水浴びでもしてらっしゃい」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、じゃあ皆、そうすっか！」

　川に向かって走り出す彼らを見て、ミトツダイラの母が小さく笑った。

「あらあら、元気ですのね。──この状況って、外から見えてますの？」

「いえ、私の方で、この区画には浸しん透とう型がたステルスと防ぼう護ごの結けつ界かいを掛けてます。

　防護と言っても、外部侵しん入にゆう者しやがあったら警けい告こくと捕ほ捉そくするようなものですけど」

「いえ、充分ですわ。武蔵むさしの主力が、共に過ごす一時であると同時に──」

　彼女がこちらの手て元もと、別に展開している表示枠サインフレームに視線を向けた。

「皆さん、それぞれが明日あしたからの準備をしてますものね。覗のぞきはいけませんもの」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、内ない心しんで納なつ得とくの頷うなずきを数すう度ど行っていた。

　自分が置いた岩に座って、眺ながめるのは全体だ。

　先さき程ほどから、男子勢ぜいは森の中で簡単な作戦会議をしていた。枝を拾い、倒とう木ぼくを起こす作業をしながら、雑ざつ談だんのように、

「明日、もしも武ぶ神しんが出てきたら対応はどうする？」

「規き模ぼと、分ぶん隊たいの仕方によるね。小しよう規模単たん体たいなら──」

　と、既すでに用意されていた情報を、表示枠で確かく認にんし合う。そして女子の方も、魔女テクノヘクセン達はパンを切り分けながら、魔術陣マギノフイグーアで砲ほう撃げき管かん制せいや加か速そく制せい御ぎよの遣やり取とりを行っていたし、立たち花ばな家けの息そく女じよなども、新しい義ぎ腕わんの出来を、管理ブロックの持ち上げなどで試していたのだ。

　正式な訓くん練れんの場ではないが、日常の空気に戦せん闘とうの気け配はいが含まれているのは興きよう味み深い。

　本来ならばオフの時間帯たいに、オンの内容が浸しん透とうしているのだ。

　……例えば。

　と見るのは浅あさ間ま神じん社じや代表だ。彼女は今、水着姿すがたで特とく殊しゆな装そう備びもつけていないのだが、

　……それで、この規模のステルス結けつ界かいを即そく座ざに張れますのね。

　手元の表示枠で幾いくつかの操そう作さを行っていたのは、これが試験的なものだからだろう。

　彼女もやはり、試しているのだ。今、自分に何が出来るのかを。

　こちらの視線の先、浅間神社代表は、

「え？　──あ、えーと……」

　彼女は、目が合った事に一いつ瞬しゆん驚き、しかし慌あわてて横の踊り子を見た。

　自分の能力が、敵てき国こくに知られてはまずかったかと、そんな内ない心しんなのだろう。ただ、踊おどり子の方は、包ほう丁ちようを手にした右手を軽く挙げ、

「気にしないのよ、浅間、知られたところでちょっとした威おどしにしかならないわ」

　そうそう、と応じたのは、川で頭から水を被かぶっていた王様だ。

　彼は、作業用のベストを脱ぎつつ、

「ネイトママン、浅間はそれだけじゃねえから。結界張るよりももっと大事な事こと出来るからさ」

「──砲ほう撃げきですの？」

　問うた先、浅間神社代表が、口を横に引きつらせながら、無む理りに笑おうとする。対し、こちらとしてはこう言うしかない。

「いろいろと記録見ましたけど、見事な戦せん果かですわね」

「え？　えーと、まあ、ええ、何と言いますか」

「正まさに、極きよく東とう有ゆう数すうの弓ゆみ取とりだと思いますわ。──何ど処こであの技を？」

「え？　日々の研究と言いますか。現げん場ばのノリと言いますか。えーと……」

　周囲、皆がひそひそと声を作る。

「……ガっちゃん？　アサマチ、正当評ひよう価かされるのって実は初めてじゃないかな？」

「……そうね。その応答に慣れてない辺り、自分でも色いろ物もの指定なのよ、あれ」

　極東はなかなか厳きびしいらしい。

　だが、気になる事があった。

　昨夜、彼女達とはいろいろ話し合ったのだが、そこに娘むすめの王がいない時間帯たいがあったのだ。

　その時の内容を思い出しながら、人狼女王レーネ・デ・ガルウは問うた。

「浅あさ間ま神じん社じや代表が出来る事って、何ですの？」

　問うた。

　これは含みを持たせた問い掛けだ。

　何な故ぜなら、これに対する答えは、一つではない。

　娘の王が使用する流りゆう体たい供給術じゆつ式しきの管理や、神しん道とう契けい約やくの手て配はいというものもあるのだ。

　だからだろうか、視し界かいの隅すみで、浅間神社代表が動きを止め、手て元もとに視線を落とした。

　その後ろで、武蔵むさしの姫ひめが、王に対して腕まくりをするジェスチャーを見せる辺り、何か間違った場合の即そく応おうは出来ると言う事か。

　ただ、娘の王は笑った。歯を見せて、

「──日常のいろいろでさ。俺おれと浅間の共通の秘ひ密みつ」
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　聞いた答えに、人狼女王レーネ・デ・ガルウは微笑を得た。

　頰ほおに手を当て、確かく認にんの意味で問い掛ける。

「まあ、そうなんですの？」

　うん、という返答がすぐに来た。

「昔から、洗せん濯たくとか食事とか、番ばん屋やの釈しやく放ほう手続きとかいろいろ。俺の行ぎよう状じようを愚ぐ痴ちられたりとか、そういうの含めて他人に言えない事とかさ。あるんだわ」

　瞬しゆん間かん。硬い音がした。

　浅間神社代表が、包ほう丁ちようを強く俎まないたにぶつけたのだ。

　野や菜さいを切ろうとして、力を入れ過ぎた結果だ。

　あぅっ、という声と共に、彼女が散らばった野菜をかき集める。

「浅間、大だい丈じよう夫ぶ？」

　横の踊おどり子の苦く笑しように、彼女は慌あわてた動きを止めない。ただ、顔を赤くしながら、

「いや、参まいった参った……」

　何が参まいったかを言わないが、彼女は、眉まゆを浅く歪ゆがめた。そして目を伏せ、

「まあ、何と言いますか……、放っておけませんからね。私にとっても大事な事ですから」

「うん、そう言って貰もらえるとスゲー安心」

　言われる浅あさ間ま神じん社じや代表は、後ろで姫ひめが両の親おや指ゆびを上げてるのに気付かぬまま、数度を頷うなずいた。

　そしてまた、彼女は一ひと息いきを入れて野や菜さいを切り始めるが、手て元もとの動きが機き械かい的だ。

　今、彼女は随ずい分ぶんと勇気を出したのだろう。その一方で、自分の台詞せりふが正しかったかどうか、戸と惑まどいは後から来たようで。

「────」

　浅間神社代表の顔が、段だん々だんと熱を持ち、俯うつむく。

　応じるように、武蔵むさしの姫が言った。彼女は無む表情に頷きながら、

「正直、浅間様がいなければ、回らない部分や、行き過ぎる部分が多た々たあります。

　同じように、ミトツダイラ様がいなければ、守られぬ部分がありますし、正まさ純ずみ様さまや二ふた代よ様がいなければ通れぬところもあったでしょう。他、例えば点てん蔵ぞう様が……、これは別べつ口くちですか」

「な、何で御ご座ざるかその濁にごし方は！」

「ふふ、点蔵様のされている事が、多た岐きにわたっているという事ですよ」

　凄すごい前向きだ……、と皆が言う中、武蔵の姫が頷いた。

「この辺りは、また、夜にでも話をしましょう。ただ、今、言えるのは、トーリ様の布ふ陣じんに加わる人がいれば、ホライゾンはそれを応おう援えんする価か値ちを認めているという事です」

　何な故ぜなら、

「ホライゾンは、自分の重さを自覚しておりますので」

　その言葉に、娘の王が振り向いた。彼は、うん、と頷き、

「何か、前から思ってたけど、ホライゾンって体重結けつ構こうなくなくね？」

「由ゆい緒しよ正しい自じ動どう人形ですので。フレームなどいろいろ含みで八十キロ程ほどですか。無む論ろん、パーツ類が自動人形の一部として認められ、付つく喪も神がみ系けいの流りゆう体たい加か護ごを得ていけば、五十キロ台くらいまでは軽けい減げんされるかと」

　言った上で、武蔵の姫は王に石を叩たたきつけた。

　直ちよく撃げきして、水面を三回転程吹っ飛んだ彼に、武蔵の姫が言う。

「女子に体重を訊きくとは何事ですか」

「き、訊いてねえよ！　重くねえか、って言っただけだろ！」

　黒魔女シユヴアルツヘクセンが、コイン大の薄い石を笑顔で叩きつけた。

「サイテー」

　額ひたいに直撃した王が、そのまま一回転して、

「ちょ、ちょっと待て！　黒くろマルも金きんマルも、体重とか度ど外がい視しだろ？　だってオメエら、背中に翼つばさがあって、その分は重」

　白魔女ヴアイスヘクセンが、コイン大の薄い石を笑顔で叩たたきつけた。

「サイテー」

　額ひたいに直ちよく撃げきした王が、そのまま一回転した。水みず飛沫しぶき付きで起き上がった彼は、

「お、オメエらは俺おれを対たい岸がんにまで送るつもりか！」

　自分も参加してみたくはあるが、流石さすがにこちらに振りは無い。

　気付けば、娘むすめも含め、皆が仕事を終えていた。そして、王の姉が、

「ほら！　愚ぐ衆しゆうども！　昼食を作ってやったから取りに来るといいわ！」
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　正まさ純ずみが皆と再さい合流した時には、既すでに昼食が終わりに向かいつつあった。

　途と中ちゆう、川に食器や鍋なべを洗いに行くメアリとクロスユナイト、ナイトとナルゼとすれ違ってもいる。

　そして川原かわらに戻ってみれば、皆はそれぞれが一ひと息いき中ちゆうだ。

「お？　正純。──そっちのポトフがまだ安全に残ってるさね。餃子ギヨーザは全ぜん滅めつ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、洋食気き分ぶんで揃そろえていく事にするよ」

　余り気ぎ味みのパンを山で貰もらう事にして、ソース代わりのポトフスープを器うつわに入れる。鍋の下に具ぐが沈しずんでいるが、

　……玉たま葱ねぎ多いなー……。

　煮にてあるので甘いだろうが、量を取ると喉のどに味がついた気になりそうだ。

　具を浚さらうのはそこそこにして、パンのために用意してあるジャムを貰おうとする。と、

「あれ？　このジャム、手作りだけど、誰だれのだ？」

　メアリがよく教きよう導どう院いんに持ってくるが、あれはベリー系けいだ。

　これは柑かん橘きつ類るい。そうなると、

「ええ、うちの特製ですの。うちの人が作ったんですのよ？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの声に、パンに柑橘のジャムをつけて食べていたミトツダイラが身を小さくした。好みの味を母親に悟さとられていた感が、湧わいてきたのだろう。

　ついでに言うと、竈かまどではホライゾンが大おお判ばん焼き鶏とりを均きん等とう焼きしているが、あれはミトツダイラ用だろうか。

　一方、食事を終えた組を見れば、それぞれの息抜きをしていた。

　一番早く食事を終えたと見えるのは、ミトツダイラの正面のテーブルでカップ升ます酒ざけと焼き鳥を摘つまんでいた成なる実みだ。焼き鳥を食っているので食事中かと思えば、どう見てもあれは違う。

　飲んでる。

　彼女は、横のウルキアガと共に早いペースで焼き鳥を片付けて行きながら、

「身体からだが冷えたのがようやく温まってきたわね。酔よえないようだから、このくらいで切り上げた方がいいかしら」

「成なる実み……、酔よった事があったか？　貴き様さま」

「隙すきを見せて欲しいのかしら」

「それはつまらん」

　じゃあＪｕｄジヤツジ．、と成実が升ますの中身を口に干ほす。

　そして彼女が、ある動きを見せた。

　串くしの下側に残った砂すな肝ぎもを、真まっ直すぐ、串ごと飲むように喉のどに入れたのだ。

　お、という声で、皆が成実のした事に気付く。正まさ純ずみも、近くのテーブルに着きながら、

　……これ、隠かくし芸げいだよな？

　思っている視線の先、成実が喉を軽く鳴らした。そして、

「────」

　淡あわくすぼめた成実の唇くちびる。そこから彼女自じ身しんが引き抜く串には、何も残っていない。それを見て反応したのはアデーレだ。彼女は、竈かまどでポトフの底をかき混ぜて具ぐを中心に浚さらいながら、

「凄すごいですね！　口くち紅べに避けですか!?　あ！　玉たま葱ねぎ全部貰もらっていいですか！」

「口紅避けもだけど、水着にシャツだけだから。──あと、私はポトフはもういいわ」

　と、成実がアデーレに小さく笑う。その横で、

「……成実よ。拙せつ僧そう、串ごと食うのかと期待したぞ」

「私の横の半はん竜りゆうは雑ざつ食しよくのようね」

　だが成実の視線の先では、ミトツダイラが食事中だ。彼女はやってきたホライゾンから、

「さあ、成実様の物よりも巨きよ大だいなチキーンの串焼きです。さあミトツダイラ様、勝負です」

「ちょ、ちょっと待ちなさいな！　これ、串の長さが三十センチはありますわよ!?」

　そうね、と成実が頷うなずいた。

「そんなものを喉に入れるなんて、杭くいをぶち込むようなものね」

　ミトツダイラの動きが止まった。
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　……ミトツダイラに〝杭〟は禁句タブーよね……。

　喜き美みは、鉄てつ板ぱん焼きで作ったチーズグラタンをヘラで切り分けながら、ミトツダイラへと視線を向ける。

　武蔵むさしの騎き士し。第だい一いつ等とうの彼女は、ややあってから、無む言ごんの笑顔で手の中の焼き鳥を見る。

　そんな彼女を、ホライゾンと一いつ緒しよに観察していると、

「……ホライゾン、何かしらね、この珍ちん獣じゆうが動くのを待つ雰ふん囲い気き」

「シッ、気付かれたら終わりですよ喜美様」

　だが、ミトツダイラは、焼き鳥をじっと見るのをやめて、動いた。

　彼女は一度、それを眼がん前ぜんに掲かかげた。そしておもむろに、

　……お!?　行く!?　行くのね!?

　口は閉じたままだが、その唇くちびるに焼き鳥を刺すようにして、

「…………」

　数秒。

　喜き美みから見たら、どう考えても、

　……まあ、普通は喉のどに通らないわよねー。

　うんうん、と思っていると、ミトツダイラが肩を震わせた。

　周囲の静けさに気付いたらしい。

　ゆえに彼女は、はっとして皆に振り向き、串くしを手に今の動きを解説する。

「ええと、あの、どのくらい入るか試すのは、下げ品ひんな行為ではありませんわよね？」

　彼女の言葉に、皆は同情含ふくみで頷うなずき掛けた。だが、使わない薪まきを紐ひもで縛しばっていた東あずまが、動きを止めて問い掛けた。

「……入る？」

・賢姉様：『ククク、このセックス東とう宮ぐう！　また獅し子しの巣に踏み込む気ね!?』

・あさま：『よく考えたら狼おおかみの巣の気もしますけど、大体同じですよね』

・貧従士：『さっきからお二人とも、何だか別べつ次元で喜んでますね!?』

　だが、東の言葉で、ミトツダイラは自分の言葉選びに気付いたらしい。

　彼女は、慌あわてた動きで、首と空あいてる手を左右に振った。

「あ、い、いえ、ええと」

　訂てい正せいする。その内容は、

「──ど、どのくらい入るかじゃなくて、ええと」

　言う。

「──飲み込むんですの」

「……え？　ええ？　の、飲む？」

　疑問を作ったのは、鈴すずだ。彼女の、口を横に開いた声に、ミトツダイラは、

「え？」

　と前置きした後で、あ！　と肩を震わせた。

　その直後だ。シャツを羽は織おって竈かまどの術じゆつ式しき設定をしていた浅あさ間まが、手を打った。

　快音一つ。彼女は自分に注目を集めると、

「ほら、皆、──ミトにとっては牛肉がオカズで、豚ぶたが主食で、鶏とりがジュースですから。

　ね!?　そうですよね!?　ミト、ゴクゴク飲みますよね!?」

「え!?　え、ええ、そうですわよね！　鶏なんて飲むのチョロいですわ！　皮が滑りよくってコラーゲンですのよ!?」

　大だい丈じよう夫ぶか……、と皆が呟つぶやいていると、不ふ意いに大きな影が来た。

　ミトツダイラの母親。人狼女王レーネ・デ・ガルウだ。

　……デカいわね。

　喜き美みは、背せ丈たけ的てきに見上げるボリュームに対して、こう思った。自分も結けつ構こうあるつもりだが、このくらい大きいと、舞において新しいジャンルが作れるんじゃないかしら、と。

　……でも、人狼女王って、踊おどるのかしら。

　そんな疑問を頭の中で転がしていると、人狼女王が、ふふふん、と鼻はな歌うた付きでやってきた。そして彼女は、ホライゾンが恭うやうやしく差し出す皿さらから、おもむろに大型の焼き鳥を手に取り、

「ふふふん～」

　飲んだ。

　人狼女王が手にした杭くいならぬ串くしは、手て元もとの部分を残し、後は全部口くちの中にある。
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　浅あさ間まは、無む造ぞう作さな喉のど差さしを見た。

　串の長さは三十センチを超えていた筈はずだ。鶏とり肉にくだって大おお振ぶりのもので、五センチ四し方ほうはあるものばかりだったろうに。

　しかし、人狼女王はそれを難なく口に飲み、収めた。

　……え!?

　噓うそ!?　というのが浅間の感想だ。

　あんな串、三十センチも喉に入れたら、首の後ろへと貫かん通つうするだろうに。

・あさま：『──あ、でも、ミトのお母かあさん、精せい霊れい系けいだから、串が首の後ろに突き抜けても大だい丈じよう夫ぶなんですよね？』

・銀　狼：『もっともらしい事こと言ってますけど、そんな事ありませんのよ!?』

・ホラ子：『では、ホライゾンが正解を言いますが、実はミトツダイラ様の御お母かあ様さま、喉の方に歯があって、ガチガチそっちで食いまくっているのではないかと』

・俺　　：『やめろおー！　エロい事想そう像ぞうしてるのにそういう事言うのやめろお──！』

　平へい常じよう運転過すぎる。

　ともあれ皆が息を飲み、鈴すずが、

「────」

　ふらりと気を失って揺れた。その身を、竈かまどの調ちよう整せいをしていた浅間は支えようとした。

「あっ、──危ないですよ鈴さん！　ほらほら、日常系人ひと肌はだクッションですよ～」

　だがその時、こちらと同じタイミングで動く者がいた。

「鈴さん！」

　アデーレだ。

　自分が鈴すずを抱きかかえた瞬しゆん間かんだった。

　彼女の背と、こちらの胸下の間に、横から飛び込んで来たアデーレが挟まった。

　アデーレの頭がこちらの胸に埋まり、鈴の陰に隠かくれた。

　隠れ身であった。

　皆が、人狼女王レーネ・デ・ガルウも含めて動きを止める中、アデーレが鈴の身体からだを後ろから抱き、

「……あ、あれ？　水着越ごしでも解わかるというか。後ろからというか、上からの圧あつ迫ぱく感かんというか、な、何ですかこの後ろから前から的な攻こう撃げきは!?」

　どちらかというと防ぼう御ご状態になっている気もするが、アデーレ的には違うのだろう。

「アデーレ」

　浅あさ間まは諭さとすように言った。

「それは被ひ害がい妄もう想そうです」

「こ、この状況で諭されましたよ!?」

　とはいえ、そのままではどうしようもないので、浅間はアデーレを抜く。

　見れば、鈴も息をつき、我に返っている。

　そして鈴が、人狼女王に顔を向けた。顔色を薄くして、

「だ、大だい丈じよう夫ぶ？」

　問い掛けの先で、人狼女王は串くしから手を離した。そして唇くちびるから出る串を軽く回しながら、

「んん」

　という音。それは鈴に対しての、ええ、という返答なのだろう。

　見れば、ミトツダイラも啞あ然ぜんとしている。

　が、皆の視線の中で、人狼女王が串を握り直した。

　彼女は、こちらに片目を瞑つぶって、喉のどを軽く反そらせ、

「ふふん」

　鼻を鳴らすと、唇から串を抜いた。

　何かを甘く頰ほおの中で歯は嚙がみしつつ、引き抜かれるのは三十センチ程の串だ。

　それが完全に、やや濡ぬれた光をもって宙に抜かれるのを見た皆は、

「おお……！」

　ホライゾンを始めとして、拍はく手しゆする。

　が、串と顔のサイズが、どうしても合わない。どう見ても後こう頭とう部ぶから貫かん通つうしていた筈はずだ。

「……あの、御お母かあ様さま、一体、どういう技ですの？」

「あらあら、やはり今の私の口こう技ぎに、人生の必要を感じましたのね？　ネイト。……ええ、杭くいを飲むには必要ですものね」

「──いえ、単に興きよう味みですわ」

　あらあら、と人狼ルウガルウの母は、頰に空あいた手を当て、喉に入れていた串を掲かかげる。

　そしてミトツダイラの母は、こちらに対して顔を横に向けた。彼女は、手にした串くしを宙に浮かせたまま、それを己おのれの口くち横よこから頰ほお横へ通していく。

　透とう視し図ず、とまではいかないが、顔の横を串は通っていき、

「いいですわね？　この辺りで、喉のどに当たってますわよね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずいた。

　すると人狼女王レーネ・デ・ガルウは、串を動かす手を止めた。

　続く動きで、彼女は空あいた手を使う。己の髪かみを払い、首を見せたのだ。

　その上で、彼女は軽く首を前に伸ばす。それは顎あごを上げるような単純な動きだが、

「ちょっと杭くいの方も傾けて、口の中から喉奥おくまでを、こうして直線にしますの。

　ほら、あんな風ふうに」

「え？」

　あんな風？　と、浅あさ間まはミトツダイラの母が指し示す方向を見た。

　すると、ホライゾンとトーリの横で、喜き美みが串を根元まで飲んでいた。
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「き、喜美！　ちょっと」

　喜美は、浅間の声に振り向いた。
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「ほふーほふー」

　と言って、自分もやはり、先さき程ほどの人狼女王レーネ・デ・ガルウのようにした。

　喉のどを一度上げてから、串くしだけを抜いたのだ。

　そのまま、ふう、と一ひと息いきつくと、喉には焼き鳥の味がある。それを香こうばしいと思いながら、喜き美みは皆に笑えみで言った。

「基本よねえ」

「ですわよねえ」

　と相あい槌づちするのは、人狼女王だ。

　お互い、対たい抗こうしている訳わけではないのは、通じている事だ。どちらかというと、今、二人でやったパフォーマンスは、

　……遊びよね。皆に対しての。

・銀　狼：『喜美……、何ですの、その、うちの母との仲間感かんは』

　ミトツダイラが問うてくる。

　ならばその問い掛けの答えは一つだ。

　彼女の母と視線を合わせ、喜美は二人同時にミトツダイラへと振り向いた。

　お互い、串の先せん端たんを唇くちびるにくわえると、指で柔やわらかく摘つまみ、数すう度ど軽く出し入れ。その上で、舌したを使って串を抜いてから、一いつ緒しよのタイミングでこう言った。

「フフ、──子供」

　ですわね、という保ほ護ご者しやの声に、ミトツダイラが肩を震わせる。

「ど、どういう意味ですの!?」

　だが、母の方は構っていなかった。

　いいですの？　と彼女はこちら、女性陣じんの顔を順に見て、

「喉はやはり角度がありますものね。口の中の方が広いですから、ちょっと杭の方を舌で下から包んで押し上げ、傾けるつもりで入れた方が入りますわ。

　ただ、歯を刺し激げき以上に当てると大変ですから、そこそこにしましょうね？　あと、コツとしては、喉で空気を飲むようなイメージですると、オエっとなりませんから」

　何か不ふ穏おんな表現が一部あったが、浅あさ間ま以外は身動きを止めなかったのでよしとする。

　当の浅間は、一いつ瞬しゆんだけはっとして、しかし皆が反応をしてないのに対し、

「あ、あれ……？」

「どうしたんですか？　浅間さん」

「い、いや、何でも無い。無いですよーう？　あははは。というか、ええと」

　巫み女こが一回、作り笑顔で手を打った。

「ハイ、空気変わりました！」

　彼女は、皆の半はん目め視線の中央で、人狼女王に対して何かを誤ご魔ま化かすように、

「凄すごいですね！　そういう大だい道どう芸げい、どうやって体たい得とくするんですか？」

「ええ、家では毎食ごとにしてますもの」

「毎食ごとに!?　お肉をですか!?　さすがミトのお母かあさんですね！」

「ええ、うちの人が元気ですので」

　浅あさ間まが動きを止めた。

・賢姉様：『……浅間、アンタ今、地じ雷らいを踏んで吹っ飛んだら、そこにまた地雷って感じ？』

・あさま：『い、いや、元気な旦だん那なさんと一いつ緒しよに焼き肉食たべてるだけかもしれないじゃないですか！　可能性低ひくいですけど！』

・銀　狼：『暗にうちの実家をエロ王国化かするのはやめて頂いただけませんの──!?』

　しかし、

「いいですの？」

　ミトツダイラの母が、もう一度、串くしを唇くちびるにくわえた。

　笑えみの口。そこから突き出す舌したで、彼女は串を大気に戻し、

「これを飲むのが出来るようになったら、次のレッスンは、唇で圧あつ迫ぱくしながら、緩かん急きゆうつけて吸って、出し入れして」

「御お母かあ様さま──！　何か変な方に行ってますわよ!?　何か怪あやしいと思ったら！」

「え？　何なに言ってるんですのネイト、貴女あなたが始めた事じゃありませんの。私は、上う手まく出来ない貴女のために、代理をかって出たというのに」

「どこからそう見えましたの!?」

・あさま：『いや、ミトもかなりそんな素そ振ぶりだった気が』

・銀　狼：『え!?　い、いえ、あれはそこまでではありませんのよ!?』

・不退転：『んー……、正直、スタートは私だった気もするわね……』

　誰だれも彼も流石さすが過ぎる。

　……相変わらずねえ。

　と、弟を見れば、串を摘つまんで眺ながめている。

「愚ぐ弟てい、やる気!?　やる気ね!?　どっち!?　尻しり!?　ニョドー？」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　ちょっと前の方は厳きびしくねえかなあ!?　通りが良くなるような気がするけどよ！」

　向こう、食事中の正まさ純ずみが嫌いやな顔を向けてくるが気にしない。ただ、

「喜美！　我が王に何をそそのかしてますの!?」

　過か保ほ護ごな騎き士しの叫びが飛んで来た。

　そして、肉にく串ぐし片手のミトツダイラが、こちらに来ようとした時だ。

　不ふ意いに、鉄を石に当てる音が背後から響ひびいた。

　……あら？

　そっちは、川の方で洗い物してるグループがいた筈はずだが。

　どうしたのかしら、と喜き美みが振り返ると、そこにはナルゼがいた。

　彼女は、目と口を大きく開け、洗ったばかりの鍋なべを川原かわらの石上に落としている。

　そしてナルゼは、ミトツダイラの手の串くしと、人狼女王レーネ・デ・ガルウのそれを見て、

「ちょ、ちょっと、何してるのよアンタ達！　どうして私のいないところでそんな事して、楽しんでるの!?」

「楽しんでませんわ─!!」

　いや私すごく楽たのしいけど、と喜美は首を傾かしげた。
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　浅あさ間まは、白魔女ヴアイスヘクセンの狂った声を聞く。彼女はミトツダイラを指さし、

「そういう事するなら呼びなさいよ！　資料にするんだから！」

「資料呼よばわりされましたわー！」

　だが、黒の翼つばさは聞いていない。彼女は相あい方かたの肩を抱いて、

「全く、折せつ角かく私とマルゴットが水みず場ばで泡あわ一杯立てて〝ふふ、腕組んで洗い物するのもこういう時の楽しみね〟〝ガっちゃん、鼻に泡付いてる〟とかやってたってのに！」

「……何でソレで満足出来ないんさね」

「それとこれは別べつ腹ばらよ！　それなのにアンタ達！　字名アーバンネームが〝鬼おに公く方ぼう〟の滝たき川がわ倒したからって、御お肉にく棒ぼう飲み込み大会の練習プレイとか。そして私にそれを見せたくないなんて、アンタ達、同どう人じん誌しになりたくないって事なのね!?」

「普通そうじゃないでしょうか」

　言うと、ナルゼが横のナイトの胸に飛び込んだ。

「マルゴット、浅間が正せい論ろん言うのよ！」

「うんうん、大だい丈じよう夫ぶだよガっちゃん。アサマチ、たまに正論言うからね」

「凄すごい非ひ難なんの仕方されましたよ!?」

　と、彼女達の後ろから、鍋と飯はん盒ごうを抱えた点てん蔵ぞうとメアリがやってくる。

　メアリが、泣き真ま似ね全開でナイトに抱きついているナルゼと、串くしを掲かかげている人狼ルウガルウ親子と喜美と、こちらを見て、

「あの、一体……」

　こっちが聞きたい質問です、という言葉を、浅間は喉のどで飲み込んだ。

　その時だ。

　今まで、上う手まく距離を取って巻き込まれるのを避けていた正まさ純ずみが、一つ頷うなずいた。

「まあ、何だ。──メアリとクロスユナイトには、関係の無い事だな」

　同どう意いだ。皆は、一いつ瞬しゆんで視線を交換し、頷うなずいた。

・銀　狼：『メ、メアリをこんな、口こう技ぎだ何だのの話に巻き込んだら駄だ目めですのよ!?』

・ホラ子：『そうですね。メアリ様は英国王おう女じよです。こんな話に巻き込んではいけません』

・不退転：『水み戸と領りよう主しゆと、武蔵むさし副ふく王おうはいいのかしら……』

・あさま：『やった！　私、浅あさ間ま神じん社じや代表だけど数えられませんでしたよ！』

・約全員：『喜ぶ事か！』

　そんな気もする。ただ、ここは、言っておくべきだ。

　浅間は、笑えみ全開でメアリに告げた。それは先さき程ほどの正まさ純ずみと同じ内容で、

「え、ええ、大だい丈じよう夫ぶです。こんなネタ、メアリと点てん蔵ぞう君くんには必要無い事ですから！」
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　メアリは、正純と浅間の言葉に、一いつ瞬しゆんの安あん堵どを得た。

　何か、気がかりな事が、皆の中にあったのだろう。それに巻き込まれないようにと、皆が気を遣つかったと、そういう訳わけだ。

　有あり難がたい話ですね、とメアリはそう思った。

　……私と点蔵様は、クラスの皆さんに大事にされているのですから。

　ただ、とメアリは思いを追加した。

　極きよく東とう、武蔵に来てからもう二ヶ月以上が経過する。一年を通した訳ではないが、一ヶ月単位での生活には慣れ、武蔵上のシキタリも理解しつつある。

　だからメアリは、こう思う。

　……いつまでも、気き遣づかわれている身ではいけません。

　武蔵の人間として、同どう等とうでいたい。

　英国王女という身み分ぶんはあるが、必要であれば前ぜん線せんに出る事も、また、過か酷こくな労働とて厭いとわない心構えはある。

　だからメアリは言った。手に、洗ったばかりの炙あぶり焼き用鉄てつ串ぐしを握り、

「大丈夫です、皆様、お気遣い無く。──関係ない事も必要無い事も、ありません。

　私だって、頑がん張ばりますから！」

「……ええ!?」

　皆が、人狼女王レーネ・デ・ガルウも含めて驚きの声を上げた。
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　皆の反応に、メアリは正解を得たと思った。

　大事にされている自分の進しん言げんに対しての、この驚き。

　それはつまり、皆は先程から、

　……相当、大変な事を話し合っていたのですね。

　その懸け念ねんを証しよう明めいするように、ミトツダイラが手に鶏とり串ぐしを握って振り向いた。

「あ、あの、メアリ？　こっちが言ってたネタ、解わかりますの？」

「解ります」

　メアリは断だん言げんした。無む論ろん、聞いてはいないのだが、今、北ほう条じよう戦せんを前にして、皆が話し合っていたというのは推測出来る。

　何しろ明日には、先日の夜の戦せん闘とうを越えるレベルのものが来るのだ。

　……真田さなだの忍にん者じやの方達との戦闘など、尋じん常じようではありませんでしたけど。あれは、

「──上う手まく言えませんけど、並の人には出来ない、大変な事ですよね」

「確かに！」

　皆が喜き美みと人狼女王レーネ・デ・ガルウを見た。

　ただ、ミトツダイラが、

「ちょ、ちょっと待って下さいな！　メアリ、本当に意味が解ってますの!?」

「え？」

　とメアリは首を傾かしげた。

　今、話し合っていたのは、北条との事だろう。

　今日は移動日であり、北条との交こう渉しよう日びであるのは解っている。だが、交渉と言っても、相あい対たいとなるといろいろあるのだ。だから、メアリは慎しん重ちように言葉を選んでこう言った。

「広こう義ぎの交渉の事ですよね？」
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「え!?」

　今度は、ミトツダイラが首を前に傾げた。彼女は顔を赤くして、

　……口こう技ぎの交渉!?

・●　画：『おっしゃああああああああ!!』

・あさま：『ノーコメント！　ノーコメントです！』

・未熟者：『何で君達、そんな見苦しいんだ……』

　だが、ミトツダイラは、確かに聞いた。

　口技のそれは、確かに、

「た、確かに交渉……。え、ええ、交渉ですわね！」

　マズイ事を聞いてしまった。そんな気がする。

　だが、自分とメアリは友人だ。だから、ミトツダイラは勇気を持って、

「メ、メアリ？　あの、一応聞きき直しますけど、──今、何と言いましたの？」

　え？　とメアリが、頰ほおに手を当てた。

「それは、あの……」

　ええ、と彼女が言った。

「──こうぎの交こう渉しようです」
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　言った台詞せりふと共に、皆が一つの反応をしたのを、メアリは見た。

　正面にいる誰だれも彼も、そして横にいるナイトとナルゼも、沈ちん黙もくしたのだ。

　無む言ごん。

　そして静せい寂じやく。

　横を流れる川の音と、遠く吹き抜け下の浅あさ間ま神じん社じやへと落ちる滝たきの響ひびきだけが、自分の耳には聞こえてくる。

　……ええと。

「あの、大事な事ですよね？　広こう義ぎの交渉って」

「そりゃあ大事かもね！」

　難しい返答が一いつ斉せいに来た。しかし、何か間違った事を言っただろうか、とメアリは己おのれに疑問した。

　だから確かく認にんのために、

「点てん蔵ぞう様、広義の交渉でいいのですよね？」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　広義の交渉で間違いないで御ご座ざるよ？」

「サイテー」

　ナルゼが吐き捨てるように言ったが、意味が解わからない。

　自分は、何か、皆に猜さい疑ぎを生むような事を言ったのだろうか。ゆえに、

「……あの、私、変なものを口にしてしまったでしょうか」

「ねえねえテンゾー、テンゾーのって、変？」

「な、何がで御座るか!?」

　ええ、とメアリは頷うなずいた。

「点蔵様は変ではありません」

　その言葉に、正面にいる皆がスクラムを組んだ。

「ああ言われちゃなあ……」

「テンゾー、どういう手て順じゆんを踏ませてるんだろーねー」

「生なま臭ぐさい話になるからやめんか？　そういうの」

　などと小さな声が聞こえる。が、数秒の後に武蔵むさしの姫ひめが出てきた。彼女は右手を垂すい直ちよくに挙げ、

「点蔵様、ここは一歩譲ゆずりますので、御ご安心を。点蔵様のは変ではないという事で」

「だからさっきから何か変なニュアンス入ってるで御座るよ！」

　と、点蔵が叫んだ時だ。

　不ふ意いに皆の頭ず上じように、表示枠サインフレームが一つ生じた。映っているのは〝武蔵むさし〟だ。

　いつ見ても、凜りんとした佇たたずまいだと、メアリはその自じ動どう人形を思う。そして〝武蔵〟が、軽く黙もく礼れいするのに合わせて、メアリも一いち礼れい。

〝武蔵〟の声が、こう響ひびいた。

『──前方、南西方向に接近する艦かん影えいがあります」

　それは、

『識しき別べつによれば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ所しよ属ぞく、毛もう利りの外がい交こう艦かんです。代表は毛利・輝てる元もと様。北ほう条じようの代表と共に、武蔵の代表との会議を求めていると、通つう神しんにそう入っております。如何いかが致しますか？

　──以上』





●






　昼下がりの空に、輝元はゆっくりと呟つぶやいた。

「……結局、武蔵には降りれそうもねえな。出来れば一回くらいは降りてみて、航こう空くう艦かん都市艦ってのがどういうものか、体験してみたかったが」

　場所は毛利の外交艦の甲かん板ぱん上じよう。

　今、自分達の艦は、武蔵の正面に対し、左から横よこ滑すべりするような軌き道どうだ。

　船の形ゆえ、真まっ直すぐの姿し勢せいでは速度が落ちにくい。本来ならば、加か速そく系けいを逆転するか、仮か想そう海かいを逆に傾けて制せい動どうを掛けるが、輝元の場合は違う。

　艦を横滑りさせ、空気抵てい抗こうによって制動力りよくを得るのだ。

　拠よって、航空艦では珍めずらしく帆ほが全ぜん開かいとなり、

「おい！　もうちょっと艦を傾けな！　仮想海が横に流れちまって抵抗になんねえぞ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　輝元様！　これからいいとこ見せますんで！」

　艦かん橋きよう側がわからの言葉と同時に、艦が傾いた。

　……おおう。

　甲板上で、足を踏みこたえないと転びかねない傾斜。

　艦かん底ていから喫きつ水すい線せんまでを覆おおう仮想海は風に歪ゆがみ、宙へと飛沫しぶきで舞い上がる。

　潮しおの霧きりとなった風は、そのまま艦側そく面めんを上がって、帆を打った。

　水の抵抗と、風の抵抗。上下の逆らいは艦を容易たやすく軋きしませる。

　硬こう化か木材が接せつ合ごう部ぶに鳴り音をたて、帆を掲かかげるマストが低音の撓たわみを上げた。

　だが、その音に輝元は歯を見せた。

「よーしそのまま！　艦が反動で吹っ飛ぶのは避けろよ！」

「Ｔｅｓ．！」

　横に滑っていく風景は、もはや武蔵の鼻先だ。

　その先せん端たん。武蔵むさし野のの前部甲板上じように、こちらの船は、

「よし！　お前ら、いい仕事だぜ!!」

　ブレーキングターンの要よう領りようで、滑っていった艦かんは、しかし止まった。

　停止と共に、艦が起き上がり、だが、それも制せい御ぎよされる。

　一度揺り返しがあり、艦内からは食器の割れる音が届いてきた。

　だが、それだけだ。

　輝てる元もとの立つ輸ゆ送そう艦かんは、正確に、武蔵野むさしの前ぜん部ぶ甲かん板ぱん二十メートルの上空にいた。

　高いが、近い位置。その構図で頭ず上じようからの陽よう光こうを受けながら、輝元が口を開いた。

　腕を組み、彼女は言う。

「武蔵むさし代表！　早く来い！　明日あしたからの予定を話し合おうぜ!!」







[image: 第十九章『甲板上の口先娘達』]
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　武蔵むさしにて、毛もう利り、北ほう条じようとの会議が始まったとの報は、諏す訪わ行きの輸ゆ送そう艦かんにもすぐ届けられた。艦上、甲かん板ぱんにて清せい掃そうを手伝っていたノリキは、大ひろからの一いつ報ぽうを聞き、

「……向こうは動き出したという事か」

　武蔵は、遠く、南東の方角だ。

　ずっと向こうに視線を向ければ、空の低い位置に濃い青の影がある。

　あれが武蔵だろう。

　……離れて見ると、意い外がいにあっけないものだな。

　ノリキは、自分に表示枠サインフレームを展開してくれている少女を見た。

「大、と言ったな」

「何？　ノリリン」

「……ナイトから教えられたか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、家でもそう呼ばれてるんだって？」

「家では〝兄あに様さま〟だ」

　言うと、大が表情を硬くした。

「あの、すみません」

「何だ？」

「……冗じよう談だんが通じる方です、か」

「……一応、神肖テレビのバラエティ番組は、弟達の付き合いで観みている」

「例えば？」

　うむ、とノリキは頷うなずいた。

　自分の弟達は小しよう等とう部ぶや中ちゆう等とう部ぶの友人付き合いもあるらしく、その手の番組には詳しい。

　だが、無む論ろんこっちは、単に付き合いで観ているだけだ。

　それでも、弟や妹達にウケのいい番組くらいは解わかる。それは、

「茶ちや器きの取り合いでメンバー五人が本気の殴なぐり合いをする〝茶ちや碗わんDASH〟だな」

「あー、この前、地ち中ちゆう海かいの無む人じん島とうで敢かん行こうして、原げん生せいの触しよく手しゆに追いかけられてたよね。

　ヤラセだろ、って声が出ないのがあの番組らしいけど」

「うむ。……あれはどこら辺が面白いんだ」

　大が、表情を固めた。ややあってから俯うつむいた彼女は、脂あぶら汗あせを流し始める。

　これは流石さすがにいかん。そう思ったノリキは、

「おい」

「──あ！　御ご免めん！　御免ね!?　話戻もどそうか！」

　後こう輩はいに気を遣つかわせてしまった。

　罪つみ滅ほろぼしという訳わけではないが、先さき程ほど言いかけていた事を、言うとしよう。

「諏す訪わには詳しいのか」

「ある程てい度どはね。流石さすがに住んでる訳じゃないから。──そっちは？」

「昔に行った事があるらしい。一応、武蔵むさしの諏訪から、幾いく度どか浅あさ間ま神じん社じや経けい由ゆで通つう神しんしたり、サイトの情報を得たりはしている」

「じゃあ、実地で行った方がいいね。──大だい丈じよう夫ぶ、向こうも商売の場だから、複雑な事にはなってないよ」

　そうか、と頷うなずき、甲かん板ぱんを磨みがくモップをノリキが構え直した時だ。

　大ひろが、不ふ意いに問うてきた。

「北ほう条じよう・氏うじ直なおの事、どー思ってるの？」

「どうとも言えん」

　ノリキは即そく答とうした。

「立場が違う。どう思えるかは立場を同じくしてからだ。そうでなければ、空くう論ろんでしかない」

「本気で冗じよう談だん通じない人だね……」

「解わかったなら二度と言うな」

　ノリキは、しかし、こう思った。

　……自分もまた、言葉が少な過ぎるな。

　今日きようは良く喋しやべっている気がするが、トーリ達と比べるとまだまだだろう。

　だから、大が手持ちぶさたにならないように、ノリキは声を続けた。

「一応、前まえ振ふりしておくと、俺おれの父親は、北条を裏うら切ぎった人間でな」

「話の切り替えで、いきなりヘビーだね……。でも興きよう味み本ほん位いで聞くけど、どういう事？」

「嫡ちやく子しと、それを支える者を用意しようとして、運うん勝負で負けたんだ」

　ああ、と大が頷うなずいた。

「だから、立場、変わっちゃったんだ」

「武蔵に来たうちの父親の望みは、〝この新しい生活に馴な染じむように〟だった」

「……馴染むのは、確かに出来てると思うよ」

　礼れいを言うべきか判はん断だんつきにくいのがどうしようもない。ただ、

「向こうの立場に行く事は出来ない。──俺おれは武蔵の人間だからな」

「じゃあ、北条・氏直をこっちに引き込むの？」

「それは正まさ純ずみ達たちの決定する事だ」

　じゃあ、と大がもう一度言った。

「何のために、諏訪に行くの？」

「力を改めて来る」

　何のための、と問われるのは解わかっていた。だからノリキは、言われる前にこう言った。

「氏うじ直なおの立場を、壊こわす力だ。──それをやらねば、何も俺おれは話が出来ない」
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「──よく来たな武蔵むさし副ふく会長。お互いの立場を明確にしつつ、戦争直ちよく前ぜんの短い時間だが、有ゆう意いな話をしようじゃねえか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、三者お互い、意味のある話をしよう」

　正まさ純ずみは、そう言って周囲を見渡した。すると正面、腕を組んでいた輝てる元もとが、

「何も面白いもんなんかねえぞ。格かつ好こうだけだからな」

「輝元様！　それが格好いいんですよ!!」

　と、外がい交こう艦かん付きの女達の声が飛んでくるのは、露ろ天てんの会議場だ。

　毛もう利りの外交艦は平ひら船ふね型がた。それも、上部を積せき層そうして平たい屋上を設けたものだ。極きよく東とう標準型の、橇そりのような平船の上に屋や敷しきを載のせた外交艦とは結けつ構こう違う。

　……防ぼう護ごのためなのかなあ……。

　自分が今、立っているのはその屋上だった。奥行き三百メートル、横幅は五十メートル程。板張りの上には、確かに何も無いが、

「本来なら、ここで露天のコンサートとか演えん劇げきをやるんだ。後ろ、階かい段だん客席の基き盤ばんがあんだろ？　で、こっちの艦かん首しゆ側がわに舞台を立てる」

　ああ、と正純は頷うなずいた。

「似たような艦はうちにもあるな。劇げき場じよう艦かんというものだが、これはそれを兼ねているのか」

「Ｔｅｓテスタメント．、エクシヴが、こういうの、好きでな。空くう想そうとか物語とか、その手のものから、なかなか離れられねえらしい」

「ルイ十四世せいは、自分で脚きやく本ほんも書いて出演した程の劇好きだろ？」

　いうと、輝元が苦く笑しようした。

「あいつにとっては、今の世界全体が、そういうものらしい。──傲ごう慢まん、ってやつでな。

　何もかも、思い通りにならねえものがねえんだと」

「それは確かに傲慢だ」

　素直な感想だ。向こうも冗じよう談だんで言ったのではないらしい。輝元の頷うなずきを見ていても、そこに噓うそも衒てらいも何も無い。

　傲慢と、それを押し通せる実力に、歴史まであるのが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつで覇は王おうが約束された実力者。それゆえの、傲慢。

　……大たい国こくで有り、強国でもある、という事か。

　ただただ、事実だ。

　そんな国の首しゆ長ちようの一人、輝元は、分ぶ厚あついテーブルを浮かせて持ってきた侍じ女じよ式しき自動人形ベル・デ・マリオネツタ達に視線を向ける。彼女達の先せん頭とう、金の長い髪かみを流す侍じ女じよに対し、輝てる元もとさは言った。

「椅い子すは今のところいらねえ。座るのは話が固まった後だ」

「Ｔｅｓテスタメント．、姫ひめ様、──そちらの方への御お茶ちやなどは、どういたします？」

「お前がここに残って淹いれてくれ、Mouri-01」

　Ｔｅｓテスタメント．、と侍女、Mouri-01が頷うなずいた。そして彼女は、後部甲かん板ぱんを見る。

　こちらもつられて見ると、そこには艦かん内ないに降りる搬はん入にゆう用ようのリフトがあった。

　リフト上には、花を載のせたサイドテーブルや、菓か子しを盛り込んだバケットが山とある。

　その内の一つ、ティーセットを載せたサイドテーブルに、Mouri-01が手招きした。

　直後だ。

　ポットとカップを積んだサイドテーブルが、甲かん板ぱんを滑かつ走そうした。
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　……お？

　正まさ純ずみは、それが重力制せい御ぎよだと理解した。

　ただ、精せい度どが高い。不要な揺れもなければ、速度の乱れもなく、

・●　画：『正確過すぎるわね。……このまま狙そ撃げきしてみる？　マルゴット』

・金マル：『セージュンにぶち当たる軌き道どうだったらやっとこうか。──あ、でも』

　とナイトが言葉を跳ねさせた理由は、すぐにこちらにも見えた。

　リフトの方だ。

　そこで、山となっていたテーブルや花か瓶びん、菓子や軽けい食しよく類るいまでもが浮き上がり、

「よし」

　輝元の声が合図だ。全てが滑走し、回り込み。緩ゆるやかに速度を落とすかと思えば踊おどって、

「────」

　花が積まれ、テーブルクロスが敷しかれ、周囲には衝つい立たてや観かん葉よう樹じゆが並ぶ。それらは最後の揺り返しをもって、軽く踊り、

「御お粗そ末まつ様です」

　Mouri-01の声と共に、静止した。

　一いつ瞬しゆんで、眼前に茶ちや会かいの準備が出来上がっていた。

　そして緩やかな風が吹く。空の風ではあるが、緩かん衝しようによって落とし気ぎ味みにした微び風ふうだ。

　この風も、先さき程ほどまでは無かったな、と正純は思う。

　気付けば、Mouri-01がポットの茶をカップに注そそぎ始めていた。彼女はそれを重力制御でテーブル上にサーブしながら、

「そちらの方は、どうなさいましょう、輝元様」

「淹いれてやれ。短い時間だが、喉のどは渇かわく」

　そう言われるこちらの背後。そこには、

・副会長：『ホライゾンに浅あさ間まにミトツダイラ、か。結けつ構こうな人数で来たなあ』

・俺　　：『俺おれ俺、俺もいるんですけど。視し界かいに入ってない？　こう？　この辺り？』

　ホライゾンが振り向きもせずに横へとパンチを叩たたき込んだ。

　いい音がして、正面の輝てる元もとが頷うなずく。

「やるじゃねえか」

　ホライゾンが頷うなずいた。

「関かん節せつも行けます。通神帯ネツトで詳しいサイトを見て憶おぼえたので」

「ええと、俺、通神帯で書いてある技をいきなりやられてた訳わけ？」

　まあそんなもんだろ、と思いつつ、正まさ純ずみは前を見る。

「そちらは？　貴女あなたの他に誰がこの会議に出る？」

「Mouri-01が補助に就つくけど、こっちは下にいろいろいるからそれだけで構わねえ。

　あとは──」

　と、輝元が、リフトの方を見た。

　先さき程ほどまで、テーブルセットや花が並び、積まれていた場所には、今、幾いくつかの影がある。残されたままになっている椅い子すと、忍にん者じや型がたの小さな走狗マウスを連れた、

「──北ほう条じよう・氏うじ直なお」

「Ｔｅｓテスタメント．、──お久しぶりです、武蔵むさし副ふく会長」

「俺！　俺も俺も！　前に会ったよな！」

　氏直が、馬ば鹿かに振り返った。そして、ややあってから眉まゆをひそめ、

「……？」

・ホラ子：『記き憶おくの範はん囲い外がいですか。所しよ詮せん、売れない芸げい人にんのインパクトなどその程てい度ど……』

・俺　　：『待て──！　まだ出オチにもなってねえぞ！』

　仕方ないなあ、と正純は思い、フォローをしておく。何しろ放ほう置ちが一番危険だ。

　だから、当時の事を想そう起きしながら、正純は言う。

「ほら、IZUMOの酒場で義よし経つね達たちと会った時、変な全ぜん裸らがいたろう。ちょんまげやった」

「ああ、確かに」

　氏直が頷いた。直後に馬鹿は、甲かん板ぱん左さ舷げん、そちらの眼がん下かに見える武蔵に向かって、

「どうだあ──！　俺の全裸の名めい刺し力りよく！　脱ぐ事によって外がい交こうが成り立つと解ったか！」

　三秒程ほどして、馬鹿の側そく頭とう部ぶを、武蔵側から飛んで来た弾だん丸がんが薙ないでいった。
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・●　画：『あ、外れちゃった。マルゴット、今のどうして？　私が〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟の設定ミスしたのかしら？』

・金マル：『んー、高さは合ってたし地ち軸じく影えい響きようも入れてるから、多分、向こうの大気緩かん衝しようの流れじゃないかなあ』

・俺　　：『待てえ──！　オメエら俺おれを殺す気か！』

・立花嫁：『いえ、今のだったら三回転くらいで済むと思いますが』

・立花夫：『はは、誾さん、結構軽めの見立てですね』
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　いつも過ぎる、と正まさ純ずみは思った。

　ともあれ、と氏うじ直なおが肩の二に刀とうを外した。彼女はそれをリフト上の椅い子すに載のせ、腰に残した二刀を一度だけハードポイントにセットし直す。

　……臨りん戦せん態勢ではないが、気は抜かぬというジェスチャーだな。

　北ほう条じようも、いろいろと思し案あんがあるのだろう。

　一応、という形で正純は聞いておく。

「P. A. Odaの滝川は？」

「独自の動きとしてるよ」

　輝てる元もとが肩を竦すくめて言う。

「P. A. Odaは、毛もう利りと北条、どちらにとっても本来は敵となる側だぜ？　でも、こちらがやったのは、滝川が行おうとしていた歴史再さい現げんを援えん助じよした、ということになるか。

　無論、それによって武蔵むさしの戦せん力りよくが削けずれるなら、充分元もとは取れるしな」

　やはり、毛利はこちらの敵と、そういう事か。ならば、

「私達を、羽は柴しば側がわとみなして備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いをやる理り屈くつについては？」

「あいつらは今、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに攻め込んでる。歴史再現としては充分な違い法ほう行為さ。

　こっちが備中高松城の戦いをやりたかったのに、すっぽかしでな。

　だからこちらは、用意していた備中高松城の戦いのため、P. A. Odaの代だい理りを武蔵に求めた、って訳わけさ。──この時期、羽柴陣じん営えいに与くみしていた筈はずの松まつ平だいら勢をな」

　……早い。

　正純は思った。もう、会議は始まっているのだな、と。

　それが通じているのだろう。傍かたわらの表示枠サインフレームに、言葉が来た。

・未熟者：『向こうが、こちらを押さえに来たね』

・貧従士：『え？　どういう事です？　今の遣やり取とり、単に現状確かく認にんですよね？』

　そうではない。

・副会長：『今、毛利・輝元はこう言ったんだ。備中高松城の戦いにおいて、不在となった羽柴の代わりに、この時期、〝羽柴麾き下かにいる松平〟を選んだと』

　告げた言葉。その意味が通じたのか、皆が一いつ瞬しゆん、反応を送ってくるのをやめた。

　ややあってから、ミトツダイラが言う。

・銀　狼：『つまり、……私達は、本来、羽は柴しば麾き下かの筈はずだ、と？』

・副会長：『そうだ。──要するに、私達とて、歴史再さい現げんをある程てい度ど無む視しした動きを取っている。その事を指し摘てきし、暗にこう言ったんだ。──小さい事には目を瞑つむれ、と』

　強気の交こう渉しようだな、と正まさ純ずみが思った時だ。

「とりあえず、揃そろいはしたようで」

　と、氏うじ直なおが来た。彼女は、テーブルの対たい面めん、輝てる元もとの横に距離を開けて立つ。並ぶという訳わけではない。同じ側にいるという、そのような立ち方だ。

　そんな氏直の位置確かく定ていを見て、輝元が腕を組んだ。そして彼女は、

「じゃあ、簡単に進めていくぞ。あたしは難しいの苦にが手てだからな」

　輝元が息を吸う。

　そして彼女は、こう言った。

「マクデブルクでアンヌがいろいろ言ったな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──確かにいろいろと承うけたまわった」

　だからこその今があるのだ。

　それを理解しているというように、輝元が深く頷うなずいた。

　彼女は眉まゆを浅く立て、腕を組む。その上で、ゆっくりと口を開き、

「あれさ、無しにしねえ？」
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　え？　とミトツダイラは思った。

　……ここは、明日あしたの戦争についてのコンセンサスを取る場ではありませんの!?

　それがいきなり、何な故ぜここで、マクデブルクの機き密みつ会議の話が出るのか。

「いいか？　良く聞けよお前ら」

　輝元が、組んだ腕を解いて、左にある西の空を指さした。

「お前ら、羽は柴しばを止めるとか何とか言って。うちにもう羽柴来てんじゃねえか」
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・ベ　ル：『御ご近きん所じよ付き合、い……？』

・貧従士：『……なんかそんな感じもしますけど、多分違ちがうんじゃないかと』

・賢姉様：『でもよく考えたら本当に羽柴が攻め込んじゃったわね』

・ホラ子：『さあ、正まさ純ずみ様、開始早々から苦しい展開です』

・副会長：『お前ら気き楽らくでいいなあ!!』

・義　　：『ちょっと待て。──あ、覗のぞいているぞ、文もん句くはないな』

・副会長：『ああ、別に問題は無い。関かん東とうの案あん件けんだからな、お前がいた方が通る部分もあるだろう、里さと見み生徒会長。──で、何だ？』

・義　　：『我々、武蔵むさし側がわが羽は柴しばの敵に回ったのは、マクデブルクの会議ゆえだ。ヴェストファーレンに向け、欧おう州しゆう側の支持を得るために、欧州の危険となっていた羽柴達を追い詰める。そういう話だった筈はずだ』

　義よし康やすが、異い議ぎの意い思しを送ってきた。

・義　　：『それが何な故ぜ、こちらを攻める要因になる。羽柴を敵に回させた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、何故、その事でこちらを束そく縛ばくする』

　彼女の言いたい事は解わかるし、意味も解る。

　今回の輝てる元もとの物言いでは、こちらは六護式仏蘭西にハメられたようなものだからだ。

　自分達でそそのかしておいて、それを楯たてに攻める。

　そんなやり方は卑ひ怯きようではないかと、義康は言っているのだ。だが、

・副会長：『それが政治だ。国家間の、な？　里見生徒会長』

　つまり、

・副会長：『私達は相手の提てい案あんを了りよう承しようした。ならば、そこからの全ては私達のものだ。

　何もかも覚かく悟ごの上で了承したならば、提案者から裏うら切ぎられる事も覚悟の上だ。

　ミスがあるとすれば、裏切りについての担たん保ぽを用意しなかった私の責任だろう』

　だから、と正まさ純ずみは言った。

・副会長：『──この程度は軽い打ち合いだ。よく考えろ。向こうは〝毛もう利りのやり過ぎについては不ふ問もんにしろ〟と、そう言ったんだ。毛利が行ったのは、威おどしではない。警けい告こくでもない。強気に出て、国家間の遣やり取とりの厳きびしさを匂におわせながら、実質、私達に頭を下げたのだ。

　これを、何と言うか知っているか？』

・俺　　：『……お、お辞じ儀ぎ？』

・副会長：『虚きよ栄えいだよ馬ば鹿か』

・俺　　：『ば、ばかっていうヤツがばかなんだぞお。へへえ、セージュンばかあ!!』

　あまり相手をするとつけあがるので、無視に専せん念ねんした。

　だが、と正純は思った。昨夜は、アンヌの依頼の通りに〝羽柴を追い詰めたこと〟を、欧おう州しゆう側の羽柴に対する交渉材料として提示しようと、そう考えていたのだ。それなのに、

　……アンヌの交渉自体を、無しにしよう、とはな。
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　さて、と正純は思った。毛利の変へん心しんはどういう事だ、と。

　……いや、確かに羽柴に攻められてるしなあ……。

　当然と言えば当然だと思う。

　……それもあって乗り込んできたのかなあ。

　正まさ純ずみは、首を傾かしげながら表示枠サインフレームを叩たたいた。
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・副会長：『おい、会計、土ど下げ座ざの用意出来てるか？』

・〇べ屋：『はあ!?　土下座ってのは自然な心の流れから生まれるもので、強制から生まれるもんじゃないけどお金次し第だいでどうにかなるよ!?　幾いくら!?』

・副会長：『じゃあいいや』

・礼賛者：『早い！　早い決断ですね貧ひん多だ君くん！』
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　会計が使えないのは解わかった、と、正純は結論した。

　しかし、毛もう利りが乗り込んできたのが羽は柴しば侵しん攻こうに対する抗こう議ぎだとするならば、

・副会長：『抗議の交こう渉しようなのか、これは……』

・銀　狼：『正純！　ちゃんと漢かん字じ変換してていい感じですわ！』

　それが普通だ。

　しかし、と正純は考えた。アンヌと武蔵の交渉を無しにするということは、もはや羽柴を追い詰めることをこちらに期待しないということだ。更には、六護式仏蘭西では、太陽王が羽柴勢と臨戦態勢にある。それはつまり、

　……羽柴の侵攻を止めるため、羽柴側と交渉をする気がないということだ……。

「つまり、……どういう事だ？　毛利・輝てる元もと」

「Ｔｅｓテスタメント．、解ってるだろう？　契けい約やく不ふ履り行こうだ。──お前らは、羽柴を止められなかった。

　単純にそういう事だ」

　違う、と正純は内心で舌打ちした。今、輝元は、こちらの問いをはぐらかしたのだ。

　……何か真意を隠したな……!?

　だが、輝元の指が動く。彼女はテーブルを爪つめ先さきで軽く叩たたき、

「契約は叶えられなかった。だからアンヌがお前らと交わした約束を解かい消しようしたい。──ヴェストファーレンでお前達の側に立つという、そういう約束をな」
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　武蔵むさし上じよう。武蔵むさし野のの表ひよう層そう部ぶは、中央に学生長なが屋やの並ぶ場所だ。

　先日に真田さなだの地ち竜りゆう、虎とら秀ひでが暴あばれたために、大たい半はんは崩ほう壊かいしており、現在は大だい規き模ぼな修しゆう復ふく中ちゆうだ。

　基本的な流れは、中央部の横よこ町ちようブロックを地下三階まで取り外し、ガイドフレームごと入れ替える。初めの取り外しは不用意の事故を恐れて時間が掛かったが、

「取り付け工事が始まると早いもんやなあ」

　工事用の黄き色いろい防ぼう護ご簪かんざしを髪かみに挿さし、大おお久く保ぼは現げん場ばを視し察さつしていた。

　鉄の音と、溶よう接せつの火ひ花ばなの散る音。それらが生むガイドフレームと横よこ町ちようブロックの取り付けは、破は損そん材ざいを外へと持ち出す行程があるので、外側からの工事をすると遅れてしまう。だから工事は全て、中央部から始めるのが習わしだ。

　今も、輸ゆ送そう艦かんが吊つり下げ式のパレットを用いて、吹き抜け自然公園の一部を下ろしていく。既に樹木の載った区画が降りる先、そこにあるのは、武蔵むさし野のに空あいた大おお穴あなだ。

　日が当たっているために底が見えるが、一部の吹き抜けが更さらなる穴を見せてもいる。

　大きいなあ、と大久保は呟つぶやき、空を見上げた。

　頭ず上じようとまでは行かない上空。そこに毛もう利りの外がい交こう艦かんがある。

　そこで今、自分達の副ふく会長が、会議をしている。毛利と、北ほう条じようの代表と、明日あしたからの戦争についてを議ぎ論ろんしている筈はずなのだ。

　大久保は、実況通神チヤツトでそれを追っていない。

　元々、代表委員長というものは三さん役やくの下につくものだ。特とく務むクラスと同等と言われるが、実際は役やく職しよく者しやの下で動くものなので、厳げん密みつには権けん限げんが特務よりも低い。それに、

　……副会長の会議、記録を読んでいると、たまに正気を疑う展開多おおいしなあ……。

　何かまとまったなら、後で報告を聞こう。リアルタイムで実じつ況きようは気が狂う。

　大体、何だかんだ言いつつ、

「副会長なら、上う手まく纏まとめるやろしなあ……」

　そう呟き、大久保は腰のハードポイントパーツにつけていた竹ボトルを手にする。

　夏だ。

　工事現場は日当たりが強いために喉のどが渇かわく。

　響ひびいてくる槌つちの音を聞きながら、家で母が作った柚ゆずのスポーツドリンクを喉に流す。

　柑かん橘きつの酸さん味みと、柚独どく特とくの渋しぶ味みが来て、後あと味あじに蜂はち蜜みつが喉のど奥おくへと届く。

　蟬せみの声が聞こえて、大久保はこう思った。ああ、そんな季節やなあ、と。

「御お嬢じよう様さま！　失礼します、加か納のうです！　上の方の会議で副会長がしくじりました！

〝羽は柴しばが乗り込んできた〟からヴェストファーレンでの応おう援えんは無しとか言われてます！」

　大久保はスポーツドリンクを吹いた。
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・長安定：『副会長！　おま、何しとんのや!!』

　あー、気付かなくていいのが気付いたかー、と正まさ純ずみは思う。

　大久保は、いろいろと細かいところに気付くのだが、それを他人にも求めるのが悪い癖くせだ。

　だから、ぎゃあぎゃあ言い出した表示枠サインフレームを無む視しして、正純は輝てる元もとを見た。

　……確かに、羽は柴しば侵しん攻こうは、時間に負けた私達の契けい約やく不ふ履り行こうだ。

　ならばどうするか。

　今のままでは、当初の目的であったヴェストファーレンでの援えん助じよが受けられない。

　それはどういう事かと言うと、ヴェストファーレン会議で不利になると言う事だが、

・長安定：『政治的判はん断だんの失敗やで！　副ふく会長！　アンタの危き機きや！　マクデブルク以い降こう、皆を戦争して引っ張ってきたのが無む駄だになったんやからな！　身の振り考えた方がええで！』

・副会長：『うん、この前、私の判断を認めたお前も、身の振りを考えような？』

・長安定：『……え？』

・副会長：『なんだよ、〝え〟って。──当然だろう。この前の臨りん時じ生徒総そう会かいで私と相あい対たいした結果、私の言い分を認めただろう、お前』

　要するに、

・副会長：『私が失しつ脚きやくする時は絶対にお前を道みち連づれにするからな。──嫌いやだったら世せ論ろんへの対たい処しよを三案くらい考えてくれ』

・長安定：『さ、最低！　酷ひどい話やわ本当に！』

　何だかんだ言いつつ、仕事はしっかりやるだろう。

　出来る後こう輩はいを持っていると、気が楽でいい。

「……さて」

　毛もう利りをどうにかしないといけない。

　とりあえず、幾いくつかの言い訳わけを思いつきはする。だが、まずは、

「毛利に問いたい」

　正まさ純ずみは、言葉を選びながら、こう言った。

「武蔵むさしがマクデブルクでの契約を不履行した、と仮定しよう」

「おーお、いい度ど胸きようだ。それで？」

　ぐ、と内ない心しんで憤いきどおりの言葉を飲みつつ、正純は言葉を続けた。

「──その場合、毛利は武蔵に何を要求する？」





●






　そう問うてきたか、と輝てる元もとは感想した。

　これが「その場合、毛利はどうするつもりだ」と問うてきたら

　……毛利の方針を言う訳ねえだろ、って切り捨てるところだぜ。

　しかし、そうではなかった。武蔵副ふく会長は言葉を選び、武蔵側を絡めてきた。しかも、〝その場合〟〝何を要求する〟だ。

　これは、武蔵側に対し、毛利は契約不履行の代だい償しようを求める気があるか、という事だ。

　もし、ここでこちらが何も言わなければ、武蔵には何の要求も生じない事になる。

　対し、要求するものがあるとすれば、武蔵むさしはそれについての対たい処しよを講じる事になる。

　二択たくの質問としては、悪くない形だ。

　こちらの攻こう撃げきを受けながら、相手の真意を確かめようと、余よ分ぶんなものを削けずり取っていく。そんな応答の仕方だ。

　……小しよう国こくの応答方だな。

　ぎりぎりまで粘ねばり、余よ裕ゆうなど一いつ切さい見せずに凌しのいで行く。

　生き延びるための方策を限界まで試すやり方だ。

　良い言い方をすれば、粘り強い。

　悪い言い方をすれば、余裕が無くしつこい。

　こいつは厄やつ介かいだぜ、と輝てる元もとは心の中で深く息を吸った。

「アンヌが一いち目もく置く訳わけだ」

　大たい国こくになる松まつ平だいらだというのに、その舵かじ取とりは防ぼう御ぎよを主としている。それも、相手の発言を捉とらえ、価か値ちを削り取るような交こう渉しようだ。

　……否いな。それだけじゃねえだろ。

　防御だけでは、大国は回せない。

　拡大していく大国の交こう渉しようには、攻める時間帯たいが必ずあるのだ。

　ならば、それは何い時つか。

　その事を思いながら、輝元は言った。

「羽は柴しばを止められなかった極きよく東とうには、一つ、要求をしなければならん」

　それは、

「極東の盟めい主しゆたる、松まつ平だいらの極東の支配の歴史、それを六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに移い譲じようしてくれ」

　何な故ぜなら、

「お前らは、この極東を支配しようとする羽柴の動きを止める事が出来ていない。

　そんな者達に極東の支配を任せる訳にはいかん」
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『よく聞け』

　輝元の声を、巴パ里リの中央にある屋や敷しき、〝ルーブル宮きゆう殿でん〟の屋根上で、太陽王ロワ・ソレイユは聞いた。

『明日あした、うちの馬ば鹿か太陽が、羽柴を倒す。そうなれば、アンヌと武蔵むさしが交わした契けい約やくの意味は無くなる』

　解わかるか、という言葉は彼女の台詞せりふについてこない。

　だが、太陽王は、静かに言った。

「解るよ輝元。君は、朕ちん達たちにこう言っているのだ」

『六護式仏蘭西が、毛利こそが最強だ。前ぜん総そう長ちよう、アンヌの心配を超えて、あたし達は次の舞台へと進む。そういう事だ』

　だから、

『もう、世界征せい服ふくなどはこちらに任せて、全ぜん権けんを寄よ越こせ、武蔵むさし』
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとの言葉を受けた。

　……参まいったな。

　羽は柴しばを基準に、世界を掌しよう握あく出来るかどうかを決められてしまうと、こちらは不利だ。

　逆に、明日あした、巴パ里リにて羽柴と戦う六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、機き会かいがある。

　それは、向こうの方が現状では有利だという事だ。

　何な故ぜなら、

・未熟者：『まだ明日の結果が出ていないから、向こうは好き勝かつ手て言えるね。

　どうとでも自分達を煽あおり、持ち上げられる』

・ホラ子：『ほほう、……つまり、明日は羽柴様を応おう援えんした方がいい訳わけですね？』

・金マル：『何か凄すごい意見来きちゃったよ？』

　でも、確かにその通りだ。

　この、輝元の交こう渉しようは、現状においては厄やつ介かいだ。何しろ確かめようのない未来を担たん保ぽに、自分を保っている。そして、

　……〝虚栄〟なのが難しいんだよな。

　虚きよ栄えいという言葉を正純は思った。

　これが、自分を煽って、他人にものを言ってくるなら拒きよ否ひ出来る。

　しかし輝元の場合、自分を煽って、〝自分はこうだ〟と言うのだ。そうなると、向こうの中で完結してしまうので、こちらも口を出せない。

　今の輝元に対して有効な物言いは、

・副会長：『〝明日の結果を待ってからにしよう〟と言えたらいいんだがな』

・あさま：『明日はこちらも戦いますし、また状況が変わってしまいますからね』

・銀　狼：『それもですけど、この会議は〝今〟のものですものね』

　そういう事だ。

　時間や状況、それらを味み方かたにつけた虚栄がここで言う。

「──どうだよ武蔵。力をこちらに寄越せ。アンヌが預けた力をな」

「一つ聞こう」

　正純は、輝元に対して告げた。だが、

「駄だ目めだぜ。──駄目だろう武蔵」

　輝元が笑った。

　いいか？　と彼女は言葉を重ねて台詞せりふを続けた。

「──さっき、お前が質問して、あたしが答えた。だからお前らは、今のあたしの質問に答えるべきだ。……さあ、どうなんだ？　全ぜん権けんを寄よ越こすのか？　どうだ？」

「──断る」

　正まさ純ずみは即そく答とうした。

「羽は柴しばを歴史再さい現げんから引いん退たいさせる役と、ヴェストファーレンでの支し持じ。

　これはまだ終わっていない。だから、毛もう利り・輝てる元もと、貴女あなたに全権を移い譲じようするつもりはない」





●






「何を言っているんだ、お前」

　輝元が告げる言葉を、正純は受けた。

「うちには、羽柴が攻め込んできているんだぜ？　それが解わからないのか？」

「一つ聞こう」

「また質問か」

「そうだ。──貴女に恥はじをかかせないためにな」

　その言葉に、輝元が眉まゆをひそめた。

　しかし、輝元にも興きよう味みという感覚があるのだろう。こちらの言葉を促うながすように、腕を組んで軽く頷うなずいた。

　ゆえに、彼女の動きを許可として、正純は告げた。

　それは問い掛けの口く調ちようで、

「──毛利は今、何ど処こにいる？」
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　氏うじ直なおは、武蔵むさし副ふく会長の声を聞いて、内ない心しんで頷いた。

　……そこを突いて来ましたか。

　常じよう道どうとして交こう渉しようするならば、〝毛利と羽柴との決けつ着ちやくはついていない。明日の結果までは無効だ〟として、未来を担たん保ぽとした輝元の言質げんちを無む効こうにするだろう。

　何しろ、輝元の自信の表れは、武蔵が羽柴の侵しん攻こうを止められなかった事を基き礎そとしているが、明日あしたの勝利を前ぜん提ていとしたものだからだ。

　まだ未定の事を根こん拠きよに物事を進めるのは、博打ばくちでしかない。

　だからそれを指し摘てきして、輝元を諫いさめるのが常道だ。

　……しかし、そんな事をすれば、戦争ですね。

　毛利はここに戦争をしに来たのだ。

　輝元が会議を設けたのは、戦争を前に、交渉で全てを解決出来るかもしれないという、そんな試行によるものだ。

　それが不可能なら、戦争をすれば良い。

　だが、武蔵むさし副ふく会長は、その危険を回かい避ひした。

　輝てる元もとの言質げんちを無む効こうにしようとせず、別の観かん点てんから、彼女の不ふ備びを突いたのだ。それが、

「毛もう利りは今、何ど処こにいる？」

　彼女の放った問いの意味は、簡単だ。

　毛利は、ここにいる。ならば、

「向こう、西の地にいるのは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズであり、毛利ではないな？」

　武蔵副会長が、言葉を繫つなげた。

「西の地にいるのが毛利ではないならば、──西の地にいるのも、また、羽は柴しばではない。

　そうではないか？」

　詭き弁べんだ。

　氏うじ直なおは思った。武蔵副会長は、論ろん理りの掛け違えで、偽ぎ証しようを通すつもりだと。

　輝元が虚きよ言げんを行うならば、武蔵副会長は論ろん理りの隙すきをねじ曲げて偽証を通す。

　……無む茶ちや苦く茶ちやですね……。

　だが、武蔵副会長の追及に、輝元は一つの動きを見せた。

　首を左右に振り、こう言ったのだ。

「──残念だが、それは通じない」
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　輝元は、武蔵副会長の目の前で、両の腕を開いた。

「いいか？　あたしがここにいて、羽柴の代理であるお前らの相手をする。

　……その意味を理解しているか？」

　輝元は、武蔵副会長を見み据すえ、

「もし、西の地にいるのが羽柴ではないなら、あたし達はその状況を甘かん受じゆ出来ない。

　それを解わかって言ってるのか？　武蔵副会長」

　息を吸う。

　放つのは言葉だ。現状の理解を甘く済ませている相手に差す言げん動どうだ。

「いいか？」

　言う。見み据すえる目に力を込め、腹から喉のどへと、輝元は声を立てる。

「うちの太陽王ロワ・ソレイユが珍めずらしく本気になってな。羽柴を倒すと言ってんだよ。

　そして仕込みは馬ば鹿かが考えたなりにやってある。

　──つまり今、羽柴達は歴史再さい現げんを無む視しして巴パ里リに攻め込んだ事になってんだ。

　そして羽柴が真ま面じ目めにやってねえから、あたしゃこっちでお前ら相手に毛利攻めだ。あ、いや、毛もう利りが攻められる方か。──って、別にエロい事じゃねえぞ!!

　お前らがあたし達を相手に出来るのも、馬ば鹿かが西で馬鹿やってっからだ。

　その辺りを解わかった上で、発言しろ!!」
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　輝てる元もとの叫び、それを聞いた正まさ純ずみは、バレぬように息を詰めた。

　……詭き弁べんの上の正論で、切り返してきたか！

　肩上のツキノワが震え、身を引こうとするのを支えながら、正純は輝元の評ひよう価かを改めた。

　この相手は、単なる言いがかりや暴ぼう論ろんで押し切るタイプではない。

　虚きよ栄えいの裏に、しっかりとした防ぼう御ぎよと攻こう撃げきの論ろん陣じんを身に付けている。

　しまった、と思った時には遅かった。

　輝元が、広げていた手を打ち合わせ、快音を作ったのだ。

　まるで、響ひびく高鳴りを合図とするように、輝元が言う。

「──いいか」

　打った手の間。離れていく両の五ご指しの奥から、輝元がこちらを見ている。

「あたし達のこの会談も、毛利攻めも、うちの馬鹿の御お陰かげだ。

　あたしが虚栄。馬鹿が傲ごう慢まん。それゆえに作った今の時間を、お前は無む駄だにするのか武蔵むさし副ふく会長。──どうなんだ？」

「ならば言おう」

　正純は、ツキノワを抱いた。

　可愛かわいいからではない。逃げて貰もらっては困るからだ。何な故ぜなら、

「お前は馬鹿か毛利・輝元……!!」

　正純は声を上げた。

「羽は柴しばが攻め込んで来ただと!?　そんな馬鹿な話の真しん相そう、私だって解っているぞ！

　ここ数日の羽柴の侵しん攻こうに対して、貴き様さまらはろくに防御戦せんをしていなかっただろうが！」

・不退転：『あら、一昨日おとといの私達の分ぶん析せきが役に立ったのね』

・立花夫：『良かったですね誾ぎんさん。──武蔵副会長が、それを武ぶ器きにしていますよ」

　その通りだ。

　このところで六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの動きは追っていたのだ。

　羽柴達の侵攻を受けていた事を、気に掛けてもいた。それがまさか、

「守りもしないで攻め込まれたとか、馬鹿か！　大おお方かた、貴様がここに来るために戦せん力りよくを割いたり、貴様の関かん東とう行きを悟さとられぬため、六護式仏蘭西内ないに引き込んだんだろうが！」

　ツキノワが総そう毛け立だってビビりを表現しているが、背をさする事で意い思しを伝える。

　すまんなツキノワ、この相手は、間違いなく、こうしなければ駄だ目めなのだ。

　つまり、

「──馬ば鹿か者ものが！」

　打だ撃げき戦せんだ。
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　正まさ純ずみは、右の手を握って言った。

「貴き様さまのした事は、自分達の本ほん拠きよを危険に陥おとしいれただけだ！　それが解わからぬ人間が、ここにおいて世界の全ぜん権けんを語るな！」

「言うじゃあねえか」

　輝てる元もとが、広げた両腕うでを、身体からだの左右に垂らした。

　そして彼女は、右の手でこちらを指し、

「アンヌに命を救って貰もらった風ふ情ぜいが、そんなに世界の全権を欲しがるか！」

「竜りゆう脈みやく炉ろの爆ばく発はつ範はん囲いには貴様らも含まれていた！　浅あさ間ま！」

「──は、はいっ」

　手て元もとに来る表示枠サインフレームは、当時の状況を示す概がい要よう図ずだ。

　マクデブルクとその周辺。概要図上じように広がる赤い塗り潰つぶしは、

「見ろ！　これがあの竜脈炉の爆発予測範囲だ！　貴様らはここ！　アンヌに守られたのは貴様達も同じだ！」

[image: ]

・あさま：『ちょ、ちょっと、もうちょっと前まえ振ふりして下さいよ！　ビックリしたあ』

・副会長：『いやあ、こいつらが巻き込まれる範はん囲いにいるか、確かく認にんせずに言ったけど、意い外がいと当たってるもんだなあ』

・約全員：『危険な言げん動どうはやめろ！』

　だが、今は勢いだ。握っていた右手を振り、今度はこちらが輝てる元もとを指さす番だ。

「毛もう利り・輝元！」

　えーと。何を言おう。ああ、そうだ。

「羽は柴しばを追い詰める事に関しては、未いまだに続行中ちゆうだ。だが、貴き様さま達たちが余よ計けいな事を画かく策さくしたので羽柴がそちらに深く侵しん攻こうした。貴様達の余計ごとについてまで、こちらは責任取れん！　こちらはその見解だ！」

・貧従士：『あれ？　国家間かんとしては、何でも受け入れるんじゃなかったでしたっけ』

・未熟者：『だから言ってるだろ？　〝見解〟って。国家間のルールでは理り不ふ尽じんな事が生じる事もあるから、それを飲めない理由として〝見解〟を出すのさ。

　言い換えるなら、〝見解〟は、話題の打ち切りのようなものだね』

・眼　鏡：『トゥーサン、それ、通神帯ネツトの何ど処こに書いてあるか検けん索さくしていい？』

・●　画：『あ、御ご免めん、こっちで調べちゃった。──アドレス送っておくわね』

・未熟者：『何で連れん絡らく取り合ってるんだよ君達は!!』

　仲が良くて何よりだ。でも勝かつ手てに外がい交こうすんな。

　ともあれ、と正まさ純ずみは一ひと息いきをついた。

　……〝見解〟は、多た用よう出来んな。

　何もかもを〝見解〟で凌しのげば、それは、国家間のルールに則のつとれないという事になる。

　今の〝見解〟は、自分達にとって最大の理不尽であると共に、その理由が明確だから出せた。

　毛利の自じ滅めつ的行為にまでは責任が取れない。

　この理由ならば、〝見解〟で通すのは行ける筈はずだ。

　しかし、この後、同じ方法は使いにくくなる。だから、

「こちらの見解に異いがあるなら、それは別の機き会かいに会議としよう」

　羽柴の侵しん攻こうについての話題は、これで断ち切る。もし、異があるならば、明日あした以降だ。その状況ならば話も出来よう。そして、

「──どうだ」

　敵の言げん動どうのベース。羽柴の侵攻についてを、こちらはキャンセルした。

　そのつもりだ。

　だが、輝元が笑った。

「羽柴の侵攻は、こちらが引き入れたせいだと？　──そりゃあそうだ。そうしなければならない。そうするだけの正当な理由があったからな」

　……は？

　毛もう利りの自じ滅めつ的てき行為に、何の理由があると言うのか。

　浅く身み構がまえたこちらの横。不ふ意いに一つの影が立った。

　ホライゾンだ。

　彼女は右手を挙げ、

「今のはホライゾン、解わかりました」

「解ったのか？　ホライゾン」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷うなずいた。そして彼女は、輝てる元もとに言った。

「──夏休みですね？」
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　Ｔｅｓテスタメント．、と輝元は頷いた。

「そうだ。夏休みだ。太陽王ロワ・ソレイユがハシャぐのも解るだろ？　武蔵むさし。お前らも六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも毛利も羽は柴しばもP. A. Odaも、もうすぐ全国的に夏休みだ！　夏休みになれば、学業優ゆう先せんで国家間かん政治は止められる。ただ、──歴史再さい現げんという事業を除いてな」

　だから、

「あたし達が羽柴を引き込んだのは、それが毛利攻めの歴史再現で、夏休み前までに終わらせるべきだと判断したからだ。──だが、毛利攻めに小田原攻めを兼任できると知って、戦場をここに変えたんだが、羽柴はこちらの意図をつかめず、巴里に侵攻してしまったようだな」

　この理屈、言ったもの勝ちだというのは解っている。

　ゆえに言うのだ。

　……そのための虚栄なんだぜ……！

　輝元は、内心で奥歯を嚙み、自身の役目を任じた。

　今、言うべきは自分達の正当性と、羽柴を抑えられなかった武蔵への責任追及だ。つまり、

「羽柴の行いも、途中までは全て正式な毛利攻めの歴史再現。聖連認可の行動だ。

　そしてそれが生じたのは、──武蔵が羽柴を押さえられなかったからだろう？」

　言って、輝元は右の手をテーブルに叩たたきつけた。

　いい音を一発響ひびかせて、輝元は吠ほえる。

「どうだ!?　逃げるなよ武蔵！　──羽柴侵攻の責任、どうつけるんだ!?」

　問うた先、武蔵副ふく会長は動かない。

　だが、その不動は、怖おじ気けでも緊きん張ちようでもない。

　手て元もとに表示枠サインフレームを広げ、息を吸い、こちらを見み据すえた沈ちん黙もくの形だ。

　……やる気か。

　表示枠にはいろいろな情報が書いてあるらしい。時たま、タイミングを計るように彼女がそれを見ているのが何よりの証しよう拠こだ。

　敵は、戦せん意いを続行しているのだ。

　輝元は、口くちの端はに笑えみが浮かびそうになるのを堪こらえた。

　その直後。武蔵副会長の横に来ていた武蔵の姫ひめが、総長を押しのけて右手を挙げた。

「宜よろしいでしょうか、輝元様」

「は？　何だ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と武蔵むさしの姫ひめが言った。

　彼女は、自分と武蔵副ふく会長が向ける視線の先で、無む表情に口を開く。

「今、ホライゾンは、輝てる元もと様の出された言葉に応こたえました。〝夏休み〟。その正解をホライゾンは言い当てたのです」

　それは要するに、

「この交こう渉しよう。──ホライゾンの所しよ属ぞくする武蔵の一勝です」
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとが目を見開き、口を横に広げるのを見た。

　……だよなあ……。

　あれだけ攻め込んで、いきなりのホライゾンルールは正気に悪い。

　こちらの視し界かいの中、輝元がテーブルに手をついたまま、俯うつむいた。そして数秒。彼女は顔を勢いよく上げた。

　弓ゆみ矢や型がたの髪かみ飾かざりに音を立て、輝元は右に手を突き出した。

　するとそこに、

「姫ひめ様、どうぞ」

　差し出されたティーカップを輝元は握った。そのまま、酒でも飲むようにして、彼女は天を見上げて紅こう茶ちやを飲み干ほす。

　そして輝元は、一ひと息いきをつくと、ティーカップをテーブルに叩たたきつけた。

「馬ば鹿かか！　そんな勝負があるか!?」

　……あ、馬鹿。

　正純が思った瞬しゆん間かんだ。ホライゾンが、視線を鋭くした。

　彼女は、ゆっくりと頷うなずき。

「あります。何な故ぜならここは武蔵むさしです。ホライゾンは武蔵の副ふく王おうです。

　──ならばここは、ホライゾンがルールです」

　ホライゾンは、静かに宣せん告こくして、そのまま輝元に会え釈しやくを見せた。

「──こちらの二勝目ですね」

「馬鹿が……！」

　輝元が、声を上げて自分の足あし下もとを指さした。

「ここは毛もう利りの外がい交こう艦かんだぜ！　外交艦の上は所しよ有ゆう国家の法が活きる治ち外がい法ほう権けんの場！

　それを〝ここが武蔵〟は通じねえんだよ！　解わかってるか!?」

「──おやおや。〝艦の上は所有国家の法が活きる〟のですね？　ならば武蔵の上でこの艦が外交艦として活動して良いと、一体誰だれの許可を取りましたか」

　ホライゾンがばっさりと断ち切った。

「三勝目ですね」
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　氏うじ直なおは、武蔵の姫と輝元の遣やり取とりを、こう思った。

　……斬ざん新しん過ぎます……。

　姫の横で、武蔵副ふく会長が紅茶を飲み、表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんを叩たたきながら、

「御ご免めんなツキノワ、怖こわかったかー」

　などとやり始めているが、これは姫ひめに任せているとみて良いのだろうか、それとも、巻き込まれたくないという事なのだろうか。

　ただ、彼女達の背後、水み戸と領りよう主しゆが一歩を前に出た。

「宜よろしいですか？　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ生徒会長」

　同じ国家の出身。そういう事を示す発言だ。

　半人狼ルウガルウ、身のこなしに俊しゆん敏びんさがあると、そう思いながら、氏うじ直なおは彼女の言葉を聞いた。

「羽は柴しばの侵しん攻こう。同じ六護式仏蘭西の出身として、許しがたい不ふ法ほうな行為だと思いますわ。

　心しん中ちゆう、お察しいたします」

　告げられた内容。それに対し、氏直はこう思った。

　輝てる元もとが同どう意いし、頷うなずくだろう、と。だが、

　……毛もう利り・輝元？

　輝元が動かない。

　不ふ動どうだ。
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　氏直は、輝元を知ち覚かくした。

　だが、彼女は動かない。

　先さき程ほどの武蔵むさし副ふく会長がそうであったように、今は毛利・輝元が、力をその身に溜ためたように、じっとしたままの状態を保っている。

　武蔵の銀ぎん狼ろうの言葉に対し、輝元は自分の反応を殺しているのだ。

　……何な故ぜ？

　輝元が、今の言葉に同どう調ちようしない理由。それを氏直は思し考こうし、

「────」

　氏直は気付いた。今の銀狼の一ひと言ことが、輝元にとっては致ち命めいだった事を、だ。
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　ミトツダイラは、輝元の沈ちん黙もくと不動を見て、息を詰めた。

　……どういう外がい交こうセンスしてますの、この人……！

　自分が告げた言葉は、正まさ純ずみの表示枠サインフレームを通した指し示じによるものだ。

　その内容は、〝羽柴の侵攻を、許しがたい不法だと言ってくれ〟との事だった。

　正直、意味が解らなかったが、指示されたままに言ってみて、理解出来た。

　これは、輝元の言げん動どう全てを覆くつがえす一ひと言ことなのだと。

・義　　：『……すまん、どういう事なのだ？　今のは』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、正まさ純ずみは、輝てる元もとに罠わなを掛けたんですの』

　それはつまり、こういう事だ。

・銀　狼：『羽は柴しばの侵しん攻こうが許しがたい不ふ法ほうだと言う。……これにもしも毛もう利りが頷うなずくなら、羽柴の行為は不法であり、国家間のルール外になりますわ。その場合、私達は先さき程ほどの〝見解〟と同じで羽柴の侵攻には関かん知ちせず、更さらには毛利と共に羽柴を許さない、という事になりますの。

　そしてもし──』

　もしも、

・銀　狼：『もしも輝元がこちらの言葉を受け入れなかった場合、それは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが不法や許しがたきを受け入れると言う事なので、やはり国家間のルールに外れますの。

　どちらに応じても、羽柴と毛利のどちらかが国家間のルールに外れるので、武蔵むさしは責任を逃のがれる事が出来ますの』

・立花嫁：『言ったもの勝ちの詭き弁べんにも聞こえますが、それを含みの交こう渉しよう中ちゆうですね……』

　でも、と言う声があった。

・貧従士：『だったら、すぐにコレを言わなかったのは、何な故ぜです？』

・副会長：『逃げられるからだ』

　ミトツダイラも、正純の言葉に頷うなずいた。

　確かにそうだ。

　この敵は、虚きよ栄えいを振り回し、論ろんを即そく座ざに展開して攻こう撃げきし、飛び退すさるように逃げる。

・副会長：『だから、輝元が、羽柴の侵攻を確かく定てい事実として完全に掲かかげるまで、それを削けずり落とす必要があった。幾いく度ども打だ撃げきして、それでもこちらに対して羽柴侵攻の事実を掲げた時こそ、それを覆くつがえすタイミングだ。だが──』

・銀　狼：『ホライゾンが間に入らなかったら、いろいろ纏まとめている時間も無かったかもしれませんわね』

　タイミング的にはぎりぎりだ、

　その状況に追い込むための時間稼かせぎとして、ホライゾンが動いてくれた。

　無む論ろん、これには種たねがある。

「……智とも」

　小さな声で呼び掛けると、浅あさ間まがこちらに視線を寄よ越こして頷いた。

　自分達の前にいる、我の王。彼が、ホライゾンの背を押したのだ。

「ちょっと助けてやれよ」

　という小さな声に、ホライゾンは頷き、確かに助けとなった。

　浅間も、だ。彼女はずっと輝元の言げん動どうを記録し、羽柴侵攻を強調する部分にチェックを入れて正純に送っていた。

　正純がこちらに指し示じを送る事が出来たのは、輝元の言げん動どうの回数と、そのヒートアップを読んでいたからだろう。

　輝てる元もとと同どう郷きようの自分が進しん言げんする事で、彼女の油ゆ断だんを導けるかもしれない。そんな思し案あんがあったのだが、しかし輝元はそこにも引っかからなかった。

　彼女はどちらの答えも取らぬために、沈ちん黙もくを選択したのだ。

　よく考えたら、輝元を押さえ込むのに五人がかりだ。

　……無む茶ちや苦く茶ちやですわ。

　力だ。

　虚きよ栄えいと傲ごう慢まん。その力を振り回し、縦じゆう横おうを無む尽じんとする。

　今は押さえ込めているが、しかし、

・副会長：『来るぞ』

　正まさ純ずみの言葉に、皆が身み構がまえた。

　直後。勢いよく動くものがあった。

　俯うつむき掛けていた輝元が、顔を勢いよく上げたのだ。

　先さき程ほどと同じように弓ゆみ矢や型がたの髪かみ飾かざりが鳴り、しかし髪の毛は前より鋭く振られた。

　そして露あらわになった顔の中。鋭い視線がじっとこちらを見ていた。

　閉じていた口が横に開き、

「馬ば鹿かが」

　この短い時間の中、聞き慣れた言葉が聞こえた。

「折せつ角かくこっちが、全ぜん権けん移い譲じようの建たて前まえを作ってやったってのに、──戦争するしかねえじゃねえか。どうする気だお前ら」
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　輝元は吐と息いきした。

　……全く。

「戦争だ」

　解わかってるか？

「毛もう利りの総そう勢ぜいは、実じつ質しつ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと同どう質しつだ。特に昨さつ今こんは対たい艦かん攻こう撃げき手段を整備しているが、これは何を想そう定ていしたものだと思う？」

　問い掛けの先、答えはない。

　そうだろうなあ、と輝元は思う。まさか今の状況で、正解を言える者はいまい、と。

　だが、ここで極きよく東とうの全権を握っておきたい。

　それを願うだけの理由があるのだ。ゆえに、

「──戦争しようじゃないか、武蔵むさし勢ぜい」

　輝元は言った。

「この毛もう利り攻ぜめ、それを通して、毛利と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、松まつ平だいらの全ぜん権けんを得る。

　──あたし達が松平を襲しゆう名めいし、この世界の支配を行う。文もん句くはあるか？」

　問い掛けた先、武蔵むさし副会長が視線を真まっ直すぐ返してきた。

　彼女は、己おのれの肩にオオアリクイの走狗マウスを乗せ、

「大ありだ」
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・あずま：『ええと、今の、笑った方がいいのかな』

・ベ　ル：『う、うん、正まさ純ずみ、かわいそ、う』

・粘着王：『しかし、良い度ど胸きようだな正純！　吾わが輩はいは感心したぞ！』

・副会長：『あーもー、そんな気なかったって言っても信じないだろお前ら！』
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　表示枠サインフレームの内容に吐と息いきしながら、正純は思った。こいつらは相変わらずだなあ、と。

　だが、正純は表示枠に来た言葉を読んだ。

・傷有り：『どうして、輝てる元もと様は、そこまで極きよく東とうの支配権けんにこだわるんでしょう』

　確かにそうだ。

　欧おう州しゆう覇は王おうの六護式仏蘭西と合ごう一いつした毛利としては、自じ家かの衰すい退たいによって仏蘭西フランスの覇は道どうに影を落としてはならないという、そんな思いがあるのかもしれない。

　だが、ここまでの固こ執しつは不ふ思し議ぎだ。

　……何か、理由があるのか？

　思い、正純は、右の手を横に振った。余よ計けいなものを払うようにして、

「一つ、言っておく」

　それは、

「私達は、戦争を望んでいない。この備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いも、小お田だ原わら征せい伐ばつも、出来れば戦せん闘とう無しで収める事が出来れば、と、そう考えている」

・賢姉様：『あら、狂った？』

・副会長：『〝あら〟、で言う事か!!』

　狂きよう人じんの日常言げん語ごにはついていけん。

　ただ、ネシンバラからレポートが来ている。それは備中高松城の戦いについてで、

「いいか毛利・輝元。もう夏休みも近いが、貴き様さまらはこれまで見事な歴史再さい現げんを行ってきた。それゆえ、毛利攻めのシメとなる備中高松城が、一学期最後の歴史再現なのだろう」

　これは、ある事を示す。

「いいだろうか」

　振った右手を戻し、眼がん前ぜんで握って、正まさ純ずみは言葉を放った。

「備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いは、その城の包ほう囲い線せんに限定するなら、初期に二度の攻こう防ぼうがあっただけで、後は水みず攻ぜめに推すい移いする。後に毛もう利り側がわが輝てる元もと率ひきいる援えん軍ぐんとしてやってくるが、羽は柴しば側とにらみ合いになって、和わ睦ぼくに移行するのだ」

　ゆえに、

「歴史再さい現げんを考えた場合、私達と毛利勢は大きな戦せん闘とうを起こす事が出来ない」

「は？　──そんなのは解かい釈しやくでどうにでもなるだろうが」

　まただ。

　また、毛利が戦争に固こ執しつした。

　否いな、彼女が望んでいるのは、戦争を通した極きよく東とうの継けい承しよう権けんだ。

　……何な故ぜだ？

　覇は王おうの妻つまとしての意い地じか？　それとも純じゆん粋すいな欲か？　または、極東の平へい穏おんを望んでの事なのか？　それとも──。

「────」

　正純は、ふと、今の言葉の中に、引っ掛かりを得た。

　違い和わだ。何か、輝元の方向性と、自分の思し考こうの間に差を感じたのだ。それは、

　……極東？

　その言葉に、妙みような違和を感じる。

　合っているのだが、違う。そんな、思い違いのような感覚だ。だが、

　……危険だ！

　自分の勘かんが、警けい報ほうの音を告げている。今のままでこの輝元と言葉を重ねれば、必ず自分は失敗すると、そんな気がする。

　このまま、今のままで、輝元の言葉に乗ってはいけない。

　とにかく危険なのは、戦争だ。彼女が望むように戦争を始めれば、悪い結果が待つ。

　だから、正純は皆に声を飛ばそうとした。

　だれか、時間を潰つぶす手て立だてをくれ、と。

　その時だ。

「おーい、何か難しい話になってるけど、どーなんだよ」

　馬ば鹿かが来た。
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　正純は、僅わずかな驚きを得た。

・副会長：『おい馬鹿、お前、政治交渉に興きよう味みを持ったのか！　やめろ！　大だい丈じよう夫ぶか！』

・俺　　：『お、オメエは少し言葉を考えて使え！』

　だが、馬ば鹿かがここに来たと言う事は、充分に意味がある。

　正まさ純ずみは、表示枠サインフレームに指で文字を書き、テーブルの下で馬鹿にそれを突き出した。

　馬鹿にも解わかるような平ひら仮が名なで、

『じかんをつぶしてくれ』

　すると馬鹿は、股こ間かんでそれを受け、

「あんっ」

「何を気持ち悪い声を出してるんだよ！」

「はあ!?　女のオメエには話してもなかなか理解が得られねえ事だぞ！　解るまで俺おれに話して欲しいのか!?　感覚的かつセンシティブに喋しやべるけどそれでもいいのか!?　ああ!?」

「いいからこれ見ろ──！」

　馬鹿はそれを見た。ややあってから、眉まゆを歪ゆがめ、

「ええと、……何だって？　じかんをつぶせ？」

「言うなあ──！」

　馬鹿の側そく頭とう部ぶに、遠くから飛ひ来らいしたコインが激げき突とつした。

　いい音がして、馬鹿が三回転してテーブルの向こうに吹っ飛ぶ。

・●　画：『やった！　この距離って凄すごいわよねマルゴット！』

・金マル：『Ｊｕｄジヤツジ．！　どんどん腕うで前まえ上がってるねえ、ガっちゃん。次はもっとニッチな部分を狙ねらって行くよ！』

　魔女テクノヘクセンが元気で何よりだ。

　が、うんうん、と頷うなずいていた正純は、ある事に気付いた。

　……馬鹿の当事者になってたら、時間潰つぶしの意味が無いだろ！

　誠まことに遺い憾かんである。

　どうしたものか、と、そんな事を思い、別の囮おとりを出そうかとも考える。

　しかし、それより先に、馬鹿が立ち上がった。彼はそのまま輝てる元もとの横に立つ。

「よお。アンタあれだよな？　俺のパクリの全ぜん裸らの嫁よめ」

　輝元がこちらに振り向いた。

「殴なぐっていいか？」

「もう一勝をこちらに追加いたしますが、どうなされますか」

「じゃあ、やめとこうか」

　と、輝元が一ひと息いきを入れた時だ。馬鹿が頭の後ろで腕を組み、輝元にこう言った。

「戦争すっか」
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・副会長：『こらあ──!!』

・あさま：『そ、そうですよトーリ君！　正まさ純ずみが幾いくら戦争好ずきだからって、今はそれをしたら駄だ目めですって！』

・銀　狼：『そうですのよ我が王!?　正純が幾いくら戦争好きだからって、今はそれをしたら駄目ですの！』

・賢姉様：『待ちなさい二人共とも！　正純が幾ら戦争好きだからって、今はそんな事を言っていたら駄目よ！　もっと愚ぐ弟ていの意い図とを読まないと！　さあ正純！　楽しい戦争よ？』

・副会長：『一体誰だれが誰の味み方かただあ──！』
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　浅あさ間まは思った。正純の反応って、段だん々だんトーリ君に似てきましたねー、と。

　それをどう思っていいか解わからないが、リアクションが賑にぎやかなのは精神の健康にとっていい事だと思う。何か溜ため込んでるより遙はるかにマシだろう。

　ただ、と浅間は思った。

　……トーリ君、本気ですか!?

　戦争を是ぜとするのは、確かに世界征せい服ふくの手段としては有りだろう。

　だが、今、その方法は、毛もう利り・輝てる元もとの思おも惑わくと合がつ致ちする。

　言葉を扱う巫み女こだからだろうか。今、輝元の言げん動どうには違い和わを感じる。彼女の言葉を受けている正純にとっては尚なお更さらだろう。

　輝元が、こちらと同じ言葉を使いつつ、違うものを目め指ざしている。そんな気がするのだ。

　……一体、何を？

　それが解るまで、彼女の言げんに乗るべきではないと、そう思う。だけど、

「トーリ君、何か閃ひらめいたんでしょうね」

　小さな声で言うと、横のミトツダイラが振り向いた。彼女は苦く笑しようして、

「智とも？　そういう時は、吐と息いき混じりに言うものですわよ？」
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　輝元は、武蔵むさし総そう長ちようの言葉に、内ない心しんの驚きを得た。

　……この馬ば鹿か、何か考えがあるのか？

　警けい戒かい無しに、こちらの言葉に乗ってくるとは。

　……本気かよ？

　輝元は、意い外がいな展開に浅く息を詰めた。

　周囲、言葉は無く、ただ紅こう茶ちやの匂においと、空の風がある。

　まだ午後は始まったばかりだ。

　青空の中、陽よう光こうの下にいる自分を自覚して、輝元は一ひと息いきを入れた。

「──よし」

　頭が冷めた。実際は過か熱ねつ状態かもしれないが、そう思う事にする。その上で、輝てる元もとは武蔵むさしの馬ば鹿かにこう問うた。

「あたし達と戦争するのか？」

「ああ、そうしねえと、オメエ、収まらないようじゃねえか」

　確かにそうだ。

　だから、言った。

「戦争するぞ。いいか？」

「おう、いいぜ」

　……本気か。

　そう思うこちらの表情は、しかし喜びにならなかった。

　やはり、驚きだ。今の自分の表情は、そうとしか自覚出来ない。

　何しろ、あっさり過ぎる。それに、

「葵あおい！」

　武蔵副ふく会長の口く調ちようを聞くに、これは武蔵総そう長ちようのスタンドプレーだ。だが、総長兼けん生徒会長と副会長ならば、前者の方が発言権けんが強い。

　ならば武蔵は、もう終わりだ。否いな、極きよく東とう自体が、不ふ要ようとなるのだ。

　ゆえに輝元は思った。これで全てを終わらせられる、と。

「じゃあ武蔵、あたし達との戦争だが──」

「あ、ちょっと待て、いいか？」

　武蔵総長が、こちらに右の掌てのひらを立てた。

　制止だ。しかし、このタイミングで何だというのか。

「怖おじ気けづいたのか？」

「この数秒間でコロコロ変わるような生き方してねえよ。ただ、戦争云うん々ぬんに関しては、ちょっと先せん約やくがあったのを思い出してな」

　それは、

「そっちの、北ほう条じようの巨きよ乳にゆう姉ねえちゃん。──オメエが先約なんだよな」
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　氏うじ直なおは、武蔵総長の言葉に疑問した。

「先約……？」

　自分と武蔵が、何か戦争についての協定など、先に結んでいただろうか。

　自じ動どう人形としての記き憶おくを呼び起こしてみるが、それは無い。

　……身に覚えがありませんね。

　IZUMOでは、そのような話は無かった筈はずだ。そしてそれ以降、武蔵むさし側がわとの交流をもった事が無い。ならば、

「何が先せん約やくだというのです？」

「ああ、それは二つあるんだ。二つ」

　……二つ？

　身に覚えがない事を、更さらに増やされた。

　一体何なんの約束があったのか。解わからないままに、しかし武蔵総そう長ちようが言った。

「まず一つは、ノリキだよ」

　いきなりの名前だった。

　正面からそれをぶつけられて、氏うじ直なおはしかし、

「──ほう」

　その反応だけで堪こらえた。

　懐なつかしい人の名だ。だが今はそういう場ではない。

　自じ動どう人形としての高速な思し考こうで、自分を何度も諫いさめ、氏直は復ふつ帰きした。

　彼の事にかかわらず、国の事や、己おのれの事など、今まで幾いく度どもそうしてきたように、自分の感情を抑え込むのではなく、落ち着かせて、

「それが先約だと？」

「ああ、だって、ノリキはアンタと勝負するために、今、諏す訪わにまで行ってるし」

　いきなりの事実だった。

　正面からそれをぶつけられて、氏直はしかし、

「────」

　その反応だけで堪えた。

　思わぬ事実だ。だが今はそういう場ではない。

　自動人形としての──、

「何かアンタを今の立場から下ろすとか壊こわすとか何とか言ってたなー」

　いきなりの事実だった。

　正面からそれをぶつけられて──、

『氏直様！　氏直様！　何か反応がループしてますよ！』

　横にいる小こ太た郎ろうに諫いさめられ、氏直は頷うなずいた。

「安定した方法を取るのが一番安全なのですよ、小太郎」

『ですけど、何か、そのループしている事自じ体たいが、ビミョーに恋する乙女おとめみたいな感じになってはいないでしょうか氏直様』

「おや小太郎、私は乙女ではないと、そう言うのですか」

　つと、氏直は小太郎に微笑を見せ、二秒程停止した。そのあと、口に手を当て、

「……ふふ、たまには良いでしょう」

『ま、また何か、高速思し考こうを無む駄だに使いましたね!?』

「小こ太た郎ろう、機き能のうは有効に使わねば」

『いや、機能はあっても、それは有効じゃないですよ！　氏うじ直なお様さま、また頭がおか……、おおう、ちょっと弾はじけ過ぎてませんか!?』

「大事な場です。私も少し、緊きん張ちようしているのですよ」

『あ──！　何か凄すごく、言葉面づらだけで納なつ得とくしそうで自分嫌いやです──！』

　じたばたする小太郎は本当に可愛かわいらしい。

　ただ、武蔵むさし側がわの話には、気になる部分がある。

「武蔵勢ぜい」

　氏直は、問うてみた。

「二つある先せん約やくの内、一つは聞きました。では、もう一つは何なのです？

　そして貴方あなた達たちは、私達、北ほう条じようを先約とするならば、そちらにいる毛もう利りよりも私達を優ゆう先せんとするのですか？」
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「そりゃそうだろ」

　武蔵総そう長ちようが頷うなずくのを、氏直は知ち覚かくした。

　彼は、腕を組み、もっともらしそうに頷く。そして、

「──だって、オメエ、IZUMOまで来たろ。それで俺おれ達たちを関東に迎えるって言って、俺が全ぜん裸らで作った料理とか食いまくったよな」

　記き憶おくを呼び返すに、確かにそうだ。

　あの時は酒をよく飲んだ。

　ついでに肴さかなもよく食べた。

　いい味だったと記憶しているが、素そ材ざい自体は店のものの筈はずだ。ならば、

「いい腕うで前まえでした」

「まだまだだぜあんなの。──で、話戻もどすと、そういう事だ」

　どういう事か。武蔵総長はこう言った。

「オメエの言げん動どうはまだ俺の中で生きてる。だから──」

　だから、

「先せん約やくの通り、関東に来た俺達をどう迎えてくれるんだ？　一応、あの会議の場にいた連れん中ちゆう。久ひさ秀ひでも、義よし経つねも、義よし頼よりも、俺達の味方になってくれた。義よし康やすなんざ常じよう駐ちゆうだ」

　武蔵総長は、そう言って、こちらを指さした。

「今まで味方になってくれなかったオメエが、約束を果たしてくれ」
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　……そういう意味の〝先せん約やく〟も、確かにあったな。

　正まさ純ずみは、息を肺はいから抜き、身体からだにある緊きん張ちようを解いた。

　IZUMOの酒さか場ばであった事。

　あれは、場としての流れのものだ。

　約束と言うよりはお互いの確かく認にんで、それゆえに、〝まず、武蔵むさしに、関かん東とうに来て貰もらわなければ〟というものだった筈はずだ。

　ゆえに、国の協きよう定ていでもなければ、正確な約やく定じようでもない。

　だからというように、氏うじ直なおが言った。

「IZUMOの、酒場での話し合いにて、私は多くを述べたつもりはありません。

　……武蔵の味み方かたになると、明めい言げんした事もありません。

　そちらの考えが、行き過ぎではないかと、そう判はん断だん出来ますが？」

　だよなあ、と思った。

　だが、こちらの視し界かいの中で、馬ば鹿かは頭を搔かいた。

　んー……、と彼は首を傾かしげ、

「じゃあ、何でオメエ、IZUMOに来たんだよ？」

　問い掛けに、氏直が動きを止めた。

　彼女は、数すう瞬しゆんを無む表情に過ごしていたが、ややあってから頷うなずいた。

　そして彼女は、こう言ったのだ。

「──貿ぼう易えきの手て配はいです」
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　噓うそですわね、と、ミトツダイラはそう思った。

　氏直が、迷ったあげくの返答をしたのは、よく解わかる。

　……だって、もしも──。

　もしも武蔵の援えん助じよのためならば、我が王との約束が優ゆう先せんされる。

　もしも私事として、ノリキに逢あいに来たのだとしたら、ノリキとの約束が優先される。

　無む論ろん、ノリキの約束はこちらからの一方的なものだ。だが、それを避けたという事は、自分達が知る以前に、

　……何か、あったのですね。

　ノリキが北ほう条じようにいた時代。そこで何か約束があったのだ。

　それを、彼女は触れぬようにした。

　ゆえに、ミトツダイラは一つの事実に気付いた。

・銀　狼：『正まさ純ずみ。解わかっておりますわね？』

　気付いていない筈はずが無い。

・銀　狼：『北ほう条じようもまた、〝同じ〟ですのよ？』
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「あらあら、どうもうちの子の気け配はいからして、符ふ号ごうに気付いたようですわね」

　と、人狼女王レーネ・デ・ガルウが、呟つぶやく声を、ナイトは聞いた。

　奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱん上じようだ。移い動どう教室の最後の時間、解かい散さん場所での集合として、今、上で会議していない皆がここにいる。

　自分とナルゼは、万まんが一いちの対たい処しよのため、黒嬢シユヴアルツフローレンと望ぼう遠えん術じゆつ式しきで会議場を狙ねらいながら、

「流石さすがに暑いね……」

　広げた番ばん傘がさの下、飲み物を舐なめつつの監かん視しだ。

　だが、ナイトは人狼女王に振り向いた。

「テュレやん、何？　今の〝符号〟って」

「ふふ、それは、内ない・緒しよ」

　でも、と彼女は言った。長なが椅い子すを持ち出して日光浴よくをしている喜き美みに振り向き、

「秘ひ密みつのある女はいい女、そうですわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、昔にそれ、言った事あるわね」

　喜美が、苦く笑しようして寝返りを打つ。俯うつぶせから仰あお向むけに。手で、ブラを着けていない胸を隠かくしながら、

「昔々、──暗い森の中、頼った魔女テクノヘクセンの家に住んでた女が、問うてきたのよ。何ど処こへ行くの？　どこから来たの？　と言われたから、私は笑って言ってやったの。今の台詞せりふをね」

「それって……」

　どういう繫つながりなのか。解る気もするし、解らない気もする。

　詮せん索さくすれば答えは見えてくるだろう。だけど、

「……秘密を暴あばこうとするのも、いい女じゃないよね」

「あら、御ご名めい答とう」

　人狼女王が、用意されている長椅子に座った。

　膨ぼう大だいな髪かみを後ろに払いながら、彼女は言う。

「でも、狼おおかみは、獲え物ものに気付いたら外しませんのよ。今の獲物はその符号。

　──さあ、一体何なにが、答えとして出てくるのでしょうね」
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　正純は、意味の解らない震えを得た。

　総そう毛け立だつ。足あし先さきから手の指先、背から頭部にまで走るそれは、怯おびえではなく、

　……いかん。

　ミトツダイラに言われるでもなく、解わかった符ふ号ごうがある。

　否いな、ミトツダイラに言われて、確信したというべきか。

　そしてまた、彼女や自分だけではなく、

・あさま：『正まさ純ずみ、今の北ほう条じようさんの言げん動どうって……』

　表示枠サインフレームに並ぶ言葉を自分の思し考こうの検けん算ざんとして、正純は見た。

　それは、浅あさ間まが気付いた事。確かめるための文字列れつは、

・あさま：『──北条さんも、また、戦争を望んでいます。それも、甘えの無いような、正式な戦争を、です』
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　ミトツダイラは、浅間の言葉に頷うなずいた。

　……そうですわね。

　北条は、自分の王の告げた言葉を否定した。

・銀　狼：『武蔵むさしの味み方かたにつく事。彼女はそれを否定しましたわ。──しかし、我が王は元々、戦争をしようと言っているのです』

　つまり、

・銀　狼：『戦争前ぜん提ていで、しかし折を見て味方になれよと言っている我が王の言葉を否定する事は、武蔵を相手に、解かい釈しやくや、なあなあの戦争をしたくない、という事ですものね』

　我が王、探り方が見事ですわ！　とミトツダイラが思った瞬しゆん間かんだ。

・ホラ子：『そうなのですか、トーリ様』

・俺　　：『え!?　あ、ああ！　うん！　そう！　そうだよ！』

・ホラ子：『本当ですか？　ホライゾンの目を見て話をしませんか？』

・俺　　：『う、ううっ……、実は単なる流れでした……っ』

　二人共とも、リスペクトブレイカーですの。

　ただ、そうして考えると解る。彼女が〝貿ぼう易えき〟などというノリキを避けた答えをしたのも、

　……本当の戦争をするつもりなんですわ。

　何な故ぜ、とミトツダイラは思った。

　毛もう利りが、それを望む理由は解る。彼女達は極きよく東とうの支配権けんを得ようとしているからだ。

　……だから毛利・輝てる元もとは、私達と正当な勝負をしようとしているのでしょう？

　しかし、何故、北条までがそれを望む。

「く……」

　何ですの、とミトツダイラは内ない心しんで歯は嚙がみした。

　もう少しだ。

　もう少しで、何か途と轍てつもない答えに行き着く気がする。

　だが、まだ符ふ号ごうが足りない。幾いくつもの歯車が外れていて、答えを示す機き械かいが回らない。

　毛もう利りと北ほう条じようだ。この二国が戦争を望むのは何な故ぜだ。

　……何故──。

　と、そう思った時だ。

　ミトツダイラは、あるものを遠くの空に見た。

　それは、北条側の空を西に移動する一いつ隻せきの航こう空くう戦せん艦かんだった。

　平ひら船ふね型がたのガレー。色は黒く塗られたそれは、

　……P. A. Odaの船？

　違う。北条が滝たき川がわに供きよう出しゆつした戦艦だろう。

「失礼」

　言って、ミトツダイラは望ぼう遠えん術じゆつ式しきを展開した。

　南の空。夏の大気に揺らぐ映えい像ぞうは、しかし焦しよう点てんを艦かん首しゆ近くに結んだ。

　艦首側そく面めん。そこに書いてあるのは〝蟹かに江え城じよう〟の三文字だ。

　滝川への戦せん力りよくとして、彼女達の戦せん場じようへとそれは行くのだろう。

　そして、ミトツダイラは気付いた。それは、

　……P. A. Odaの滝川達は、何故、この会議にいませんの？
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　ミトツダイラは、一いつ瞬しゆん、訳わけが解わからなくなった。

　滝川達が同席していないのは、北条や毛利と彼女達が連れん動どうしていないという事だ。少なくとも、このような国家間かん会議に出る程ほど、連れん携けいを取っていないのだろう。

　つまり、P. A. Oda陣じん営えいは、今回の戦争において、北条や毛利にとっての陽よう動どう戦力。こちらの力を割くためのファクターと、そう見る事が出来る。

　これは滝川達が重要視しされていないという事だが、彼女達もP. A. Odaとしてある程てい度ど自由に動き、小こ牧まき長なが久く手ての戦いにおける敗はい北ぼく部分を先せん行こうで消しよう費ひ出来る手て筈はずになっている。

　そんな風ふうに、味み方かたではないが、共きよう生せい関係を結んでいる三者関係。

　今まではそう見ていた。だが、

　……どういう事ですの？

　大たい国こくである毛利と、関かん東とうの代表国家である北条。

　それが、戦争を望んでいるのに、今まで、友ゆう軍ぐん戦力となるP. A. Odaについて何も言わない。

　おかしい。

　戦争を望む流れとしては、何かがおかしい。

　……一体、彼女達たちは、この戦争で何を望んでますの？

　と、そう思い、ミトツダイラは、ある言葉を思った。

「……秘ひ密みつ、ですわね」

　横の浅あさ間まが視線で振り返る。そして彼女は、

「共通の、ですか？」

　いえ、今はそういう事ではありませんの、とミトツダイラは頰ほおの熱を感じながら視線を背そむける。

　だが、秘密という言葉は現状によく合っている。

　毛もう利りと北ほう条じよう。その代表二人は、きっと共通の秘密を持っているのだ。

　……我が王の覗のぞきみたいに、解わかりやすい共通の秘密ならば、いいのですけど。

　喜き美みが言っていた。我が王は、覗きがしたいのではない、と。覗く事によって、覗いた先の相手との、共通の秘密を持ちたいのだと。

　手段と目的が違うのが我が王らしい。と、ミトツダイラはそう思い、

「……!?」

　ミトツダイラは、顔を上げた。

　身動きが鋭かったのだろう。ホライゾンと王、そして浅間が振り返った。北条も、輝てる元もとも、こちらへと視線を向けている。

　だが、ミトツダイラは、注ちゆう視しを構わなかった。

　覚かく悟ごを決め、見せつけるようにして表示枠サインフレームを開いた。そして、

　……皆。

　浅間に、ホライゾンに、正まさ純ずみに、我が王に、自分の表示枠を送付して展開。

　ここにいる武蔵むさしの代表に、ミトツダイラはこう告げた。敵に見せぬ、共通の秘密として、

『手段と目的が、違うんですわ』

　言った。

『毛利と北条は、戦争で得られるものを目的としていません。──もっと先のもの。

　戦争の勝利を手段として、別の何かを得ようとしているのです』

　我が王は、覗きによって、目に見えるものではなく、相手との共通の秘密を望んだ。

　ならば、毛利と北条は何を望むのか。

　自分達が覗きの相手だとするならば、毛利と北条は、こちらとの共通の秘密を望んでいる。

　戦争によって、毛利と北条が得るもの。

　それは、毛利の言う通り、松まつ平だいらの全ぜん権けんだろう。ならば、とミトツダイラは思った。

　彼女達は、松平の全権を得て、何を自分達と共きよう有ゆうしようというのだろう。

　解らない。

　だが、自分はここまでだ。王に付き、賢さかしらな意見を言う狼おおかみはここで足を止める。

　何な故ぜなら、

『正まさ純ずみ！』

　もっと、確かに、政治の場で牙きばを立てられる者がいる。

　武蔵むさしの交こう渉しよう全ぜん権けんを任せられる副ふく会長が、自分達にはいるのだ。

　だからミトツダイラは言った。

『送り狼おおかみはここまでにしますわ。だから正純、この先の道をつけなさい。

　今、この状況で、毛もう利りという覇は道どうの担にない手が松まつ平だいらの全ぜん権けんを得たら、何が生じますの？

　そして、その結果に対し、北ほう条じようは何を得る事が出来ますの？

　この二つの共通項こうが、全ての答えですわ！』

　言葉を飛ばした先。

　一つの影がある。

　それは、先さき程ほど、自分の身動きに対して反応しなかった背中だ。

　正純だ。

　その彼女が、今、動いていた。

　ゆっくりと右手を挙げ、背が息を吸う。

　そしてミトツダイラは聞いた。正純の言葉を。それはいつも、彼女が自分の思し考こうを纏まとめた時に放たれる、

「──いいだろうか」

　聞いた。
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　正純は、先程の総そう毛け立だちの正しよう体たいを知った。

　ミトツダイラには、今回、いろいろとサポートを貰もらっている。相手が六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと言う事で、彼女にも思うところがあるのだろう。

　……戻ったら、焼き肉奢おごるかなあ。……バイトの給料、大だい丈じよう夫ぶかなあ……・

　と、そんな事を思いつつ、正純は言った。

「大体の事は理解出来た。だから、最初の話題に戻って言おう」

　それは、

「毛利・輝てる元もと、貴女あなたに松平の全権を移い譲じようする事は出来ない」

　視線の先、輝元は腕を組んだまま、表情を変えない。浅く眉まゆを立て、こちらをじっと見み据すえたままだ。口に笑えみもない。

　……それでいい。

　こちらはまだ、相手の核かく心しんを突いていないのだ。

　だから正純は、輝元から視線を外し、氏うじ直なおを見た。

「北ほう条じよう・氏うじ直なお。あなた方との戦争は行おう」

「それは──」

　正まさ純ずみは、しかし、頷うなずかなかった。

「毛もう利り側がわにおいては、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦せん闘とう行為を必ひつ要よう以上に行うべきではないと、私はそう思っている。──だが、小お田だ原わら征せい伐ばつは松まつ平だいら勢ぜいも多く参加した内容だ」

・未熟者：『そうだね。水みず攻ぜめの部分がクローズアップされやすいけど、それは、そこまでに支し城じようを幾いくつも落として、北条側の援えん軍ぐんを断った上での行いだ。

　今まで北条は支城攻こう略りやく戦せんを行っていないから、だから大だい戦争をここでしようと、そういう話になったんだと思うね』

・眼　鏡：『続けて。メモしてるから』

・礼賛者：『……気付いていて誰だれも言わないのだと思いますが、何な故ぜ、メモなんです？』

・眼　鏡：『手書きで台詞を写すのがいいんじゃないか』

・約全員：『ひいいいっ』

　いつも通り過ぎる。

　だが、ネシンバラの言う通りだ。

「北条は大きな戦争をしなければならない。それは聖せい譜ふ記き述じゆつの遂すい行こうゆえだ。

　しかし、それについては、大だい規き模ぼな戦争とはしない」

「──おい」

　輝てる元もとが声を掛けてきたが、正純は無む視しした。

「北条・氏直。──小田原征伐は、支城の争そう奪だつ戦と、小田原城じよう包ほう囲いをベースとした代表戦で行いたい」

　そして、正純はテーブルに手を着いた。息を吸い、口を開く。

「ここで武蔵むさしの代表として、副ふく会長、本ほん多だ・正純が、毛利と北条に願う」

　頭を下げ、正純はこう言った。

「毛利と北条。この二国と、松平たる武蔵は同どう盟めいを結びたい」

　言った。

　直後に、声が来た。それは輝元のもので、

「──駄だ目めだ。飲めん」
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　輝元は、言った。

　武蔵とのこの時点での同盟。それは確かに自分達も考えたものだ。

　何な故ぜなら、

　……ここで松平や自分達が大だい戦せん力りよくとなる事で、ある事が生じる。

　何が起きるのか、武蔵むさし副ふく会長は解わかっている筈はずだ。だから、

「何か思うところがあるならば、言ってみろ」

　顔を上げろ、と言うまでもなかった。

　武蔵副会長は、既すでに面おもてをこちらに向けていた。

　前まえ髪がみを揺らし、僅わずかに上じよう気きした頰ほおが見える。

　それは、これから己おのれが言う事を期待した顔だ。自分に喜べる事を確信した女の顔。

　いい顔だ。

　艶つやのある唇くちびるが動き、そして言葉を作った。

「──言おう」
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　正まさ純ずみは、輝てる元もとに告げた。

「毛もう利りと北ほう条じようが、武蔵との戦争を経た先で望んでいるもの。それはまず──」

　これは入口だ、と思いながら、正純は言った。

「──関かん東とうを、羽は柴しば勢ぜいから解放する事だ」







[image: 第二十一章『議論場の議論娘達』]











●






・貧従士：『……え？　……どうして、毛もう利りや北ほう条じようと戦争する事で、関かん東とうの解放が生じる事になるんですか？』

　アデーレの問い掛けに、正まさ純ずみは視線を上げた。

　一度、輝てる元もと達たちから眼めを切って、正純は遠くを望む。

　……夏だな。

　と、そんな事を思い、正純は改めて視線を落とす。

　外で良かった。遠くを眺ながめるだけで、自分の気分をリセット出来る。

　高こう揚ようを抑え、正純は輝元ではなく、表示枠サインフレームを見た。そして、

・副会長：『いい質問だ、アデーレ』

　何な故ぜ、毛利や北条と武蔵むさしが戦せん闘とうすると、関東の解放が生じるのか。それは、

・副会長：『強力な権けん限げんを持った存在が、ここに生じる事になるからさ』

　よく考えれば、解わかる。

　毛利は、ずっとこちらに、松まつ平だいらの権限を移い譲じようしろと言っていた。さもなくば戦争だと。

　だがこれは、こちらにとっても同条件に出来る内容だ。だから戦争が起きた場合、もしも毛利がその戦いで負けたら、毛利の権限を武蔵に移譲させる事が可能だ。

　……つまり、この戦争の結果で生じるのは、武蔵と毛利、そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの、吸収か合がつ併ぺいか、何らかの形による合ごう一いつだ。

　欧おう州しゆう覇は王おうと、極きよく東とうの支配権けん、この二つが、小お田だ原わら征せい伐ばつで共にくっつくと、どうなるか。

・副会長：『それは、聖せい連れんですら押さえる事の出来ない強力な歴史再さい現げんの担にない手だ。

　羽は柴しばにとっては、この戦争は面めん倒どうな事だろう。何しろ歴史再現としてみたら、二つの巨きよ大だいな支配権の合流になるのだから』

・十ＺＯ：『しかし、羽柴はそこで、どうするので御ご座ざるか？』

・副会長：『介かい入にゆうせざるを得ない』

　簡単な事だ。

・副会長：『今の小田原征伐は、羽柴不ふ在ざいだ。備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いも、参加出来ていない。

　だから羽柴は、この戦争に充分介入する権限がある。

　そしてもし、ここで羽柴が武蔵と毛利を屈くつ服ぷくさせる事が出来るならば──』

　正純は、告げた。

・副会長：『聖連を得ている羽柴は、毛利と松平を支配し、極東最さい大だいの権利者しやになれる』

・未熟者：『いい判はん断だんだね。何しろ羽柴の関東勢せい力りよくが大たい軍ぐんと言っても、羽柴本ほん隊たいとは違う。統とう制せいも完全には取れていないだろう。だから六護式仏蘭西が羽柴を押さえている間、毛利と北条は戦争を短たん期き終了。武蔵を飲んだ三勢力合ごう同どうで羽柴の関東勢力を潰つぶすつもりなんだ』

・義　　：『……関かん東とうの解放とは、そういう事か！』

　義よし康やすが驚くのも無む理りはない。

・義　　：『ムラサイ教きよう譜ふ、P. A. Odaの監かん視し下かにある北ほう条じようが、そんな事を……』
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　氏うじ直なおは、武蔵むさし副ふく会長の言葉に頷うなずいた。

　それは、自分達の戦争によって生じさせる事が可能な未来。つまりは、

　……関東を、羽は柴しば勢ぜいから奪だつ還かんする事です。

　小お田だ原わら征せい伐ばつで、巨きよ大だいな権けん限げんの発生を餌えさに、羽柴勢を釣つり、迎げい撃げきする。

　P. A. Odaの滝たき川がわを絡めたのは、そのためだ。

　きれい事を言うつもりはない。

　そこまでやれば、この戦争に、羽柴は関東勢を介かい入にゆうしてくる筈はずだ。

　こちらの勢せい力りよくの疲ひ弊へい状態や、滝川の状況を見て、全てを手にしようと、来るだろう。

　だが、その時こそ、関東の解放だ。

　それが自分達の発想だった。

　そのためには、まず、巨大な権限の発生することが必ひつ須すで、だから戦争と、全ぜん権けんの移い譲じようを武蔵に迫った。

　強ごう引いんである事は確かだ。

　だが、こちらも、毛もう利りが自じ国こく権限を引き替えにする覚かく悟ごを持っている。

　極きよく東とう支配者と欧おう州しゆう覇は王おう。その合ごう一いつ権限の奪うばい合いを、羽柴は見み逃のがさないだろう。

　戦争の半なかば、勝敗が決する辺りで、羽柴は乗り込んでくる筈はずだ。

　江え戸どと里さと見みを占せん領りようしている大たい勢せいに追加して、関東方面で手て空すきのP. A. Oda総そう員いんを投とう入にゆうする戦争になるだろう。

　こんな、北条の地での戦争など、比ひ較かくにならない。

　だが、と氏直は思う。

　関東を羽柴から解放するには、このタイミングしか無いのではないか、と。

　三国がそこで合流を出来るなら、戦えるだろうという、試し算さんはある。

　敵は、羽柴自じ体たいが不ふ在ざいなのだ。

　行ける筈だ。

　……そして雪せつ辱じよくをします。

　思い出すのは、武蔵が三み方かたヶ原はらの戦いを得た時の事だ。関東、江戸と里さと見みが破は壊かいされ、占領されたのを、自分は見ていた。

　北条印度インド諸しよ国こく連れん合ごうは、ムラサイ教きよう譜ふであり、P. A. Odaに親したしい。それゆえに迂う闊かつな行動は取れなかったのだ。それに、自分が介入したところで、大たい勢せいは変わらなかっただろう。

　だが、江え戸どと里さと見みは占せん領りようされたのだ。

　ゆえに、氏うじ直なおは決めた。

　関かん東とうの奪だつ還かんが、自分の使し命めいであると。

　そして、氏直はこうも思ったのだ。武蔵むさしに、最後に生き残って欲しいと思うのは、関東者ものの性さがでしょうね、と。

　彼が乗っていった船を、出来れば守りたい。

　公おおやけの自分は戦争をしたいと固こ執しつしておいて、私の自分では逆を願う。

　彼が武蔵に今いないのは、良い事なのか悪い事なのか。

　ならば、気は楽だ。

　ゆえに、氏直は言った。

「どうしますか、武蔵副ふく会長、──ここで貴女あなたが決けつ断だんする事で、貴女達は、この世界全体の支配権けん限げんを得るのかもしれないのですよ」

「その事は理解出来ている」

　武蔵副会長が、こちらに顔を向け、はっきりと言った。

　そして彼女は、テーブルに突いていた両手を挙げた。

　動く。

　武蔵副会長が身体からだを向けるのは緩ゆるい風の中。輝てる元もとの方だ。

　武蔵副会長は、その上で、輝元にこう言った。

「まだ、戦争がしたいか？」
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　正まさ純ずみは、こちらの問い掛けに対し、輝元が頷うなずくのを見た。

「ああ」

　首の振りは確かなものだ。表情はやや力を抜いているが、それはまるで、

　……しょうがねえよな、と言っているようだな。

　彼女の顔が、そのような色を讃たたえているのは、理解出来る。何な故ぜなら、

「毛もう利り、そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ。……貴女達が、極きよく東とうの支配権限を欲している理由は、充分に理解出来る」

「おいおい、本当かよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は応じた。そして、正純は、

　……次の言葉が、ある意味、最大の〝符ふ号ごう〟だな。

　そう思いながら、ゆっくりと言葉を放った。

「──世界だ。……〝極東〟ではない、〝世界〟なのだろう？」
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　輝てる元もとは、身動きを止めた。

　本当は、受け流すつもりだった。何を言われても、動じぬつもりだった。だが、

　……やべえ。

　虚きよ栄えいが、使えなかった。

　武蔵むさし副ふく会長が言った台詞せりふが、自分にはストレート過ぎて、避けられもせず、また虚栄で受け止める事も出来なかったのだ。

「……くそ」

　輝元は、右の五ご指しで顔を覆おおった。

「すまん！」

　叫んだ。

「悪いなエクシヴ！　バレちまったよ!!」
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　巴パ里リの中央。屋や敷しきの上で、笑い声が生じた。

　太陽王ロワ・ソレイユだ。彼が、屋根に座り込んで、腹を抱えて笑っている。

「ははは……！」

　ああ面白い！　と太陽王は自分に笑いを許した。

　戦争前だというのに、臣しん民みん達たちよ、馬ば鹿か笑いを許してくれ。何しろ、

「輝元、私達の共通の秘ひ密みつが、まさか私達の最大の敵にバレるとはな！　君の虚栄も、君自じ身しんの喜びを隠かくす仮か面めんにはならなかったか！」

　全く、武蔵の副会長はやってくれる。

「輝元はね、可愛かわいいのだよ。そして綺き麗れいなのだ。虚栄の仮面を自ら、しかも望まぬ喜びで外してしまった時、一いつ瞬しゆん見えるあの表情」

　太陽王は、表示枠シーニヤカドルを抱いて、仰のけ反ぞりながらこう言った。

「想そう像ぞうするだに震えるよ、輝元」
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　浅あさ間まは、輝元が近くの表示枠サインフレームを高速の正せい拳けんで叩たたき割るのを見た。

　……うわー……。

・銀　狼：『変わった愛情表ひよう現げんですわね……』

・ホラ子：『成なる程ほど、練習します』

・銀　狼：『わ、我が王向むけじゃなくていいんですのよ!?　のよ!?』

　だが、輝てる元もとが、散った表示枠サインフレームの光を浴びながら一ひと息いきをついた。

「おい。武蔵むさし副ふく会長。どうするつもりだ」

　……え？

　浅あさ間まには、輝元が言っている意味が解わからない。

・あさま：『ええと、正まさ純ずみ？　先さき程ほど、〝世界〟とか、何かネシンバラ君みたいな事を言ってましたけど』

・未熟者：『違うよ浅間君！　僕が言う時は〝世界か……！〟だよ！』

・眼　鏡：『へえ、今こん度ど君の前で君の本を読む時、そう書いてあったら口に出すね』

・未熟者：『やめろお──！』

　だが、その意味はどういう事か。

　正面に立つ正純が、やはり肩から力を抜いて、応じてくれた。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、途と轍てつもない野や望ぼうを抱えているんだ。そして、それを叶かなえるために、ありとあらゆる力を欲している。その結果、行き着いたのが、今の世界の全ぜん権けん力りよくとも言える、極きよく東とうの支配権だ」

　それを何のために使用するのか。

　正純が、両の手を広げて言った。

「六護式仏蘭西は、外がい界かいに出て、本当の欧おう州しゆう覇は王おうになるつもりなんだ」
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　太陽王ロワ・ソレイユは、割れた表示枠シーニヤカドルの欠片かけらに、手を翳かざした。

　この向こうに輝元がいる。それは確かな事だ。だから彼は、屋根の上で、散った光の破は片へんを手に取り、身体からだに擦なすりつけるようにして抱きしめ、

「輝元……」

　近くに生じた表示枠が、出るなり爆ばく発はつした。

　屋や敷しきの下で作業していた皆は、太陽王が屋根上うえを七回転くらいして落ちてくるのを見み届とどけ、

「はい、皆、作業続ぞつ行こう──」

　また、誰だれもが、手持ちの作業に戻っていった。
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「バレちまっちゃあ、しょうがねえ」

　輝元が告げるのを、正純は聞いた。

　毛もう利りの当とう主しゆは、右手で何かをすくい上げるようにしながら、

「あたし達の考えてる未来はよ。外界の完全攻こう略りやくだ。

　何しろ、関せきヶ原はら以い降こう、松まつ平だいらが天てん下かを取ったら、極東は各国の動きにくい場になる。

　来らい世せとヴェストファーレン次し第だいの部分もあるが、今後は〝松まつ平だいら支配〟の歴史再さい現げんと暫ざん定てい支配をどう重ねていくかでモメるのは必ひつ定じようだ。だから──」

「外がい界かいに出よう、というのか」

「Ｔｅｓテスタメント．、外界の開かい拓たくを、完かん遂すい出来る国家があるとしたら、現状、三世西班牙トレス・エスパニアとうちくらいだろう。何しろ、航こう空くう戦せん艦かんと武神ルール・デ・マリオネツタがなければ、外界攻こう略りやくは進まねえ。

　それに、うちは異い族ぞくが多いから、無む茶ちやな土地での生せい存ぞん率りつも高い」

「で、でも、外界に出る得とくはどれだけあるんですか……？」

　と、問うてきたのは浅あさ間まだ。

　神しん道とうは極きよく東とうの全ぜん域いきをフォローしている。が、外界はまだだ。

　浅間からすれば、神道の加か護ごから外に出る苦く難なんというのは容易たやすく想そう像ぞう出来るのだろう。

　だが、輝てる元もとは言った。

「得も何も、極東を暫定支配から解放出来るぜ。それに早期に土地を確かく保ほすれば、優ゆう先せん権けんを得られるし、他国の領りよう土どを先に取って、借しやく地ちとしてやったり、売る事だって出来るだろう。

　世界の切り売りはどれだけの益えきになると思う？　そして──」

　そして、

「ま、個人的に言えば、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが、本来有ゆうしている世界というのを、見てみたい。

　それに、実じつ質しつで言えば、外界の六護式仏蘭西は、この極東の二倍弱じやく。

　極東を支配するよりも、最低でも、その倍の土地が手に入るって欲もあるな。

　欧おう州しゆう覇は王おうとなるならば、影えい響きよう範はん囲いはもっと広くなるし、さっき言ったような借地政せい策さくが取れるなら、尚なお更さらだ」

　成なる程ほど、と正まさ純ずみは思った。今、外界の開拓の動きは、各国で試行が進みつつある。どのくらい出来るかはまだ不ふ明めいだが、動く機き運うんはあるのだ。が、しかし、

「毛もう利り・輝元、──どこで、そんなアイデアを得た？」

　途と方ほうもない話だ。極東を飛び出す事を、事業としようなどと。

　だが、こちらの問い掛けに対し、輝元が眉まゆをひそめた。

「お前ら、英国で交こう渉しようしたろ？　その時、言ったじゃねえか。外界の開拓を行うなら、武蔵むさしは援えん助じよを惜しまない、って」
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　……あれか!!

　正純は内ない心しんで冷や汗あせを搔かいた。思わぬところで思わぬ人物のトリガーを絞しぼったものだと。

　しかし、正純は自分の言げん動どうを否定しない。そして、正純は理解した。

　……そうか。

　あの場で自分が呼び掛けたのは、世界全体だ。

　つまり、松まつ平だいら勢ぜいは、外がい界かい開かい拓たくをする国ならば援えん助じよする。

　しかし、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズは、外界開拓のリスクをなるべく避けたい。

　だから全ぜん権けん、だ。

　国家を掛けた事業として、極きよく東とう全体の後あと押おしが欲しいと、そういう事なのだ。

　無む論ろん、英国であのように言った武蔵むさしは、六護式仏蘭西だけ推おすような事は出来ない。大体、そんな事をしたら、会議の現げん場ばであった英国が異いを唱となえるだろう。

　無論、あれは各国に対して向けたものだが、輝てる元もとは首を横に振る。

「英国が一番を宣せん言げんするのは、六護式仏蘭西としても許す訳わけにはいかんしな。

　だったら、羽は柴しば勢せい力りよくの関かん東とう駆く逐ちくを兼ねて、ここで全権を取っておこうという訳だ」

　さあ、

「どうする？　武蔵勢。──戦争によって全権を掛ける事で、羽柴はそれを欲して介かい入にゆうしてくるんだ。ここで同どう盟めいなんてやったら、戦せん力りよくの疲ひ弊へいもないし、巨きよ大だい権けん力りよくも生まれねえから、羽柴は警けい戒かいして動かねえぞ」

「それについては、簡単だ」

　正まさ純ずみは、手を挙げて、こう言った。

「戦争すりゃいいんだよ、羽柴側と」
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　正純は、自分の周囲に無む数すうの表示枠サインフレームが湧わくのを見た。

　それには皆が映っていて、大おお久く保ぼや義よし康やす達たちの顔も見えている。

　そんな群の中、中央にいるネシンバラが、一度両りよう手てを下に振った。

　彼は、さん、はい、と腕を上げ、皆が同時に、

『そうじゃない──!!』
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・賢姉様：『フフフ、ついに正純も我が慢まん出来なくなったのね！　このまま関かん東とうを焦しよう土どと化して平へい定ていよ！　どいつもこいつもウォーモンガーの我慢切ぎれに戦おののくがいいわ！』

・副会長：『いや、待て！　ちゃんと意味があるんだよ！』

・●　画：『価か値ち観かんが相そう違いしていたら、意味なんて全く通じないのよ？　解わかる？』

・副会長：『いや、そうじゃない！　毛もう利りと北ほう条じようと、組んで関東を解放するんだ！』

・銀　狼：『それは……、どうやってですの？　同盟では無む理りですのよ？』

　ミトツダイラの言葉に応じる勢いで、正純の声が皆に飛んだ。それは、

・副会長：『忘れたのか？　私達の本ほん拠きよである江え戸どが占せん領りようされている事を。それを奪だつ還かんするのに相応ふさわしい歴史再さい現げんがあるだろう？』

・義　　：『羽は柴しばの朝ちよう鮮せん出しゆつ兵ぺいの二回目。──慶けい長ちようの役えきか！』
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　皆を迎えに、奥おく多た摩まの艦かん首しゆ甲かん板ぱんへと歩いていた義よし康やすは、足を止めた。

　……遂ついに来たか！　関かん東とう解放が……！

　夏の日差しの下だというのに、身体からだに来るのは身み震ぶるいだ。

「関東解放。それも、慶長の役か……」

　慶長の役。それは羽柴の朝鮮半はん島とう出兵の歴史再現の内、後の時代に起きるものだ。

　本ほん土どにいる羽柴の死し亡ぼうを機きに、羽柴勢は半島から撤てつ退たいしたのだが、

「その歴史再現を、ここで行うか……！」
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「待てよ」

　と、輝てる元もとが言うのを、正まさ純ずみは聞いた。

「おい、どうやって関東を解放するつもりだ、お前ら？　あたし達はそっちの歴史再現には加わる権けん限げんがねえんだぞ。それに、あたし達に旨うま味みが全くねえぞ？　戦せん力りよく削けずられるだけで」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

　毛もう利り側の懸け念ねんに対しては、全ての答えがある。まずは後の方、彼女達の旨味についてだが、それについてはこう答えればいい。

「──いいか？　毛利・輝元、よく聞いてくれ。ここで君達が関東解放に力を尽くしてくれたならば、今後、本来ならばあり得ない、関東側の全ぜん国家が毛利を支し持じする事になる。

　この意味が解わかるか？」

「ハ？　別にそんなの、たいした事じゃ……」

　という輝元の表情が変わった。

　一いつ瞬しゆん、目を見開き、しかし輝元はすぐに顎あごに手を当て、俯うつむいたのだ。

　ややあってから、彼女は、

「そういう事か……」

　え!?　何々!?　と馬ば鹿かが輝元の後ろで反はん復ぷく横よこ跳とびを始めたが、無む視しに専せん念ねんする。ああ、ミトツダイラ、銀ぎん鎖さで排はい除じよ出来るなら頼む。

　だが、輝元が、顔を上げた。

「悪くない話だ。──極きよく東とうの全ぜん権けんを得るのには足りねえが、旨味としては、いい」

　ああ、と頷くこちらの手て元もと。表示枠サインフレームで疑問が来る。

・ベ　ル：『え？　ど、どういう、事？』

・賢姉様：『ククク、おかしくなったのよ！　正まさ純ずみの戦争パワーに釣つられて、戦争したくなって、些さ細さいな事はどうでもよくなったの！　そうよね!?』

・副会長：『いや、違う』

　下から「ノリの悪い子ねー！」と声が飛んで来た。どんだけ届くんだ遊び人の声は。

　だが、皆の中で、解わかった者がいる。

・煙草女：『鈴すず、概がい要よう図ずを考えな。極きよく東とうだけじゃなく、世界の概要図を』

　そうだ。世界全体という、神かみ代よの時代から伝わる記録から作られた、この世界の概要図を見れば解る。

・煙草女：『極東は、大陸の東にある。だから、開かい拓たくをしようとした際、一番近ちかいのは大陸の東ひがし沿えん岸がん。そこは、極東で言う関かん東とうさ。つまり──』

　つまり、

・煙草女：『六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが関東解放を手伝うならば、後の開拓の際、大たい陸りく東側の全ぜん国家がそれを援えん助じよする。──下へ手たに全ぜん権けんを持って自分で全てやるより、他国の自発的援えん助じよの方が楽な事もあるさ。そういう事だろ？』

・副会長：『そうだ。大陸西にし側がわへの移動は困こん難なんな部分もあるだろう。だが、大陸での橋きよう頭とう堡ほが用意出来ているというのは強い』

　ならば後は、

「──武蔵副ふく会長。問題は一つだ」

　輝てる元もとが言う、〝問題〟。それは、

「どうやって、あたし達を関東解放に引き込む？　あたし達毛もう利り勢ぜいには、関東解放に出る権けん限げんがねえんだぞ？」

「だったら、頼む」

　正純は動いた。テーブルの上に、右の手を差し出したのだ。

「多くは言わない。同どう盟めいとも言わない。ただ、この手を取れるか、毛利・輝元。

　この手を取ったら、君達が関東解放に参さん戦せん出来る手て筈はずを言おう。

　──こちらが頼むべき事を居い丈たけ高だかですまないが、今は、君の決けつ断だんに任せる」

　さあ、と正純は、手を広げ、差し伸べた。

　そしてじっと、輝元を待った。
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　輝元は迷った。ここで、全てを自分が決していいのだろうかと。

　本来の予定は崩くずれた。そして新しい流れに自分は組み込まれようとしている。

　毛利の総そう員いんが、自分の指し揮きで動くとは言え、予定は大きく変わるのだ。

　その辺りの軋あつ轢れきも含め、

「────」

　くそ、と輝てる元もとは思った。

　……こういう時、虚きよ栄えいが出てこねえ。

　出てくれば一発なんだろうが、どうしたものか。

　あたしって結けつ構こう面めん倒どうだなあ、と今いま更さらながらに思い、輝元はふと息を吸った。

　その時だ。己おのれの傍かたわらで今まで控えていた影が動いた。

　Mouri-01だ。彼女はこちらの眼がん前ぜんに、あるものを翳かざす。

　それは、一枚の表示枠シーニヤカドルだった。

　書いてあるメッセージの送り主は、地元にいる馬ば鹿かで、

　……おいおい。

　どう決断すればいいか、国家元げん首しゆとしての指し示じが書いてあるのかと思えば、

『輝元、君が帰ってきたら、土産みやげが欲しい』

　それは、

『君の活かつ躍やくの話だ。朕ちんはそれが聞きたい』
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「しょーがねえ!!」

　輝元は、右手を振った。

　スナップを利かせ、武蔵むさし副ふく会長の手を強くひっぱたき、

「これがあたし流の承しよう認にん。馴なれ合うような握あく手しゆはしねえ！　憶おぼえておけよ!!」

　そして、輝元は問うた。今、自分が一番気きになっている事。それは、

「一体どうやって、あたし達を組み込む!?」

「取引だ」

　武蔵副会長が、凜りんと告げた。彼女は、打たれて赤くなった手を掲かかげ、

「今回、毛もう利りが、羽は柴しばの不ふ出来によって備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いが出来なくなったため、その援えん助じよを武蔵に頼んだ。だから、その取引として武蔵は毛利に要求する」

　それは、

「江え戸どと里さと見みの解放。慶けい長ちようの役えきを行うには、里見の庇ひ護ご者しやたる武蔵側の戦せん力りよくに不ふ備びがある。ゆえに、毛利側に、その援助を御お願ねがいしたい」
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　戦争だ、と正まさ純ずみは思った。

　巨きよ大だいな、極きよく東とうの版はん図とが変わるような戦争が、とうとう起きる。

「まずは、北ほう条じよう戦せん」

　これは、少々手て順じゆんがある。何な故ぜなら、

「小お田だ原わら征せい伐ばつを基き礎そとするが、その前に生じる天てん正しよう壬じん午ごの乱らんの歴史再さい現げんもあるのだ」

　天正壬午の乱は、神流かんな川がわの戦いの直後に生じる戦いだ。

　滝たき川がわが抜け、管理者が空白となった関かん東とうの一部をめぐり、北ほう条じようと松まつ平だいらが争う。それが基本の流れで最終的には両者は講こう和わする。

　引き分けのように見えるが、実際は松平側に優ゆう位いな結果となる戦争とされている。

　この戦いを経て、北条は松平に近づいていくのだが、

「──これは、小田原征伐の相あい対たい戦せんの内、前ぜん哨しよう戦とするなり、何か方法を考えよう。

　問題は、相対戦とした場合、そちらの人じん員いんだが……」

「Ｔｅｓテスタメント．、天正壬午の乱と小田原征伐を相対戦主体で行う場合、少々こちらには負ふ担たんが大きいですね。何しろ北条は、私と小こ太た郎ろう。そしてあと二人。──この四人が主力です。

　補ほ強きようが頂いただけるなら有あり難がたいものですね」

「では、不足分ぶんは、あたしの方から出そう」

　輝てる元もとが呟つぶやき、左の方、艦かん尾び側を見た。

　そこにいるのは、

「うちの自動人形達ベル・デ・マリオネツタだ。北条側にも多くいるが、北条の自動人形はどちかというと量りよう産さんの色が濃い無む個こ性せい人格型がた。うちの方は個々の武ぶ将しようとして動く事が出来る。代だい理りとして出るなら、そういう連れん中ちゆうの方がいいだろ。

　どうだ？　北条。東ひがし一番の自動人形製せい造ぞう国こくに申もうし出るのは恥はずかしい部分もあるが、うちの戦せん力りよくは手助けになるか？」

　輝元の問い掛けの先。氏うじ直なおは即そく座ざの頷うなずきを見せた。

　既すでに熟じゆつ考こうは済んでいた、という風ふ情ぜいだ。自動人形の高速思し考こうというものだろう。

　ゆえに氏直は、輝元に頭を下げ、

「──Ｔｅｓテスタメント．、協きよう働どうという事で、手て配はいして頂いただければ」

　いいさ、と輝元が苦く笑しようした。

「あたし達のショバ代だと思って受け取ってくんな。それに、こっちは備び中ちゆう高たか松まつ城じようの戦いとして、あまり派は手でに戦争出来ねえんだ。そっちに加わる意味はある。それに──」

　それに、

「もし、相対戦でこっちが勝ったら、その分は戦後交こう渉しようでこちらの有利分ぶんとなるな？」

　……流石さすがだなあ。

　だが、戦争とは、そういうものだ。

　正まさ純ずみは、現実は厳きびしい、と納なつ得とくすると共に、

「三国で関かん東とう解放と言いつつ、相対戦で手を抜く気は一いつ切さい無いな？」

「当たり前だろ。──獲とれるものは獲っていく、それがうちの方針なんだとよ」

　解わかるか？　と輝てる元もとが言った。

「気を抜くと、協きよう働どうしている筈はずが、結果ではうちに貪むさぼられる事になるぜ？」

「忠ちゆう告こくに感かん謝しや出来るよう、努力するよ」

　氏うじ直なおも頷うなずき、表示枠サインフレームを開いた。

　彼女は、小お田だ原わらの概がい要よう図ずを出し、

「不ふ足そく分ぶんとしては、領りよう内ないのP. A. Oda戦力にも声を掛けましょう。彼らの敵は貴女あなた達たちです、武蔵むさし。そして羽は柴しば勢にとっては、スタンドプレーを働く滝たき川がわの保ほ護ごが第一の目的となります」

　あと、と彼女は眉まゆを浅く立てて、こう言った。

「お互いの立場が明確になったので教えましょう。──現状、真田さなだと羽柴の方で話が進んでおりますが、真田は、蟹かに江え城じようの戦いを、自分達にとっての第二次上うえ田だ合かつ戦せんとするそうです」
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　……そう来たか。

　氏直の言葉に、正まさ純ずみは内ない心しんで感かん嘆たんした。最後でまた、大きなネタが来たな、と。

「聞かせてくれて感謝する、北ほう条じよう・氏直。──真田の本ほん分ぶんは、大おお坂さかの役えきという事だな？

　第二次上田合戦の先行消しよう費ひは、こちらにも益えきのあるものだろうし、対応しよう。それにきっと、蟹江城の戦いを行っている間に、関かん東とうの羽柴勢せい力りよくも動いてくる。そうしたら──」

　輝元が頷うなずいた。

「あたし達の方は、備び中ちゆう高たか松まつ城じようの小こ競ぜり合いで戦争権けん益えきを奪うばい合い、羽柴側が動こうものなら即そく応おうすると、そういう訳わけだ」

　と、輝元が言った時だ。不ふ意いに、聞いた事の無い声が響ひびいた。

『困りましたね』

　声は、声ではなかった。

　……音？

　拡かく声せい器きのノイズが、言葉になったような音。それは、

『羽柴勢への宣せん戦せん布ふ告こくと見受けますが、宜よろしいでしょうか』

　直後。それは現れた。

　光だ。こちらの左手側、距離二十メートル程の位置に、青せい光こうが立つ。

　人ひと型がただった。それも武ぶ器きを携たずさえた、

　……武ぶ人じん!?
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　巻くような光で出来た人型。それに対してあるものが反応するのを、浅あさ間まは見た。

　表示枠サインフレームだ。それも、浅間神じん社じやと、毛もう利り家けによる、

　……力りき場ば結けつ界かい！

　流りゆう体たい系けい生物を捕らえ、その攻こう撃げきを除じよ外がいするもの。

　艦かん上じよう防ぼう護ごシステムと自分の技が、勢いよく二に重じゆう三重に立ち、それを捕ほ縛ばくした。

　直後。

「──っ!?」

　光が莫ばく大だいに弾はじけた。

　結けつ界かいの中央に立った相手が、腰の一いつ刀とうを振ったのだ。

　結界の表示枠サインフレームが、一気に砕くだかれた。

　だが未いまだ、浅あさ間まの結界の幾いくらかは生きている。そして、相手の動きが、結界に押さえ込まれて遅くなりつつも止まらないのを浅間は見た。

　……ちょっと待って下さい！　これ、対たい小しよう竜りゆうクラスの相手を押さえられる結界ですよ!?

　それを砕き、動くものがいる。

　姿すがたは軽けい装そうの武む者しや姿すがた。M. H. R. R.神聖ローマ帝国の制せい服ふくを着た青年だ。しかし彼の全身は青く光り輝いており、四し肢しも顔も、全てが、文字の書き込まれた巻き紙のようなもので覆おおわれていた。

　光の紙から、同じ素材の文字が散る。それは、鈴すずのような音ねを立てるが、

「……人間じゃありません！　制御情報プログラム!?」

　疑問したのは、そんなものを見た事が無いからだった。

　……制御情報で出来た生物なんですか!?

　走狗マウスが近い。しかしそれは、走狗よりも情報密みつ度どが高く、人の動きを取る。

　ならばあれは何です、と思った時だった。

　それが、結界の表示枠に身を幾つも貫つらぬかれながらこう言った。

『お初はつにお目に掛かります。──羽は柴しば様さまより、小お田だ原わら征せい伐ばつの見み届とどけに参さん上じようした、大おお谷たに・吉よし継つぐと申もうします』

　彼は、結界を散らし、自分の身体からだから文字を零こぼしながら、軌む動きで一いち礼れいする。

『仲間よりも一ひと足あし先さきに参さん上じようしましたが、なかなか骨の折れる艦かんで』

「おう、そりゃまあ、防護セキユリテイとか掛けてるからな。でも何だお前、さっき現れた時、降って来た訳わけじゃねえよな。艦内から飛び出してきた感じだ」

　つまり、と輝てる元もとが指し摘てきした。

「流体経けい路ろ、もしくは、制御情報って言うなら、──通つう神しん経けい由ゆで来たのか？」

『Ｔｅｓテスタメント．』

　と、大谷が頷うなずく。

『正確には、制御情報とは言い切れません。何な故ぜなら私──、病原ウイルスなので』

　さあ、と彼は言った。

『ここで判はん断だんを聞かせて頂いただきます。貴女あなた達が、羽柴様を敵に回すのかどうなのかを、ね』







あとがき




　そんな訳わけで、『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅥ上』をお届けします。

　今回は、前回を受けてのいろいろ策さく謀ぼう回かいというところで、前回で進めた話の裏うら打うちをしつつ、次の戦争をどーするか的な。

　実際の戦争も、大たい義ぎ名めい分ぶんをもって宣せん戦せん布ふ告こくを行う事によって国際的なルールに則のつとったり、支持を得る訳ですが、ここら辺はどの国もなかなか大変です。

　勝てばいい、という訳ではなく、その戦争に正当性があるか、というのは、結けつ構こう大事な事で、その辺り、この時代なんかは結構四し苦く八はつ苦くだったり思い切ったりといろいろで。

　特に通つう信しん手段と交通の弱さによる情報伝でん達たつ性せいの低さは、「滅ほろぼしてしまえば勝ち」な風ふう潮ちようを生みやすかったりしますが、正直、相当に前向きじゃないとやってられない世界だなー、と思ったりもします。ゆえにこの時代、外がい交こうを他国と保たもつ事はかなり大事で、政せい略りやく結婚なんかがよく行われたのも、他た家けに親しん族ぞくがいる事による人ひと質じち保証とは別に、すぐに連れん絡らくを取り合える外交官かんとしての輿こし入いれ、という面もあったりで。なかなか女性も大変だよなー、と。

　ともあれチャット。

「何か学生時代の痛い思い出ある？」

『三日くらい前に思い出したんだけど忘れた』

「長くこれやってきたけど、その返しは初めてだな!!」

『いやまあ、その後にいろいろ探してみたけど、あまり無いぞ。

　たとえば、自転車通つう学がく可能だったから、友人のチャリンコと〝お互いのハンドルを握り合って二に人にん三さん脚きやく〟みたいな事やってたら崖がけを回かい避ひ出来ずに友人が落ちたとか』

「お前は何で救たすかってるんだよ」

『それが不ふ思し議ぎな事に、崖の前をコーナーリングしてる最さい中ちゆうに〝危ない!!〟って叫んで友人の自転車蹴けり飛ばして分ぶん離り』

「危ないの、お前だけでは。あと、友人は？」

『下が田んぼでさ。漫まん画がのように自転車と友人が突き刺さってた。用よう水すい路ろで洗って帰ったけど、いい時代だったなあ』

「今だったら即そくネットでニュースだなー……」

　とかいろいろ。では、今回の作業ＢＧＭはPOSSIBILITYで「SANAGI」。こういう準備と燻くすぶりの展開にはいい感じの歌か詞しです。ともあれ今回は、

「誰だれが一番、未来を望んでいるのか」

　という事で。次巻、少々お待ち下さいませー。


平へい成せい二十五年三月　花か粉ふんが飛び始めた朝っぱら　　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる
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